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この度は、BEHRINGER DeepMind 12をご購入いただき、誠にありがとうございます。
DeepMind 12は、プロフェッショナルから高い支持を得ているTC Electronic、Midas、Klark Teknikのアルゴリズムを用いたエフェクトを搭載し、iPadとのWi-Fi接続により、アプリ上でのパラメーター操作に対応するなど、アナログでありながら最先端の機能を備えたアナログ12ボイス・ポリフォニック・シンセサイザーです。本製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使いいただくため、ご使用になる前にこの取扱い説明書を必ずお読みください。
DeepMind 12について
・12音アナログオシレーターを搭載し、豊かで感動的なサウンドを作ることができるクラシック・ポリフォニック・シンセサイザー。
・リバーブ、コーラス、フランジャー、フェイザー、ディレイ、マルチバンドディストーションを含む30以上のアルゴリズムを備えた4つの同時ワールドクラスTCエレクトロニックおよびKLARK TEKNIK FX 
・オシレータ同期モードで音声あたり2 OSCで12の音声
・7つの波形形状、キーシンク、MIDIシンク、エンベロープオートトリガによるボイスごとの2つのLFO

・VCF、VCA、およびMODエンベロープを制御するための音声ごとの3つのADSRジェネレータ
・エフェクトパラメータを含む20以上のソースと130のデスティネーションを持つ柔軟な8チャンネルモジュレーションマトリックス
スルーレートとMIDI同期を調整可能な32ステップ制御シーケンサー
・iPad * / PC / Mac *および選択されたAndroid * App、USB、MIDI、または内蔵WiFiを介した完全なリモートコントロールによる拡張パラメータ制御
・ベロシティセンシティビティとアフタータッチを特徴とする49個のセミウェイトフルサイズキー
・伝説的なVCFおよびVCA設計に基づく純粋なアナログ信号経路
・OSC 1はパルス幅変調でのこぎり波と方形/パルス波形を生成
・OSC 2はトーン変調で方形/パルス波形を生成
・調整可能なレゾナンスを備えたボイスごとに選択可能なデュアルスロープ12/24 dBアナログローパスフィルタ
・エンベロープフェーダーは、個々のエンベロープセグメントを線形、指数関数、逆指数関数の曲線の間でシームレスに変換します。
・1ノートあたり最大12ボイスをフィーチャーした、デチューン、パン・スプレッド、およびドリフトパラメータを備えた強力なユニゾンモードおよびポリモード
・グローバルノイズジェネレータは波形生成を劇的に拡大
・柔軟な固定レート、固定時間および指数関数的ピッチグライドモードを備えた信じられないほどのポリフォニックポルタメント
・タップテンポボタンとユーザー設定可能なパターンモードを備えた洗練されたアルペジエーター
・ChordとPolyChordメモリーはモノフォニックの演奏スタイルからのポリフォニック演奏を可能にします
・純粋で完全性の高いアナログトーン用のトゥルーバイパスモード
・バスブーストスイッチ付きのグローバル可変6 dBハイパスフィルター
・機能ごとに26個のスライダと1個のスイッチで、すべての重要なパラメータに直接リアルタイムでアクセスできます。
・メニューパラメータの迅速な編集とプログラム選択のためのエンコーダ、ナビゲーションスイッチ、データ値スライダを備えたLCDディスプレイ
・すべてのアナログコントロールをプログラムに保存されている値にすばやく一致させるための「比較と一致」機能を備えた1024個のユーザープログラムメモリ 

・最高のシグナルインテグリティを実現する完全サーボバランスステレオ出力
・モジュラーシステムへの接続用•CV /ペダル入力
・包括的なMIDIインプリメンテーション（すべてのパラメータのNRPN / CC制御および一括ロード/保存を含む）
・統合および設定可能なWiFiクライアント/アクセスポイントにより、ホームネットワークへの簡単で安全な接続が可能
・3年間保証プログラム*

・英国で設計されています
#　2.はじめに
DeepMind 12は、4つのFXエンジン、1つの音声あたり2つのOSCおよびLFO、3つのADSRジェネレータ、8チャンネルの変調マトリックス、32ステップのシーケンサ、タブレットリモートコントロール、内蔵Wi-Fiを備えた真のアナログ12ボイスポリフォニックシンセサイザーです。
DeepMind 12は、プレイヤー、パフォーマー、アーティスト、サウンドデザイナー、エンジニア、プロデューサーのクリエイティブなニーズに応えるために開発されました。
DeepMind 12は伝統的なアナログポリフォニックシンセサイザーのすべての機能を提供し、創造的な可能性を高めそして拡大するために信じられないほどの新しい機能を追加します。
このマニュアルでは最初に使用される用語について説明しますので、あなたはユニットとその機能を理解することができます。マニュアルを注意深く読み、将来の参照用に保管してください。
1.1始める前に
1.1.1出荷
安全な輸送を保証するために、DeepMind 12は工場で慎重に梱包されていました。それでも、輸送中に発生した可能性のある物理的損傷の兆候がないかどうか、梱包とその中身を慎重に調べることをお勧めします。
ユニットが損傷している場合は、弊社に返送しないでください。ただちに販売店および運送会社に連絡してください。そうしないと、損傷または交換の請求が認められない場合があります。
1.1.2初期動作
冷却のために装置の周囲に十分なスペースがあることを確認してください。過熱を防ぐために、DeepMind 12をラジエータやパワーアンプなどの高温の装置に置かないでください。
警告：溶断したヒューズは、同じタイプと定格のヒューズとのみ交換してください。
コンソールは付属のケーブルで主電源に接続されています。それは必要な安全基準を満たしています。
警告：すべての装置が適切にアース接続されていることを確認してください。安全のために、装置またはAC電源コードからアース線を取り外したり、無効にしたりしないでください。
1.2製品マニュアル
この製品マニュアルは、DeepMind 12アナログポリフォニックシンセサイザの概要、および各コントロールとパラメータに関する詳細情報を提供するように設計されています。次の章で物理的制御要素の概要を見つけるでしょう。
1.3準備
注意：システムの電源を入れるときは、モニター/スピーカーの電源を切ってください。システムの電源を切るときは、モニター/スピーカーの電源を切ってください。
2.特徴
2.1　ボイス
•12の独立した声。
音声ごとに2つの個別のOSC。
•OSC 1：ノコギリ波とパルス/スクエアの同時機能
•OSC 2：Tone Modウェーブシェイプ機能を持つスクエア.
•可変パルス幅（OSC1）トーン変調（OSC2）各OSCの手動および可変変調深さ。
•ハード同期オプション：オシレータ2はオシレータ1に同期するか、フリーランすることができます。
•OSC2の可変ピッチオフセット（±1オクターブ）。
•OSCごとに3オクターブの範囲、16 '、8'、4 '。
•制御の不安定性を制御するためのOSCドリフト量。
•巨大なサウンドのためのデチューンを使ったユニゾンモード（1,2,3,4,6,12ボイス）。
•可変オシレータ2レベル。
2.2フィルタ
•2/4極共振Midasローパスフィルター。
•連続ハイパスフィルタ周波数。
•LPフィルタは自励発振に駆動できます。
•切り替え可能なバイポーラフィルターエンベロープの深さ。
•可変キーボード/周波数トラッキング。
•大容量のローエンド用に切り替え可能な+ 12 db Bass Boost。
2.3　エンベロープ
•専用のVCA、VCF、および補助（MOD）エンベロープ4ステージ（ADSR）エンベロープジェネレータで、独自の柔軟性を提供します。
•トリガーモード（キー、ループ、コントロールシーケンサー、LFO1、LFO2）。
2.4 LFO
•音声ごとに2つのLFO。
•可変スルーレート
•ボイス間でLFOフェーズをリンク/リンク解除するためのモノ/ポリ/スプレッドモード。
•クロスモッドタイプのエフェクトの最大LFOレートが高い。
•サイン、トライアングル、スクエア、ランプアップ、ランプダウン、サンプル＆ホールド、サンプル＆グライド。
•キー同期のオン/オフ
•クロック同期（内部または外部MIDIクロック）。
•LFOごとのディレイとフェードイン。
•クロスモッドタイプのエフェクトのためのモッドマトリックスを介してノートナンバーを追跡できる高い最大LFOレート。
2.5 VCA
•全体的なパン・スプレッドコントロールと個別の音声パンモジュレーションを備えた音声ごとのステレオVCA。
2.6　エフェクト
•35のハイグレードスタジオクオリティのチェーン可能エフェクト。
•TC Electronic、Behringer X32、およびMidasコンソールの影響。
•プログラムごとに4つの効果。
•トゥルーバイパス。
•テンポをタップします。
•Mod Matrixでは、多くのエフェクトパラメータが無限の可能性を可能にしています。
•フィードバック付ききらめくルーティングを含む10種類のエフェクト設定
•TC-DeepVRB、アンビエンス、ルームレビュ、ホールレビュ、チェンバーレビ、プレートレビ、リッチプレート、ゲーテッドレビ、リバース、コーラスヴェルブ、ディレイヴェルブ、フランジヴェルブ、4Band EQ、エンハンサー、フェアコム、MulBndDist、ラックアンプ、EdisonEX1、オートパン、ノイズゲート、ディレイ、3TapDelay、4TapDelay、T-RayDelay、ModDlyRev、コーラス、コーラスD、フランジャー、フェイザー、MoodFilter、デュアルピッチ、ビンテージピッチ、RotarySpkr。
2.7 モジュレーション・マトリックス
•8つのモジュレーションマトリックスバス。
•モジュレーションソース（24）：
ピッチベンド、モジュレーションホイール、フットCtrl、ブレスコントローラー、タッチ圧後、エクスプレッション、LFO 1、LFO 2、VCAエンベロープ、VCFエンベロープ、モジュレーションエンベロープ（補助エンベロープ）、ノートナンバー、ノートベロシティ、Ctrlシーケンサー、LFO 1（ユニポーラ） 、LFO2（ユニポーラ）、LFO1フェード、LFO2フェード、ノートオフベロシティ、ボイスナンバー、CC X軸、CC Y軸、CC Z軸。
•モジュレーションデスティネーション（132）：
LFO1レート、LFO1ディレイ、LFO1スルー、LFO1ディレイ、LFO2ディレイ、LFO2スルー、LFO2シェイプ、OSC1 + 2ピット、OSC1 + 2ファイン、OSC1ピッチ、OSC1ファイン、OSC2ピッチ、OSC2ファイン、OSC1 PM Dep、 PWMの深さ、TModの深さ、OSC2 PMの深さ、ポルタ時間、VCF周波数、VCF解像度、VCF LFO、Envレート、すべてのアタック、すべてのDec、すべてのSus、すべてのRel、Env1のレート、Env2のレート、Env3のレート、Env1のカーブ、Env1CurveS 、Env2カーブ、Env3カーブ、Env1アタック、Env1ディケイ、Env1 Sus、Env1 Rel、Env1 AtCur、Env1 DcyCur、Env1 SuSCur、Env1アタック、Env2アタック、Env2ディケイ、Env2アタック、Env2 EnC2、Env2 EnC2 Env2 RelCur、Env3アタック、Env3ディケイ、Env3 Sus、Env3 AtCur、Env3 DcyCur、Env3 SuSCur、Env3 RelCur、VCAすべて、VCAアクティブ、VCA EnvDep、パンスプレッド、VCAパン、OSC2レベル、ノイズレベル、HP Freq 、Uni Detune、OSCドリフト、パラメータドリフト、ドリフトレート、Arp Gate、シーケンススルー、Mod 1 Dep、Mod 2 Dep、Mod 3 Dep、Mod 4 Dep、Mod 5 Dep、Mod 6 Dep、Mod 7 Dep、Mod 8 Dep、Fx 1 Params、Fx 2 Params、Fx 3 Params、Fx 4 Params、Fx 1 Level、Fx 2 Level、Fx 3 Level、およびFx 4レベル
2.8キーボード
•フルサイズ、セミウェイト、ノートオン/オフベロシティ、アフタータッチを備えた49鍵のキーボード。
•バックライト付きピッチとモジュレーションホイール。
•プログラムごとに選択可能な範囲（1から24半音上下）のスプリング式ピッチホイール。
•8オクターブ範囲のコントロールをトランスポーズします。
•ポリフォニックポルタメント。
2.9 PSU 
•IECの主電源接続 - ウォールイートなし。
2.10　クロック
•タップテンポのマスタークロック。
•BPMの制御と表示。
•MIDIクロック同期
2.11アルペジエーター
•可変ゲート時間。
•最大6オクターブの範囲。
•最大32のステップと休符で32のプリセットと32のユーザープログラム可能なリズムパターン。
•可変スイング機能。
•アルペジエーターモード：UP、DOWN、UP-DOWN、UP-INV、DOWN-INV、UP-DN-INV、UP-ALT、DOWN-ALT、RAND、AS-PLAYED、CHORD。
•ユーザーパターン。
•Arp Clockオプション：1 / 2、3 / 8、1 / 3、1 / 4、3 / 16、1 / 6、1 / 8、3 / 32、1 / 12、1 / 16、1 / 24、1 / 32、1 / 48。
•ホールドスイッチは、ホールドしたノートをラッチします。
2.12コード/ポリコード 

2.12コード/ポリコード 

•コードをトリガーキーにマッピングします。
•1コードあたり最大12ノート。
•4つのバンクでポリコードの保存と呼び出しが可能です。
2.13制御シーケンサ
　•最大32ステップまで。出力はmod行列を介してルーティング可能です。
2.14　エディタ
　•包括的なApple iPad、Apple MacOS、およびWindows PCエディタ。
2.15プログラムメモリ
　•128プログラムの8バンクに配置された1024プログラム。
2.16入出力
　•USB Midiインターフェースを内蔵。
　•iPad / PC / Mac接続MIDI用USB。
　•双方向MIDI通信用のUSB。
　•柔軟なMIDIルーティング。
　•エクスプレッションペダル/ CV（0-5V）in。
　•左右バランスオーディオ出力（2 x 1/4 "TRS）。
　•ヘッドホン出力（ステレオ、1/4 "TRS）。
　•MIDI IN、OUT、およびTHRUポート。
　•設定可能なWi-Fiクライアント/アクセスポイントは、ホームネットワークへの簡単で安全な接続を可能にします。
　•RTP（Real-Time Protocol）　MIDIサポートによるワイヤレス制御。
#　3.コントロールパネル
3.1トップコントロール
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（1）ディスプレイ - この大きなバックライト付きLCD画面には、シンセサイザのステータス、パラメータ、および5つのメインメニューが表示されます。コントラストと明るさは、GLOBALメニューのPANEL SETTINGSページで調整できます。
（2）ナビゲーション -  BANK / UP、BANK / DOWN、+ / YES、 -  / NOスイッチを使用してディスプレイメニュー内を移動します。
（3）メニュー - これらのスイッチはディスプレイメニューへのアクセスを可能にします。
PROG MENU  - シンセサイザーのメインディスプレイ。現在のプログラム、現在調整されているパラメータ、およびパラメータと3つのエンベロープの視覚的表現を表示します。
FXメニュー - 利用可能なリストから最大4つの効果を追加します。利用可能な10のモードの1つを選択して、エフェクトのルーティングを変更します。各エフェクトには、すべてのパラメータに対する個別のコントロールがあります。
グローバルメニュー - シンセサイザーの設定を表示および調整します。接続性、キーボード、ペダル、パネル、システムの5つのページがあります。
COMPAREメニュー - このメニューでは、現在のプログラムと保存されているプログラムを比較し、物理的なフェーダー位置の違いを見ることができます。
書き込みメニュー - このメニューでは、現在のプログラム設定をプログラムライブラリに書き込むことができます。プログラムの名前を変更してそのカテゴリの種類を設定することもできます。
（4）DATA ENTRY  - ディスプレイ上の選択されたパラメーターはロータリーノブまたはDATA ENTRYフェーダーを使って調整されます。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
MOD  - このスイッチはディスプレイ上のモジュレーションマトリックスを開き、ソースとデスティネーションのリストから最大8つのモジュレーションを作成することを可能にします。
（5）ARP / SEQ  - このエリアはアルペジエーターとコントロール・シーケンサーをコントロールします。
ON / OFF  - 有効にすると、押されたキーに基づいてアルペジオが生成されます。注 - コントロールシーケンサーはその編集ページからのみオンになります。
RATE  - アルペジエーター/シーケンサーのレートを1分あたりのビート数（BPM）で調整します。 

GATE TIME  - トリガーされたノート間の時間の割合に基づいて、演奏されるノートの長さを調整します。
コード - 単一のキーで任意のコードを演奏できます。コードにはルートノートが与えられ、キーボード全体にマッピングされます。
POLY CHORD  - 複数のキーから複数のコードを弾くことができます。コードは個々のキーにマッピングされています。
TAP / HOLD  - 演奏に合わせてこのボタンをタップしてレート/ BPMを設定するか、長押ししてHOLD機能を有効にします。
EDIT  - これはメインディスプレイから追加のアルペジエーター/コントロールシーケンサーパラメーターを編集することを可能にします。
（6）LFO 1と2　-他のパラメーターをモジュレートまたはコントロールするために使用される低周波オシレーター。
RATE-これはLFOのレート、またはスピードを設定します。
DELAY TIME  -  LFOが始まるまでの時間です。
EDIT  - これはメインディスプレイから追加のLFOパラメータを編集することを可能にします。
LFO WAVEFORM  - これらのLEDは、各LFOによって生成された波形のタ​​イプとステータスを示します。
（7）OSC 1＆2  - これらのアナログフルレンジオシレーターはシンセサイザーの音源となる波形を生成します。
OSC 1＆2 PITCH MOD  - 各OSCに適用されるピッチモジュレーションの量。
OSC 1 SQUAREWAVE  - このスイッチは、OSC 1の方形波出力のオン/オフを切り替えます。
OSC 1 PWM  -  OSC 1方形波に適用されるパルス幅変調の量。
OSC 1 SAWTOOTH-このスイッチはOSC 1ののこぎり波出力のオン/オフを切り替えます。
OSC 2 TONE MOD  -  OSC 2に適用されるトーンモジュレーションの量。
OSC 2 PITCH  -  OSC 2のベースピッチをコントロールします。
OSC 2 LEVEL  -  OSC 2のレベルをコントロールします。
ノイズレベル - オシレータに加えられるホワイトノイズの量をコントロールします。
EDIT-これはメインディスプレイから追加のOSCパラメータを編集することを可能にします。
（8）POLY  - このエリアはシンセサイザーのポリフォニーをコントロールするために使用されます。
UNISON DETUNE  - ボイスが同時に演奏されているとき、これはボイス間の離調の量を調整します
EDIT-これはメインディスプレイから追加のPOLYパラメーターを編集することを可能にします。
（9）VCF  - シンセサイザーのサウンドから高周波をフィルタリングするために使用される電圧制御ローパスフィルター。
FREQ  - フィルターのカットオフ周波数を調整します。
2-POLE  - フィルタのロールオフスロープをデフォルトの4-POLEモードから2-POLEモードに変更します。
RES  - フィルターカットオフポイントのレゾナンスを調整します。
EDIT  - メインディスプレイから追加のVCFパラメータを編集することができます。
ENV  - フィルターカットオフ周波数をコントロールするVCF ENVELOPEのレベルを調整します。
INVERT  - フィルタカットオフ周波数に適用されるVCFエンベロープの極性を反転するために使用されます。
LFO  - フィルターのカットオフ周波数に適用される選択したLFO波形の深さを調整します。
KYBD  - フィルターのカットオフ周波数に適用されるキーボードトラッキングの量を調整します。
（10）VCA  - 出力レベルを制御するために使用される電圧制御アンプ。
LEVEL  -  VCAの出力レベルをコントロールします。
EDIT  - メインディスプレイから追加のVCAパラメータを編集することができます。
（11）HPF  - シンセサイザーのサウンドから低周波数をフィルタリングするために使用される電圧制御ハイパスフィルター。
FREQ  - ハイパスフィルターの周波数を調整します。
　BOOST  - このスイッチは信号経路に+ 12 dBの低音ブーストを適用します。
（12）エンベロープ - これらは他のパラメーターをモジュレートするために使用される3つのエンベロープです。
A [ATTACK]  - エンベロープのアタックタイムをコントロールします。
D [DECAY]  - エンベロープのディケイタイムをコントロールします。
S [SUSTAIN]  - エンベロープのサステインレベルを調節します。
R [RELEASE]  - エンベロープのリリースタイムをコントロールします。
VCA  - 電圧制御アンプの制御に使用されるエンベロープを選択します。
VCF  - 電圧制御フィルタの制御に使用されるエンベロープを選択します。
MOD  - ユーザー固有のモジュレーションに使用されるエンベロープを選択します。
CURVES  - エンベロープの各ステージの関連カーブに影響を与えるようにADSRコントロールを変更します
（13）VOICES  - これらのLEDは、鍵盤を弾いたときにどのボイスがアクティブであるかを示します。
（14）OCTAVE  - これらのLEDはキーボードに適用されているオクターブシフトを表示します。
（15）PORTAMENTO  - 演奏したノート間のスライド時間を変更します。
（16）VOLUME  - シンセサイザーの出力レベルをコントロールします。
（17）OCTAVE UP / DOWN  - キーボードのピッチ範囲を1オクターブ単位で上下させます。
（18）ピッチベンドホイール - このスプリング式ホイールでは、ピッチを表現的に上下させることができます。
（19）MOD WHEEL  - パラメータの表現力のあるモジュレーションに使用されます。
（20）KEYS  - 表現力とアフタータッチを特徴とする49のセミウェイトフルサイズキー。
3.2リアパネル
（21）電源入力 - 付属の電源ケーブルのみを使用して接続してください。
（22）POWER SWITCH  - シンセサイザーのオン/オフを切り替えます。すべての接続が完了した後に電源を入れてください。
（23）OUTPUT L / R  - シンセサイザーのメイン出力です。それはあなたのオーディオインターフェースまたはサウンドシステムに接続されるべきです。システムの電源を入れるときはモニター/スピーカーを最後にオンにし、システムの電源を切るときはモニター/スピーカーを最初にオフにしてください。
（24）PHONES  - シンセサイザーのヘッドフォン出力はメイン出力に従います。ここにあなたのヘッドフォンを接続してください。ヘッドフォンをつけたり、シンセサイザーの電源を入れたり切ったりするときは、音量調節が最小になるようにしてください。
（25）SUSTAIN  - この1/4インチTSジャックには、ノーマリオープンスイッチなどのサステインペダルを接続できます。このペダルの操作は、GLOBAL / PEDAL SETTINGSメニューでカスタマイズできます。 

（26）PEDAL / CV  - この1/4 "TRSジャックでエクスプレッションペダルを接続することができます。このペダルの操作はGLOBAL / PEDAL SETTINGSメニューを使ってカスタマイズできます。 

（27）MIDI IN  - この5ピンDINジャックは外部ソースからのMIDIデータを受信します。これは一般的に外部ハードウェアシーケンサー、MIDIインターフェースを備えたコンピューターなどです。
（28）MIDI OUT  - この5ピンDINジャックはMIDIデータを外部ソースに送ります。これは一般的に外部ハードウェアシーケンサー、MIDIインターフェースを備えたコンピューターなどです。
（29）MIDI THRU  - この5ピンDINジャックはMIDI入力で受信したMIDIデータを通過させるために使用されます。これは通常、別のDEVICE ID、またはMIDIチャンネルに割り当てられている別のシンセサイザーまたはドラムマシンに送信されます。
（30）USB PORT  - このUSBタイプBジャックはコンピュータへの接続を可能にします。DeepMind 12はクラスに準拠したUSB MIDIデバイスとして登場し、MIDIの入出力をサポートすることができます。DeepMind 12は、Windows、Android、MacOS、およびiOSデバイスで動作するために追加のドライバを必要としません。
USB MIDI IN  - アプリケーションから入ってくるMIDIデータを受け取ります。
　　USB MIDI OUT  -  MIDIデータをアプリケーションに送信します。
[image: image4.png]



#　4.プログラム(音色)管理
この章では、DeepMind 12アナログポリフォニックシンセサイザのプログラム管理について説明します。理解することは重要です
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DeepMind 12には合計1024のプログラムが含まれています。128プログラムのうち8バンク（AH）があります。すべてのプログラムは必要に応じて上書きすることができます。DeepMind 12プログラムライブラリを元の状態に戻す必要がある場合は、工場出荷時のデフォルト設定の復元に関する章を参照してください。
保存されたプログラムからの現在のすべての変更は一時的な「編集メモリ」に保存されます。変更は保存されていないプログラムを回復するために使用できる "バックアップメモリ​​"にも配置されます。
注：DeepMind 12プログラムはEEPROMメモリに保存されており、電源を入れ直しても保持されます。 

4.2プログラムの選択 
1. PROGスイッチを押してPROGメニューを開きます。これは、DeepMind 12の電源を入れたときに表示される画面でもあります。
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2. PROG（プログラミング）ページが表示されます。
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PROG（プログラミング）ページはシンセサイザーのメインディスプレイです。現在のプログラム名、カテゴリ名、現在調整されているパラメータ、およびパラメータの視覚的表現と3つのエンベロープが表示されます。
3.現在のプログラムを変更する方法は3つあります。
• -  / NOおよび+ / YESスイッチを使用してプログラムを前後に進むか、BANK / UPおよびBANK / DOWNスイッチを使用してバンクを上下に移動します。 

•プログラムブラウザを使用する。 

•MIDIプログラムチェンジメッセージを使って外部機器から。 

4.2.1ナビゲーションスイッチの使用
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1.  -  / NOまたは+ / YESを押すと、前のプログラムまたは次のプログラムがバンクにロードされます。 

2. BANK / UPまたはBANK / DOWNを押すとバンクが切り替わります。 

4.2.2プログラムブラウザの使用 
1.プログラムブラウザにアクセスするには、PROGスイッチを押したままロータリーノブを動かします（またはGLOBALスイッチを押します）。 
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注：PROGスイッチを押している間、「PROG HELD」ヘルプメニューが表示され、追加のガイダンスとコマンドが表示されます。
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2.プログラムブラウザが表示されます。
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3.プログラムブラウザモードでは、ロータリーノブを使ってプログラムのリストをスクロールできます。プログラムを止めると自動的にロードされます。
4.2.3 MIDIプログラムチェンジメッセージを使う
MIDIプログラムチェンジメッセージを使ってプログラムを変更することができます。この特別なMIDIメッセージは、デジタルオーディオワークステーション（DAW）から、またはプログラムチェンジメッセージを送信することができる外部MIDI機器から送信することができます。
メッセージの詳細については、MIDIコマンドのセクションを参照してください。
4.3プログラムカテゴリ
各プログラムは、以下のオプションのリストからカテゴリに割り当てられています。
•NONE  - カテゴリ情報は保存されません。
•BASS  - ベースサウンドに使用します。
•PAD  - パッドサウンドに使用されます。
•LEAD  - リードサウンドに使用されます。
•MONO  - モノラルサウンドに使用します。
•POLY  - ポリフォニックサウンドに使用されます。
•STAB  - スタブサウンドに使用されます。
•SFX  - 効果音に使用します。
•ARP  - アルペジエーターがアクティブなプログラムに使用されます。
•SEQ  - シーケンサーを伴うプログラムに使用されます。
•PERC  - パーカッションサウンドに使用されます。
•AMBIENT  - アンビエントサウンドまたはテクスチャサウンドに使用されます。
•MODULAR  - モジュール型プログラミングを使用するプログラムに使用されます。
•USER-1/4  - ユーザー/プロジェクト固有のサウンドに使用されます。
.
カテゴリーはProgディスプレイの左上隅に表示されます。カテゴリの割り当て方法については、プログラムの作成に関するセクション4.9を参照してください。
4.4カテゴリ別の閲覧
1.プログラムブラウザにアクセスするには、PROGスイッチを押し続けます。
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注：PROGスイッチを押している間、PROG HELDヘルプが表示され、追加のガイダンスとコマンドが表示されます。
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2.プログラムを現在のプログラムと同じカテゴリの他のプログラムに変更するには：PROGスイッチを押したまま、 -  / NOまたは+ / YESスイッチを押して同じカテゴリ内の前または次のプログラムを選択します。
3.別のカテゴリーに変更するには：PROGスイッチを押したまま、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを押して前または次のカテゴリーを選択します。（その後、PROGスイッチを押したままの状態で -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用して、この新しいカテゴリ内のプログラムを変更することができます。）
4.5お気に入り
あなたはすぐに呼び戻すことができるお気に入りの番組のリストを作成することができます、あなたがすべての利用可能な番組をスクロールする必要なしにあなたのお気に入りの番組に達することを可能にします。
プログラムをお気に入りとして保存する
1.現在のプログラムをお気に入りとして保存するには、PROGスイッチとFXスイッチを同時に押し続け、次に+ / YESスイッチを押します。
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2.ステータスラインの右上に「幸せそうな顔」のアイコンが表示されます。これは、お気に入りとして設定されているすべてのプログラムに表示されます。
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お気に入りのプログラムを呼び出す
3.お気に入りを呼び出すには、PROGスイッチとFXスイッチを同時に押し続けます。 
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お気に入りを削除する
4.お気に入りのプログラムは、右上に幸せそうな顔のアイコンを表示します。お気に入りとして削除するには、PROGスイッチとFXスイッチを同時に押したまま、 -  / NOスイッチを押します。アイコンが消え、プログラムはお気に入りリストに表示されなくなります。（プログラム自体は削除されません。）
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すべてのお気に入りを削除する
5.お気に入りリストの内容全体を空にするには、PROGスイッチとFXスイッチを同時に押したままにしてから、WRITEスイッチを押します。警告/確認メッセージの後、+ / YESスイッチを押すと、すべてのお気に入りがリストから削除されます。（プログラムは削除されません）
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4.6デフォルトプログラム
プログラムを作成するときに固定点に戻るには、ここで説明しているショートカットを使用してデフォルトプログラムを呼び出すことができます。デフォルトのプログラムはモジュレーション/エフェクトなしで設定されており、各セクションで基本設定を使用します。（詳細については付録4を参照してください。）
1.デフォルトプログラムをロードするには、PROGスイッチを押したままCOMPAREスイッチを押します。
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注：PROGスイッチを押している間、PROG HELDヘルプメニューが表示され、追加のガイダンスとコマンドが表示されます。
2.デフォルトプログラムがロードされ、プログラム名が "* Default Program"に変わります。
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注：プログラム名の横にある「*」は、現在のプログラムで何かが変わったことを思い出させるものです。別のプログラムに変更する前に、WRITEコマンドを使用してこれを保存してください。詳細は後述の4.9プログラムの書き方を参照してください。
4.7パネルに戻る
プログラムをロードすると、DeepMind 12のすべての物理コントロールがメモリに保存されている位置と一致しない場合があります。すべての物理的位置をプログラムに送信するには（格納された値に達するまでそれぞれを個別に移動するのではなく）、以下の手順に従ってください。
注意：これを行うと、複数のパラメーターが更新されるにつれてプログラムのサウンド/キャラクターが急激に変化することがよくあります。
1.パネル操作に戻るには、PROGスイッチを押したままWRITEスイッチを押します。
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注：PROGスイッチを押している間、PROG HELDヘルプメニューが表示され、追加のガイダンスとコマンドが表示されます。
2.現在のプログラムは、DeepMind 12の物理コントロールの位置で更新されます。
注：プログラム名の横にある「*」は、現在のプログラムで何かが変わったことを思い出させるものです。別のプログラムに変更する前に、WRITEコマンドを使用してこれを保存してください。詳細は後述の4.9プログラムの書き方を参照してください。
4.8プログラムデータの復元
1.あなたがプログラムを編集し、新しいプログラムを選択する前にそれを書くのを忘れた場合、 - パニックにならないで - プログラムのバックアップがメモリに保存されます。これが起こるたびに、ポップアップメニューが表示され、「編集を元に戻すにはCOMPAREを押す」というメッセージが表示されます。
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2. COMPAREスイッチを押すと、以前の編集パッチが元に戻ります。
3.編集を保存するためにWRITEを押すように促す別のポップアップメッセージが表示されます。詳細は後述の4.9プログラムの書き方を参照してください。
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4.9プログラムを保存
1.プログラムをメモリに書き込むには、いつでもWRITEスイッチを押します。
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2. WRITE PROGRAMメニューが表示されます。
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3.このメニューでは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用してセクション間を移動できます。選択されたセクションは反転文字（白地に黒）で強調表示されます。
4.最初のセクションは、現在のプログラムが保存されるプログラムの場所です。BANK / UP、BANK / DOWNスイッチ、ロータリーノブ、またはDATA ENTRYフェーダーを使って、必要なBANK（AH）とPROGRAM NUMBER（1-128）を選択できます。保持したい既存のプログラムを上書きしないように注意してください。
5. 2番目のセクションは、利用可能なプログラムカテゴリのいずれかを選択できる「カテゴリ」です。ここでもBANK / UP、BANK / DOWNスイッチ、ロータリーノブ、フェーダーを使って必要なカテゴリーを選択できます。
6. 3番目のセクションは、書き換えるプログラムの名前を示す「置き換えられる」です。名前を変更したい場合は、 -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用して名前の各文字をステップスルーし、BANK / UP、BANK / DOWNスイッチ、ロータリーノブ、またはフェーダーを使用して名前を変更します。キャラクター。
7.ディスプレイ下部のテキストで示されている、FXとGLOBALスイッチのすぐ上には、文字を選択するための2つのショートカットもあります。
注：これらの2つのショートカットは、TO BE REPLACLE BY BYプログラムの名前を編集しているときにのみ表示されます
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a-A-0  -  FXスイッチを押して、小文字、大文字、数字/特殊文字を切り替えます。
DEL  -  GLOBALスイッチを押すと、現在選択されている文字が削除されます。
8.現在の番組と目的の番組位置を比較するには、COMPAREスイッチを押して違いを聞きます。現在のプログラムに戻るには、もう一度COMPAREスイッチを押します。
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9.新しい場所を選択してプログラムに名前を付けたら、もう一度WRITEスイッチを押してプログラムを書き込みます。
プログラムを書き込まないことにしたときはいつでも、PROGスイッチを押してメインプログラミング画面に戻ります。
注意：バックアップメモリ​​にプログラム（保存されていない編集済みプログラムなど）がある場合は、「COMPARE：Clear Backup」というメッセージが表示されます。 
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10.前述のように目的のプログラムの場所を聴きたい場合は、まずCOMPAREスイッチを押してバックアップメモリ​​を消去する必要があります。バックアップがクリアされると、メッセージは「COMPARE：Listen」に戻り、通常どおりに目的のプログラムの場所を聞くことができます。
4.10プログラム名の変更
1.既存のプログラムの名前を変更するには、プログラムを作成するための上記の手順に従い、BANKとPROGRAM NUMBERを同じままにして、次に「置き換えられるように」セクションに示された名前を変更します。
4.11 COMPARE機能
COMPARE機能には、主に2つの機能があります。
•まず、現在の（編集した）プログラムとオリジナルのプログラムを比較するのに使えます。 

•次に、サーフェス上の物理フェーダーの現在位置を元のプログラムと比較したり、一致させるために使用できます。これはあなたがプログラムのサウンド/キャラクターを維持したいときに必要です。
1.両方の機能を実行するには、COMPAREスイッチを押します。
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2. COMPAREメニューのページが表示されます。表示されているページが最後に使用したページになります。DeepMind 12をオンにしてからCOMPARE機能を使用していない場合は、デフォルトで1ページになります（下記参照）。
•プログラムを編集した場合（いくつかのパラメーターを変更した場合）、COMPAREスイッチを押すと、元の保存済みプログラムが復元されるので、編集内容を元のサウンドと比較できます。編集したバージョンに戻るには、もう一度COMPAREを押します。元のバージョンと編集されたバージョンをすばやく比較するには、これを繰り返します。
•COMPAREメニューでは、フェーダーの現在位置をオリジナルプログラムに保存されている位置に合わせることができます。フェーダーの位置を合わせたくない場合は、もう一度COMPAREを押して編集したプログラムに戻ります。
3. COMPAREメニューの各ページにはフェーダーのセクションが表示されます。
•フェーダーの位置が保存されている値の位置と一致すると、フェーダーは黒くなります。 

•フェーダーが位置と一致しない場合は、保存されている値に近づくために移動する必要がある方向を向いている矢印が重なって表示されます。 

•保存されている値と一致させるためにフェーダーを動かす必要がある距離を示す細い白いバーもあります。
4.保存した位置に達するまでフェーダーを調整すると、フェーダーが黒く変わり、一致したことを示します。
5. COMPAREメニューには4ページのフェーダーがあります。 -  / NOまたは+ / YESスイッチを使って前後のページを選択するか、フェーダーを動かすだけでCOMPAREページが自動的に表示されます。 
1ページ  ARP / SEQとLFOフェーダーを示します。（Portamentoロータリーノブは左側の最初のフェーダーで表されます。）
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2ページ  OSCフェーダーが表示されます。
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3ページ  UNISON、VCF、HPF、VCAの各フェーダーが表示されています
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4ページ  エンベロープフェーダーを示しています。
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参考：必要に応じて、フェーダーに合わせて特定のエンベロープを選択することもできます。
6.もう一度COMPAREを押すと、いつでもCOMPAREメニューを終了してPROGメニューに戻ることができます
#　5.演奏ガイド
このセクションでは、DeepMind 12の演奏と演奏への使用について説明します。それはシンセサイザーのすべての主要な面をカバーしています。
DeepMind 12には、照らされたスイッチ、フェーダー、ロータリーノブ、ホイールで構成された64個の物理的コントロールがあります。
ソフトウェア内にも多くの仮想コントロール/パラメータとメニューベースのコントロールがあります。詳細についてはプログラミングの章を参照してください。
5.1ディスプレイ概要 
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PROG（プログラミング）ページはシンセサイザーのメインディスプレイです。 

再生中は、PROGスイッチを押すとディスプレイにシンセサイザーの状態が表示されます。このモードに入るとPROGスイッチが点灯します。
これらすべての情報を1つの画面で見ることができれば、ディスプレイに表示されている以下のパラメーターのいずれかを素早く確認することができます。
（1）プログラムバンク（上記の例では "A"）。
（2）プログラム番号（上記の例では "1"）
（3）プログラム名（上の例では "Default Program"）。
（4）プログラムカテゴリ（上記の例では "NONE"）。
（5）SEQステータス/マスターBPM外部/ BPM（上の例では "OFF"、 "MIDI"、 "140.0"）。
（6）パラメータ制御（上記の例では "POLY UNI"）。
（7）CURRENT PARAMETER MIDI VALUE（上の例では255）。
（8）格納されたパラメータ値（上記の例では20）。
（9）現在のパラメーターの明示的な名前/値（上の例では "DETUNE±50.0cents"）。
（10）PARAMETER VISUALIZATION（上の例ではUNISON波形）。
（11）VCA ENVの可視化（上の例ではVCA ENV）。
（12）VCF ENVの可視化（上の例ではVCF ENV）。
（13）MOD ENVの可視化（上の例ではMOD ENV）。
注意：ディスプレイの明るさとコントラストは、グローバルパネル設定メニューで調整できます。
PROG画面とシンセサイザーのステータスの詳細については、このマニュアルの後半のプログラミングセクションを参照してください。 
5.2キーボード（ベロシティー/アフタータッチ）
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•DeepMind 12には、表現力豊かなベロシティとアフタータッチを特長とする49個のセミウェイトフルサイズキーがあります。 

•キーボードは4オクターブに渡り、演奏の必要に合わせてオクターブを上下にシフトできます。
•アフタータッチとベロシティの表現では、演奏スタイルや要件を微調整するために、個々のカーブをレスポンスに適用することができます。 

•速度は2つの方法で表現されます。 

•（NOTE）ON VELOCITY  - あなたがキーを叩く速度。
•（NOTE）OFF VELOCITY  - あなたがキーを放したベロシティ。 

•必要に応じてON / OFFベロシティを固定値に設定できます。これは実際の打撃速度とリリース値を上書きします。
注：応答曲線と固定値を調整するための設定はGLOBAL-KEYBOARD SETTINGSメニューにあります。
注：DeepMind 12に影響を与えることなく、キーボードのLOCALメッセージをオフにして外部デバイスを再生することもできます。
5.3ピッチベンドとモジュレーションホイール
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PITCH WHEEL  - ピッチホイールを使うと、表現されているノートのピッチを上げ下げできます。
•PITCH BENDの範囲は、POLYメニューの2ページ目（POLY EDITスイッチを2回押すとアクセスできます）で割り当てることができます。
•ピッチホイールはスプリング式で、調整してホイールを放すと自然に中心点に戻ります。
モジュレーションホイール - モジュレーションホイールを使用すると、任意のタイプのモジュレーションやエクスプレッションを単一（または複数）のパラメータに適用できます。
•伝統的な演奏ではビブラートを作成するため、またはVCF FREQUENCYにアサインしてフィルターを開くためなど、よりクリエイティブな方法で使用できます。 

•両方の車輪はLEDで照らされているので、暗い場所でも見ることができます。LEDは点灯、消灯、またはAUTOモードにすることができ、ホイールを動かすとLEDの輝度が上がります。
•ピッチホイールとモジュレーションホイールに関連する高度なパラメータの制御に関する詳細は、このマニュアルの後半のセクションを参照してください。
5.4オクターブシフト（OCT UP / DOWN）
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•これらのスイッチで、キーボードのピッチ範囲を1オクターブ単位で上下させることができます。 

•スイッチの上にあるOCTAVE LEDは、キーボードに適用されている現在のオクターブシフトを表示します。
•両方のOCTスイッチを同時に押すと、オクターブ0にリセットされます（トランスポーズなし）。
5.5音声表示
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•DeepMind 12には12の独立した音声があります。キーボードの上に12個のLEDがあり、各ボイスのステータスを示しています。
•従来のPOLYモードで再生しているとき、音声LEDは完全なポリフォニック機能を使用して個別に点灯します。
•UNISONモードまたはMONOモードで演奏しているときは、割り当てられているボイスの数に応じてボイスLEDが同時に点灯します。
注意：ポリフォニーと音声の割り当てを調整する設定は、[POLY-VOICE PARAMETERS]メニューにあります。
5.6ポルタメント
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•PORTAMENTO機能は、前に演奏した音符から音符のピッチを上下にスライドさせます。PORTAMENTOノブは、前の音から現在演奏されている音への移行にかかる時間を制御します。
•ノブの範囲は0秒（ピッチの滑りがない、音符の瞬間的な変化）から10秒です。
•PORTAMENTO機能は14の異なるモードによってあなたの特定の演奏要件に合わせることができます。
•PORTAMENTO機能をOSC間でバランスさせることもでき、OSC 1とOSC 2に適用されるPORTAMENTOの比率を設定できます。
•PORTAMENTOに関連する高度なパラメーターのコントロールに関する詳細は、このマニュアルの後半のセクションを参照してください。PORTAMENTOオプションはPOLY EDITメニューのPITCH PARAMETERSページにあります。
5.7　ボリューム
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•音量ノブは、メイン出力とヘッドフォンの両方の出力レベルを同時に制御します。メイン出力レベルを補正する必要がある場合は、ミキサー、オーディオインターフェース、またはアンプのゲインステージを使って補正してください。
5.8　ペダル入力（リアパネル）
•ペダル入力はエクスプレッションペダルを接続できる1/4 "TRSジャックです。 

•フットコントロール、MODホイール、BREATH、VOLUME、EXPRESSION、PORTA TIME、AFTERTOUCHの7つのモードのいずれかでペダル入力を割り当てることができます。
•このペダルの操作は、GLOBAL / PEDAL SETTINGSメニューを使ってカスタマイズできます。 

•ペダル入力に関連する高度なパラメーターのコントロールに関する詳細は、このマニュアルの後半のセクションを参照してください。
5.9サスティン入力（背面パネル）
•サスティン入力は、常時開スイッチなどのサスティンペダルを接続できる1/4インチTSジャックです。
•サスティン入力は、10のモードのいずれかで動作するように割り当てることができます。詳細については、この文書の後半の「ペダル設定」セクションを参照してください。
•このペダルの操作は、GLOBAL / PEDAL SETTINGSメニューを使ってカスタマイズできます。
•サスティン入力に関連する高度なパラメーターのコントロールに関する詳細は、このマニュアルの後半のセクションを参照してください。
5.10　スライドフェーダー操作モード
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　　•スライドフェーダーは、PASS-THRUまたはJUMPの2つのモードで操作できます。
　　•スライドフェーダーを調整したときの反応を制御する方法の詳細については、このマニュアルの後半のセクションを参照してください。 

注：DeepMind 12に影響を与えることなく、フェーダーのLOCALメッセージをオフにして外部デバイスを制御することもできます。
#　6.信号経路／音声構造
OSCからメイン出力への信号経路/音声構造は完全にアナログです。アナログ経路を維持するためにDSP効果を完全にバイパスすることができます。DSPエフェクトを介してルーティングされた場合、すべてのサンプリングは24ビット48 kHzで行われます。すべての内部DSPエフェクトは32/40ビット浮動小数点解像度で処理されます。
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モジュレーション　マトリックス
.
変調マトリックスは、大量の潜在的な変調を可能にする大規模デジタルルーティングマトリックスです。マトリクス構成は保存され、プログラムデータとともに呼び出されます。
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MIDIルーティング
DeepMind 12は、MIDIルーティングの可能性を最大限に広げ、シンセサイザーをさまざまなハードウェアおよびソフトウェアと統合することを可能にします。
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#　7.メニュー 

メニュープログラム
DeepMind 12ディスプレイでは、シンセサイザーの詳細なパラメーター、コントロール、オプション、および機能にアクセスできます。
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メニューシステムの操作は、トップレベルのメニュースイッチPROG、FX、GLOBAL、COMPARE、およびWRITEを押すことによって行うことができます。
FXメニューとGLOBALメニューにはいくつかのページがあります。連続したページにアクセスするには、同じスイッチをもう一度押すとページが切り替わります。
DeepMind 12は、アクセスされたメニュー内の最後のページに常に戻ります。これにより、前のページを巡回することなく、最後の変更に戻ることができます。
注：グローバル設定の[ページの追加]オプションを使用して、この機能を変更できます。
7.1 PROG（プログラミングメニュー）
PROGメニューにアクセスするには、PROGスイッチを押すと、このメニューに入っている間、PROGスイッチは点灯したままになります。
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PROGメニューが表示されます。
[image: image48.png]LP_”B

3
_LlJ_l
[SEQ IHIDI] BPH: 140, 0

IETI \H

_

wlﬂﬁ

g
o —
e —





PROGページはシンセサイザーのメインディスプレイです。 

再生中は、PROGスイッチを押すとディスプレイにシンセサイザーの状態が表示されます。コントロールが調整されるたびに常に変化します。
これらすべての情報を1つの画面で見ることができるようになると、ディスプレイに表示される以下のパラメーターのいずれかを素早く確認することができます。 

7.1.1プログラムバンク 
（1）（例の図の "A"） - プログラムには8つのバンクがあり、各バンクには128のプログラム位置があります。DeepMind 12には、世界中の大手シンセサイザープログラマーによる1024のプログラムがプリロードされています。
7.1.2プログラム番号
（2）（例の図では "1"） - 各BANKには128個のPROGRAMがあります。
7.1.3プログラム名
（3）（例の図の "Default Program"） -  PROGRAM名は、大文字、小文字、数字、記号を含めて最大16文字まで使用できます。
注：プログラム名の先頭に '*'記号が表示されている場合は、そのプログラムがその保存状態から編集または変更されていることを示しています。 

編集が完了してプログラムを作成すると、 '*'記号は表示されなくなります。
7.1.4プログラムカテゴリ 
（4）（例の図では "NONE"） - 各PROGRAMは17のカテゴリの1つに割り当てることができます。カテゴリーをPROGRAMに割り当てることで、特定の種類のサウンドをより簡単にブラウズできます。
利用可能なカテゴリは次のとおりです。
•NONE  - カテゴリ情報は保存されません。
•BASS  - ベースサウンドに使用します。
•PAD  - パッドサウンドに使用されます。
•LEAD  - リードサウンドに使用されます。
•MONO  - モノラルサウンドに使用します。
•POLY  - ポリフォニックサウンドに使用されます。
•STAB  - スタブサウンドに使用されます。
•SFX  - 効果音に使用します。
•ARP  - アルペジエーターがアクティブなプログラムに使用されます。
•SEQ  - シーケンサーを伴うプログラムに使用されます。
•PERC  - パーカッションサウンドに使用されます。
•AMBIENT  - アンビエントサウンドまたはテクスチャサウンドに使用されます。
•MODULAR  - モジュール型プログラミングを使用するプログラムに使用されます。
•USER-1  - ユーザー/プロジェクト固有のサウンドに使用されます。
•USER-2  - ユーザー/プロジェクト固有のサウンドに使用されます。
•USER-3  - ユーザー/プロジェクト固有のサウンドに使用されます。
•USER-4  - ユーザー/プロジェクト固有のサウンドに使用されます。
カテゴリの割り当て方法については、プログラムの作成に関するセクションを参照してください。
7.1.5 SEQステータス、MIDI同期ソース、BPM値
（5）この行には4つの別々の情報があることに注意することが重要です。
•SEQ STATUS（例の図では "SEQ"） - これはCONTROL SEQUENCERのステータスを示します。SEQの文字が反転している場合（黒の背景に白の場合）、CONTROL SEQUENCERはONです。SEQという文字が通常のテキストとして表示される場合、CONTROL SEQUENCERはOFFです。注：コントロールシーケンサのオン/オフコントロールは、このドキュメントで後述するコントロールシーケンサメニューからのみ調整できます。
•MASTER BPM SOURCE（例の図では "MIDI"） -  Master BPMは内部で生成することができ（ "INT"と表示）、またはDeepMind 12はMIDI INソケットからの着信MIDIクロック信号（ "と表示"）と同期できます。 MIDIポート、またはUSBポート（「USB」と表示）。文字が反転している（黒い背景に白い）場合、クロックは外部ソースに同期しています。文字が通常のテキストとして表示される場合、外部ソースは存在せず、DeepMind 12は外部ソースが存在するまでその内部マスターBPMを使用します。注意：MIDI SYNCの設定は、本書の後半で説明するARPEGGIATORのEDITページにあります。
•BPM VALUE（図の例では "BPM：140.0"） - アルペジエーター、コントロール・シーケンサー、パターンはシステム全体のマスターBPM（Beats Per Minute）クロックを使用します。BPMが表示され、外部同期ソースを使用している場合は自動更新されます。
•HAPPY FACE ICON　行の右端にあるこのアイコンは、現在のプログラムがお気に入りのリストに保存されていることを示します（4.5お気に入りを参照）。
7.1.6パラメータ制御 
（6）（例の図では "POLY UNI"） - これは現在調整されている（または最後に調整された）パラメータのフェーダ表示です。パラメータの名前も表示されます。
フェーダーの位置が保存されている値の位置と一致すると、フェーダーは黒になります。 
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フェーダーが位置と一致しない場合は、保存されている値に近づくために移動する必要がある方向を向いている矢印が重なって表示されます。保存されている値と一致させるためにフェーダーを移動する必要がある距離を示すための細い縦の白いバーもあります。
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注意：物理的なフェーダー位置が保存されている値に近い場合、白いバーがフェーダーによって隠れてしまうことがあります。
7.1.7現在のパラメータのMIDI値 
（7）（例の図では255） - これは現在調整されている（または最後に調整された）パラメータの値です。
注：このパラメーターは単純な値（0から255）としてここに表示され、これを使用して現在の値と保管されている値を素早く比較できます。明示的な値については、この章で後述するページ下部の領域を参照してください。
7.1.8格納されているパラメータ値
（8）（例の図の20） - これは現在調整されている（または最後に調整された）パラメータの格納値です。
保存されたパラメータは常に反転テキストで表示されます（すなわち、黒い背景に白い）
7.1.9現在のパラメータ名/値 
（9）（例の図の "DETUNE±50.0cents"） - このエリアには、調整されているパラメータに関する詳細情報が表示されます。
拡張情報には以下が含まれます。
拡張情報には以下が含まれます。
•調整されているパラメータのより詳細な説明。
•調整されているパラメータのより正確な値。
•値に使用される単位のタイプ（上の例ではセントですが、周波数などではHz）。
7.1.10パラメータの可視化 
（10）（例の図のUNISON波形） - この領域には、調整中の（または最後に調整した）パラメータの視覚化が表示されます。
これらの視覚化は、以下の目的で設計されています。
•限られた経験しかない人が、シンセサイザーを学習しながら各パラメーターを深く理解できるように手助けする。
•熟練したプレーヤー/サウンドデザイナー/プログラマーが素早く作業し、調整について視覚的に確認できるようにします。
7.1.11 VCA ENVの可視化 
（11）（例の図のVCA ENV） - この領域には、VCAエンベロープの視覚化が表示されます。完全なアタック、ディケイ、サステイン、リリース、そしてそれぞれのカーブが表示されます。
7.1.12 VCF ENVの可視化 
（12）（例の図のVCF ENV） - この領域には、VCFエンベロープの視覚化が表示されます。完全なアタック、ディケイ、サステイン、リリース、そしてそれぞれのカーブが表示されます。
7.1.13 MOD ENVの可視化
（13）（例の図のMOD ENV） - この領域には、MODエンベロープの視覚化が表示されます。完全なアタック、ディケイ、サステイン、リリース、そしてそれぞれのカーブが表示されます。
7.2 メニュー　FX（エフェクトメニュー） 
オンボードのバーチャルFXラックは、ディレイ、コーラス、ダイナミクス、そしてプロダクションクオリティのトゥルーステレオリバーブを含む4つのトゥルーステレオマルチエフェクトプロセッサーへのアクセスを提供します。あなたは伝説のスタジオエフェクトのハイエンドシミュレーションの任意の組み合わせを選ぶことができます。
注意：すべてのエフェクトとそのパラメーターに関する詳細は、このドキュメントの後半のEFFECTS LIBRARYセクションを参照してください。 

7.2.1 FXの概要
1. FXメニューにアクセスするには、FXスイッチを押します。このメニューに入っていると、FXスイッチが点灯します。
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2.ディスプレイにFX OVERVIEWメニューが表示されます。
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3. FX OVERVIEWメニューの項目内を移動するには、BANK / UP、BANK / DOWN、+ / YES、 -  / NOスイッチを使用します。 

4.ディスプレイ上の選択されたパラメーターは、ロータリーノブまたはDATA ENTRYフェーダーを使って調整されます。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
5. FX OVERVIEWメニューで利用可能なオプションは以下の通りです：
•FX ROUTING  -  FX OVERVIEWメニューの上部に、FX ROUTINGは個々のエフェクトを表す一連の4つのボックスとして表示されます。 

DeepMind 12内のDSP FXの音の可能性を広げるために、4つのスロットに10のルーティングオプションがあります。 

•FXモード - エフェクトをINSERTモード、SEND（およびReturn）モードで設定するか、エフェクトをバイパスするかを選択できます。 

•FXスロット - これらはエフェクトモジュールをロードすることができる4つのスロットです。 

•MIX  -  MIXパラメーターは、各FXスロットに対して、元のサウンドのどれだけをエフェクト/処理済みサウンドとブレンドするかを制御します。 

•LEVEL  -  LEVELパラメーターは、並列に設定されているエフェクト、または出力段に達する前の最後のエフェクトであるエフェクトの出力レベルを制御します。 

6. FXメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインのプログラミング画面に戻ります。 

警告：フィードバック付きのルーティングは非常に創造的ですが、フィードバックループを採用しているため、それらを使用する際は慎重に検討する必要があります。実験中はVOLUMEノブを低い位置にしておくことをお勧めします。
注：過度の低周波発生の可能性を減らすために、フィードバックを含むルーティングオプションのフィードバックパスに30 Hzのハイパスフィルタが使用されています。 

7.2.2 FXルーティングの選択 
1. 10種類のオプションからルーティングを選択するには、ルーティングダイアグラムの横にある「<」記号が強調表示されていることを確認してから、ロータリーノブを回すか、データ入力フェーダーを使用して次のいずれかを選択します。ルーティング： 

直列1-2-3-4（M-1）
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並列1/2　直列3-4（M-2
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並列1/2 並列3/4（M-3）
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並列1/2/3/4（M-4)
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並列1/2/3  直列4（M-5）
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直列1-2 並列3/4（M-6）
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直列1 並列2/3/4（M-7）
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並列 （直列1-2-3）/ 4（M-8）
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直列3-4 フィードバック4（1〜2）（M-9）
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直列4のフィードバック4（1-2-3）（M-10）
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7.2.3 FXモードの選択
1.エフェクトモードを選択するには、エフェクトモードシンボルの横にある「<」記号がハイライトされていることを確認してください。 

INSERT  - この設定では、エフェクトスロットはINSERTエフェクトとしてシンセサイザー出力のシグナルフローに配置されます。
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SEND  - この構成では、シンセサイザーの出力信号はエフェクトスロットに送られ、シンセサイザー出力の信号フローに戻されます。
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BYPASS  - この設定ではエフェクトはバイパスされます。
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7.2.4 FXの選択
1.スロットにエフェクトをロードするには、使用したいスロットの横に「<」記号がハイライト表示されていることを確認してください。次に、ロータリーノブを回すか、データ入力フェーダーを使って次のいずれかの効果を選択します。
[image: image66.png]1 TCDeepVRE Reverd
7 TabVerb Teverd
3 Room ev Reverd
) VintageRler Reverd
T TallFer Teverd
3 hamber Rev Reverd
7 Piate Rev Reverd
] Fich Pate Teverd
9 GatedRev Reverd
i) Reverse Rev Reverd
i ThonsVerb Teverd
™ DelayVerd Reverd
B FangeVerd Reverd
) idas T Fiocessng
T Enhancer Processing
16 FarComy Processing
i FuBndDist Processing
T TackAmp Processing
9 EdisoneXT Processing
0 Auto-Pan Processing
i) ToiseGate Processing
p7] Delgy Delay
3 STapDelay Delay
) AapDelay Delay
b1 TRayDeky Delay
% DecmDekay Delay
p1j WodDlyRev Delay
28 Chorus Treative
b Thorus D Teatve
) Flanger Treative
31 Phaser Treative
B MoodFiter Teatve
3 DualPich Ceative
E Vintage Pitch Treative
B RotarySpie Teative





2.エフェクトを止めると、自動的に選択したスロットにロードされます。
7.2.5ミックス/レベルをコントロールする
1. MIXパラメーターを調整するには、調整したいエフェクトスロットのMIXという単語の隣に '<'記号がハイライト表示されていることを確認してください。その後、ロータリーノブを回すか、データ入力フェーダーを使って値を変更します。
7.2.6制御レベル
1. LEVELパラメーターを調整するには、調整したいエフェクトスロットのLEVELの隣に「<」記号がハイライト表示されていることを確認してください。その後、ロータリーノブを回すか、データ入力フェーダーを使って値を変更します。
注意：MIXパラメータは、エフェクトリストで「処理」タイプとしてマークされているエフェクトでは使用されません。また、FX OVERVIEWに表示されるMIXパラメーターとFX編集ページに表示されるMIXパラメーターは同じパラメーターであり、便宜上両方のページに表示されています。
2. MIXパラメーターまたはLEVELパラメーターが利用できない場合は、FX OVERVIEW画面に " - "の記号が表示されます。
7.2.7 FXページ1〜4
1. FXパラメーターを表示するには、FX OVERVIEWメニューに入っているときはいつでもFXスイッチを押します。
2.最初のページには最初のスロットのFXのパラメーターが表示されます。ロードされるFXに応じて、FXごとに最大12個のパラメータがあります。
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3. FXスイッチをもう一度押すと、プログラムに現在存在している各FXが順に切り替わります。 

4.プログラムの最後のFXに到達したら、もう一度FXを押してPROG表示画面に戻ります。
7.2.8調整効果パラメータ
1. FXページ内で調整したいパラメーターに移動するには、BANK / UP、BANK / DOWN、+ / YES、 -  / NOスイッチを使用します。選択したパラメーターは黒く強調表示され、その詳細が画面の下部に表示されます。たとえば、上のFX-1ページでは、PDノブがハイライトされ、フルネームと値が「Pre Delay 20.0 ms」と表示されています。
2.パラメータを調整するには、ロータリノブを回すか、データ入力スライダを使用します。
3.パラメーターの調整が終了し、それらを維持したい場合は、WRITEを押します。そうでない場合は、プログラムを変更するか、同じスロット内の別のFXに変更しようとするまで、変更は有効になります。
4.注意：編集した（ただし未保存の）FXと同じスロットで別のFXに変更しようとすると、CAUTIONダイアログが表示されます（GLOBAL MENUでダイアログが無効になっていない限り）。
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5.変更を保存する必要がある場合は、 -  / NOスイッチを押してから、プログラムの作成に関する章の説明に従ってプログラムを作成します。
6.変更を保存する必要がない場合は、+ / YESスイッチを押して新しい効果の選択を続けます。前のFXへの変更は失われます。
7. FXを押して次のFXページに進みます。
8.最後のFXページで、もう一度FXを押してPROGメニューに戻ります。
7.2.9 COPY / PASTE FXの設定
あるプログラムから別のプログラムに4つのエフェクト設定すべてをコピーする必要がある場合は、次の手順に従ってください。
1.必要に応じて、現在のプログラムに加えた編集をすべて保存したことを確認します。
2.コピーしようとしているエフェクト設定を含むプログラムをロードします。
3. FXスイッチを押してFX OVERVIEWページに入ります。（最後のFXページによっては、数回押す必要があるかもしれません。）
4. FX画面上部の1、2、3、4のフロー図に移動します。
5.次のメッセージが表示され、GLOBALスイッチとWRITEスイッチが点滅するまでFXスイッチを押し続けます。
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6. FXスイッチを押したままGLOBALスイッチを押して、エフェクト設定をメモリーにコピーします。
7.次に、エフェクト設定を貼り付けるプログラムをロードします。
8. FXスイッチを押してFX OVERVIEWページに入ります。
9. FX画面上部の1、2、3、4のフロー図に移動します。
10.次のメッセージが表示されるまでFXスイッチを押し続けます。
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11. FXスイッチを押したままWRITEスイッチを押して、エフェクトの設定をメモリーからプログラムにコピーします
注意：エフェクトに関する設定はすべてコピー/ペーストされます。これにはFXルーティング、FXモード、そしてすべてのFXスロットとその設定が含まれます。
注意：WRITE：PASTE FXオプションは、何かが以前にコピーされている場合にのみ表示されます。
7.2.10 エフェクト移動
エフェクトを別のスロットに移動する必要がある場合は、次の手順に従ってください。
1.必要に応じて、現在のプログラムに加えた編集をすべて保存したことを確認します。
2. FXスイッチを押してFX OVERVIEWページに入ります。
3.移動したいエフェクトスロットに移動します。
4.次のメッセージが表示され、BANK / UP、BANK / DOWNスイッチが点滅し始めるまでFXスイッチを押し続けます。
[image: image71.png]HELD
EANE/UF : HOUE FX SLOT UF
EANK/DONN : HOUE FX 5LOT DOHNM

ROTARY HOUE F¥ 5LOT

TYPE  MIx





5. FXスイッチを押したまま、次のいずれかの方法でエフェクトスロットを別の場所に移動できます。
6.スロットを隣接する上部スロットに移動するには、BANK / UPスイッチを押します。
7.スロットを隣接する下部スロットに移動するには、BANK / DOWNスイッチを押します。
8.スロットを他のスロットに移動するには、ロータリーノブを回します。
9.上記の方法のいずれかでスロットを移動し続けることができます、新しいスロットは以下に示すようにハイライトされます：
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10. FXスイッチを放すと、エフェクトは新しいスロットに移動します。
注意：すべてのエフェクトパラメータはエフェクトと一緒に移動します。
7.3 　メニュー　GLOBAL（グローバルメニュー）
GLOBALメニューには5つのページがあります。
•接続性 - バックアップおよび復元機能を含む、外部装置との接続性と通信に関するすべての設定。
•キーボード設定 - アフタータッチやベロシティなど、キーボードに関するすべての設定。
•ペダル設定 - ペダル入力に関するすべての設定。
•パネル設定 - パネル（ローカル）、フェーダー、ダイアログ、メニュー機能、ディスプレイの明るさとコントラストに関するすべての設定。
•システム設定 - バージョン、ファン速度、キャリブレーション、バックアップを含むすべてのシステム設定。
この章ではこれらの各ページについて詳しく説明します。
注：連続するGLOBALページにアクセスするには、もう一度GLOBALスイッチを押してページを切り替えます。各画面の下部にヘルプメッセージが表示され、もう一度GLOBALスイッチを押すと次のメニューが表示されます。
1. GLOBALメニューにアクセスするには、GLOBALスイッチを押します。このメニューに入っている間、GLOBALスイッチは点灯したままになります。
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2.ディスプレイにGLOBALメニューの1ページが表示されます
注：DeepMind 12の電源を入れた後に初めて[GLOBAL]メニューにアクセスすると、[CONNECTIVITY]ページが表示されます。それ以降、GLOBALメニューにアクセスすると必ず、メニューシステム内で最後に訪れたページに戻ります。この機能は、ユニットの電源を切るとリセットされます。
注：このページ位置メモリー機能は、PANEL SETTINGSメニューのREMEMBER PAGES機能を使用してオフにすることができます。
7.3.1接続性
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このメニューには、プログラムやデータのバックアップと復元を含む、外部機器との接続と通信に関するすべての設定があります。
1. CONNECTIVITYメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
デバイスID  - これはデバイスを識別するために使用されるMIDIデバイス識別子（ID）です。これは、システムに複数のデバイスが存在する場合に重要であり、問​​題のデバイスが問題のデバイス専用のシステム排他メッセージに確実に応答するようにします。
デバイスIDは、1から16までの任意の番号です。
1.装置IDを変更するには、装置ID番号の横の「<」記号が強調表示されていることを確認してください。その後、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリーノブ、またはDATA ENTRYフェーダーを使用できます
MIDI設定メニュー - このメニューには、DeepMind 12の背面にあるMIDIソケットの設定が含まれています。
1. MIDI設定メニューにアクセスするには、MIDI設定行の '<'記号がハイライトされていることを確認してください。次に+ / YESスイッチを押すと、MIDI SETTINGSメニューが表示されます。
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•MIDI-CTRL  - このオプションは、シンセサイザーの背面にあるDeepMind 12 MIDIソケットのMIDI CONTROLLER通信モードを設定します。以下のオプションから選択できます。
•Off （コントローラメッセージは送信されません）
•Cc（連続コントローラ）
•NRPN（未登録パラメータ）。
注：MIDIとNRPNの両方のデータは常に受信され、実行されます。
注：MIDIを介してDeepMind 12を制御する方法の詳細については、このドキュメントの後半のMIDIに関するセクションを参照してください。
•PROG-CHANGE  - このオプションは、DeepMind 12 MIDIソケットのPROGRAM CHANGE通信モードを設定します。以下のオプションから選択できます。
•RX  - プログラムチェンジメッセージのみ受信します。
•TX  - プログラムチェンジは送信されます。
•RX-TX  - プログラムチェンジは送受信されます。
•NONE  - プログラム変更メッセージは送受信されません。
注意：POLY EDITメニューのCHAIN PARAMETERSページでPOLY CHAINがONの場合、PROG-CHANGEは使用できません。
.
•RX-CHANNEL  - このオプションはMIDIメッセージを受信するのに使用されるMIDIチャンネルを設定します。CHANNELは、ALL、または1から16までの任意の数です。
•TX CHANNEL  - このオプションはMIDIメッセージの送信に使用されるMIDIチャンネルを設定します。CHANNELは1〜16の任意の番号、またはRxCh（RXチャンネルと同じ設定）にすることができます。
•SOFT-THRU  - このオプションは、MIDI INPUTソケットからMIDI OUTPUTソケットへのPASS-THRUモードを有効にします。（MIDI INPUTで受信したメッセージはすべてMIDI OUTPUTソケットに渡されます。）オプションはOnまたはOffです。
注意：POLY EDITメニューのCHAIN PARAMETERSページでPOLY CHAINがONの場合、ソフトスルーは使用できません。
•MIDI> USB-THRU  - このオプションは、MIDI入力ソケットからUSBホストへのパススルーモードを有効にします。オプションはオンまたはオフです。
•MIDI> WIFI-THRU  - このオプションは、MIDI INPUTソケットからWIFI接続へのパススルーモードを有効にします。オプションはオンまたはオフです。
2.このメニューを終了するには、GLOBALスイッチを押してCONNECTIVITYメニューに戻ります。
USB設定メニュー - このメニューには、DeepMind 12の背面にあるUSBポートの設定が含まれています。
1. USB設定メニューにアクセスするには、USB設定行の '<'記号が強調表示されていることを確認してください。次に+ / YESスイッチを押すと、USB設定メニューが表示されます。
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•USB-CTRL  - このオプションは、シンセサイザー背面のUSBポートのMIDI CONTROLLER通信モードを設定します。選んでいいですよ
• Off （コントローラメッセージは送信されません）
•Cc（連続コントローラ）
•NRPN（未登録パラメータ）。 

注：MIDIとNRPNの両方のデータは常に受信され、実行されます。
注：USB-MIDIを介したDeepMind 12の制御に関する詳細は、このドキュメントの後半のMIDIに関するセクションを参照してください。
•PROG-CHANGE  - このオプションは、DeepMind 12 USBホストポートのPROGRAM CHANGE通信モードを設定します。以下のオプションから選択できます。
•RX  - プログラムチェンジメッセージのみ受信します。
•TX  - プログラムチェンジは送信されます。
•RX-TX  - プログラムチェンジは送受信されます。
•NONE  - プログラム変更メッセージは送受信されません。
•RX-CHANNEL  - このオプションはMIDIメッセージを受信するのに使用されるMIDIチャンネルを設定します。CHANNELは、ALLでも1から16の任意の数でもかまいません。
•TX CHANNEL  - このオプションはMIDIメッセージの送信に使用されるMIDIチャンネルを設定します。CHANNELは1〜16の任意の番号、またはRxCh（RXチャンネルと同じ設定）にすることができます。
•USB> MIDI-THRU  - このオプションは、USBポートからMIDI-THRUソケットへのパススルーモードを有効にします。オプションはオンまたはオフです。
•USB> WIFI-THRU  - このオプションは、USBポートからWIFIホストへのパススルーモードを有効にします。オプションはオンまたはオフです。
2.このメニューを終了するには、GLOBALスイッチを押してCONNECTIVITYメニューに戻ります。
WIFI設定メニュー - このメニューには、DeepMind 12のWIFI接続に関する設定が含まれています。
1. [WIFI設定]メニューにアクセスするには、[WIFI設定]行の[<]記号が強調表示されていることを確認してください。次に+ / YESスイッチを押すと、WIFI設定メニューが表示されます。
[image: image77.png]IFI_SETTINGS
WIFI-CTREL
FROG—-CHANGE





•WIFI-CTRL  - このオプションは、DeepMind 12 WIFI接続のMIDI CONTROLLER通信モードを設定します。選んでいいですよ：
•Off（コントローラメッセージは送信されません）
•Cc（連続コントローラ）
•NRPN（未登録パラメータ）。
注：MIDIとNRPNの両方のデータは常に受信され、実行されます。
注：WIFI-MIDIを介してDeepMind 12を制御する方法の詳細については、このドキュメントの後半のMIDIに関するセクションを参照してください。
•PROG-CHANGE  - このオプションは、DeepMind 12 WIFI接続のPROGRAM CHANGE通信モードを設定します。以下のオプションから選択できます。
•RX  - プログラムチェンジメッセージのみ受信します。
•TX  - プログラムチェンジは送信されます。
•RX-TX  - プログラムチェンジは送受信されます。
•NONE  - プログラム変更メッセージは送受信されません。
•RX-CHANNEL  - このオプションはMIDIメッセージを受信するのに使用されるMIDIチャンネルを設定します。CHANNELは、ALLでも1から16の任意の数でもかまいません。
•TX CHANNEL  - このオプションはMIDIメッセージの送信に使用されるMIDIチャンネルを設定します。CHANNELは1〜16の任意の番号、またはRxCh（RXチャンネルと同じ設定）にすることができます。
•WIFI> MIDI-THRU  - このオプションは、WIFI接続からMIDI-THRUソケットへのパススルーモードを有効にします。オプションはオンまたはオフです。
•WIFI> USB-THRU  - このオプションは、WIFI接続からUSBホストへのパススルーモードを有効にします。オプションはオンまたはオフです。
2.このメニューを終了するには、GLOBALスイッチを押してCONNECTIVITYメニューに戻ります。
ネットワーク設定メニュー - このメニューには、DeepMind 12のネットワーク接続に関する設定が含まれています。
DeepMind 12は、ネットワークデバイス/アプリケーションで使用するためのReal-Time MIDI（RTP）プロトコルをサポートしています。
1. NETWORK SETTINGSメニューにアクセスするには、NETWORK SETTINGS行の '<'記号が強調表示されていることを確認してください。次に+ / YESスイッチを押すと、ネットワーク設定メニューが表示されます
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2.ネットワーク接続には3つのモードがあります
•オフ - ネットワーク接続は無効です。
•クライアント - このモードでは、DeepMind 12はクライアントとして機能し、アクセスポイントに接続できます。
•アクセスポイント（ソフトウェア対応アクセスポイント） -  DeepMind 12は、クライアント/デバイスが接続できるようにするアクセスポイントを作成できます。
•ネットワーク接続のデフォルトモードはオフです。選択したモードは電源を切って入れ直しても持続します。
クライアントモード - クライアントモードを選択すると、追加のオプションが表示されます。
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1.クライアントモードでオプションを操作するには、BANK / UPスイッチとBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.パラメータを変更するには、それぞれの行に '<'記号があることを確認し、+ / YESスイッチを押して編集します。
•ENABLE  - クライアントモード接続の現在の状態を示します。4つの状態があります。切断、接続中、接続中、切断中です。+ / YESスイッチを使用して接続を開始し、 -  / NOスイッチを使用して接続を取り消します。各電源を入れ直すと、接続は切断されます。
•SSIDとパスワード -  DeepMind 12が目的のネットワークへの接続に使用するSSIDとパスワードの文字列です。これらの文字列の値を編集すると、テキスト編集ポップアップダイアログが表示されます。
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詳細を編集するときには、ダイアログボックスで英数字を入力できます。また、CANCEL、DELETE、CAPS LOCK、およびINSERTオプションも表示されます。詳細を要件に合わせて変更したら、[OK]スイッチを押して設定を確認します。注：ENABLEが「Connected」の間は、これらの詳細を編集できません。
•IP  - 接続先のアクセスポイントで動作しているDHCPサーバーによってDeepMind 12に割り当てられたIPアドレスを表示します。
アクセスポイントモード - このモードを選択すると、追加のオプションが表示されます。
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アクセスポイントモードでは、作成したいアクセスポイントの詳細を入力する必要があります。
1.アクセスポイントモードでオプションを操作するには、BANK / UPスイッチとBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.パラメータを変更するには、「<」記号がそれぞれの行にあることを確認し、+ / YESスイッチを押して編集します。
•ENABLE  - アクセスポイント接続の現在の状態を示します。無効、有効、有効、無効、接続中、接続中、および切断中の7つの状態があります。+ / YESスイッチを使用してAPを有効にし、 -  / NOスイッチを使用してAPを無効にすることができます。APが有効になると、DeepMind 12に接続しているクライアントの接続ステータスは、[接続中]、[接続中]、または[切断中]のいずれかとして表示されます。 -  / NOを押すと、すでに接続しているクライアントを拒否することができます。
•SSIDとパスワード - これらは、DeepMind 12がアクセスポイントネットワークを作成するために使用するSSIDとパスワードの文字列です。これらの文字列の値を編集すると、テキスト編集ポップアップダイアログが表示されます。
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詳細を編集するときには、ダイアログボックスで英数字を入力できます。また、CANCEL、DELETE、CAPS LOCK、およびINSERTオプションも表示されます。詳細を要件に合わせて変更したら、[OK]スイッチを押して設定を確認します。注：ENABLEが「Connected」の間は、これらの詳細を編集できません。
•IP  -  DeepMind 12がアクセスポイントに使用するIPアドレスを表示します。
•チャンネル - アクセスポイントが使用している無線チャンネルを表示します。
SysEx EXPORTメニュー - このメニューには、DeepMind 12のSysEx EXPORTメニューの設定が含まれています。
注：DeepMind 12を使用する場合、データのバックアップは重要な要素です。これにより、プログラミングの安全なコピーを保存し、用途に応じて設定を管理し、作業内容を他のユーザーと共有できます。
これを行うためには、SysExファイルを送受信することができるあなたのコンピュータ用のMIDIユーティリティが必要になります。このユーティリティを使用すると、DeepMind 12からSysExファイルを受信し、それらをコンピューターに保存してから、これらのファイルをDeepMind 12にエクスポートして戻すことができます。PCの例としては "MIDI OX"、Macの場合「SysExライブラリアン」です。
1. SysEx EXPORTメニューにアクセスするには、CONNECTIVITYメニューが表示されるまでGLOBALスイッチを押します。EXPORT行の '<'記号が強調表示されていることを確認してください。次に+ / YESスイッチを押すと、SysEx EXPORTメニューが表示されます。
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•DESTINATION  - このオプションは、DeepMind 12 SYSTEM EXCLUSIVE（SysEx）メッセージの通信モードを設定します。
•MIDI  -  SysExメッセージは、シンセサイザー背面のMIDIソケットから送信されます。
•USB  -  SysExメッセージはUSBホストに送信されます。
•WiFi  -  SysExメッセージはWiFi接続に送信されます。
•DUMP TYPE  - このオプションはエクスポートできるデータの種類を設定します。以下から選択できます。
•Prog  - 単一のプログラム。
•バンク -  128のプログラムの全体のバンク。
•EditProg  -  EDIT BUFFERの中のプログラム、つまり現在作業中のプログラム。
•Glob  -  GLOBAL設定。場所、活動、または要件に応じて異なる設定が必要な場合に便利です。
•UserPat  - アルペジエーターからの32のUSER PATTERNのいずれか。
•EditPat  -  EDIT BUFFERに保存されている現在のパターン、すなわち現在作業中のプログラムで割り当てられているパターン。
•AllPat  - すべてのユーザーパターン。
•All  - すべてのバンク、プログラム、パターン、およびグローバル設定。
•CalData  - 校正ルーチンからのデータ。
•コード - コードを設定したデータです。
•P-Chord A  - あなたが設定して現在のPOLY CHORDバンクに保存したさまざまなPOLY CHORDです。この例ではバンクAです。別のPOLY CHORDバンクを保存したい場合は、POLY EDITスイッチを押したままソフトスイッチでバンクを変更します。
•お気に入り - 作成して保存したお気に入りのプログラムのリスト。
   •DUMP BANK  - 利用可能な8つのプログラムバンク（AH）の中から適切なBANKを選択できます。このオプションはエクスポート時にのみ利用可能です。
•SOURCE  - ここで適切なPROGRAMまたはPATTERNを選択できます。このオプションはエクスポート時にのみ利用可能です。
•SysEx DUMP（EXPORTING） - このオプションが選択されている間に+ / YESスイッチを押すと、選択されたオプションに基づいてEXPORTが開始されます。書き出す前に、コンピュータでMIDIユーティリティを実行し、MIDI SysExファイルを受信（インポート）するように設定する必要があります。ファイルがコンピュータにエクスポートされると、後で呼び出せるように保存できます。
2. SysEx EXPORTメニューを終了するには、GLOBALスイッチを押してCONNECTIVITYメニューに戻ります。CONNECTIVITYメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインプログラミング画面に戻るか、GLOBALを押してKEYBOARD SETTINGSメニューに切り替えます。
SysExエクスポートの例
以下の詳細は、SysEx EXPORTメニューを使用してファイルをコンピュータにエクスポートする例を示しています。
注：以下の情報は、2つの一般的なMIDIユーティリティを使用したSysExエクスポート手順の一般的な概念を示していますが、詳細はソフトウェアによって異なり、予告なく変更または変更されることがあります。会社名およびソフトウェア名はそれぞれの所有者の商標または登録商標である可能性があり、これらはここに認められます。
SysExライブラリアン（OSX）を使用する+
1. USBケーブルまたはMIDIインターフェースを使用してDeepMind 12をMacに接続します。
2.コンピューターでSysEx Librarianを開き、ウィンドウ上部のドロップダウンメニューからDeepMind 12をターゲットとして選択します。（または使用している場合はメニューから適切なMIDIインターフェースを選択します）。
3. DeepMind 12の[SysEx EXPORT]メニューで、[MIDI]や[USB]などの[DESTINATION]を選択します。
4. DeepMind 12の[ダンプタイプ]メニューで、エクスポートする項目を選択します。
5. SysEx-DUMPに移動しますが、まだ+ / YESスイッチを押さないでください。
6. SysExライブラリアンを使用して、[Record One]ボタンをクリックします。これにより、プログラムはSysEx情報を記録するようになります。
7. DeepMind 12で、+ / YESボタンを押すとファイルが送信されます。
8. SysExライブラリアンは情報を収集する必要があります。新しく作成されたファイルを選択し、File-> Save As SysExを選択してEditバッファダンプを保存します。
(フリーソフト) MIDI-OX　　[image: image84.png]


　を使用する（Windows PC）：
http://www.midiox.com/

1. USBケーブルまたはMIDIインターフェースを使用してDeepMind 12をPCに接続します。
2. MIDI OXを開き、[オプション]ドロップダウンメニューから[MIDIデバイス]を選択します。
3.入力デバイスおよび出力デバイスとしてDeepMind 12を選択します。（または使用している場合はメニューから適切なMIDIインターフェースを選択します）。
[image: image85.png]st

MIDI Inputs:

Fott Mapping

1) Automap Propeliethead Mixer
2) Automap Propellethead

3) MIDIMATE If

4) MIDIINZ (MIDIMATE 1)

3 puon M|

@ DeepMind12

MIDI Dutputs:

Pot Map Objects:

1) Microsot GS Wavetable Syrih
2) Automap Propeliethead Mixer
3) Automap Propellethead

4) MIDIMATE Il

5] MIDIDUT2 (MIDIMATE 1)

) Autamap MIDI

8) MIDI Mapper

& Charnels

Z System

@ MIDI-OX Everts
doj_MOXSYSMAP1.omm
) _MOXSYSMAP2.0im
@ Despindi2

[Vl Automaticaly attach Inputs to Outputs duting selection.

[No Output Device

No Input Device |28 B ¢ 13 106





4. DeepMind 12の[SysEx EXPORT]メニューで、[MIDI]や[USB]などの[DESTINATION]を選択します。
5. DeepMind 12の[ダンプタイプ]メニューで、エクスポートする項目を選択します。
6. SysEx-DUMPに移動しますが、まだ+ / YESスイッチを押さないでください。
7. MIDI OXを使用して、表示ドロップダウンメニューからView SysEx…を選択します。
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8.新しく開いたウィンドウで、SysEx  - > Receive Manual Dump…を選択します。
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9. DeepMind 12で、ファイルを送信するために '+ / YES'スイッチを押します。
10. MIDI OXが情報をキャプチャして表示します。[表示ウィンドウ]ドロップダウンメニューから[名前を付けて保存]を選択し、SysExダンプを適切な名前で保存します。
　　*　SysExファイルをPCからDeepMindにエクスポートする場合は、MIDI OXのウインドにファイルをドラッグアンドドロップで読み込み、
　　　　表示ドロップダウンメニューの"command Windows">"Send Sysex"で、DeepMindにエクスポート開始
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　SysExファイルを　(フリーソフト)　Ex midi Dumper Lite／exdpltd.exe[image: image89.png]W



でＳＭＦ形式 (***.mid)に変換
https://www.vector.co.jp/soft/win95/art/se094789.html

*SysExファイルを汎用性の高いＳＭＦ形式 (***.mid)に変換することで、ネットへのアップロードや、
　　一般的なMIDI再生ソフトからDeepMindへのデータ転送が容易になります。
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　　　　*　フィアル(F) から「データを開く」でSysExファイルを読み込み、「SMF形式で保存」でＳＭＦ形式でファイル保存
7.3.2　メニュー　キーボード設定 - アフタータッチやベロシティなど、キーボードに関するすべての設定。
このメニューにはキーボードに関するすべての設定があります。
1.キーボード設定メニューのオプション間を移動するには、BANK / UPスイッチとBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.パラメータを変更するには、各行の「<」記号が強調表示されていることを確認します。 

3.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
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•LOCAL  - このオプションは、DeepMind 12キーボード、アフタータッチ、ピッチホイール、モジュレーションホイールのLOCAL CONTROLのオンとオフを切り替えます。その後、そのMIDI OUTをDeepMind 12 MIDI INに接続して、外部MIDIキーボード/コントローラーを使用することができます。DeepMind 12を使用して他のハードウェア/ソフトウェアシンセサイザー、エフェクト、および/またはアプリケーションを制御するときは、LOCAL CONTROLをオフにすると便利なことがあります。
•OCTAVE  - このオプションでキーボードのOCTAVE設定を調整できます。OCTAVE設定はキーボード全体とローカルキーボードのみに影響します。
•デフォルト設定は0で、最低音を弾くとC2になります。
•OCTAVEは-2から+2まで調整でき、49キーを使って8オクターブ全体（98キー）にアクセスできます。
•図については、この文書の最後にある付録1  - オクターブシフトを参照してください。
•FIXED-ON-VEL  - このオプションはNOTE ON VELOCITYを設定値に固定します。そのため、どのくらい強く弾いても、値は常に同じになります。値が大きいほど、ノートの音量が大きくなります。値は0から127の範囲です。このオプションがOffに設定されていると、NOTE ON VELOCITYはノートをどのくらい強く叩くかによって異なります。
注意：NOTE ON VELOCITY感度はVCA編集ページで調整できます。詳細については、このドキュメントの後半にあるVCAのセクションを参照してください。
•FIXED-OFF-VEL  - このオプションはNOTE OFF VELOCITYを設定された値に固定します。そのため、どのくらい速くノートを離しても、値は常に同じになります。値が大きいほど、ノートの音量が大きくなります。値は0から127の範囲です。このオプションがOffに設定されていると、NOTE OFF VELOCITYはノートを離す速さによって異なります。
注：NOTE OFF VELOCITYはMOD MATRIX内でMODULATION SOURCEとしてのみ使用可能です。シンセサイザーの他の場所では使用されません。詳細については、このドキュメントの後半の「MOD MATRIX」セクションを参照してください。
•VEL CURVE  -  VELOCITYのレスポンスカーブをここで調整できます。Hard設定は演奏されるノートのダイナミックレンジを狭くします。ソフト設定は、演奏されるノートのダイナミックレンジを広げます。
デフォルト 
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デフォルト設定はソフトです
•AFT-CURVE  -  AFTERTOUCHのレスポンスカーブをここで調整できます。ハード設定は、キーのプレッシャーのダイナミックレンジを狭くします。ソフト設定はキーの圧力のダイナミックレンジを狭くします。
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デフォルト設定はソフトです。
注意：DeepMind 12キーボードは "Channel Aftertouch"を送信します。つまり、作成されたMIDIメッセージはすべてのキーに共通です。
•ホイールLED  - 必要に応じて、ピッチホイールとモジュレーションホイールの両方を点灯させることができます。以下のオプションのいずれかを選択して、ここで照明モードを制御できます。
•自動 - このモードでは、それぞれのホイールを動かすと照明が明るくなり、移動の終わりに最も明るい点に到達します。
•オン - このモードでは、照明はオンに固定されています。
•オフ - このモードでは、照明は消えています。
•デフォルト設定は自動です。
4.このキーボードメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインプログラミング画面に戻るか、GLOBALを押してPEDAL SETTINGSメニューに戻ります。
7.3.3　メニュー　ペダル設定 - ペダル入力に関するすべての設定。
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このメニューには、DeepMind 12の背面にあるPEDAL / CVおよびSUSTAIN入力に関するすべての設定があります。
1. PEDAL SETTINGSメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPおよびBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.パラメータを変更するには、各行の「<」記号が強調表示されていることを確認します。 

3.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
[image: image96.png]EDAL _SETTIM
Foot—ctrl
Arr—Gat.cEl|
Sostenuto

[GLOE]*PAMEL SETTIM




•PEDAL  - このオプションを使用すると、以下のオプションからペダル/ CVモードを選択できます。
PEDAL / CV入力は、DeepMind 12から電圧が供給され、ペダルの位置に応じたレベルでフィードバックされる一般的なフットペダルで機能します。ペダルを踏み込むほど電圧が高くなります。
PEDAL / CV入力は、0〜+ 5 Vの出力を持つ任意のソースからのCV（制御電圧）入力、たとえばモジュラーシンセサイザーからの制御電圧でも機能します。
注：配線図およびピン接続情報については、このドキュメントの後半のガイドを参照してください。
PEDAL入力はコネクターから電圧を受け取り、それを制御信号に変えます。制御信号は次のいずれかにマッピングできます。
•Foot-ctrl  -  Foot-Ctrl（フットコントローラー）はMOD MATRIXのモジュレーションソースとして使用できます。これがデフォルト設定です。
•Mod-Wheel  - ここでPEDAL入力はMOD MATRIXのモジュレーションソースとして利用可能なMODULATION WHEELにマッピングされます。
•Breath  - ここでPEDAL入力はMOD MATRIXでモジュレーションソースとして利用可能なBREATHコントローラーにマッピングされています。
•ボリューム - ここでPEDAL入力はVOLUMEコントローラーにマッピングされています。
•Expression  - ここでPEDAL入力はEXPRESSIONコントローラーにマッピングされています。
•Porta Time  - ここでPEDAL入力はPORTAMENTO TIMEにマッピングされています。
•アフタータッチ - ここでPEDAL入力はAFTERTOUCHコントロールにマッピングされます。
•SUSTAIN  - このオプションでは、次のオプションからサステインモードを選択できます。
SUSTAIN入力は、押されたときに開くか押されたときに閉じるかのどちらかであるスイッチ入力で動作します。
ゲート機能 -  SUSTAIN入力は、CV / GATEインターフェースまたはモジュラーシンセサイザーからのGATE信号でも使用できます。この機能を使用するには、GATE信号が+ 5Vと0Vの間で動作する必要があります。
注：配線図およびピン接続情報については、このドキュメントの後半のガイドを参照してください。
•Norm-Open  - 接続されているスイッチを押すと、ノートはすべてのエンベロープのSUSTAINステージに保持されます。このモードでは、押されたときに接点が閉じるスイッチの正しい動作が設計されています。これがデフォルト設定です。
•Norm-Closed  - 接続されているスイッチを押すと、ノートはすべてのエンベロープのSUSTAINステージに保持されます。このモードでは、正しい動作は、押されたときに接点が開くスイッチ用に設計されています。
•Tap-NO  - ここでSUSTAIN入力はTAP機能にマッピングされているため、スイッチを押すとマスターBPMジェネレーターに信号が送られます。このモードでは、押されたときに接点が閉じるスイッチの正しい動作が設計されています。
•Tap-NC  - ここでSUSTAIN入力はTAP機能にマッピングされているため、スイッチを押すとマスターBPMジェネレーターに信号が送られます。このモードでは、正しい動作は、押されたときに接点が開くスイッチ用に設計されています。
•Arp + Gate  - ここでSUSTAIN入力はARPEGGIATORノートにマッピングされているので、CV＆GATEインターフェースまたはモジュラーシンセサイザーからのGATE入力が接続されると、ゲート信号はARPEGGIATORのノートをステップスルーします。このモードでは、ARPEGGIATORのノートの長さはゲート信号がハイ（+ 5V）である時間の長さによって設定されます。
•Arp-Gate  - ここではSUSTAIN入力がARPEGGIATORノートにマッピングされているため、CV＆GATEインターフェースまたはモジュラーシンセサイザーからのGATE入力が接続されると、ゲート信号はARPEGGIATORのノートをステップスルーします。このモードでは、ARPEGGIATORのノートの長さはゲート信号がLow（0V）である時間の長さによって設定されます。
•Seq + Gate  - ここでSUSTAIN入力はCONTROL SEQUENCERステップにマッピングされているので、CV＆GATEインターフェースまたはモジュラーシンセサイザーからのGATE入力が接続されると、ゲート信号はCONTROL SEQUENCERのステップを通って移動します。このモードでは、ポジティブエッジ（0Vから5Vへの遷移）を受信するたびに、CONTROL SEQUENCERが次のステップに遷移します。
•Seq-Gate  -  SUSTAIN入力はCONTROL SEQUENCERステップにマッピングされているため、CV＆GATEインターフェースまたはモジュラーシンセサイザーからのGATE入力が接続されると、ゲート信号はCONTROL SEQUENCERのステップを通過します。このモードでは、ネガティブエッジ（5Vから0Vへの遷移）を受け取るたびに、CONTROL SEQUENCERは次のステップに遷移します。
•Arp＆Seq + Gate  - ここでSUSTAIN入力はARPEGGIATORノートとCONTROL SEQUENCERステップにマッピングされています。CV＆GATEインターフェースまたはモジュラーシンセサイザーからのGATE入力が接続されている場合、ゲート信号はARPEGGIATORのノートをステップスルーし、CONTROL SEQUENCERのステップを通過します。このモードでは、ARPEGGIATORのノートの長さはゲート信号がハイ（+ 5V）である時間の長さによって設定されます。このモードでも、CONTROL SEQUENCERはポジティブエッジ（0Vから5Vへの遷移）を受け取るたびに次のステップに遷移します。
•Arp＆Seq-Gate  - ここでSUSTAIN入力はARPEGGIATORノートとCONTROL SEQUENCERステップにマッピングされています。CV＆GATEインターフェース、またはモジュラーシンセサイザーからのGATE入力が接続されている場合、ゲート信号はARPEGGIATORのノートをステップスルーし、CONTROL SEQUENCERのステップを通過します。このモードでは、ARPEGGIATORのノートの長さはゲート信号がLow（0V）である時間の長さによって設定されます。このモードでも、ネガティブエッジ（5Vから0Vへの遷移）を受信するたびに、CONTROL SEQUENCERは次のステップに遷移します。
•MODE  - サステインとソステヌートの2つのペダルモードがあります。
•サスティーン - ペダルを踏んでいる間、すべてのノートに対してサスティーンが維持されます。
•Sostenuto  - サスティンペダルが踏み込まれている間に演奏された音に対してサスティンが保持されます。これは、伝統的なピアノの3つのペダルの "ミドルペダル"アクションです。
4. PEDAL SETTINGSメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインのプログラミング画面に戻るか、GLOBALを押してPANEL SETTINGSメニューに戻ります。
7.3.4　メニュー　パネル設定- パネル（ローカル）、フェーダー、ダイアログ、メニュー機能、ディスプレイの明るさとコントラストに関するすべての設定。
このメニューには、DeepMind 12パネルコントロールに関連するすべての設定があります。
1. PANEL SETTINGSメニューのオプションを操作するには、BANK / UPスイッチとBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.パラメータを変更するには、各行の「<」記号が強調表示されていることを確認します。 

3.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
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•PANEL-LOCAL  - このオプションは、DeepMind 12パネルコントロール（すべてのフェーダー、非メニュー編集スイッチ、ポルタメントノブを含む）のLOCAL CONTROLをオンおよびオフにします。DeepMind 12を使用して他のハードウェア/ソフトウェアシンセサイザー、エフェクト、および/またはアプリケーションを制御するときは、LOCAL CONTROLをオフにすると便利なことがあります。デフォルト設定はオンです。
•FADER MODE  - このオプションでは、物理的に異なる位置にあるフェーダーを保存した値と最初に動かしたときにフェーダーが反応するモードを選択できます。以下のいずれかのオプションを選択できます。
.•パススルー - このモードでは、フェーダーが動かされたとき、変更され始める前に保存された値を「パススルー」する必要があります。
•ジャンプ - このモードでは、フェーダーを動かすと、パラメーターの値がフェーダーの物理的な位置に「ジャンプ」します。
デフォルト設定はJumpです。
•情報ダイアログ - このオプションを使用すると、DeepMind 12がどのように動作するかを学習している間に役立つように設計されたポップアップダイアログおよびメッセージを無効にすることができます。デフォルト設定は有効です。
•プログラムサイクル - このオプションをオンにすると、メニューサイクル機能によりプログラミング画面に戻ります。このオプションがオフの場合、メニューサイクル機能は最初のメニューページに戻ります。デフォルト設定はオンです。
•覚えているページ - このオプションをオンにすると、どのメニューでも自分の位置が記憶されるので、あなたが離れた位置と同じ位置に戻ります。このオプションがオフのときは、メニューにアクセスすると常に最初のメニューページに移動します。デフォルト設定はオンです。
•明るさ - このオプションでディスプレイの明るさを調整できます。範囲は0〜100です。0が暗く、100が最も明るい設定です。これは、暗い場所で操作しているときに視界を保護したい場合、または強い照明条件下で作業していて実行可能性を最大限にしたい場合に役立ちます。デフォルト設定は100です。
•コントラスト - このオプションでディスプレイのコントラストを調整できます。範囲は0〜14で、0が最もコントラストが低く、14が最もコントラストが高くなります。これは、異なる視野角や光の状態を補正するのに役立ちます。デフォルト設定は10です。
4. PANEL SETTINGSメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインプログラミング画面に戻るか、GLOBALを押してSYSTEM SETTINGSメニューに戻ります。
7.3.5　メニュー　システム設定 - バージョン、ファン速度、キャリブレーション、バックアップを含むすべてのシステム設定。
このメニューには、DeepMind 12のすべてのシステム設定があります。これらには、ハードウェア/ファームウェアのバージョン番号、ファン速度の設定、およびCALIBRATIONルーチンへのアクセスが含まれます。 

1.システム設定メニューのオプションを操作するには、BANK / UPスイッチとBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.パラメータを変更するには、各行の「<」記号が強調表示されていることを確認します。 

3.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
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•HOST-VER  - これはホストファームウェアのバージョン番号です。
•VOICE-VER  - これは音声サーキットボードファームウェアのバージョン番号です。
•DSP-VER  - これはDSPファームウェアのバージョンです。
•BOOT-VER  - シンセサイザの初期化に使用されるブートローダのバージョンです。
•WIFI-VER  - これはWiFiのバージョンです。
•FAN-SPEED  - これはファン速度を調整することを可能にします。ファン速度は0（オフ）から255（最大）まで調整できます。聴取条件や好みに合わせてファン速度を調整してください。地域の気温が高い場合は、ファンが停止していないことを確認してください。DeepMind 12には2つのファンが装備されています。1つは内部用、もう1つは背面にあります。おおよそ40に設定すると、内蔵ファンが作動し、後部ファンが停止します。初期設定は64
ＣＡＬＩＢＲＡＴＥ　キャリブレート（校正メニュー）
SYSTEM SETTINGSメニューのこのメニューでは、VOICES、MOD WHEEL、PITCH WHEEL、AFTERTOUCH、およびPEDAL INPUTの調整を行うことができます。
1. CALIBRATIONメニューのオプションを移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
2.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
3.校正ルーチンを開始するには、適切なCALIBRATE行の '<'記号がハイライトされていることを確認してから+ / YESスイッチを押します。
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DeepMind 12には12の声があります。各ボイスには独自のLFO、OSC、VCF、ENV、およびVCAステージがあります。
CALIBRATIONルーチンは、音声チェック、OSC波形、VCF自励発振、パルス幅変調、およびVCAバイアスに使用されます。
VCF  - 他の多くのシンセサイザーとは異なり、DeepMind 12は、フィルターの共振がフィルターの自励発振の開始点に近づいた（そして通過した）ときでも正確なピッチトラッキングが可能です。音源としてVCFのこの自励発振機能を使用する場合、キーボードのスケール全体を演奏するときVCFキャリブレーションは正しいレスポンスを保証します。
DeepMind 12 VCFは製造時に工場で校正されています。ただし、そのフィルタは電圧制御されており、極端な温度の影響を受ける可能性があるため、場合によっては微調整するために内蔵の校正機能を使用する必要があります。ファームウェアのアップグレード後、または認定されたBehringerのサポート技術者からの依頼があった場合も、校正が必要になることがあります。
OSC  -  DeepMind 12 OSCは、製造時に工場で調整されます。発振器は個別のアナログ回路ですが、デジタル制御されています。OSMは、電圧制御発振器（VCO）と比較して、特にDeepMind 12で使用されているように、非常に高周波で低ジッタのマスタークロックソースがある場合、はるかに優れた安定性を持ちます。シンセサイザーの全範囲でボリュームとパルス幅が均一です。
つまり、OSCはファームウェアのアップグレード後、または認定されたBehringerのサポート技術者による要求がある場合を除いて、再キャリブレーションを行う必要はありません。
キャリブレーション音声
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校正ルーチンの概要
•ALL  - これはすべてのルーチンを開始します。
•VOICE CHECK  - これは各ボイスの一連の機能テストを実行します。
•VCF  - このルーチンは、音声を自励発振にし、その音声のVCFの共振を調整するために1 kHzに調整します。その後、ルーチンは音声を自励発振にし、50 Hz、220 Hz、880 Hz、10 kHzでチューニングをチェックして、VCFが期待どおりに機能していることを確認します。テストはすべての声に対して繰り返されます。
•VCF FINE  - このルーチンはすべてのボイスのスケールとオフセットをテストします。
•OSC  - このルーチンはオクターブ間隔でのこぎり歯の傾きを調整します。これにより傾斜の精度が保証され、設計どおりに動作します。テストはすべての声に対して繰り返されます。
•PW  - このルーチンは、パルス波のパルス幅（マークとスペースの比率）を調整します。これにより、比率の精度が保証され、設計どおりに機能します。テストはすべての声に対して繰り返されます。
•VCA  - 電圧制御アンプ（VCA）はバイアス電圧を使って動作レベルを設定します。このバイアス電圧は平衡しているので、VCAは設計どおりに応答します。テストはすべての声に対して繰り返されます。
校正ルーチンを開始するには、以下の手順に従ってください。
1.校正ルーチンを開始するには、 '<'記号が適切なCALIBRATE行にあり、強調表示されていることを確認して、+ / YESスイッチを押します。
注：キャリブレーション実行時間は画面の下部に表示されるので、どのキャリブレーションフェーズでも作業を計画できます。
2.その後、校正ルーチンが始まります。テストを通して、さまざまな波形が再生されているのがわかります。キャリブレーションルーチンの実行中に音量を下げても安全です。
注：キャリブレーションの実行中は、BANK / DOWNスイッチを使って信号をミュートし、BANK / UPスイッチを使ってミュートを解除することができます。
3.校正ルーチンが完了すると、以下に示すようにテスト結果の概要が表示されます。1列目は音声1、2列目は音声2、というようになります。
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注：校正中は、GLOBALおよび -  / NOスイッチが点滅します。いつでも校正ルーチンをキャンセルしたい場合は、 -  / NOスイッチを押します。ルーチンをキャンセルしても、以前の校正データは変更されません。
コールモジュレーションホイール
MODホイールを調整するには、次の手順に従ってください。
注：校正中は、GLOBAL、 -  / NO、+ / YESの各スイッチが点滅します。いつでも校正ルーチンをキャンセルしたい場合は、 -  / NOスイッチを押します。ルーチンをキャンセルしても、以前の校正データは変更されません。各段階でキャリブレーションを確定するには、下記のように+ / YESを押します
1.最初にMOD WHEELを（パネルに表示されている）最小位置に動かします。
2.校正ルーチンを開始するには、CAL MOD WHEEL行の '<'記号がハイライトされていることを確認して+ / YESを押します。
3. MOD WHEEL値を表すバーを表示している以下のディスプレイが表示されます。この画面でも、バーの上に保存されているキャリブレーションデータとバーの下の現在の値を見ることができます。
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4.次に、MOD WHEELを（パネルに表示されている）最大位置まで動かします。 

5. MOD WHEELの新しい位置とそれに関連する値を示す以下の画面が表示されます。
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注：ルーチンをキャンセルするには、 -  / NOスイッチを押します。
6. MOD WHEELの校正を確定するには、+ / YESスイッチを押します。校正データがMOD-WHEEL用に保存され、CALIBRATEメニューに戻ります。ここからメニューから別のキャリブレーションを実行するか、GLOBALスイッチをもう一度押してシステム設定メニューに戻ることができます。
コールピッチホイール
1.校正ルーチンを開始するには、CAL PITCH WHEEL行の '<'記号がハイライトされていることを確認し、+ / YESを押します。
2. PITCH WHEELの値を表すバーを表示した次のディスプレイが表示されます。この画面でも、バーの上に保存されているキャリブレーションデータとバーの下に現在の値が表示されます。
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3.次に、ピッチホイールを最大位置（パネルに表示）まで動かします。 

4.ピッチホイールの最大位置とそれに関連する値を示す以下の画面が表示されます。
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5.次に、ピッチホイールを最小位置（パネルに表示されている）に移動します。
6.ピッチホイールの最大位置とそれに関連する値を示す以下の画面が表示されます。
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7.ピッチホイールのキャリブレーションを確定するには、+ / YESスイッチを押すと、PITCH CENTERページに移動します。
[image: image107.png]FITCH CEMTRE: EXi

Hax:





8.この時点で、ピッチホイールを、あなたが春の緊張を感じないデッドゾーン内で動かします。これは、ピッチホイールに触れていない間はピッチ情報が送信されないようにするためです。次のような画面が表示され、手助けとなるガイドが表示されます。
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注：ルーチンをキャンセルするには、 -  / NOスイッチを押します。
9.ピッチセンターの校正を確定するには、+ / YESスイッチを押します。校正データがピッチセンター用に保存され、校正メニューに戻ります。ここからメニューから別のキャリブレーションを実行するか、GLOBALスイッチをもう一度押してシステム設定メニューに戻ることができます。
CAL AFTERTOUCH
キーボードアフタータッチを調整するには、次の手順に従ってください。
注：校正中は、GLOBAL、 -  / NO、+ / YESの各スイッチが点滅します。いつでも校正ルーチンをキャンセルしたい場合は、 -  / NOスイッチを押します。ルーチンをキャンセルしても、以前の校正データは変更されません。各段階でキャリブレーションを確定するには、下記のように+ / YESを押します。
1.校正ルーチンを開始するには、CAL AFTERTOUCH行の '<'記号がハイライトされていることを確認して+ / YESを押します。
2.次のディスプレイに現在のAFTERTOUCH値を表すバーが表示されます（圧力がない場合は0％）。この画面でも、バーの上に保存されているキャリブレーションデータとバーの下に現在の値が表示されます。
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3.値の増加が止まるまで、いずれかのキー（または複数のキー）を押します。
4. AFTERTOUCHの最大位置とそれに関連する値を示す以下の画面が表示されます。
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注：ルーチンをキャンセルするには、 -  / NOスイッチを押します。 

5. AFTERTOUCHのCALIBRATIONを確認するには、+ / YESスイッチを押します。AFTERTOUCHの校正データが保存され、CALIBRATEメニューに戻ります。ここからメニューから別のキャリブレーションを実行するか、GLOBALスイッチをもう一度押してシステム設定メニューに戻ることができます。
キャリブレーションペダル
ペダルを校正するには、次の手順に従ってください。
注：校正中は、GLOBAL、 -  / NO、+ / YESの各スイッチが点滅します。いつでも校正ルーチンをキャンセルしたい場合は、 -  / NOスイッチを押します。ルーチンをキャンセルしても、以前の校正データは変更されません。各段階でキャリブレーションを確定するには、下記のように+ / YESを押します。
1.キャリブレーションルーチンを開始するには、CALIBRATE PEDAL行の '<'記号がハイライトされていることを確認し、+ / YESを押します。
2.次のディスプレイに現在のPEDAL値を表すバーが表示されます（圧力がない場合は0％）。この画面でも、バーの上に保存されているキャリブレーションデータとバーの下に現在の値が表示されます。
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3.値が増えなくなるまでペダルを踏みます。
4. PEDAL入力の最大位置とそれに関連する値を示す以下のディスプレイが表示されます。
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注：ルーチンを取り消すには、 -  / NOスイッチを押すと、以下のメッセージが表示されます。
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5. PEDAL入力のCALIBRATIONを確認するには、+ / YESスイッチを押します。キャリブレーションデータがPEDAL用に保存され、CALIBRATEメニューに戻ります。ここからメニューから別のキャリブレーションを実行するか、GLOBALスイッチをもう一度押してシステム設定メニューに戻ることができます。
BACKUP（バックアップメニュー）
DeepMindには2種類のメモリー、演奏時に使うバンク/プログラムのデータを収めたEEPromと
バックアップ用にフラッシュメモリーを搭載している
※フラッシュメモリーには工場出荷時のファクトリープログラムが収められているが、書き換えが可能
書き換えてしまうと、DeepMind単体では工場出荷時の状態に戻せなくなる
バックアップにはフラッシュメモリーへの転送と
システムエクスクルーシブ転送でPC上に行う方法とがある。(※通常はPCへのバックアップの方を推奨…P36参照)
システム設定メニューの最後の項目はバックアップです。
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1.“ BACKUP  - >”が選択されているときに+ / YESを押すと、BACKUP MENUが表示されます。（ "RESTORE BANK"行は最初のバックアップが行われた後にのみ現れます）。
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2. "BACKUP PROGRAMS"が選択されているときに+ / YESを押すと、確認ダイアログが表示されます。 

            ・・・フラッシュメモリー(初期状態は工場出荷時のデータが保存されている)への書き込み
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3.もう一度+ / YESを押すと、すべてのバンクのプログラムがEEPROMからフラッシュにコピーされ、「工場出荷時の」データが上書きされます。　( 工場出荷時のFactoryデータが消され、全バンクのプログラムがフラッシュメモリーに上書きされる )

4. RESTORE-BANK-AからRESTORE-BANK-Hまでのいずれかの行が選択されているときに+ / YESを押すと、確認ダイアログが表示されます。・・・フラッシュメモリーから各バンクへプログラムの読み出し
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5.もう一度+ / YESを押すと、選択したバンクがフラッシュから復元されます。
　(  選択した現在のバンクデータが消され、フラッシュメモリーの内容が、バンクに転送される )
6. GLOBALを押してシステム設定メニューに戻り、もう一度押してPROGメニューに戻ります。
7.4 　メニュー　COMPARE（比較メニュー）
COMPARE機能には、主に2つの機能があります。
•まず、現在の（編集した）プログラムとオリジナルのプログラムを比較するのに使えます。 

•次に、サーフェス上の物理フェーダーの現在位置を元のプログラムと比較したり、一致させるために使用できます。これはあなたがプログラムのサウンド/キャラクターを維持したいときに必要です。
1.両方の機能を実行するには、COMPAREスイッチを押します。
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2. COMPAREメニューのページが表示されます。表示されているページが最後に使用したページになります。DeepMind 12をオンにしてからCOMPARE機能を使用していない場合は、デフォルトで1ページになります（下記参照）。
•プログラムを編集した場合（いくつかのパラメーターを変更した場合）、COMPAREスイッチを押すと、元の保存済みプログラムが復元されるので、編集内容を元のサウンドと比較できます。編集したバージョンに戻るには、もう一度COMPAREを押します。元のバージョンと編集されたバージョンをすばやく比較するには、これを繰り返します。
•COMPAREメニューでは、フェーダーの現在位置をオリジナルプログラムに保存されている位置に合わせることができます。フェーダーの位置を合わせたくない場合は、もう一度COMPAREを押して編集したプログラムに戻ります。
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3. COMPAREメニューの各ページにはフェーダーのセクションが表示されます。
•フェーダーの位置が保存されている値の位置と一致すると、フェーダーは黒くなります。 

•フェーダーが位置と一致しない場合は、保存されている値に近づくために移動する必要がある方向を向いている矢印が重なって表示されます。 

•保存されている値と一致させるためにフェーダーを動かす必要がある距離を示す細い白いバーもあります。
4.保存した位置に達するまでフェーダーを調整すると、フェーダーが黒く変わり、一致したことを示します。
5. COMPAREメニューには4ページのフェーダーがあります。 -  / NOまたは+ / YESスイッチを使って前後のページを選択するか、フェーダーを動かすだけでCOMPAREページが自動的に表示されます。 

1ページ  ARP / SEQとLFOフェーダーを示します。（Portamentoロータリーノブは左側の最初のフェーダーで表されます。）
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2ページ OSCフェーダーが表示されます。
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3ページ  UNISON、VCF、HPF、VCAの各フェーダーが表示されています。
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4ページ  エンベロープフェーダーを示しています。
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参考：必要に応じて、フェーダーに合わせて特定のエンベロープを選択することもできます。
6.もう一度COMPAREを押すと、いつでもCOMPAREメニューを終了してPROGメニューに戻ることができます。
7.5　メニュー　書き込み（書き込みメニュー）
1.プログラムをメモリーに書き込むには、まずWRITEスイッチを押します。
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2. WRITE PROGRAMメニューが表示されます。
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3.このメニューでは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用してセクション間を移動できます。選択されたセクションは反転文字（白地に黒）で強調表示されます。
4.最初のセクションは、現在のプログラムが保存されるプログラムの場所です。BANK / UP、BANK / DOWNスイッチ、ロータリーノブ、またはDATA ENTRYフェーダーを使って、必要なBANK（AH）とPROGRAM NUMBER（1-128）を選択できます。保持したい既存のプログラムを上書きしないように注意してください。
5. 2番目のセクションは、利用可能なプログラムカテゴリのいずれかを選択できる「カテゴリ」です。ここでもBANK / UP、BANK / DOWNスイッチ、ロータリーノブ、フェーダーを使って必要なカテゴリーを選択できます。
6. 3番目のセクションは、書き換えるプログラムの名前を示す「置き換えられる」です。名前を変更したい場合は、 -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用して名前の各文字をステップスルーし、BANK / UP、BANK / DOWNスイッチ、ロータリーノブ、またはフェーダーを使用して名前を変更します。キャラクター。
7.ディスプレイ下部のテキストで示されている、FXとGLOBALスイッチのすぐ上には、文字を選択するための2つのショートカットもあります。 

注：これらの2つのショートカットは、あなたがTO BE REPLACLE BY BYプログラムの名前を編集しているときにのみ現れます。 
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aA-0  -  FXスイッチを押して、小文字、大文字、数字/特殊文字を切り替えます。
DEL  -  GLOBALスイッチを押すと、現在選択されている文字が削除されます
8.現在の番組と目的の番組位置を比較するには、COMPAREスイッチを押して違いを聞きます。現在のプログラムに戻るには、もう一度COMPAREスイッチを押します。
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9.新しい場所を選択してプログラムに名前を付けたら、もう一度WRITEスイッチを押してプログラムを書き込みます。
プログラムを書き込まないことにしたときはいつでも、PROGスイッチを押してメインプログラミング画面に戻ります。 

注意：バックアップメモリ​​にプログラム（保存されていない編集済みプログラムなど）がある場合は、「COMPARE：Clear Backup」というメッセージが表示されます。 
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10.前述のように目的のプログラムの場所を聴きたい場合は、まずCOMPAREスイッチを押してバックアップメモリ​​を消去する必要があります。バックアップがクリアされると、メッセージは「COMPARE：Listen」に戻り、通常どおりに目的のプログラムの場所を聞くことができます。
7.6プログラム名の変更
1.既存のプログラムの名前を変更するには、プログラムを作成するための上記の手順に従い、BANKとPROGRAM NUMBERを同じままにして、次に「TO BE REPLACED BY (置き換えられるように)」セクションに表示された名前を変更します。
#　8.プログラミング
8.1 プログラミング／コード　CHORDS / ARP / SEQ / SYNC設定
ARP / SEQセクションは、内部ARPEGGIATOR、CONTROL SEQUENCER、およびPATTERN編集に関するすべてのパラメータを制御します。このセクションには、CHORDおよびPOLY CHORDプログラミング用のコントロールも含まれています。
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.
•コード/ポリコード - 単一のコードをキーボード全体にマッピングするようにプログラムすることも、複数のポリコードを個々のキー/ノートにマッピングすることもできます。
•ARPEGGIATOR  -  ARPEGGIATORを使用すると、保持している個々の鍵に基づいてパターンを演奏できます。パターンの音符の並び順は、いくつかのモードから選択できます。ARPEGGIATORのテンポは、内部クロックまたは外部クロックのどちらからでも得ることができます。クロックはマスターBPMから分周することができ、異なるタイミング構造を選択できます。
ARPEGGIATORには、各ステップのベロシティとゲートの値を調整できるループパターンエディタもあります。パターンエディタには、パターンをすばやく使い始めることができる32の「固定プリセット」と、独自のパターンを作成して保存できるようにする32の「ユーザプリセット」があります。パターンは最大32ステップの長さにすることができ、創造的な可能性の広い範囲を可能にします。
あなたがあなたの特定の必要条件に揺れ（または「溝」）を微調整することを可能にする時計揺れ機能もあります。
ARPEGGIATORは、最初に叩いた鍵と同期するように設定することも、マスターBPMクロック（内部または外部）と同期するように設定することもできます。
•CONTROL SEQUENCER  - これはARPEGGIATORの一部ではありません。これはLFOやENVELOPEと同じようにモジュレーションソースです。CONTROL SEQUENCERを使用すると、他のパラメーターをモジュレートするために使用できるパターンを作成できます。CONTROL SEQUENCERのテンポは、内部クロックまたは外部クロックのどちらからでも得ることができます。クロックはマスターBPMから分割でき、異なるタイミング構造を選択できます。
CONTROL SEQUENCERには、各ステップの値を調整できるループエディタがあります。生成される変調波形は、負または正の値をとることができます。CONTROL SEQUENCERの長さは最大32ステップで、クリエイティブな可能性を幅広く提供しています。
あなたがあなたの特定の必要条件に揺れ（または「溝」）を微調整することを可能にする時計揺れ機能もあります。
CONTROL SEQUENCERは、弾いた最初の音と同期するように設定することも、Master BPMクロック（内部または外部）と同期するように設定することもできます。
CONTROL SEQUENCERをモジュレーションソースとして使用する方法の詳細については、このドキュメントの後半の「MOD MATRIX」セクションを参照してください。
•クロックノート - マスターBPMを持つことの大きな利点の1つは、DeepMind 12のLFO、ENVELOPES、および多くのEFFECTSパラメーターをBPMと同期できることです。
8.1.1コードスイッチ
左上のCHORDスイッチでコードをメモリーにプログラムすることができます。そのコードはキーボードの全範囲に渡って置き換えられます。
コードがすでにプログラムされている場合は、CHORDスイッチを押すとCHORDモードで演奏できます。
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CHORDスイッチを押すと点灯し、ディスプレイにコード画面が表示されます。（コードが現在保存されていない場合は、スイッチが点滅します。）
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コード画面上部セクション - コード画面の上部には、MIDIノート範囲全体（0〜127）が視覚的に表示されます。網掛けのない部分は、現在のOCT設定の範囲内で、物理キーボードを使用して現在演奏できるMIDIノートを示しています。OCT設定を変更すると、利用可能なキーが更新されます。コードが作成されていない場合は、画面上部は次のようになります。
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和音が作成されている場合は、和音内の音符が表示されるキーボードの上下に小さな「ペグ」が表示され、その上下にある和音をトリガーした音符の位置を示す矢印が表示されます。
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コードスクリーン下部セクション - コードスクリーン下部には、キーボードの拡大部分、最後に押されたノートの両側のオクターブが表示されます。
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　　•強調表示されたキーのTの文字は、最後に演奏された音を表します。 

　　•外部キーボードからのMIDIトリガーの場合は、キーにもEの文字が表示されます。 

　　•鍵盤の小さな点は、コードの現在の構成音を表しています。
コード画面のソフトキー - コード画面の下部には、点灯しているPROG、GLOBAL、WRITEスイッチのソフトウェア機能を示す3つのラベルがあります。前のコードが存在しない場合、ディスプレイには、コードプログラミング機能のステータスが表示されます。たとえば、後で説明するように、ARMED、LEARNING、PRESS TRIGGERなどがあります。
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•PROGスイッチ -  EXIT機能を実行してPROG画面に戻ります。
•GLOBALスイッチ - 既存のコードの上に新しいコードを録音するのに使用します。 

•WRITEスイッチ - コードを削除するために使用されますが、コードがプログラムされた後にのみ使用されます（それ以外の場合、この領域は空白になり、WRITEスイッチは点灯しません）。
注：和音は永続的なメモリに保存され、電源を入れ直しても保持されます。一度に作成され保存されるコードは1つだけです。
注：コードメモリは、このドキュメントで後述する「ブートローダ」メニューを使用しても消去できます。
注：コードサイズは12ノートに制限されています。
コードプログラミング
1.コードをプログラムするには、まずCHORDスイッチを押します。以前のコードがメモリにない場合は、CHORDスイッチが2回点滅し始め、メッセージ「ARMED」がディスプレイに表示されます。
[image: image136.png]EXIT <ARNED:





2.希望のコードを弾くと、ディスプレイに「LEARNING」と表示されます。
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5. You will now be asked to assign the chord to a trigger key: “PRESS TRIGGER” will appear in the display as shown: 

3.少なくとも1つのノートが押されている限り、コードに追加のノートを追加できます。完了したら、すべてのキーを放します。
4.ステータス行に "CUSTOM-TYPE-NOTES"というテキストが表示されます。ここで、
•CUSTOM  - これはあなたが作成したコードです。
•TYPE  - コードタイプがWIZARDメモリーに保存されているものとして認識されている場合（後述の「ポリコード」セクションを参照）、コードタイプが表示されます。例えば、上のコードはTYPE = Maです。
•NOTES  - コードの構成ノート。
5.コードをトリガーキーにアサインするよう求められます。ディスプレイに“ PRESS TRIGGER”と表示されます。 
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6.キーボードの任意のキーを押すと、ステータスラインに新しいカスタムコードの詳細が表示されるように画面が変わります。以下の例は、トリガーC4を持つメジャーコード（Ma）で、C4、E4、およびG4を表しています。
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•コードを演奏する -  CHORDスイッチが点灯している間に、キーボードの任意のキーを押すと、プログラムしたばかりのコードが演奏されます。コードはルートノートから演奏したすべてのキーに移調されます。
•新しいコードを録音する - コードモードに入っている間（CHORDスイッチは点灯しています）、RECソフトスイッチを押すと、新しいコードを録音したり、既存のコードを上書きすることができます。既存のコードが削除され、 "ARMED"が再び表示され、以前と同じように新しいコードをプログラムすることができます。
•コードを削除する - コードを削除するには、DELソフトスイッチを押します。コードが削除され、 "ARMED"が再び表示され、以前と同じように新しいコードをプログラムできます。
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•コード画面の終了 - 終了ソフトスイッチを押すと、いつでもコード画面を終了できます。これでPROG画面に戻りますが、コードモードは再生のためにアクティブになり、CHORDスイッチは点灯したままになります。
•EXITING CHORD MODE  -  EXITを押して画面が通常のPROGビューに戻ったら、もう一度CHORDスイッチを押してコードモードをオフにします。CHORDスイッチは消灯します。
注意：キーボードのLOCALコントロールがオンのとき、すべてのコードは接続されている機器に送信されます。キーボードのLOCALコントロールがオフのときは、外部キーボードからのトリガーノートのみが接続されているデバイスに送信されます。トリガーノートが受信されると、DeepMind 12は受信したトリガーノートに基づいてそれぞれのコードを演奏します。
8.1.2ポリコード
POLY CHORDスイッチを使用すると、複数のコードをメモリにプログラムし、それらを個々の固定トリガーキーに割り当てることができます。トリガーキーを押すと、作成したコードが演奏され、他のキーとコードを同時に演奏することができます。注意：複数のシンセサイザーをポリチェーンモードで実行しているのでない限り、同時に再生できるのは12ボイスのみです。
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POLY CHORD BANKS  -  4つのメモリーバンク（A、B、C、D）があり、そこにポリコードを保存して呼び出すことができます。バンクはコードモードではなく、ポリコードモードでのみ使用されます。POLY CHORD表示画面の右上の文字は常に現在のバンクを示しています。
注意：再生、エクスポートまたはインポート中は、一度に1つのバンクしか使用されません。 

ショートカット：いつでもバンクを素早く変更するには：
1. POLY CHORDスイッチを長押しすると、次の画面が表示されます。
[image: image142.png]<EAMK-C> uZgd: 1%

ENE-R[ENH-E | EWH-C [EWH-D]





2. POLY CHORDスイッチを押したまま、到達したいバンクの下のソフトスイッチを押します。銀行の手紙はディスプレイの右上で変わります。このとき、 -  / NO、+ / YESスイッチとロータリーノブを使ってバンクを変更することもできます。
3.目的のバンクに到達したら、POLY CHORDスイッチを放します。
ポリコード表示（上部セクション） - ポリコードスイッチを押すと、ポリコード画面が表示されます。上部には、MIDIノートの範囲全体（0〜127）が視覚的に表示されています。括弧は、下部セクションの2オクターブズーム位置を示します。網掛けのない部分は、現在のOCT設定の範囲内で、物理キーボードを使用して現在演奏できるMIDIノートを示しています。OCT設定を変更すると、利用可能なキーが更新されます。
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PEGモード - キーボードの図の上下には、既存のポリコードの音符（N）であるキーとトリガー（T）であるキーを示す小さな「ペグ」があります。
•N  - 左上の "N"は、最後に押されたキーにポリコードがバインドされていることを示します（トリガーキー）。そのポリコードのノートはキーボードの上下にペグで表示されます。
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•T  - 左上の "T"は、最後に押されたキーが空白（トリガー以外）のキーだったことを示します。このバンクに現在割り当てられているトリガーキーは、図のようにキーボードの上下にペグで表示されます。
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ポリコードディスプレイ（下セクション） - ポリコード画面の下半分は、最後に押されたキーを中心とした、キーボードの2オクターブ幅のセクションを表します（上セクションの括弧で表されます）。最後に押された（または外部からトリガーされた）キーは、現在の音名とOCT番号（この例ではG5など）を示す強調表示されたボックスとともに表示されます。
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•影付きのキーは、現在現在のキーボード設定の範囲外のキーを示します。網掛けのないキーは、現在物理キーボードで利用可能なものです。
注：LOCALキーボードでは、トリガーキーはOCT設定とは無関係です。トリガーとして設定されている場合は、物理キーに関連付けられています。たとえば、左側の最後の鍵盤がF2 + A2 + C3のポリコードをトリガーするように設定されている場合、OCTを1オクターブ上に押すと、左側の最後の鍵盤でも同じポリコードF2 +A2 + C3。が演奏されます。 

キーボードの操作
•ディスプレイの右側にある -  / NOまたは+ / YESの物理スイッチを押すと、ディスプレイが前後に移動し、使用可能なすべてのキーに移動します。ナビゲーションの方向にトリガーがある場合、表示されているキーボードはそのキーに直接ジャンプします（Tが付いています）。使用可能なトリガーがない場合は、一度に1キーずつスクロールします。
•回転ノブはまた、利用可能なすべてのキーを通って前後に移動し、利用可能な場合は移動方向にトリガキーにジャンプします。
•DATA ENTRYフェーダーを使用すると、次に使用可能なトリガーにジャンプすることなくキーボードの表示を移動できます。目安として、フェーダー、ロータリーノブ、または -  / NOまたは+ / YESスイッチを動かすと、上部キーボードの上にあるブラケットが動くのを確認してください。
トリガータイプ
•T  - すべてのトリガーキーにTの文字が印刷されています。 

•E  - 文字Eは、ポリコードが固定MIDIノートトリガーに割り当てられていることを示します（E =外部）。Eがないことは、コードがローカルキーボードによってトリガーされていることを示します。
•下の表示は、A3のローカルキーボードトリガーとF2、F3、A3、C4のノートを示しています。キー上の小さな点は、選択したコードのノートを表しています。
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ステータスセクション - ポリコードページの下部にあるステータスセクションには、録音状態、現在のソフトスイッチの状態、および選択したコード（最後に押されたキーがトリガーだった場合）に関する情報が表示されます。現在の銀行と総使用スペース
•下の例は、 "Spread2"という修飾子を持ち、ノートF2、F3、A3、およびC4で構成され、A3に外部トリガーがあるメジャーコード（Ma）を示しています。
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•以下の例は、ノントリガーキーのステータスセクションを示しています。
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ポリコード画面のソフトキー - ポリコードページの下部には、5つのラベルがあります。これらのラベルは、すぐ下にある5つの照明付きスイッチのソフトウェア機能を示します。PROG、FX、GLOBAL、COMPAREおよびWRITE。
•この例では、トリガ付きのキーを選択したときのソフトスイッチを示しています。DELでは現在のトリガーを削除でき、VIEWでは詳細が表示されます。
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•ノントリガーキーを選択すると、BNKアップソフトスイッチが表示されます（DELまたはVIEWの代わりに）。これにより、バンク間を移動して既存のトリガーを見つけることも、新しいバンクを使用して次のトリガーを記録して保存することもできます。
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記録モード
ポリコードはRECモードを使用して手動で入力することも、内蔵のWIZARDモードを使用して生成することもできます。
注：以降の手順では、DeepMind 12は接続され、通常の動作（LOCALがオン）で実行されているので、音符とポリコードを聞くことができます。
RECモードを使用したポリコード作成
1.ポリコードを手動で作成するには、POLY CHORDスイッチを1回押すと、青色に点灯します。これと同じようなスクリーンは現われます：
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2. BNK UPソフトスイッチを使用して、新しいトリガーを保存したいバンクに移動します。次の例では、Cバンクに移動しました。
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3. RECソフトスイッチを押すと、ディスプレイ下部に“ ARMED”と表示されます。物理的なPOLY CHORDスイッチが2回点滅し始めます。
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4.希望のコードを弾くと、ディスプレイに「LEARNING」と表示されます。
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5.少なくとも1つのノートが押されている限り、コードに追加のノートを追加できます。完了したら、すべてのキーを放します。
6.ステータス行に「CUSTOM-TYPE-NOTES」というテキストが表示されます。ここで、
•CUSTOM  -  WIZARD（後述）を使用する代わりに、手動で作成したコードを示します。
•TYPE  - コードタイプがWIZARDメモリーに保存されているものとして認識されると、コードタイプが表示されます。
•NOTES  - コードの構成ノート。
上の例のステータス行は、CUSTOMコードがTYPE（Ma）で、ノートC3、E3、およびG3であることを示しています。
7.コードがトリガーキーにアサインされる準備が整い、ディスプレイに“ PRESS TRIGGER”と表示されます。POLY CHORDスイッチがゆっくり点滅します。
注意：CHORDサイズは12ノートに制限されています。
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8.トリガーにしたいキーボードのキーを押すと、画面が次のように変わります。 

注意：この段階で既存のトリガーキーを押すと、警告なしに直ちに新しいコードに変更されます。  

[image: image157.png]% AEBECDEFEIRECDEF

&

CUSTOH-Ha-CEaEZa 63

EXIT

REC

HIZARD

DEL

UIEH

ILLUMINATED





9.これでトリガキーは使用可能になりました。上の例では、POLY CHORDスイッチをオンにしたままG3キーを押すたびに、C3、E3、およびG3で構成されるポリコードが再生されます。
10.ポリコードが作成されると、他のソフトキーオプションが表示されます。
•REC  - このプロセスを繰り返して、4つのバンク内の他のトリガーを記録できます。
•DEL  - 現在のトリガーがまだ表示されている（強調表示されている）場合は、現在のトリガーを削除することも、削除したいトリガーに移動することもできます。
•VIEW  - 以下に示すように、画面に現在のトリガーの詳細が表示されます。これは単なるビューであり、ここでは何も編集できません。（「CAT、TYPE、およびMOD」の値は、WIZARDを使用している場合にのみ表示されます。）
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CLOSEを押して前の画面に戻ります
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11.次にEXITを押すと、POLY CHORDスイッチが点灯したままで通常のPROG画面に戻りますので、トリガー（上のG3など）を押してもコードは再生されます。ポリコード機能をオフにするには、POLY CHORDを押します（その後、G3キーやその他のトリガーを押すと、通常の1音使いに戻ります）。
PLAYING
1. POLY CHORDスイッチを1回押してポリコードモードに入ると、スイッチが点灯します。ディスプレイはトリガーがどこにあるか見るのを助けます。BNK UPソフトスイッチを使ってバンクを上に移動します。トリガーを演奏するのと同時に他のノートを演奏することができますが、一度に1つのトリガーだけを演奏します
[image: image160.png]<EAMK-C> ufé

EXIT] REC

HIZARD |

ILLUMINATED





2. POLY CHORDスイッチをもう一度押して、ポリコードモードを終了します。トリガーキーは通常の動作に戻ります。
ウィザードを使用したポリコード作成
ポリコード "WIZARD"を使用すると、4つの主要なカテゴリとさまざまなタイプで、定義済みのテンプレートからポリコードを作成できます。あなたの要求に合わせて生成されたコードを調整するために様々な修飾語句も利用可能です。コードとモディファイアは、聴いているときにコード作成パラメータやルートノートを変更することで、リアルタイムでプレビューできます。
	CAT
	TYPE

	MAJOR
	Ma, Ma7, Ma9, Add9, SuS4, 6, 6//9

	MINOR
	Mi, Mi7,Mi9, Mi6, Mi6/9, Mi11,Mi7b5, MiMaj7

	DOM
	7, 9, 7SuS4, 9SuS4, 11, 7#5, 9#5, 7b5, 7#9, 7b5b9, 13, #9#5

	DIM
	DIM, Au9, Dim7


CAT  - カテゴリー、4つのコードグループから選択します。新しいカテゴリーを選択すると、TYPEは新しいカテゴリーの最初の項目に自動的にジャンプします。
•TYPE  - 各カテゴリー（CAT）には、選択可能なコードタイプがあります。さまざまなタイプを切り替えると、最後のコードタイプに達すると、現在のCATが次に使用可能なCATに進みます。たとえば、MAJ CAT（6 // 9）の終わりに達したときに+ / YESを押すと、MIN CAT（Mi）の最初の項目に移動します。
•MOD  -  BASS、SPREAD、およびSPREAD2モディファイアは、下図のように選択したコードに適用できます。モディファイアがない場合はOFFを選択します。
•BASS MODIFIER  - 選択したOCTAVEのコードに、選択したBASSノートの数を追加します（デフォルトは-1）。たとえば、ルートノートがF3、1ノート、OCTAVEが-1に設定されたコードがある場合、ウィザードは以下に示すようにF2を追加します。
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•SPREAD MODIFIER  - 親CHORDのノートに関係なく、選択したノートタイプを選択したOCTAVE（デフォルト-1）に追加します。下に示されている：C2は修飾子によって加えられている：
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•SPREAD2 MODIFIER  - 選択した和音を選択したOCTAVE（デフォルト-1）に追加します。F2はモディファイアによって追加されます。
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作成オプション -  POLY CHORDスイッチが押されると、ウィザードを使ったコード作成は2つの方法のうちの1つで起動することができます。
1. WIZARDソフトスイッチを押して、以下の手順に従ってください。
または
2.音符を押さえながら、ロータリーノブをどちらかの方向に回します。この方法は、ウィザードの機能とそのオプションに慣れてきたら便利なショートカットです。下のステップ1と2にジャンプし、そこでWIZARDソフトスイッチを押してルートノートを選択します。
ウィザードの手順
1. POLY CHORDスイッチを1回押すと点灯し、ポリコードディスプレイが表示されます。
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2. WIZARDソフトスイッチ（GLOBAL）を押すと、構築するコードのルートノートを選択するように指示されます。ディスプレイには "PRESS ROOT NOTE"が表示されます。
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3.ルートノートにしたいノートを長押しすると、メインのWIZARDメニューが表示されます。同時に、現在のコードが演奏されるので、さまざまなオプションを変更しながら聴くことができます。
注意：ノートを押さえながら回転ノブを回してウィザードのショートカットを使用した場合は、これが最初のステップです。前の2つのステップにジャンプしています。保留ノートは自動的にルートキーとして使用されます。
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メニューナビゲーション - ルートキーを押したままの状態で、次の方法でWIZARDオプションをナビゲートし、変更を加えながら聴くことができます。 

•BANK / UPとBANK / DOWNを押すと、利用可能なメニュー項目（CAT、TYPE、MOD）でそれぞれ上下に移動します。 

• -  / NOまたは+ / YESを押すと、使用可能なオプションを前後に移動して違いが聞こえます。
•ロータリーノブが使用可能なオプションを通って前後に動くと、違いが聞こえます。
•オプションメニューでTYPE、MOD、またはNOTEが強調表示されている場合は、DATA ENTRYスライダーを使用して値を選択することもできます。
4.ウィザードモードでは、新しいノートを演奏して提案されたコードの新しいルートノートを選択することもできます。新しいルートノートを長押しすると、WIZARDオプションを変更してコードをリアルタイムで試聴／プレビューすることができます。
5.ポリコードの音が気に入ったら、[CREATE]ソフトスイッチを押します。「PRESS TRIGGER」というメッセージが表示されます。
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6.新しいコードのトリガーとして使用したいキーを押します。
注意：既存のトリガーを押すと、警告なしに上書きされます。
7.新しいコードがバンクに保存され、その詳細が以下のようにステータス行に表示されます。
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8.コードが作成されると、他のソフトキーオプションが表示されます。
•DEL  - （キーに 'T'が表示されている状態で）現在のトリガー音を削除します。 -  / NOまたは+ / YES、ロータリーエンコーダーを使用するか、ノート（フィジカルまたはMIDI）を演奏して、削除したいトリガーノートに移動できます。
•VIEW  -  VIEWソフトスイッチを押すと、現在のコードの詳細が表示されます。
コードがウィザードによって作成されたものである場合は、表示は下図のように変わり、必要に応じてEDITのオプションが表示されます。
[image: image169.png]TRIGGER: LOCAL F
FCAT -Ilﬂ-JIlk Az
TYFE s o
»HOD sPaEnnz Fz
>0CT -1
SMOTES _: 1

5 AECDETFLEEAECDETF

EDIT HIZARD CHORD

CAMCEL





キャンセル - を押すと前のページに戻ります。
編集 - 差を聴きながら、必要に応じて値を編集および調整できるようにします
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SAVE  - 編集してこのポリコードを保存したい場合は、SAVEを押してコードを新しいトリガーキーまたは既存のキーに保存します（オリジナルを更新します）。
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9.コードが手動コード録音モードで作成されている場合（つまり、ウィザードを使用していない場合）、その情報テキストには「CUSTOM」という単語が含まれます。下図のように、VIEWソフトスイッチを使って見ることができます。
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•VIEW  -  VIEWソフトスイッチを押すと、カスタムコードの詳細を示す以下の画面が表示されます。これらは編集できないので、変更するにはこれを削除して新しいものを作成します。
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CLOSE  -  CLOSEを押すとメインのPoly Chordディスプレイに戻ります。
PLAYING
1. POLY CHORDスイッチを1回押してポリコードモードに入ると、スイッチが点灯します。ディスプレイはトリガーがどこにあるか見るのを助けます。BNK UPソフトスイッチを使ってバンクを上に移動します。トリガーを演奏するのと同時に他のノートを演奏することができますが、一度に1つのトリガーだけを演奏します。
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2. POLY CHORDスイッチをもう一度押して、ポリコードモードを終了します。トリガーキーは通常の動作に戻ります。
SAVING POLY CHORD BANKS

ポリコードバンクの救済
1. GLOBALメニューのSysEx EXPORTページでは、安全な保管、リコール、共有のために各ポリコードバンクをコンピューターに保存することができます。詳細は、このマニュアルのSysEx EXPORTセクションにあります。
8.1.3 プログラミング／アルペジオ　ARP ON / OFFスイッチ
•ARP / SEQセクションのON / OFFスイッチでARPEGGIATOR機能をオン/オフします。ARPEGGIATORがオンになっているときに1つ以上のキーを押すと、ARPEGGIATORが演奏を始めます。すべてのキーを放すと、ARPEGGIATORは演奏を停止します。
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注意：ON / OFFスイッチはARPEGGIATORにのみ影響し、CONTROL SEQUENCERには影響しません。 

•デフォルトのON / OFF設定はOFFです。
8.1.4 TAP / HOLDスイッチ
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TAP / HOLDスイッチには2つの機能があります。 

•TAP  -  TAPスイッチを連続して叩くと、DeepMind 12はタップのテンポからマスターBPM値を計算します。5回タップすると、BPMがタップのテンポに更新されます。
BPMは最後の5回のタップの平均で計算されるので、表示されたテンポが正しいと感じるまでタップを続けることができます。
注意：外部同期ソースを使用している場合、TAP / HOLDスイッチは外部ソースの速度で点滅します。
内部および外部ソースの両方でサポートされているTAP TEMPO範囲は、20.0から275.0 BPMです。
•HOLD  -  TAP / HOLDスイッチを1秒以上押すとスイッチが点灯し、HOLDモードになります。こ
•HOLD  -  TAP / HOLDスイッチを1秒以上押すとスイッチが点灯し、HOLDモードになります。このモードでは、キーを押すとキーが押されたままARPEGGIATORが演奏を続けます。
キーを押しながらそれを押したままにすると、他の音符をARPEGGIATORに追加できます。すべてのキーを放すと、ARPEGGIATORは別のキーを押すまで演奏を続けます。
注：HOLDスイッチはARPEGGIATOR機能なしでも使用できます。ARPEGGIATORがオフでHOLDスイッチが押されると、演奏されたノートはすべてのENVELOPEのSUSTAINフェーズに保持されます。あなたがプログラムの持続的なコンテンツに取り組んで、そして両手でサーフェスコントロールを操作したいとき、これはサウンドデザインの間に役に立つことができます。
HOLDモードをオフにするには、もう一度TAP / HOLDスイッチを1秒以上押し続けると、ランプが消え、HOLDモードは無効になります。
デフォルトのHOLD設定はOFFです。
8.1.5 ARPレートフェーダー
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•RATEフェーダーはARPEGGIATORのマスターBPM RATEをコントロールします。Master BPMはCONTROL SEQUENCERによっても使用され、LFO、エンベロープ、およびいくつかのエフェクトパラメータなど、Master BPMにリンクできるパラメータでも使用されます。
•フェーダー値を下げるとマスターBPM RATEが遅くなり、値を大きくすると下の図のように速くなります。
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•Master BPM RATEの範囲は20.0から275.0 BPMで、デフォルト値は120.0 BPMです。
•ARP RATEフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値はPROG画面に表示されます。以下に示すようにARP RATEの視覚化もあります。
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8.1.6 ARPゲートタイムフェーダ
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.•GATE TIMEフェーダーは、下図のように音の長さを調節します。
•フェーダーを中央位置にすると、GATE TIMEが均等に分割され、音符の長さはちょうどステップの半分になります。値を小さくするとGATE TIMEが短くなり、値を大きくするとGATE TIMEが長くなります。
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注意：フロントパネルのGATE TIME FADERとPATTERN EDITORのGATE TIME PARAMETERはどちらも音符の長さに影響します。 

•GATE TIME FADERが最大のときは、ノートの長さはPATTERN GATE TIMEの全長に一致します。
•GATE TIMEフェーダーが中央にあるときは、ノートの長さはPATTERN GATE TIMEの半分です。
•GATE TIMEの範囲は0から255で、0はノートなし、255はフルノートです。デフォルトのGATE TIME値は128で、これはステップの半分を表します。
•ARP GATE TIMEフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。これらの例に示すように2つの連続したノートの幅を使用して、ARP GATE TIME期間の視覚化もあります。
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8.1.7 ARP / SEQスイッチの編集
•ARPEGGIATORでは、押さえている個々の鍵に基づいて音のパターンを演奏できます。このセクションではARPEGGIATORに関連するすべてのパラメータについて詳しく説明します。
1. ARPEGGIATORとCONTROL SEQUENCERのEDITページに入るには、EDITスイッチを押します。
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2. EDITスイッチが点滅を始め、ARPEGGIATORメニューが表示されます。
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注意：ARP / SEQ EDITメニューには、ARPEGGIATOR、CONTROL SEQUENCER、およびARP SETTINGSの3つのページがあります。このセクションではARPEGGIATORメニューについて説明します。ページを切り替えるには、EDITスイッチを連続して押します。画面の一番下の行には、次のページへの案内が表示されます。
3. ARPEGGIATORメニューのオプションを移動するには、BANK / UP、またはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
•KEY SYNC  - このオプションでKEY-SYNC（キー同期）のオンとオフを切り替えることができます。KEY-SYNCがオンのときは、最初のノートを弾くと同時にアルペジエーターが演奏を始めます（キーが押されていないとき）。KEY-SYNCがオフのときは、アルペジエーターはマスターBPM（内部または外部）とARP CLOCK（分割後）をタイミングソースとして使用して再生を開始します。
デフォルト値はOffです。
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•OCT  - このオプションでARPEGGIATORが何度OCTAVESを繰り返すかを選択できます。OCTAVEの範囲は1から6です。1つのOCTAVEだけを選択した場合、ARPEGGIATORはルートノートとMODEに基づいてノートを循環させるだけです。複数のOCTAVEを選択した場合、ARPEGGIATORは各OCTAVEのノート/モードを順番に切り替えます。
デフォルト値は2 OCTAVESです。
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•MODE  - このオプションでアルペジエーターのノートの順番を以下の11のオプションから選択することができます。
•UP  - ノートは最低から最高まで再生され、その後繰り返されます。注：UPはデフォルトのMODEです。
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•DOWN  - ノートは最高位から最低位まで再生されてから繰り返されます。
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•UP-DOWN  - ノートは最低から最高まで、次に最高から最低まで再生され、そして繰り返されます。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•UP-INV  - ノートは最低から最高まで演奏され、その後コードは反転され、ノートは最低から最高まで演奏されます。そしてこれが繰り返される。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•DOWN-INV  - ノートは最高から最低まで演奏され、次にコードは2番目の反転に移動されて1オクターブ下げられ、それからノートは最高から最低まで演奏されます。そしてこれが繰り返される。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•UP-DN-INV  - ノートは最低から最高まで演奏され、その後コードは最初の反転に移動し、ノートは最低から最高まで演奏されます。次に和音が2番目の反転に移動し、音符が最も高いものから最も低いものへ演奏されます。それから、和音は最初の反転に戻り、音は最高から最低まで演奏されます。そしてこれが繰り返される。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•UP-ALT  - ノートがすべて再生されるまで、ノートは最低、次に最高、次に最低、次に最高の順で再生されます。そしてこれが繰り返される。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•DOWN-ALT  - 音符がすべて再生されるまで、音符は最高値、最低値、次に最高値、次に最低値の順に再生されます。そしてこれが繰り返される。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•RAND  - ノートはランダムに演奏されます。 

•AS PLAYED  - ノートは、あなたがノートを弾いた順番でARPEGGIATORによって演奏されます。そしてこれが繰り返される。最高音と最低音に繰り返しはありません。
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•CHORD  - ノートはARPEGGIATORの各ステップで一緒に演奏されます。
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•HOLD  -  ARPEGGIATORがオンになっているとき、このオプションはサーフェス上のHOLDスイッチと同じです。スイッチはここで行われた変更に追従し、サーフェス上の変更はここに反映されます。
HOLDがオンになっているときにいずれかのキーを押すと、ホールドされてARPEGGIATORは演奏を続けます。キーを押しながらそれを押したままにすると、他の音符をARPEGGIATORに追加できます。すべてのキーを放すと、別のキーを押すまでARPEGGIATORが鳴り続けます。デフォルトのHOLDモードはOFFです。
•CLOCK DIVIDER  - このオプションでARP BIGを作成するためのいくつかの方法でマスターBPMを分割することができます。 

注：PEDAL SETTINGSでSUSTAIN入力がいずれかのGATEモードに設定されている場合、CLOCK DIVIDERは使用されず、ARPEGGIATORノートはGATE入力によって制御されることを示すために、値は "（Gate）"に置き換えられます。 

  •下のリストから分割モードの1つを選択できます。 

注：タイミング図はこの資料の後半に示されています。 
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•RATE（BPM） - このオプションはサーフェスのRATEフェーダーと同じです。表面の変化はここに反映されます。
Master BPM RATEの範囲は20.0から275.0 BPMで、デフォルト値は120.0 BPMです。 

注意：PEDAL SETTINGSでSUSTAIN入力がいずれかのGATEモードに設定されている場合、値は "（Gate）"に置き換えられ、RATEは使用されず、ARPEGGIATORノートはGATE入力によって制御されます。 

•SWING  - このオプションでARPEGGIATORの揺れ（または溝）を調整できます。 

SWINGを適用すると、1ステップおきにswing値で設定された量だけ遅延します。スイング値は、2つのステップ間の時間の比率を表します。たとえば、スイングが50％の場合、ステップ間のタイミングは等しくなります。SWINGタイミングをトリプレットの位置に収まるように調整するには、SWING値を66％に設定します。
SWINGパラメーターを使用すると、推進力のあるリズムを作成するのに役立つタイミング要素を追加したり、一連の音符の動きを表現したり、息を吐き出したり、ミックスの他の部分に余裕を持たせることができます。
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SWING RATEの範囲は50〜75％で、デフォルト値は50％です
注：PEDAL SETTINGSでSUSTAIN入力がいずれかのGATEモードに設定されている場合、値は "（Gate）"に置き換えられ、SWINGは使用されず、ARPEGGIATORノートはGATE入力によって制御されます。 

•PATTERN  -  ARPEGGIATORにはループするPATTERN機能があり、各ステップのVELOCITYとGATE TIMEの値を動的に制御できます。 

ARPEGGIATORが演奏を開始し、PATTERNが選択されると、PATTERNエディターのVELOCITYとGATE TIMEの値がARPEGGIATORのノートに適用されます。ARPEGGIATORが演奏している間、PATTERNはサイクルし続けます。
ARPEGGIATORのノートと一致するようにPATTERN LENGTHを設定するか、バリエーションや動きを作成するために別のPATTERN LENGTHを使用することができます。たとえば、DOWN-INVを使用し、ARPEGGIATORの各サイクルで6つのノートが演奏された場合：PATTERN LENGTHを4に設定すると、パターンがARPEGGIATORサイクルを通過するのが聞こえます。
パターンエディタには、パターンをすばやく使い始めることができるように固定された32個の「プリセットパターン」と、独自のユニークなパターンを保存できるように32個の「ユーザーパターン」があります。パターンは最大32ステップの長さにすることができ、クリエイティブな可能性の広い範囲を可能にします。
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•ARP PATTERN SELECTION  -  ARPEGGIATOR PATTERNを選択するには、PATTERN行の '<'記号が強調表示されていることを確認してください。デフォルト設定はNoneです。パターン（プリセットまたはユーザー）を選択するには、ロータリーノブ、またはDATA ENTRYフェーダーを使用します。
•ARP PATTERN EDITING  -  PATTERN EDITORを使用するには、PATTERN行の '<'記号がハイライトされていることを確認してください。次に点滅している+ / YESスイッチを押すと、PATTERN EDITORが表示されます。
パターンが選択されていない場合は、次のようになります。 
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PATTERNが選択されている場合は、次のようになります。 
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PATTERN EDITORのコントロールは以下の通りです。
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注意：編集中のパラメータは、画面下部のタブのすぐ下にあるソフトスイッチを使用して選択します。 

注：編集できるのはユーザーパターンのみです。COMPおよびSAVE / IMPORTソフトスイッチは、ユーザープリセットに対してのみ表示されます。
　（1）パターン名 - 画面上部にパターン名が表示されます。パターンは -  / NOまたは+ / YESスイッチを押して変更できます。
注：ユーザーPATTERNが編集されている場合は、名前の後に*が表示され、編集が完了してまだ保存されていないことを示します。 

注意：別のパターンに移動する前に、保持したい場合はユーザーパターンを保存してください。
（2）ステップ番号 - ステップ番号は画面上部に表示されます。現在のステップはロータリーノブを使用して選択することができ、クリックするたびに選択を1ステップ前または後ろに移動します。現在のステップは黒で強調表示されており、点線の長方形で示されています。
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注：ARPEGGIATORがオンで実行中の場合は、再生中のステップの下にPATTERN POSITION POINTER（PPP）が表示されます。PPPはリアルタイムで更新される小さな黒いバーです。
注：ユーザーパターンでステップを複製するには、複製するステップを選択してPROGスイッチを押し（「VEL」の文字が「DUP」に変わります）、同じパターンのロータリーノブで目的のステップに移動します。 PROGスイッチを放します。これはユーザープリセットでのみ可能です。
（3）ベロシティ - 各ステップのベロシティは、ステップ内のバーの高さで表示されます。ユーザーパターンのステップのベロシティを調整するには、（VELテキストの下の）PROGスイッチを押してVELOCITY編集モードに入ります。VELOCITY編集モードに入っているときは、バーチャルスイッチが反転します（黒の上に白い文字）。
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バーの高さは現在のベロシティ設定を示します。
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その後、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチ、またはDATA ENTRYフェーダーを使って各ステップのVELOCITYを変更できます。
（4）GATE  - 各ステップのGATE TIMEはバーの幅で表示されます。ステップのGATE TIMEを調整するには、GATEテキストの下にあるFXスイッチを押してGATE TIME編集モードに入ります。GATE TIME編集モードになっているときは、バーチャルスイッチが反転します（黒の上に白い文字）。
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各ステップのGATE TIMEは、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチ、またはDATA ENTRYフェーダーを使って変更できます。 
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注意：TIEステップに進むには、次のステップに結び付けるステップを選択し、FXスイッチを押しながらロータリーノブを時計回りに回します。関連付けられているすべてのステップについて、「TIE」がGATEテキストの下に表示されます。FXスイッチを押したままロータリーノブを回し続けると、いくつかのステップをつなげることができます。ネクタイを外すには、縛られている音符を選択し、FXスイッチを押しながらロータリーノブを反時計回りに回します。ネクタイを作成するのと同じ方法でいくつかのステップでこれを行うこともできます。
注意：フロントパネルのGATE TIMEフェーダーとPATTERN EDITORのこのGATE TIMEパラメータは両方ともノートの長さに影響します。 

物理的なGATE TIMEフェーダーが最大のとき、ノートの長さはPATTERN GATE TIMEの全長に一致します。
GATE TIMEフェーダーが中央にあるときは、ノートの長さはPATTERN GATE TIMEの半分です。
（5）LENGTH  - パターンのLENGTH（ステップ数）を調整するには、LENテキストの下にあるGLOBALスイッチを押してLENGTH編集モードに入ります。LENGTH編集モードのときは、バーチャルスイッチが反転します（白地に黒）。
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BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチ、またはDATA ENTRYフェーダーを使用して、PATTERNのLENGTHを1から32に変更できます。 

（6）COMP  - 編集中のパターンの現在の状態と、保存されているパターンとを比較します。PATTERN COMPARE機能を使用するには、COMPテキストの下にあるCOMPAREスイッチを押してCOMPAREモードに入ります。あなたが比較モードにあるとき、仮想スイッチは逆にされるでしょう（黒の上の白いテキスト）。
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注意：COMPスイッチは、USER PATTERNが選択されていて、それが変更されている場合にのみ機能します（User-2 *のように、*の後に表示されます）。この例では、COMPを押すとUser-2 *と保存されているバージョンのUser-2が比較されます。
（7）SAVE / IMPORT  - このスイッチで現在のパターンを保存したり、パターンをインポートすることができます。（SAVE / IMPORTテキストの下にある）WRITEスイッチを押すと、2つのオプションが表示されます。
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-  / NOおよび+ / YESスイッチを使用してSAVEまたはIMPORTを選択するか、またはEDIT ARP / SEQスイッチを押してダイアログを終了することができます。3つのスイッチすべてが点滅し、それらが使用可能なオプションであることを示します。
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• SAVE - 現在選択している場所に編集内容を保存します。これにより、現在の場所に保存されているユーザーPATTERNが上書きされます。
注意：PRESET PATTERNSは保護されているため、USER PATTERNの場所にのみ保存できます。
•IMPORT  -  IMPORTを選択すると、PATTERN EDITORページの読み取り専用バージョンが開くので、現在の場所にインポートされるパターンをプレビューできます。このページでパラメータを編集することはできません。
インポートするパターンを選択するには、 -  / NOおよび+ / YESスイッチを使用して、すべての出荷時およびユーザープリセットを移動します。目的のパターンをインポートするには、WRITEスイッチ（IMPORTテキストの下）を押すと、現在のユーザープリセットにパターンが表示されます。
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BACK  -  SAVE / IMPORT機能をキャンセルしてPATTERN EDITORに戻ります。
注意：SAVE / IMPORTスイッチは、USER PATTERNが選択されている場合にのみ使用可能です。
注意：プリセットをインポートした後も、以下に示すように新しい変更を保存する必要があります。
注意：パターンを編集した場合、または変更を保存せずに別のパターンを選択した場合は、保存していない編集内容が失われるという警告メッセージが表示されます。変更を許可するには+ / YESを、変更をキャンセルするには -  / NOを押します。
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PATTERNページを終了するには、ARP / SEQセクションのEDITスイッチを押してメインARPEGGIATORメニューに戻ります。
このメニューを終了して通常の操作に戻るには、メインのPROGディスプレイが表示されるまで、EDITスイッチをさらに3回押すか、PROGスイッチを押します。
8.1.8 プログラム／シーケンサー　EDIT CTRL SEQUENCER 
CONTROL SEQUENCERを使用すると、他のパラメータをモジュレートするために使用できるパターンを作成できます。このセクションでは、CONTROL SEQUENCERに関連するすべてのパラメータについて詳しく説明します。
CONTROL SEQUENCERをモジュレーションソースとして使用する方法の詳細については、このドキュメントの後半の「MOD MATRIX」セクションを参照してください。
コントロールシーケンスを作成して保存すると、現在のプリセットに保存されます。したがって、各プリセットには独自の制御シーケンスがあります。
コントロールシーケンサーについて学ぶための良い方法は、シーケンサーを使用しているプログラムを選択することです。（プログラムディスプレイ上部の「SEQ」という文字は白でハイライトされます。）次にMODスイッチを押して、コントロールシーケンスがモジュレーションしているデスティネーションを確認します。下記のCTRL SEQUENCERメニューでは、鍵盤を弾いている間にパラメーターを調整することができ、その違いが聞こえます。
1. ARPEGGIATORとCONTROL SEQUENCERのEDITページに入るには、ARP / SEQセクションのEDITスイッチを押します。
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 ARP / SEQ EDITメニューには3つのページがあります。このセクションではCONTROL SEQUENCERメニューについて説明します。ページを切り替えるには、EDITスイッチを連続して押します。画面の一番下の行には、次のページへの案内が表示されます。
2. CONTROL SEQUENCERメニューに直接アクセスするには、ARP / SEQ EDITスイッチを2回押します。CONTROL SEQUENCERメニューが表示されます。[image: image215.png][EDITI:




3. CONTROL SEQUENCERメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
•ENABLE  - このオプションはCONTROL SEQUENCER機能をオンまたはオフにします。
•CLOCK DIVIDER  - このオプションでマスターBPMをいくつかの方法で分割してCONTROL SEQUENCER CLOCKを生成できます。次の表から任意のオプションを選択できます。
注：タイミング図については、このドキュメントの後半のセクションを参照してください。
	RATIO 
	DESCRIPTION 

	4 
	4つのノートFour notes 

	3 
	3つのノートThree notes 

	2 
	2つのノートTwo notes 

	1 
	1つのノートOne note 

	1/2 
	ハーフノートHalf note 

	3/8 
	ドット付き4分音符Dotted quarter note 

	1/3 
	3分音符（ハーフノート3連符）Third note (Half note triplets) 

	1/4 
	4分音符Quarter note 

	3/16 
	ドット付き8分音符Dotted eighth note 

	1/6 
	note（4分音符の3連符）Sixth note(Quarter note triplets) 

	1/8 
	8分音符のEighth note 

	3/32 
	16分音符のDotted sixteenth note 

	1/12 
	12分音符（8分音符の3連符）Twelfth note (Eighth note triplets) 

	1/16 
	16分音符（デフォルト値）Sixteenth note (the Default value) 

	3/64 
	32分音符Dotted thirty-second note 

	1/24 
	2分の1 4分音符（16分音符3連符）Twenty-fourth note (Sixteenth note triplets) 

	1/32 
	32分音符Thirty-second note 

	3/128 
	点線64分音符Dotted sixty-fourth note 

	1/48 
	48分音符（32分音符3連符）Forty-eighth note (Thirty-second note triplets) 

	1/64 
	64分音符Sixty-fourth note 


デフォルト値は1/16分音符です。
注意：PEDAL SETTINGSでSUSTAIN入力がいずれかのGATEモードに設定されている場合、値は "（Gate）"に置き換えられ、CLOCK DIVIDERは使用されず、CONTROL SEQUENCERステップはGATE入力によって制御されます。
•LENGTH  - このオプションでCONTROL SEQUENCEの長さ（ステップ数）を2から32の間で調整できます。これはSEQUENCE EDITOR内でも調整できます。
デフォルト値は6です。
•SWING  - このオプションはCONTROL SEQUENCERの揺れ（または溝）を調整することを可能にします。
SWINGを適用すると、1ステップおきにswing値で設定された量だけ遅延します。スイング値は、2つのステップ間の時間の比率を表します。たとえば、スイングが50％の場合、ステップ間のタイミングは等しくなります。SWINGのタイミングをトリプレットの位置に収まるように調整するには、SWINGを66％に設定します。
SWINGパラメーターを使用して、推進力のあるリズムを作成するのに役立つタイミング要素を追加したり、一連の音符の動きを与えたり、息を吐くことを可能にしたり、ミックスの他の部分にスペースを空けることができます。
SWING RATEの範囲は50から75です。デフォルトのSWING値は50です。
注意：PEDAL SETTINGSでSUSTAIN入力がいずれかのGATEモードに設定されている場合、値は "（Gate）"に置き換えられ、SWINGは使用されず、CONTROL SEQUENCERステップはGATE入力によって制御されます。
•SLEW-RATE  - このオプションを使用すると、コントロールシーケンスのSLEW RATEを調整できます。SLEW RATEは、値があるステップから次のステップに変化する速度です。スルーレートが高いとステップ間の遷移が傾斜し、SLEW RATEが0のときはあるステップから次のステップへと瞬時に変化します。
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SLEW RATEの範囲は0から255で、0は変更されず、255はフルスムージングです。
デフォルトのSLEW RATE設定は0です。
•KEY / LOOP  -  KEY / LOOPモードはCONTROL SEQUENCERのループとキー同期の動作を制御します。次の3つの選択肢があります。
•Loop On  - このオプションはCONTROL SEQUENCEを継続的にループさせますが、キーを押しても再起動しません。このモードは、ARPEGGIATORと組み合わせてCONTROL SEQUENCERを使用し、SEQUENCE LENGTHがARPEGGIATOR CLOCK DIVIDERよりも長い場合に便利です。
•Key Sync On  - このオプションはキーが押されたときにSEQUENCEを強制的に再起動します。注意：このモードではCONTROL SEQUENCERはループしません。
•Key＆Loop On  - このオプションはCONTROL SEQUENCEを継続的にループさせ、キーが押されたときにリセットを強制します。
•SEQUENCE  - この最後のメニュー項目は、下に示すようにSEQUENCE EDITORメニューにつながります。
SEQUENCE EDITING 

1. SEQUENCE EDITORを使用するには、SEQUENCE行の '<'記号が強調表示されていることを確認してください。次に、点滅している+ / YESスイッチを押すと、SEQUENCE EDITORが表示されます。
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SEQUENCE EDITOR のコントロールは次のとおりです。
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注：編集中のパラメータは、画面下部のタブのすぐ下にあるスイッチを使用して選択します。
（1）TITLE  - トップバーに "SEQUENCE EDITOR"というテキストが表示されます。
（2）STEPインジケーター -  STEPの値は画面上部に表示されます。現在のステップはロータリーノブを使用して選択することができ、クリックするたびに選択範囲を前後に1ステップ移動します。現在のステップ番号がヘッダーに表示され、ステップは黒で強調表示され、点線の長方形で示されます。
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注意：CONTROL SEQUENCERがONで実行中（CTRL SEQUENCERメニューでENABLEがON）の場合は、再生中のステップの下にSEQUENCE POSITION POINTER（SPP）が表示されます。SPPはリアルタイムで更新される小さな黒いバーです。
注：ステップを複製するには、まず複製するステップを選択し、PROGスイッチを押しながら（「VALUE」というテキストが「DUP」に変わります）、次にターゲットステップに移動してPROGスイッチを放します。
（3）VALUE  - 各ステップのVALUEは、で示されます。ステップ内のバーの高さ ステップの値を調整するには、（VALUEテキストの下にある）PROGスイッチを押してVALUE編集モードに入ります。このモードでは、仮想スイッチが反転します（黒地に白）。
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バーの高さは現在の設定値を示します
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その後、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用するか、DATA ENTRYフェーダーを使用して、各ステップのVALUEを変更できます。
（4）LENGTH  -  SEQUENCEのLENGTH（ステップ数）を2から32に調整するには、LENテキストの下にあるGLOBALスイッチを押してLENGTH編集モードに入ります。このモードでは、仮想スイッチが反転します（黒の上に白い文字）。
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その後、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用するか、DATA ENTRYフェーダーを使用して、SEQUENCEのLENGTHを変更できます。
（5）COMP  - 編集中のSEQUENCEの現在のステータスを、保存されているSEQUENCEと比較します。SEQUENCE COMPARE機能を使用するには、COMPテキストの下にあるCOMPAREスイッチを押してCOMPAREモードに入ります。このモードでは、仮想スイッチが反転します（黒の上に白い文字）。
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注意：編集を保存する前に、もう一度COMPAREスイッチを押すと編集に戻ります。
（6）SAVE  - このスイッチはWRITE PROGRAMダイアログ（すなわち、WRITEスイッチの通常の使用）にあなたを連れて行きます。
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2. SEQUENCER EDITORメニューを終了するには、ARP / SEQセクションのEDITスイッチを押すとCTRL SEQUENCERメニューに戻ります。
3. CTRL SEQUENCERメニューを終了するには、EDITスイッチを2回押すか（ARP SETTINGSメニューを繰り返して終了する）、PROGスイッチを押してメインのPROGディスプレイに戻ります。
8.1.9 ARP SETTINGS
1. ARP SETTINGメニューに直接アクセスするには、ARP / SEQ EDITスイッチを3回押します。ARP SETTINGSメニューが表示されます。
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2. ARP SETTINGSメニューのオプションを操作するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
3.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
•CLOCK  - このオプションでARPEGGIATOR、CONTROL SEQUENCER、LFO、ENVELOPE、および特定の時間ベースのFXパラメーターのマスターBPMクロックソースを選択できます。
•Internal  - マスターBPMクロックは内部で生成され、RATEフェーダーまたはTAPスイッチを使ってテンポを制御します。
•MIDI（Auto） - マスターBPMクロックはMIDI INソケットから供給され、RATEフェーダーを使用してCLOCK DIVIDERをコントロールします。MIDI INソケットにMIDIクロックが存在しない場合、DeepMind 12は内部で生成されたクロックに自動的に戻ります。
•USB（Auto） - マスターBPMクロックはUSBポートから供給され、RATEフェーダーを使用してCLOCK DIVIDERを制御します。USBポートにMIDIクロックが存在しない場合、DeepMind 12は内部で生成されたクロックに自動的に戻ります。
デフォルトのCLOCK設定はMIDI（Auto）です
•TRANSMIT-CLK  - このオプションは、上記のCLOCKがINTERNALに設定されている場合に使用できます。MIDIクロックの送信をオンまたはオフにすることができます。
•ARP-TO-MIDI  - このオプションはARPEGGIATORによって演奏されたノートをすべてのMIDIソースに送ります。これでARPEGGIATORのノートシーケンスを録音することができます。
デフォルトのARP-TO-MIDI設定はオフです。
注意：外部ソース（MIDIまたはUSB）を使用している場合は、ARPEGGIATORメニューで「ARP RATE」が選択されているときに -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用して同期点を前後に微調整できます。これにより、必要に応じて他のハードウェア/ソフトウェアおよび関連する待ち時間を扱うときに同期を相殺することができます。
注意：ARPEGGIATORノートをフィードバックすると予期しない結果が生じる可能性があるため、DAWのMIDIルーティングにMIDIループを作成しないでください。
•ARP-PARAMS  - このオプションはARPEGGIATORのリンク方法を制御します。
　　•PROGRAM  - このモードではARPEGGIATORはプログラムと一緒に保存されます。
　　•GLOBAL  - このモードでは、プログラムを変更してもARPEGGIATORは現在の設定とステータスを維持します。これは、ARPEGGIATORが同じノート/パターン/シーケンスを演奏し続けている間にシーケンスを作成してからプログラムを閲覧するのに役立ちます。
　　　注：CONTROL SEQUENCERはこのオプションの影響を受けません。
　　　注：GLOBALからPROGRAMモードに切り替えると、現在の設定が保持され、選択したプログラムに含まれている設定の代わりに使用されます。
4. ARP SETTINGSメニューを終了するには、もう一度EDITスイッチを押す（またはPROGスイッチを押す）とメインのPROGディスプレイに戻ります。
8.2 プログラミング／LFO    　　LFO 1とLFO 2
注意：LFO 1とLFO 2の操作は同じであるため、このセクションでは1回だけ説明します。
Low Frequency Oscillator（LFO）は、他のパラメーターをモジュレートまたはコントロールするために使用される信号を生成します。LFOは、ピッチをモジュレートすることでビブラートを追加する、振幅をモジュレートすることでトレモロを追加する、またはフィルターのカットオフ周波数をモジュレートすることでリップル効果を追加するのに伝統的に使用されます。DeepMind 12 LFOは、正弦波や傾斜などの従来の形状を使用していますが、サンプルアンドホールド、サンプルアンドグライドなどの高度なLFO形状も提供しています。
LFOはMOD MATRIXソースでもあり、130のデスティネーションのうちのどれにでも適用することができます。
LFOを使用して任意のエンベロープをトリガーすることもできます。詳細については、この文書の後半の「エンベロープ」セクションを参照してください。
DeepMind 12はオーディオ周波数に達することができるLFOスピードを提供し、創造的なモジュレーションの可能性への別の扉を開きます。 
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8.2.1 LFOレートフェーダー
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•LFO RATEフェーダーはLFOのスピードをコントロールします。
値を小さくするとLFO RATEが遅くなり、値を大きくするとLFO RATEが速くなります。
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LFO RATEの範囲は0〜255で、0は0.041 Hz（24.1秒）、255は65.4 Hz（15.3 ms）です。デフォルトのLFO RATE値は0です。
注意：LFO1 RATE MOD MATRIX DESTINATIONがMOD MATRIX SOURCEでモジュレートされている場合、LFO RATEはフェーダーで設定されたレートを超えることがあります。MOD MATRIXで制御したときの最大レートは1280 Hzです。NOTE NUMBERをモジュレーションのソースとして使用すると、クロスモジュレーションタイプのエフェクトを作成できます。
注意：EDIT LFOメニューでARP-SYNCがオンになっていると、LFO RATEフェーダーはRATEを直接コントロールしなくなりますが、EDIT LFOセクションで説明されているようにマスターBPM RATEの時分割を選択します。ARP-SYNCがオンのときは、CLOCK：の部分がRATEではなくディスプレイの下部に表示されます。
LFO RATEフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、波形の視覚化もあります。
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8.2.2 LFOディレイタイムフェーダー
[image: image230.png]



•DELAY TIMEフェーダーは、LFOがスタートするまでの遅延量をコントロールします。
LFO波形がスタートすると、一定期間フェードインします。完全なLFO波形に到達するまでの時間を100％と考えると、その時間の40％は波形が生成されない遅延期間に使用され、その時間の60％はフェード期間に使用されます。
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DELAY TIMEの範囲は0.00秒から6.59秒で、デフォルト値は0.00秒です。
LFO DELAY TIMEフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、波形の視覚化もあります。
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8.2.3 LFO波形インジケータ
[image: image233.png]



•LFO波形の形状設定は常にLEDに表示されます。
使用中のLFOの波形は、その隣にLEDが点灯します。
下図のように、LEDが点灯して波形のステータスを示します。
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8.2.4 LFO EDIT メニュー
1. LFO EDITメニューにアクセスするには、LFO EDITスイッチを押します。
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ショートカットノート：LFOの波形をすばやく変更するには、LFO EDITスイッチを押しながらLFO RATEフェーダーを動かします。
2. LFO EDITスイッチを1回押すと、LFO EDITモードになったことを知らせるために点滅し始めます。LFO EDITメニューが表示されます。
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3. LFO EDITメニューのオプション間を移動するには、ディスプレイの右側にあるBANK / UPおよびBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメーターは、 -  / NO、+ / YESスイッチ、ロータリーノブ、またはDATA ENTRYフェーダーを使って調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
•SHAPE  - このオプションは、以下のオプションから波形形状の1つを選択することを可能にします（PROGディスプレイからの典型的な視覚化波形と共に以下に示されています）。 

Sine  - 数学的に正しい正弦波形。 
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Triangle  - 対称的な三角波です。
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方形 - 対称的な方形波。
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Ramp Up  - 上り三角波
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Ramp Down  - 下りランプ三角波形
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Smp＆Hold（Sample and Hold） - ステップからステップへ瞬時に遷移するランダムなステップ波形。
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Smp＆Glide（サンプルとグライド） - ステップからステップへと滑るランダムなステップ波形。
[image: image243.png]



デフォルトのLFO SHAPE設定はTriangleです。 

•RATE  - このオプションはサーフェス上の実際のLFO RATEフェーダーと同じです。LFO RATEフェーダーへの変更はここに反映されます。
  LFO RATEの範囲は0から255で、0は0.05371 Hz、255は65.4 Hzです。デフォルトのLFO RATE設定は0です。
  注：ARP-SYNCがONのとき、RATEパラメータは表示されず、代わりにCLOCK-DIVIDEが表示されます。このメニューには、以下に示すようにマスターBPM  レートの時分割に基づく値が表示されます。
  注：タイミング図については、このドキュメントの後半のセクションを参照してください。
	RATIO 
	比率の説明DESCRIPTION 

	4 
	4つのノートFour notes 

	3 
	3つのノートThree notes 

	2 
	2つのノートTwo notes 

	1 
	1つのノートOne note 

	1/2 
	ハーフノートHalf note 

	3/8 
	ドット付き4分音符Dotted quarter note 

	1/3 
	3分音符（ハーフノート3連符）Third note (Half note triplets) 

	1/4 
	4分音符Quarter note 

	3/16 
	ドット付き8分音符Dotted eighth note 

	1/6 
	note（4分音符の3連符）Sixth note(Quarter note triplets) 

	1/8 
	8分音符のEighth note 

	3/32 
	16分音符のDotted sixteenth note 

	1/12 
	12分音符（8分音符の3連符）Twelfth note (Eighth note triplets) 

	1/16 
	16分音符（デフォルト値）Sixteenth note (the Default value) 

	3/64 
	32分音符Dotted thirty-second note 

	1/24 
	2分の1 4分音符（16分音符3連符）Twenty-fourth note (Sixteenth note triplets) 

	1/32 
	32分音符Thirty-second note 

	3/128 
	点線64分音符Dotted sixty-fourth note 

	1/48 
	48分音符（32分音符3連符）Forty-eighth note (Thirty-second note triplets) 

	1/64 
	64分音符Sixty-fourth note 


•KEY SYNC  - このオプションで、キー同期をオンまたはオフにすることができます。 

KEY-SYNCがオンのときは、ノートを叩くとLFO波形の生成がリセットされます（LFO DELAY TIMEも波形生成の一部です）。KEY-SYNCがオフのとき、LFOはフリーランします。
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デフォルトのKEY-SYNC設定はOffです。 

•ARP SYNC  - このオプションでArpeggiator Synchronizationのオンとオフを切り替えることができます。ARP-SYNCがオンのとき、LFO波形はマスターBPMに同期します。ARP-SYNCがオフのとき、LFOはLFO RATEフェーダーパラメーターで設定されたレートで動きます。
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デフォルトのARP-SYNC設定はオフです。
•SLEW-RATE  - このオプションでLFO波形の変化を滑らかにすることができます。SLEW RATEはLFOの波形形状の変化速度を遅くします。
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SLEW RATEの範囲は0〜255で、0は変化なし、255はフルスムージングです。
デフォルトのSLEW RATE設定は0です。
•PHASE  - 各ボイスには独立したLFOがあるため、このオプションでLFO波形間の位相関係を制御できます。
•POLY  - すべてのボイスは独立したLFOを使用します。これがデフォルトのモードです。
•MONO  - すべてのボイスは共通のLFOを使用します。
•SPREAD  -  1に設定すると、各ボイスのLFOが1度ずれます。SPREAD値を上げ始めると、連続する各ボイスのLFOの位相は、適用されるSPREADの量だけシフトします。たとえば、90度に設定すると、最初の音声は常に0度になり、連続する各音声はさらに90度シフトします。4声のユニゾンの場合、声1は0度、声2は90度、声3は180度、そして声4は270度になります。
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PHASE SPREADの範囲は1〜254度です。 

デフォルトのPHASE設定はPOLYです。
5. LFO EDITメニューを終了するには、もう一度EDITスイッチを押す（またはPROGスイッチを押す）とメイン画面に戻ります。
8.3 プログラミング／オシレータ　OSC

オシレータ（OSC）は完全にアナログ実装です。波形の信号経路は純粋にアナログ回路です。これらのアナログオシレータのピッチはデジタルで制御され、演奏可能な音の全範囲にわたって優れたチューニング精度と安定性を確保します。
•OSC 1  - このデュアルオシレータは、SAWTOOTHとSQUAREの2つの異なる波形を生成します。波形を独立して使用することも、調和のとれたコンテンツを作成することもできます。
ノコギリ波と方形波の両方のピッチ変調、および方形波のパルス幅変調が特長です。
•OSC 2  - この単一のオシレータはSQUARE波形を生成します。
ピッチオフセット、独立したレベル制御、ピッチ変調、方形波のトーン制御変調などの機能があります。
•NOISE  - これはNOISE波形を生成します。NOISEジェネレータは完全にアナログの実装で、低周波数の穏やかなロールオフでピンクノイズを生成します。
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8.3.1 OSC 1ピッチモジュレーションフェーダー
[image: image249.png]



•OSC 1 PITCH MODフェーダーは、OSC 1波形に適用されるPITCH MODULATIONの量を制御します。このセクションで後述するOSC EDITページでPITCH MODULATION SOURCEが選択されています。ピッチモジュレーションはビブラート効果を生み出すためによく使われますが、他の多くの方法で使うことができます。モジュレーションの範囲は非常に広く、伝統的なモジュレーションとクリエイティブなモジュレーションの両方が可能です。
外部信号を使用して周波数を制御することは周波数変調（ＦＭ）の一形態であるが、ＦＭは他のオーディオ発振器を変調するオーディオ発振器の使用を説明するためにより一般的に使用されているのでインスタンス。 

注：DeepMind 12 LFOはオーディオの範囲にうまく到達できるため、LFOをOSCのPITCH MODULATIONのソースとして使用すると、従来の周波数変調（FM）を作成することができます。
下の図は、OSC 1のLFOコントロールで得られた波形を示しています。
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PITCH MODULATIONの量を増やすと、オシレーターのピッチの変動が大きくなり、下の図に示すように、大きく増減します。PITCH MODULATIONは、OSC 1によって生成されたSAWTOOTHとSQUAREの両方の波形に影響します。
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OSC 1 PITCH MODの範囲は0.00セントから36.0半音です。デフォルト設定は0.00セントです。
OSC 1 PITCH MODフェーダーは、より細かい設定でより高い解像度を提供する非線形のレスポンスを持ち、繊細または細かいモジュレーションの使用を可能にします。OSC 1 PITCH MODフェーダーの反応を以下に示します。
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OSC 1 PITCH MODフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、モジュレーションの視覚化もあります。矢印は変調の極性を示します。
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注意：ENVELOPEソースの場合、矢印はUP方向を向くだけで、モジュレーションがベースピッチからプラスになることを示します。
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注意：ユニポーラLFOソースの場合、矢印はUP方向を向くだけで、モジュレーションがベースピッチからプラスになることを示します。
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ピッチモジュレーションのデフォルトのソースはLFO1です。OSC EDITメニューでOSC 1ピッチモジュレーションソースを選択する方法の詳細については、このドキュメントの後半のセクションを参照してください。
8.3.2 OSC 1 PWMフェーダ
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•OSC 1 PWMフェーダーは、OSC 1 SQUARE波形のパルス幅、またはOSC 1 SQUARE波形に適用されるパルス幅変調（PWM）の深さを制御します。
このセクションで後述するOSC EDITページでPWM SOURCEが選択されています。 

•PWMソースがMANUALに設定されていると、フェーダーはPULSE WIDTHをコントロールします。 

•PWMソースがいずれかのモジュレーションソースに設定されている場合、フェーダーはPULSE WIDTH MODULATIONの深さを制御します。 

PWMは音に調波構造を追加し、フェージング/移動効果を作成するために使用されたり、弦タイプの音やソニックドローンを作成するときに使用されます。
パルス波（別名方形波）は、完全に対称的な方形波よりも「狭い音」として表現されることがよくあります。パルス幅変調が増加するにつれて、音は「より薄く」または「より中空に」なります。非常に低い周波数で再生された非常に高い値のPWMは、クリック音、ポップ音、または強打音のように聞こえ始めます。
PULSE WIDTHを大きくすると、負のサイクルに対する正のサイクルの比率（総称してデューティサイクルとも呼ばれます）が増加します。PULSE WIDTH MODULATIONはSAWTOOTH波形には影響しません。
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OSC 1のPWM範囲は50.0％（対称方形波）から99.0％（短パルス波）です。デフォルトのOSC 1 PWM設定は50.0％です。
PULSE波では、高調波成分はパルス幅に応じて変化します。これは、パルス幅が1 / nの場合、n次高調波列がないことを特徴としています。以下の例では、パルス幅が1/3（33％）なので、3次、6次、9次の高調波はありません。
PULSE波形の特性を以下に示します。
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OSC 1 PWMフェーダーのフェーダー位置、現在値、および保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、モジュレーションの視覚化もあります。
注意：ディスプレイに2つの波形が表示されているときは常に、一番上の波形がOSCの合計出力を表し、一番下の波形が調整中のパラメータを表しています。
合計された出力には4サイクルが表示されますが、調整中のパラメータには1サイクルが表示され、パラメータの調整中に行った変更の詳細を確認できます。
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注意：LFOがPWMソースとして使用されている場合、下に示すように、矢印は変調範囲を示します。このモードでは、PWMフェーダーを使用して変調量を0から±49％の範囲で調整します。
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注：ENVELOPEがPWMソースとして使用されている場合、下に示すように、矢印は変調範囲を示します。このモードでは、PWMフェーダーを使って変調量を0から±49％の範囲で調整します。
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8.3.3のこぎり波スイッチ
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•OSC 1のSAWTOOTH波形出力を制御します。
SAWTOOTHの波形は、ぎくしゃくした、ざらざらした、そして堅い音を持ちます。クラシックシンセベース、ストリングス、ブラス、パッドサウンドは、のこぎり波を使用して作成されることがよくあります。高調波成分の範囲が広いため、「太い」サウンドにしたいプログラムを作成するときにSAWTOOTH波形を最初に使用するのに適した候補になります。
SAWTOOTH波形には、基本正弦波とそのすべての積分高調波正弦波が一定の比率で含まれています。
SAWTOOTH波形の特性は以下のとおりです
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SAWTOOTH波形出力はオン/オフにできます。デフォルトのプログラム設定はオンです。
注：OSC 1 SAWTOOTH波形出力は、単独で使用することも、OSC 1 SQUARE波形出力と組み合わせて使用​​することもできます。
下に示すようにSAWTOOTH波形の視覚化もあります。
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8.3.4 SQUARE WAVEFORM SWITCH

8.3.4 矩形波形スイッチ
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SQUARE波形には、高調波さえないため、のこぎり波ほど豊かではありません。伝統的にそれは楽器の出力との類似性のためにクラリネットをエミュレートするためにしばしば使用されます。しかしながら、現代の電子音楽では、それは一般的に細い、鼻の、または海綿状の音に使用されます。
SQUARE波形には、基本的な正弦波とその奇数高調波が一定の比率で含まれています。各高調波のレベルはのこぎり波と同じです。つまり、偶数次の高調波が存在しないことを除いて、n番目の高調波の内容は1 / nです。
SQUARE波形の特性は以下のとおりです。
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SQUARE波形出力はOn / Offです。デフォルトのプログラム設定はオンです。
注：OSC 1 SQUARE波形出力は、単独で使用することも、OSC 1 SAWTOOTH波形出力と組み合わせて使用​​することもできます。 

以下に示すように、SQUARE波形の視覚化もあります。 
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8.3.5 OSC 2ピッチモジュレーションフェーダー
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•OSC 2 PITCH MODフェーダーは、OSC 2 SQUARE波形に適用されるPITCH MODULATIONの量を制御します。このセクションで後述するOSC EDITページでPITCH MODULATION SOURCEが選択されています。ピッチモジュレーションはビブラート効果を生み出すためによく使われますが、他の多くの方法で使うことができます。モジュレーションの範囲は非常に広く、伝統的なモジュレーションとクリエイティブなモジュレーションの両方が可能です。
外部信号を使用して周波数を制御することは周波数変調（ＦＭ）の形態であるが、ＦＭは他のオーディオ発振器を変調するオーディオ発振器の使用を説明するためにより一般的に使用されるので、この例では用語ピッチ変調を使用することが好ましい。 

注：DeepMind 12 LFOはオーディオの範囲にうまく到達できるため、LFOをOSCのPITCH MODULATIONのソースとして使用すると、従来の周波数変調（FM）を作成することができます。
下図は、OSC 2のLFOコントロールで得られる波形です。
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PITCH MODULATIONの量を増やすと、オシレーターのピッチの変動が大きくなり、以下の図に示すように、大きく増減します。
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OSC 2 PITCH MODの範囲は0.00セントから36.0半音です。デフォルト設定は0.00セントです。
OSC 2 PITCH MODフェーダーは、より細かい設定でより高い解像度を提供するノンリニアレスポンスを持ち、繊細または細かいモジュレーションの使用を可能にします。OSC 2 PITCH MODフェーダーの反応を以下に示します。
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OSC 2 PITCH MODフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、波形の視覚化もあります。矢印は波形の極性を示します。
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注意：エンベロープソースの場合、矢印はUP方向を向くだけで、ベースモジュレーションはベースピッチからプラスになります。
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注意：ユニポーラLFOソースの場合、矢印はUP方向を向くだけで、ベースモジュレーションはベースピッチからプラスになります。
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ピッチモジュレーションのデフォルトのソースはLFO1です。OSC EDITメニューでOSC 2ピッチモジュレーションソースを選択する方法の詳細については、このドキュメントの後半のセクションを参照してください。
8.3.6 OSC 2　トーンMODフェーダー
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•OSC 2 TONE MODフェーダーは、OSC 2 SQUARE波形のTONE MODULATIONをコントロールします。TONE MOD SOURCEはOSC EDITメニューのOSC 2 PARAMETERSページで選択されています。
•TONE MODソースがMANUALに設定されている場合、フェーダーはTONE MODULATIONを制御します。
•TONE MODソースがいずれかのモジュレーションソースに設定されている場合、フェーダーはTONE MODULATIONの深さを制御します。 

TONE MODULATIONは、さまざまな用途に使用できます。たとえば、ダブルフェイズ効果を作成したり、複雑な弦タイプのサウンドを作成するときに使用します。トーンモジュレーションを使用すると、OSCのハーモニック構造は大きく変化し、結果はしばしば金属的な品質を持つことができます。
トーンモジュレーションの量を増やすと、サイクルの正と負の部分がパルスで分割されます。フェーダーを大きくすると、パルス幅が広がります。
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TONE MOD範囲は50％（対称方形波）から100％（パルス割り込みは半サイクルの60％）です。デフォルトのTONE MOD設定は50％です。
TONE MODフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、波形の視覚化もあります。
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注意：LFOソースの場合は、TONE MODフェーダーを使用してモジュレーションの量を0〜±49％の範囲で調整します
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注意：エンベロープソースの場合は、TONE MODフェーダーを使用してモジュレーションの量を0〜±49％の範囲で調整します。
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8.3.7 OSC 2　ピッチフェーダー
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•OSC 2 PITCHフェーダーは、OSC 1のピッチ（鍵盤で弾くキーによって設定されます）を基準にして、OSC 2 SQUARE波形のピッチを制御します。ピッチはOSC1のピッチと一致するように調整することも、より広いサウンドを作成するためにわずかにオフセットすることも、倍音を作成するためにさらにオフセットすることもできます。
PITCHフェーダーを上げ下げすると、オシレーターのピッチが増減します。
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OSC 2のピッチ範囲は-12.0半音から+12.0半音です。デフォルトのOSC 2 PITCH設定は0半音（= OSC 1）です。
OSC 2 PITCHフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値はPROG画面に表示されます。以下に示すように、ピッチ設定の視覚化もあります。
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注：ビジュアライゼーションに表示されている線の中央の水平部分は、中心点の周囲で使用可能な高解像度を強調しています。ここでは、調整単位が半音からセントに変わるので、OSC1のピッチに近づくと微調整ができます。
8.3.8 OSC 2　レベルフェーダー
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•OSC 2 LEVELフェーダーは、OSC 2 SQUARE波形のレベルを制御します。レベル設定は、OSC 1とOSC 2のバランスを調整するために使用できます。
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OSC 1とOSC 2を同時に使用すると、プログラムの音色パレットを増やすことができます。新しい波形を作成し、プログラムの調波構造を変更するために、オシレータを組み合わせることができます。オシレーターを少し離調することで、より大きく、より厚いサウンドを作り出すことができます。小さくて等しい増分で離調しても音の基本ピッチに顕著な違いは生じませんが、離調の量を増やすとそれは顕著になり始めます。デチューンは、パッドのサウンドにハーモニーを加えるために、あるいはベースプログラムにもっと深いサウンドを与えるためにオクターブ全体にさえ、例えば五分の一、または七分の一の音程で行うことができます。
OSC 2 LEVELはオフに設定できます。または、その動作範囲は-48〜0.0 dBです。 

デフォルトのOSC 2 LEVEL設定は0ffです。
OSC 2 LEVELフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、波形の視覚化もあります。
注：視覚化はOSC 1とOSC 2の組み合わせを示していることに注意することが重要です。 
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8.3.9 OSC　同期スイッチ
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•SYNCスイッチはオシレータの同期を制御します。 

OSC 1のピッチは演奏した鍵によって設定され、OSC 2のピッチはこの周波数にチューニング（または離調）されます。OSC 1にOSC 2のハード同期を適用することにより、OSC 1サイクルが再び開始されるたびに、OSC 2はその位置に関係なく再トリガされます。OSC 2がOSC 1よりも低い周波数に調整されている場合は、サイクル全体を完了する前に再トリガされ、高い周波数に調整されている場合は、後のサイクルで再トリガされます。これはOSCが同じ周波数で演奏していることを保証します、しかしOSC 2の不規則なサイクルは複雑な音色と豊かなハーモニーを作り出すことができます。
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注：OSC 2がOSC 1の周波数の1/2より低い場合、波形が負のサイクルに達することはないため、SYN​​CがONのときはOSC 2からの出力はありません。
OSC SYNCオプションはオン（SYNCスイッチが点灯）またはオフになります。デフォルトのプログラム設定はオフです。
以下に示すように、SYNC波形の視覚化もあります。SYNCスイッチをオン/オフすると、波形に影響が出ます
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8.3.10ノイズレベルフェーダ
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•NOISE LEVELフェーダーは、内部のNOISE信号のレベルをコントロールします。 

ノイズジェネレータは、アナログ回路を使用して実装され、DeepMind 12専用に設計された低周波ロールオフでピンクノイズを生成します。ノイズジェネレータは、ピッチのない音またはピッチのない音の成分、たとえばスネアなどによく使用されます。ドラムや雰囲気のある音。 

ピンクノイズは、各オクターブに等しい量のエネルギーを含みます。人間の聴覚はほぼ対数的であるため、このタイプのノイズはすべての周波数が同じ量であるかのように聞こえ、滝のような急な音を生み出します。
NOISE LEVELはOffに設定できます。または、その動作範囲は-48.1 dB〜0.0 dBです。デフォルトのNOISE LEVEL設定は0ffです。
NOISE LEVELフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、ノイズ信号の視覚化もあります。
[image: image290.png]HOD EMU





8.3.11 OSC編集スイッチ（OSC 1）
1. OSC 1 PARAMETERS EDITメニューにアクセスするには、OSC EDITスイッチを1回押します。
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2. OSC EDITスイッチが点滅を始め、OSC 1 PARAMETERSメニューが表示されます。
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3. OSC 1 EDITメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
注意：OSC 2のEDITメニューにアクセスしたい場合は、もう一度EDITスイッチを押します。 

注意2：OSCモジュレーションソースを素早く変更するには、OSC EDITスイッチを押したままPITCH MODフェーダーを使ってPITCH MODソースを変更するか、PWMフェーダーを使ってOSC 1 PWMソースとTONEを変更します。 OSフェーダーはOSC2 TONE MODソースを変更します。
OSC 1の[編集]メニューでは、以下のオプションを使用できます。
The following options are available in the OSC 1 EDIT menu:

•RANGE  - このオプションでOSCのベースピッチを以下のように選択できます。
•16 ' - キーボードの最低音（C）は16.35 Hzに調整されています。
•8 ' - キーボードの最低音（C）は32.7 Hzに調整されています。
•4'-キーボードの最低音（C）は65.4 Hzに調整されています。
RANGEのデフォルト設定は8 'です。
•P.MOD-SRC  - ピッチモジュレーションの量のソースを以下から選択できます。
•LFO-1  -  LFO 1波形のバイポーラ使用。
•LFO-2  -  LFO 2波形のバイポーラ使用。
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以下に示すように、モジュレーションの視覚化もあります。矢印は変調の極性を示します。
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•ENV-1  -  ENV 1エンベロープのユニポーラ使用。
•ENV-2  -  ENV 2エンベロープのユニポーラ使用。
•ENV-3  -  ENV 3エンベロープのユニポーラ使用。
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注意：ENVELOPEソースのビジュアライゼーションでは、矢印はUP方向を向くだけで、モジュレーションがベースピッチからプラスになることを示します。
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•LFO-1（Uni） -  LFO 1波形のユニポーラ使用。
•LFO-2（Uni） -  LFO 1波形のユニポーラ使用。
注：どのユニポーラ（Uni）モードでも、波形はポジティブモジュレーションにのみ使用されます。ノートを元の周波数で演奏し、モジュレーションがノートを正と負のオフセット（Bipolar）にモジュレートするのではなく、基準ポイント（Unipolar）として使用する場合に便利です。
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P.MOD-SRCのデフォルト設定はLFO-1です。
注意：ユニポーラLFOソースのビジュアライゼーションでは、矢印はUP方向を向くだけで、モジュレーションがベースピッチからプラスになることを示します。
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•AFT> P.MOD  - このオプションは、AFTERTOUCHプレッシャーによってピッチモジュレーションが増加する量を制御します。これにより、キープレッシャーを使ってピッチモジュレーションとその効果を表現的にコントロールすることができます。
AFT> P.MODの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0（オフ）です。
•WHEEL> P.MOD  - このオプションは、MOD WHEEL位置によってピッチモジュレーションの深さをどれだけ増やすかを制御します。これにより、MOD WHEELを使ってピッチモジュレーションとその効果を表現的にコントロールすることができます。
AFT> P.MODの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0（オフ）です。
•PWM-SRC  - このオプションでは、パルス幅変調の量のソースを次の中から選択できます。
•MANUAL  - このモードでは、PWMフェーダーを使用してパルス幅を手動で調整します。
•LFO-1  -  LFO 1波形のバイポーラ使用。このモードでは、PWMフェーダーを使って変調量を0から±49％の範囲で調整します。
•LFO-2  -  LFO 2波形のバイポーラ使用。このモードでは、PWMフェーダーを使って変調量を0から±49％の範囲で調整します。
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参考：LFOがPWMソースとして使用されている場合、矢印は以下に示すように変調範囲を示します。
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•ENV-1  -  ENV 1エンベロープのユニポーラ使用。このモードでは、PWMフェーダーを使って変調量を0から±49％の範囲で調整します。
•ENV-2  -  ENV 2エンベロープのユニポーラ使用。このモードでは、PWMフェーダーを使って変調量を0から±49％の範囲で調整します。
•ENV-3  -  ENV 3エンベロープのユニポーラ使用。このモードでは、PWMフェーダーを使って変調量を0から±49％の範囲で調整します。
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注：ENVELOPEがPWMソースとして使用されている場合、矢印は下に示すように変調範囲を示します。
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•P.MOD MODE  -  OSC 1 PITCH MODフェーダーでコントロールするオシレーターを選択します。
注意：両方のOSCがトレモロのような効果に反応するようにすると便利です。
•OSC1 + 2  - 両方のOSCにPITCH MODULATIONが適用されています。
•OSC 1  -  OSC 1のみにPITCH MODULATIONが適用されています。
•KEY-DN-RESET  - このオプションを使用すると、キーを押すたびにオシレータ波形の位相をリセットポイントから開始するようにリセットできます。 
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KEY-DN-RESETのデフォルト設定はオフです。
5. OSC 1 PARAMETERSメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインディスプレイに戻るか、またはOSC EDITスイッチをもう一度押してOSC 2 PARAMETERSメニューに進みます。
8.3.12 OSC　編集スイッチ（OSC 2）
1. OSC EDITメニューにアクセスするには、OSC EDITスイッチを押します。
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2. OSC EDITスイッチが点滅を始め、OSC 1 PARAMETERSメニューが表示されます。
3.もう一度EDITスイッチを押すとOSC 2 PARAMETERSメニューが表示されます。
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4. OSC 2 PARAMETERSメニューのオプションを移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
5.選択したパラメーターは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリーノブ、またはDATA ENTRYフェーダーを使って調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
OSC 2の[編集]メニューでは、次のオプションを使用できます。
•RANGE  - このオプションでOSC2のベースピッチを次のように選択できます。
•16 ' - キーボードの最低音（C）は16.35 Hzに調整されています。
•8 ' - キーボードの最低音（C）は32.7 Hzに調整されています。
•4' - キーボードの最低音（C）は65.4 Hzに調整されています。
RANGEのデフォルト設定は8 'です。
•P.MOD-SRC  - ピッチモジュレーションの量のソースを以下から選択できます。
•LFO-1  -  LFO 1波形のバイポーラ使用。
•LFO-2  -  LFO 2波形のバイポーラ使用。
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以下に示すように、モジュレーションの視覚化もあります。矢印は変調の極性を示します。
[image: image307.png]



•ENV-1  -  ENV 1エンベロープのバイポーラ使用。
•ENV-2  -  ENV 2エンベロープのバイポーラ使用。
•ENV-3  -  ENV 3エンベロープのバイポーラ使用。
[image: image308.png]0SC2 PITCH MODULATION AMOUNT (ENVELOPE AS SOURCE)

0SC1(SQR)

ATTACK. DECAY s

ENVELOPE ; : SUSTAN i

eicimon (|1

ol





注意：ENVELOPEソースのビジュアライゼーションでは、矢印はUP方向を向くだけで、モジュレーションがベースピッチからプラスになることを示します。
[image: image309.png]



•LFO-1（Uni） -  LFO 1波形のユニポーラ使用。
•LFO-2（Uni） -  LFO 1波形のユニポーラ使用。
注：どのユニポーラ（Uni）モードでも、波形はポジティブモジュレーションにのみ使用されます。 
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注意：ユニポーラLFOソースのビジュアライゼーションでは、矢印はUP方向を向いているだけで、モジュレーションがベースピッチからプラスになることを示しています。
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P.MOD-SRCのデフォルト設定はLFO-1です。
•AFT> P.MOD  - このオプションは、AFTERTOUCHプレッシャーによってピッチモジュレーションが増加する量を制御します。これにより、キープレッシャーを使ってピッチモジュレーションとその効果を表現的にコントロールすることができます。
AFT> P.MODの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0（オフ）です。
•WHEEL> P.MOD  - このオプションは、MOD WHEEL位置によってピッチモジュレーションの深さをどれだけ増やすかを制御します。これにより、MOD WHEELを使ってピッチモジュレーションとその効果を表現的にコントロールすることができます。
MOD WHEEL> P.MODの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0（オフ）です。
•T.MOD-SRC  - このオプションでは、以下からトーンモジュレーションの量のソースを選択できます。
•MANUAL  -  TONE MODフェーダーは、手動でPWMを調整するために使用されます。
•LFO-1  -  LFO 1波形のバイポーラ使用。このモードでは、TONE MODフェーダーを使ってモジュレーション量を0から±49％の範囲で調整します。
•LFO-2  -  LFO 2波形のバイポーラ使用。このモードでは、TONE MODフェーダーを使ってモジュレーション量を0から±49％の範囲で調整します。
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注意：LFOがTONE MODソースとして使用されている場合、下図のように矢印はモジュレーションの範囲を示します
[image: image313.png]



•ENV-1  -  ENV 1エンベロープのバイポーラ使用。このモードでは、TONE MODフェーダーを使ってモジュレーション量を0から±49％の範囲で調整します。
•ENV-2  -  ENV 2エンベロープのバイポーラ使用。このモードでは、TONE MODフェーダーを使ってモジュレーション量を0から±49％の範囲で調整します
•ENV-3  -  ENV 3エンベロープのバイポーラ使用。このモードでは、TONE MODフェーダーを使ってモジュレーション量を0から±49％の範囲で調整します
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注意：ENVELOPEがTONE MODソースとして使用されている場合、矢印は次のようにモジュレーションの範囲を示します。
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6. OSC EDITメニューを終了するには、PROGスイッチまたはOSC EDITスイッチをもう一度押します。
8.4 プログラミング／ポリセクション　　POLY

[image: image316.png]



POLYセクションは、DeepMind 12のPOLYPHONY、PITCH、およびPOLY CHAIN操作に関連するすべての設定を制御できる場所です。声の構造
POLY EDITメニューページ1でVOICEパラメーターにアクセスすることができます。12のボイスを持つことで、同時に12のノートを演奏することができ、大きなコードを作成したり、十分なボイスがないためにノートが途切れることを心配せずに複雑なシーケンスを演奏することができます。
一斉にボイスを再生するときは、ボイスのチューニングを解除することもできます。 

POLY EDITメニューページ2では、トランスポーズ、ポルタメント、ピッチベンド、チューニングなど、PITCH管理に関連するすべての設定にアクセスできます。
POLY EDITメニューページ3では、複数のDeepMindユニットを使用して音声の数を増やすことができるPOLY CHAINの設定に関するすべての設定にアクセスできます。2つ以上のDeepMindユニットでキーボード分割を設定できるようにする設定もあります。
8.4.1 ユニゾンデチューンフェーダー
•UNISON DETUNEフェーダーは、UNISONモードを使用しているときに、ボイスにまたがって適用されるデチューンの量を制御します。UNISON DETUNEを使用すると、より太く豊かなサウンドを作成できます。これは、DeepMind 12アーキテクチャの強力な側面です。12の独立したアナログの声を持つことは、いくつかの非常に豪華で音が巨大な音を作ることができます。
UNISON DETUNEを適用すると、UNISONで使用されるボイスの数に最大±50セントのチューニングが適用されます。
UNISON DETUNEの範囲は±0.0セントから50.0セントで、デフォルト設定は0.0セント（オフ）です。
注意：OSC KEYDOWN RESET（OSC 1 EDITメニュー）とUNISON DETUNEを組み合わせて使用​​すると、OSCはすべて波形上の同じ点から開始するため、位相ドリフトの影響がより明確に聞こえます。
フェーダーを動かすと、UNISON DETUNEフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、離調量の視覚化もあります。
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8.4.2 ポリ編集スイッチ
1. POLY EDITメニューにアクセスするには、POLY EDITスイッチを押します。
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2. POLY EDITスイッチが点滅を始め、VOICE PARAMETERSメニューが表示されます。もう一度押すとPITCH PARAMETERSメニューが表示され、もう一度押すとCHAIN PARAMETERSメニューが表示されます。
8.4.3 ボイスパラメーターメニュー
これはVOICE PARAMETERSメニューです：
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3. VOICE PARAMETERSメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
注意：この時点でPITCH PARAMETERSメニューにアクセスしたい場合は、もう一度EDITスイッチを押します。
VOICE PARAMETERSメニューでは、以下のオプションが利用可能です。
•POLYPHONY  - 次のいずれかのオプションからDeepMind 12ボイスの割り当て方法を選択できます。
•Poly  - 各ノートに1つのボイスが割り当てられています。
•Unison-2  - 次に使用可能な2つのボイスが演奏された各ノートに割り当てられます。以下に示すように、離調が適用されます。
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•Unison-3  - 次に使用可能な3つのボイスが演奏された各ノートに割り当てられます。以下に示すように、離調が適用されます。
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•Unison-4  - 次に使用可能な4つのボイスが演奏された各ノートに割り当てられます。以下に示すように、離調が適用されます。
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•Unison-6  - 次に使用可能な6つのボイスが演奏された各ノートに割り当てられます。以下に示すように、離調が適用されます。
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•Unison-12  -  12のボイスすべてが演奏された各ノートに割り当てられます
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•Mono  - 演奏される全てのノートに同じボイスが割り当てられます。
•Mono-2  - 演奏される各ノートに同じ2つのボイスが割り当てられます。ユニゾン-2モードと同じように音声が広がります。

•Mono-3  - 演奏される各ノートに同じ3つのボイスが割り当てられます。ユニゾン-3モードと同じように音声が広がります。
•Mono-4  - 演奏される各ノートに同じ4つのボイスが割り当てられます。声はユニゾン4モードと同じ方法で広がっています。
•Mono-6  - 演奏される各ノートに同じ6つのボイスが割り当てられています。Unison-6モードと同じように音声が広がります。
•Poly-6  - 演奏される各ノートに単一のボイスが割り当てられますが、ポリフォニーは次に利用可能な6つのノートに制限されます。
•Poly-8  - 演奏される各ノートに単一のボイスが割り当てられますが、ポリフォニーは次に利用可能な8つのノートに制限されます。
注意：偶数のボイスが使用されている場合（Unison 2/4/6/12、Mono 2/4/6）、ボイスはスペクトル全体に均等に分散されます。つまり、ルートノートは実際には再生されません。ただし、奇数のボイスが使用されている場合、ボイスがスペクトル全体に広がっていると、1つのボイスがルートノートを再生します。
•UNISON DETUNE  - このオプションはサーフェス上のUNISON DETUNEフェーダーと同じです。表面の変化はここに反映されます。
UNISON DETUNEの範囲は±0.0セントから50.0セント（0から255）で、デフォルト設定は0.0セント（オフ）です。
• PRIORITY(優先) - モノフォニックモードのとき、または利用可能なボイスよりも多くのノートが演奏されるとき（ポリフォニック/ユニゾン設定による）、このモードはどのノートが優先されるかを制御します。
•最低 - 最低のノート優先度では、新しく要求されたノートのピッチが現在再生中のノートよりも低い場合、そのノートが優先され、最高のノートを再生している音声が盗まれます。
•最高 - 最も高いノート優先度では、新しく要求されたノートのピッチが現在再生中のノートよりも高い場合、そのノートが優先され、最も低いノートを再生している音声が盗まれます。
•ラスト - このモードでは、ノートは演奏された順番に基づいて優先順位が付けられます。すべてのボイスが再生されている間に新しく要求されたノートがトリガーされると、それは最も最近再生されたノートによって使用されているボイスを盗みます。デフォルトのPRIORITY設定はLastです。
注：ポリチェーン内の他のDeepMind 12ユニットで余分なノートが再生されるため、[ポリチェーン]モードでは優先順位はオプションとして使用できません。（CHAIN PARAMETERSメニューを見てください）。
•ENV-TRIGGER  - エンベロープはさまざまな方法でトリガーできます。これにより、次のオプションからモードを選択できます。
•Mono  - このトリガーモードでは、音声は現在のエンベロープレベル、つまり前のリリースからの最後のレベルからアタックステージを開始します。デフォルトのトリガモードはMonoです。
•Retrigger  - このトリガーモードでは、エンベロープはゼロにリセットされてからアタックステージを開始します。 

•Legato  - このトリガーモードでは、新しいノートが演奏されてもエンベロープは再トリガーされません。エンベロープが再びアタックステージを開始するのは、ノートがリリースされてからです。
•ワンショット - このトリガーモードでは、エンベロープはゼロにリセットされてからアタックステージを開始します。ディケイフェーズが完了すると、エンベロープはすぐにそのリリースステージにジャンプします（つまり、サスティンフェーズはありません）。
•OSC-DRIFT  - このオプションでビンテージのアナログシンセサイザーが持っているオシレーターのチューニングドリフトを再現することができます。
OSC-DRIFTの値を大きくすると、オシレーターのピッチはゆっくりとランダムにモジュレートされます。
OSC-DRIFTは、OSC 1とOSC 2の両方に適用されます。
OSC-DRIFTの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0（ドリフトなし）です。
•PARAM-DRIFT  - このオプションで、ビンテージアナログシンセサイザーの多くのパラメーターが持っているドリフトを再現することができます。
PARAM-DRIFTの値を大きくすると、ドリフト距離が長くなります。
注：DRIFTが適用されるパラメーターは以下のとおりです。
•OSC1ピッチ変調、OSC1 PWM変調、OSC2ピッチ変調、OSC2トーン変調、
•VCF FREQ、VCF RES、VCF ENV DEPTH、VCF LFO DEPTH、VCA ENV DEPTH、
•MOD ENVの深さ
PARAM-DRIFTの範囲は0から255、デフォルト設定は0です。
再現するために、各ボイスにOSC-DRIFTとPARAM-DRIFT用の独立したランダムDRIFTジェネレータがあることに注意することが重要です。
レートは、DRIFT-RATEパラメータで設定されたレートの1倍の乗数と2倍の乗数の間でランプを生成するランダムタイマによって制御されます。
OSC-DRIFTの範囲は0（25 ms〜50 ms）〜255（2.5 s〜5.0 s）です。デフォルトのOSC-DRIFT設定は0です。
要約すると、DRIFT-RATEが0の場合、各「ドリフト」は25〜50 msの間のランダムな時間になり、パラメータは別のランダムな値にドリフトします。２５５では、各「ドリフト」は２．５秒から５．０秒の間のランダムな時間になり、その後パラメータは別のランダムな値にドリフトする。
5. VOICE PARAMETERSメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインディスプレイに戻るか、POLY EDITをもう一度押してPITCH PARAMETERSメニューに進みます。
8.4.4ピッチパラメータメニュー
1. PITCH PARAMETERSメニューにアクセスするには、POLY EDITスイッチを押します。
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2. POLY EDITスイッチが点滅を始め、VOICE PARAMETERSメニューが表示されます。もう一度EDITスイッチを押すと、PITCH PARAMETERSメニューが表示されます。
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注意：DeepMind 12が正しく調整されていないと思われる場合は、このメニューのTRANSPOSEとGLOBAL-TUNEの値を確認することをお勧めします。
3. PITCH PARAMETERSメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
PITCH PARAMETERSメニューでは、以下のオプションを使用できます。
•TRANSPOSE  - 鍵盤で弾いた音をトランスポーズすることができます。演奏された音は半音単位で移調することができます。
TRANSPOSEの範囲は-48から+48で、デフォルトのTRANSPOSE設定は0です。たとえば、-7のトランスポーズは、演奏されたすべてのキーが7半音下にトランスポーズされることを意味します。
•PORTA-TIME  - このオプションはサーフェスのPORTAMENTOノブと同じです。ノブの変更はここに反映されます。
PORTAMENTO機能は、ノートのピッチを前に演奏したノートから上下にスライドさせます。PORTAMENTOノブは、前の音から現在演奏されている音への移行にかかる時間を制御します。
PORTAMENTOの範囲は0（0.00秒 - 音符の即時変化）から255（10.00秒のグライド）です。デフォルトのPORTAMENTO設定は0（0.00秒/オフ）です。
•PORTA-MODE  - このオプションを使用すると、要件に応じてさまざまな方法で動作するようにPORTAMENTO機能を設定できます。オプションは以下のとおりです。
•標準 - このモードでは、重なっている音符やピッチ距離に関係なく、再生された音符の間のスライド時間は固定時間です。音符間のスライドは直線的です。
•フィンガード - このモードでは、ピッチ距離に関係なく、演奏されたノート間のスライド時間は一定の時間です。スライドは、音符が重なるときにのみ適用されます。音符間のスライドは直線的です。
•固定レート - このモードでは、重なっているノートに関係なく、再生されたノート間のスライド時間は固定レートです。音符から音符へのピッチ距離は、音符間のスライドにかかる時間に影響します。音符間のスライドは直線的です。
•Fix-Fing  - このモードでは、演奏されたノート間のスライド時間は固定レートです。音符から音符へのピッチ距離は、音符間のスライドにかかる時間に影響します。スライドは、音符が重なるときにのみ適用されます。音符間のスライドは直線的です。
•Exp  - このモードでは、重なっている音符に関係なく、再生された音符の間のスライド時間は固定レートです。音符から音符へのピッチ距離は、音符間のスライドにかかる時間に影響します。音符間のスライドは指数関数的です。
•Exp-Fing  - このモードでは、演奏されたノート間のスライド時間は固定レートです。音符から音符へのピッチ距離は、音符間のスライドにかかる時間に影響します。スライドは、音符が重なるときにのみ適用されます。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed + 2  - このモードでは、ノートの重なりやピッチ距離に関係なく、常にノートの2半音上のピッチでノートが始まります。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed-2  - このモードでは、ノートの重なりやピッチ距離に関係なく、ノートは常に演奏されたノートの2半音下のピッチで始まります。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed + 5  - このモードでは、ノートの重なりやピッチ距離に関係なく、常にノートの5半音上のピッチでノートが始まります。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed-5  - このモードでは、ノートの重なりやピッチ距離に関係なく、常にノートの5半音下のピッチでノートが始まります。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed + 12  - このモードでは、ノートの重なりやピッチ距離に関係なく、ノートは常に演奏されたノートの12半音上（1オクターブ）のピッチで開始されます。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed-12  - このモードでは、ノートの重なりやピッチ距離に関係なく、常にノートの下の12半音（1オクターブ）下のピッチでノートが始まります。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed + 24  - このモードでは、重なっているノートやピッチ距離に関係なく、常にノートは再生されているノートの24半音上（2オクターブ）のピッチで開始されます。音符間のスライドは指数関数的です。
•Fixed-24  - このモードでは、重なっているノートやピッチ距離に関係なく、ノートは常に演奏されたノートの下の24半音（2オクターブ）のピッチで始まります。音符間のスライドは指数関数的です。
•PORTA-OSC-BAL  - このオプションはOSC1とOSC2の間でPORTA-TIMEの適用（演奏されたノート間のスライド時間）のバランスをとることを可能にします。
正の設定を選択すると、OSC 1のポルタタイムは減少します。最大値（127）では、OSC 1のPORTA-TIMEはゼロになり、ピッチの変更はすぐに行われます（スライドしない）。
負の設定を選択すると、OSC 2のポルタタイムは減少します。最小値（-127）では、OSC 2 PORTA-TIMEはゼロになり、ピッチの変更はすぐに行われます（スライドしない）。
[image: image327.png]'PORTAMENTO BALANCE

st PORTA-BALO
- 05C1and 052
g
StopPitch
TIM (seconds)
Sothin PORTA-BAL +VE
£ 0502
=3
StopPitch
TIME (seconds)
st PORTA-BAL—VE
E o
=3
StopPitch

TIME (seconds)





PORTA-OSC-BALパラメータの範囲は-128から127で、デフォルト設定は0です。
•P.BEND RANGE +  - このオプションでピッチホイールの上限を設定することができます。ピッチベンド深さパラメータは双極性です。
P.BEND RANGE +パラメーターは、-24から+ 24の範囲で変更できます（注）。デフォルトのP.BEND RANGE +設定は、+ 2（ノート）です。
•P.BEND RANGE  -   - ピッチホイールの下限を設定します。ピッチベンド深さパラメータは双極性であるので、ピッチホイールを下方向に動かすことにより、例えば正の深さとは異なる深さだけ声を上げることができる。
P.BEND RANGE-パラメーターは、-24から+ 24の範囲で変更できます（注）。デフォルトのP.BEND RANGE-設定は-2（ノート）です。
•GLOBAL-TUNE  - このオプションでシンセサイザーのGLOBAL TUNINGを調整できます。範囲は-128から127です。
注意：DeepMind 12が正しく調整されていないと思われる場合は、GLOBAL-TUNEが0に設定されていることを確認することをお勧めします。
5. PITCH PARAMETERSメニューを終了するには、PROGスイッチを押してメインディスプレイに戻るか、POLY EDITスイッチをもう一度押してCHAIN PARAMETERSメニューに入ります。
8.4.5チェーンパラメータメニュー
POLY EDITスイッチを使ってCHAIN PARAMETERSメニューにアクセスします。このメニューを使用して、複数のDeepMind 12、DeepMind 12、およびDeepMind 6シンセサイザーを接続して、12以上の音声ポリフォニーを可能にするシステムであるPOLY CHAINを設定します。
複数のDeepMindユニットがある場合、このメニューを使用してKEYBOARD SPLITを設定することもできます。
1台のDeepMind 12ユニットには、一度に再生できる最大12のボイスがあります（12ボイスポリフォニー）。利用可能であるよりも多くの音声が試みられると、情報は失われます。（これが単一のユニットに対してどのように処理されるかは、VOICE PARAMETERSメニューのPRIORITYセクションで説明されています。
同時に再生できるボイスの数を増やすには、システムにDeepMindシンセサイザーを追加して、POLY EDITメニューのCHAIN PARAMETERSページを使用してPOLY CHAINを設定します。
注：DeepMindユニットを1つだけ使用している場合は、このメニューを使用する必要はありません。選択した設定は通常の動作に影響するため、詳細を知っておくことをお勧めします。
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1. POLY EDITスイッチを押すと点滅し始め、VOICE PARAMETERSメニューが表示されます。
2. EDITスイッチをもう2回押して、CHAIN PARAMETERSメニューを表示します。
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3. CHAIN PARAMETERSメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
このメニューでは以下のオプションが利用可能です。（実際の操作の詳細と例は、このセクションの後半に示されています。）
•POLY-CHAIN  - 複数のDeepMindシンセサイザーを使用していて、POLY CHAINを設定したい場合は、[ON]を選択します。
•PROGRAM LINK  -  POLY CHAIN内の他のDeepMindユニットを最初のDeepMindユニットで再生しているのと同じプログラムに自動的に変更する場合は、ONを選択します。このオプションは、POLY CHAINがONの場合にのみ利用可能です。
•KEY RANGE  -  DeepMindシンセサイザーが2台あり、KEYBOARD SPLITを設定したい場合はONを選択します。一方のDeepMindがキーボードの片側を操作でき、もう一方のDeepMindがもう一方の側を制御できます。分割の各側は独自のプログラムを持つことができます
•RANGE-LOWER  - このオプションはあなたがあなたのKEYBOARD SPLITのためのより低いキーを設定することを可能にします。 -  / NO、+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して手動で値を設定するか、POLYセクションのEDITスイッチを押しながらキーボードのキーを押します。範囲内で最も低いキーになりたい。このオプションはKEY RANGEがONの場合にのみ利用可能です。
•RANGE-UPPER  - このオプションはあなたがあなたのKEYBOARD SPLITのための上側キーを設定することを可能にします。 -  / NO、+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して手動で値を設定するか、POLYセクションのEDITスイッチを押しながらキーボードのキーを押します。範囲の上限になりたい。このオプションはKEY RANGEがONの場合にのみ利用可能です。
ポリチェーンの設定
POLY CHAINの一般的な接続を示すこのマニュアルの接続図をご覧ください。
1. MIDI接続 - 以下のように、MIDI 5ピンケーブルを使用して、複数のDeepMindシンセサイザーをPOLY CHAINで接続できます。 

•DeepMind 2のMIDI INに接続されたDeepMind 1のMIDI OUT

•DeepMind 2のMIDI OUTとDeepMind 3のMIDI INを接続
• 等々。
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注意：POLY CHAINまたはKEYBOARD SPLIT操作は、USB MIDIまたはWiFi MIDIでは使用できません。
2.音声の優先順位 - 音声の優先順位は、MIDIチェーン内の位置によって設定されます。
•DeepMind 1は最大12ボイスまで再生し、その後DeepMind 2は再生を開始します。
•DeepMind 2は最大12ボイスまで再生します。その後、DeepMind 3が再生を開始します。
3.オーディオ接続 - 各DeepMindユニットのL / Rラインレベルオーディオ出力は、オーディオミキサーのラインレベル入力に接続します。これにより、すべてのDeepMindユニットのオーディオミックスを制御したり、レベルやEQなどを調整したりできます。ミキサーのオーディオ出力は、アンプ、またはパワードモニターやスピーカーに接続します。
重要な設定
POLY CHAINを正しく設定するためには、以下のようにさまざまなメニューで確認および調整が必要な設定がいくつかあります。
1.すべての装置が最新バージョンのファームウェアを実行していることを確認してください。GLOBALメニューのSYSTEM SETTINGSページでファームウェアのバージョンを確認できます。（このメニューが表示されるまでGLOBALを数回押してから、バージョンが同じであることを確認してください。）
2. GLOBALメニューのCONNECTIVITYページで、DEVICE IDがすべての装置で同じであることを確認してください。
3. CONNECTIVITYメニューのMIDI SETTINGSページで：
•各DEEPMINDユニットのRX-CHANNELが、チェーン内の先行するDeepMindユニットのTX-CHANNELと等しいことを確認してください。
•MIDI CTRLには3つのオプションがあります。PROGRAM-LINKの動作に影響を与えるNRPN、CC、およびOFF。推奨設定はNRPNです。これについては後で説明します。
CHAIN PARAMETERSメニューを使う
1. CHAIN PARAMETERSメニューに直接アクセスするには、POLYセクションのEDITスイッチを3回押すとメニューが表示され、EDITスイッチが点滅します。
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2. MIDIチェーンの最後のユニットでこれを行う必要がない場合を除いて、すべてのユニットでPOLY-CHAIN ONを選択します。
3. 1番目のユニットのプログラム選択をリンクして次のユニットを自動的に同じプログラムに変更したい場合は、PROGRAM-LINK ONを選択します。MIDIチェーンの最後のユニットに対してこれを実行する必要がない場合を除いて、すべてのユニットに対してこれを実行します。ユニットごとにプログラムを変えたい場合は、OFFのままにしてください。 

注意：POLY CHAINの最後のユニットは、他のユニットにMIDIを送信していないため、POLY-CHAIN ONまたはPROGRAM-LINK ONに設定する必要はありません。
ポリチェーンの操作
4.最初のDeepMindユニットが通常通りにプレイします。 

5.他のDeepMindユニットは、音声が12の倍数を超えると（またはDeepMind 6がチェーンにある場合は6つの音声が）使用されます。
6.各DeepMindユニットの音量コントロールを使用してレベルを調整したり、必要に応じて外部ミキサーを調整したりします。
7. PROGRAM-LINKをオンにすると、最初のユニットが次のユニットの再生プログラムを順番に制御します。最初のDeepMindユニットでプログラムを変更するたびに、他の行は同じプログラム名に変更されますが、その隣に*が表示されます。
注：他のユニットのプログラムは単なる一時的なもので、バンクとプログラム番号は変わりません。
8.各プログラムのPOLYPHONY設定は、各DeepMindユニット内での音声の再生方法に影響します。POLY EDITメニューのVOICE PARAMETERSページでPOLYPHONY設定を試して、POLY CHAIN設定に慣れることができます。
操作例
•最初のDeepMind 12ユニットで、POLYPHONYをUNISON-3に設定してキーを押します。キーごとに3つのボイスLEDが点灯します。したがって、4つのキーを押すと、12のボイスが再生され、12のボイスLEDが点灯します。もう1つキーを押すと、2台目のDeepMindユニットに3つのボイスLEDが点灯します。これは、POLY CHORDが機能していることを示しています。
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PROG-LINKが機能していることを確認するには：
•最初のDeepMindユニットのプログラムを変更し、他のユニットが同じプログラム名（*付き）に変更されていることを確認します。
•他の機器のEDITスイッチを押すと、最初の機器でプログラムが変更されるとそれらの値が変わることがわかります。
はそのEDITバッファのSysExダンプを他のユニットにインラインで送信します。MIDI CTRL設定に応じて、これらの他のユニットは次のように反応します。
•CONNECTIVITYメニューのMIDI SETTINGSページで：
•すべてのユニットでMIDI CTRLがNRPNに設定されていて、PROGRAM-LINKがONの場合、最初のDeepMindユニットに加えた変更は他のユニットにも影響を与えます。（これは推奨設定です。）
•すべてのユニットでMIDI CTRLがCCに設定されていて、PROGRAM-LINKがONの場合、最初のDeepMindユニットに加えたフェーダ変更だけが他のユニットにも影響します。
•すべてのユニットのMIDI CTRLがOFFに設定されていて、PROGRAM-LINKがONの場合、最初のDeepMindユニットに加えた変更は他のユニットにも影響を与えません。 

列の下の各ユニットで再生されているプログラムは、必要に応じて調整することができ、または前のユニットの列で再生されているプログラムに影響を及ぼすことなく異なるプログラムに変更することができる。ただし、調整している装置のPROGRAM-LINKをオフにしない限り、変更は次の装置に影響します。
キーボードスプリットの設定
KEYBOARD SPLITを設定するには、2つ以上のDeepMindユニットを使用できます。例えば：
•1台のユニットに、内蔵キーボードを備えたDeepMind 12を使用できます。
•2台目のユニットは、キーボードなしのDeepMind 12Dデスクトップシンセサイザーです。
•CHAIN PARAMETERSメニューのKEY-RANGE設定を使用すると、DeepMind 12は1つのプログラムでキーボードの一方の面を再生し、DeepMind 12Dは別のプログラムでキーボードのもう一方の面を再生できます。
注意：キーボードスプリットの場合は、POLY CHAIN設定をOFFにします。（これによりPROGRAM LINKもオフになります。）このように、2台目のユニットは、再生するために1台目のユニットからオーバーフローノートを受信することに依存しないため、すぐに再生できます。
1. MIDI接続 -  2つのDeepMindシンセサイザーは、次のようにMIDI 5ピンケーブルを使用してKEYBOARD SPLITで接続されています。 

•DeepMind 1のMIDI OUTは、DeepMind 2のMIDI INに接続されています。
3ウェイKEYBOARD SPLITに3つ目のDeepMindシンセサイザーを使用する場合は、次のように接続します。
•DeepMind 2のMIDI THRUからDeepMind 3のMIDI INへ。
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注意：POLY CHAINまたはKEYBOARD SPLIT操作は、USB MIDIまたはWiFi MIDIでは使用できません。
2.オーディオ接続 - 各DeepMindユニットのL / Rラインレベルオーディオ出力は、オーディオミキサーのラインレベル入力に接続します。これにより、すべてのDeepMindユニットのオーディオミックスを制御したり、レベルやEQなどを調整したりできます。ミキサーのオーディオ出力は、アンプ、またはパワードモニターやスピーカーに接続します。
重要な設定
KEYBOARD SPLITをうまく設定するためには、さまざまなメニューで次のようにチェックして調整する必要がある設定がいくつかあります。
1.すべての装置が最新バージョンのファームウェアを実行していることを確認してください。GLOBALメニューのSYSTEM SETTINGSページでファームウェアのバージョンを確認できます。（このメニューが表示されるまでGLOBALを数回押してから、バージョンが同じであることを確認してください。）
2. GLOBALメニューのCONNECTIVITYページで、DEVICE IDがすべての装置で同じであることを確認してください。
3. CONNECTIVITYメニューのMIDI SETTINGSページで：
　　•RX-CHANNELとTX-CHANNELがすべてのユニットで同じチャンネル番号に設定されていることを確認してください。
　　•MIDI CTRLがCCに設定されていることを確認してください。 

4. ARP EDITメニューのARP SETTINGSページを使用します。
　　•1台目のユニットの時計はINTERNALに、TRANSMIT-CLOCKはONに設定できます。
　　•2台目のクロックをMIDI（Auto）に設定できます。正しく設定されていると、2台目のユニットのTAP / HOLDボタンが1台目のユニットのクロックに合わせて点滅します。
5.複数のキーボードがある場合、たとえば2台のDeepMind 12ユニットがある場合、そのうちの1つでLOCALをOFFにすると、そのキーボードは使用されなくなります。このオプションはGLOBALメニューのKEYBOARD SETTINGSページにあります。
キーボード分割なしの操作
6.上記のように接続された2台のDeepMindシンセサイザーでは、キーがキーボードで演奏されたときに両方とも演奏できます。たとえば、最初のユニットがキーボード付きのDeepMind 12の場合、通常どおりに再生されます。DeepMind 12Dデスクトップモデルなどの他のユニットとのMIDI接続により、同時に再生することができます。各機器の音量調節や外部ミキサーを使って、各機器の音声出力のバランスをとることができます。各ユニットは異なる番組を再生することができます。
7.両方のDeepMindユニットが1つのキーボードから正しく再生されていることをテストしたら、次のようにKEYBOARD分割を設定できます。
CHAIN PARAMETERSメニューを使ってKEYBOARD SPLITを作成する
1. CHAIN PARAMETERSメニューに直接アクセスするには、POLYセクションのEDITスイッチを3回押すとメニューが表示され、EDITスイッチが点滅します。両方のDeepMindユニットに対してこれを行います。
[image: image334.png]FLASHING=EDIT

HAIN FPARAMETERS

P —CHAIN
FROGRAM—L THNK
KEY-RAMNGE
[RANGE—LOWER
RANGE-UFFER

CEDITI>





2.各ユニットでPOLY-CHAIN OFFを選択します。（POLY-CHAINがOFFの場合、PROGRAM-LINKは使用できません。）
3.各ユニットにKEY-RANGE ONを選択します。
4.  -  / NO、+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して各レンジの値を手動で設定するか、またはPOLYセクションのEDITスイッチを押したままにすることができます。
以下、最初のユニットを設定する
5. RANGE-LOWERを選択した状態で、1台目のユニットのEDITスイッチを押したままにし、キーボードの一番下のキーを押します（たとえば）。
6. RANGE-UPPERを選択した状態で、1台目のユニットのEDITを押したままにして、キーボードの中央Cの下にあるBを押します（たとえば）。
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2台目のユニットを設定する
7. RANGE-LOWERを選択した状態で2台目のユニットのEDITを押したまま、キーボードの中央のCキーを押します（たとえば）。
8. RANGE-UPPERを選択した状態で2台目のユニットのEDITを押したまま、キーボードの最後のキーを押します（たとえば）。
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注意：この2台目のユニットのレンジ設定が1台目のユニットのレンジに影響することがわかった場合は、MIDI CTRLがNRPNではなくCCに設定されていることを確認してください。
9. 3台目のDeepMindユニットがあり、3ウェイキーボードスプリットを設定する場合は、3台目のユニットのMIDI INが、MIDI OUTではなく2番目のユニットのMIDI-THRUに接続されていることを確認してください。
10. 3台目のRANGE-LOWERとRANGE-UPPERも同様に設定します。
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キーボードスプリットの操作
1.最初の例では、最初のDeepMindユニットが真ん中Cより下の音を演奏できます。
2. 2台目のDeepMindユニットは、真ん中C以上の音を演奏できます。
3.各ユニットは独自のプログラムを再生することができ、各ユニットからのオーディオ出力の音量は音量調節器または外部オーディオミキサーで調整することができます。
4. KEYBOARD SPLITモードを終了するには、各CHAIN PARAMETERSメニューでKEY-RANGEをOFFにします。
8.5 プログラミング／VCF
電圧制御フィルタ（VCF）は、DeepMind 12専用に設計された高度なフィルタです。VCFフィルタは、周波数/高調波をカットオフまたは強調することによって、OSCおよびNOISEジェネレータによって生成される音色を変更します。VCF段は低周波数を通過させ、高周波数をカットオフします。このアプローチは多くの古典的な減法シンセサイザーによって使用されています。
VCFは完全にアナログのフィルターで、2ポール/ 12 dB /オクターブフィルターから4ポール/ 24 dB /オクターブフィルターに切り替えることができます。1オクターブあたりのdBは、フィルタのスロープ/レスポンスカーブの角度を表します。
ＶＣＦはまた、調整可能な共振を有し、それはフィルタカットオフ周波数の周りに狭いピークを生成する。ディープマインド12フィルターは、レゾナンス設定が高いときに自励発振に駆動することができます。他の多くのシンセサイザーとは異なり、DeepMind 12は、フィルターの共振がフィルターの自励発振の開始点に近づいたとき（そして通過したとき）でも、正確なピッチトラッキングが可能です。あなたがそれを演奏可能な音の全範囲にわたって完全にポリフォニックな第3のオシレータとして演奏できるように、自励発振は調整されます。
VCFは、VCFエンベロープ、LFO、またはキーボードトラッキングによって動的に変調できます。VCF周波数は、Mod Matrixソースのいずれかから変調できる送信先として、Mod Matrixでも使用できます。
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8.5.1 VCF　フリーケンシー　フェーダー
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•VCF FREQフェーダーは、VCFのカットオフ周波数をコントロールします。VCFはカットオフ周波数より低い周波数のカットを開始し、使用されているポールの数に応じたレートでカットし続けます。
あなたはOSCとノイズジェネレータの音の特徴を彫刻するためにフィルターを使うことができます、あるいはあなたは独特の動きを作るフィルターの掃引を作るためにフェーダーを動的に調整することができます。
速いアタック設定でエンベロープジェネレータなどのソースを使ってカットオフ周波数をモジュレートすると、天然の楽器のアタックトランジェントをエミュレートしたり、クリエイティブな効果を得るために使用できます。
下の図は、SAWTOOTHおよびSQUARE波形に適用したときのカットオフ周波数の高、中、低設定の結果を示しています。
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VCF FREQの範囲は50.0 Hzから20000.0 Hzです。デフォルトのVCF FREQUENCY設定は20000.0 Hz（全開）です。
VCF FREQフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、フィルタ曲線の視覚化もあります。
注意：フィルタの傾きは、2極または4極構成の使用に応じて更新されます。
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8.5.2 VCF レゾナンス　フェーダー
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•VCF RESフェーダーはフィルターのレゾナンスをコントロールします。レゾナンスが増加すると、カットオフ周波数付近の周波数/倍音/部分音が強調されます。フィルタスロープと一緒の共振は、フィルタの特性を定義するのに役立ちます。
DeepMind 12フィルターは自励発振に駆動することができます。他の多くのシンセサイザーとは異なり、DeepMind 12は、フィルターの共振がフィルターの自励発振の開始点を過ぎた（そして通過した）ときでも正確なピッチを保証することができます。音源としてVCFのこの自励発振機能を使用する場合、キーボードのスケール全体を演奏するときVCFキャリブレーションは正しいレスポンスを保証します。詳細については、この文書の後半の校正に関するセクションを参照してください
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VCF RESの範囲は0.0％から100.0％です。デフォルトのVCF RES設定は0.0％です。
VCF RESフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、共鳴の視覚化もあります
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8.5.3 2極スイッチ
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•このスイッチは、VCFで使用される極の構成を制御します。フィルタで使用される極の数によって、フィルタの勾配/応答曲線の角度が決まります。
VCFは4極を使用しますが、2極動作に切り替えることができます。4ポール動作用に設定されている場合、ローパスフィルタはカットオフ周波数より上の信号を24 dB /オクターブのレートでロールオフします。2ポール動作用に設定されている場合、ローパスフィルタはカットオフ周波数より上の信号を12 dB /オクターブのレートでロールオフします。
2ポールモードではカットオフ周波数より高い周波数の信号が通過し、より明るく、より自然に聞こえるため、これはフィルタの音質を制御するのに役立ちます。4極モードでは、カットオフ周波数を超える信号が通過できなくなり、より深く/より異常に聞こえます。
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2極構成は、オン（2極）またはオフ（4極）です。デフォルトのプログラム設定はオフ（4極）です。
8.5.4 VCF編集スイッチ
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1. VCFメニューにアクセスするには、VCF EDITスイッチを押します。 

2. VCF EDITスイッチが点滅し始め、VCF PARAMETERSメニューが表示されます。 
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3. VCF PARAMETERSメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
次のオプションがVCF PARAMETERSメニューで利用可能です。
•BASS-BOOST  - このオプションはアナログ低音ブースト回路を作動させます。この設定は、HPF Faderの下のBOOSTスイッチの設定に従います。
•VELOCITY-SENS  - このオプションは、キーを叩いたときのベロシティがVCFエンベロープモジュレーションの適用量に影響を与える程度を制御します。キーを強く叩くほど、フィルターが開き、音が明るくなります（INVERTスイッチを使って操作を反転しない限り）。
VELOCITY-SENSの範囲は0〜255、デフォルト設定は128です。
•P.BEND-FREQ  - このオプションは、PITCH BEND WHEELの位置がカットオフ周波数にどの程度影響するかを制御します。ホイールを中心位置から前方に動かすほど、フィルタが開き、音が明るくなります。ホイールを中心位置から後方に動かすと、フィルタが閉じ、音が暗くなります。となります。
P.BEND-FREQの範囲は0から255、デフォルト設定は128です。
•LFO-SELECT  - このオプションでVCF LFO MODULATION FADERに割り当てるLFO、LFO 1またはLFO 2を選択できます。
デフォルト設定はLFO 2です。これを使用すると、音声変調にLFO 1を使用し、機能を分離することができます。必要に応じて、同じLFOを使ってOSCとVCFをモジュレートすることができます。
•AFT-LFO-DEPTH  - このオプションはアフタータッチの圧力がLFOモジュレーション深度をどれだけ増加させるかをコントロールします。演奏中にフィルター周波数のLFOモジュレーションを表現することができます。
　　AFT-LFO-DEPTHの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0です。
•MW-LFO-DEPTH  - このオプションは、MOD WHEELの位置がLFOのモジュレーション深度にどの程度影響するかをコントロールします。演奏中にフィルター周波数のLFOモジュレーションを表現することができます。
MW-LFO-DEPTHの範囲は0〜255で、デフォルト設定は0です。 

•LPF-TYPE  - このオプションはサーフェス上の2ポールスイッチと同じです。表面の変化はここに反映されます。
LPF-TYPE構成は2-POLEまたは4-POLEにすることができ、デフォルト設定は4-POLEです。
8.5.5 VCF ENVフェーダー 
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•VCF ENVフェーダーは、カットオフ周波数の値に適用されるVCF ENVELOPEモジュレーションの量を制御します。 

カットオフ周波数がVCF ENVELOPEによってモジュレートされると、各ノートはVCF ENVELOPEのADSR（およびカーブ）ステージの影響を受けます。これを使用して、演奏中の各ノートのハーモニック特性に微妙な、または積極的なモジュレーションをかけることができます。
VCF ENVELOPEを使ってカットオフ周波数をモジュレートするときは、通常の極性を使うときはVCF ENVフェーダーを低いレベルに設定し、VCF ENVELOPE MODULATIONパラメーターのINVERT機能を使うときは高いレベルに設定することをお勧めします。
ENV MODULATIONが適用されていない場合、フィルターカットオフ周波数は固定されたままになります（他のモジュレーションソースが適用されていない限り）。 

カットオフ周波数の設定はVCAエンベロープからの変調を制限することができます。VCF FREQフェーダーがすでに最大設定になっていて、フィルターがすでに大きく開いている場合は、ポジティブモジュレーションでカットオフ周波数を高くすることはできません。これは、VCF ENVELOPEが反転したときの負の値にも当てはまります。
VCF ENV範囲は0.0％から100.0％で、デフォルト設定は0.0％（オフ）です。
VCF ENVフェーダーのフェーダー位置、現在値、および保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、エンベロープの量（右向きの矢印）も視覚化されています。
注意：エンベロープの極性を反転すると、エンベロープモジュレーションを示す矢印が反転し、左を向くようにネガティブモジュレーションを示します。 
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8.5.6 INVERTスイッチ
[image: image351.png]INVERT





•このスイッチはVCF ENVELOPE変調の極性を制御します。スイッチがオンになると、エンベロープの極性が反転します。
通常の極性を使用する場合はVCF ENVフェーダーを低いレベルに設定し、VCF ENVELOPE MODULATIONパラメーターのINVERT機能を使用する場合は高いレベルに設定することをお勧めします。
INVERTスイッチはオンまたはオフに設定でき、デフォルトのプログラム設定はオンです。
8.5.7 VCF LFOフェーダー
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•VCF LFOフェーダーは、カットオフ周波数の値に適用されるVCF LFOモジュレーションの量を制御します。VCF PARAMETERSメニューでモジュレーションソースとして使用するLFOを選択できます。
カットオフ周波数がVCF LFOによってモジュレートされると、各ノートはLFOの形状とスピードの影響を受けます。これを積極的に使用してワウペダルタイプのエフェクトを作成したり、微妙に使用してプログラムに動きやバリエーションを追加することができます。
LFOモジュレーションが適用されていないときは、フィルターカットオフ周波数は固定されたままになります（他のモジュレーションソースが適用されていない限り）。 

カットオフ周波数の設定はLFOからのモジュレーションを制限することができます。VCF FREQフェーダーがすでに最大設定になっていて、フィルターがすでに大きく開いている場合は、ポジティブモジュレーションでカットオフ周波数を高くすることはできません。
VCF LFOの範囲は0.0％から100.0％で、デフォルト設定は0.0％（オフ）です。
VCF LFOフェーダーのフェーダー位置、現在の値、および保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、LFOの量（LFO-2テキストの下に左右を指す矢印）の視覚化もあります。
参考：矢印間の距離は、フィルタのカットオフ周波数に適用されているLFOモジュレーションの量を表します。
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ショートカットノート：VCF LFOソースを素早く変更するには、VCF EDITスイッチを押し続けます。スイッチを押しながら、VCF LFOフェーダーを使ってソースLFO-1またはLFO-2を選択できます。VCF EDITスイッチを押したままにすると、「LFOフェーダーを動かしてソースを設定してください」というメッセージが表示されます。
8.5.8 VCF KYBDフェーダー
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•VCF KYBDフェーダーは、VCFのキーボードトラッキングを制御します。演奏されている音に応じて、キーボードトラッキングを使ってフィルタのカットオフ周波数を補正することができます。
ピッチの変化による倍音成分の不一致を防ぐことができます。 

VCF KYBDフェーダーを上げると、鍵盤で弾いたノートが高いほど（中央のCより上）、フィルターが開きます。同時に、鍵盤で弾いた音が低いほど（中央のCの下）、フィルターが閉じます。
このモジュレーションは、自然の楽器の反応をエミュレートするために使用することも、創造的な効果を得るために使用することもできます。
VCF KYBDの範囲は0.0％から100.0％で、デフォルト設定は0.0％（オフ）です。
VCF KYBDフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、変化の傾きとして変調を視覚化することもできます。
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8.6 プログラミング／VCA
電圧制御アンプ（VCA）は2段に分かれています。1つ目はVCA ENVELOPE、PAN-SPREAD設定、キーボードのVELOCITY SENSITIVITY、およびMod MatrixのPan DestinationでモジュレートできるボイスごとのステレオVCAです。
第2段階は、プログラム間で一貫性があるようにレベルを修正または補正するために使用される一般的なVCAです。
どちらのステージも、次のステージに渡される信号量を制御するために電圧を使います。制御電圧が高いほど、より多くの信号が通過します。
音声ごとのVCAレベルは、どのMod Matrixソースからでも変調できる宛先として、Mod Matrixでも使用できます。
8.6.1 レベル
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•VCA LEVELフェーダーは、VCAの第2段階、つまり合計された音声信号に適用される増幅または減衰の量を制御します。
VCA LEVELの範囲は-12.0 dB〜6.0 dBで、デフォルトは0.0 dB（オフ）です。
VCA LEVELフェーダーのフェーダー位置、現在値、保存値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、位置の視覚化もあります。
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8.6.2 VCA 編集メニュー 

1. VCA PARAMETERSメニューにアクセスするには、VCA EDITスイッチを押します。
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2. VCA EDITスイッチが点滅し始め、VCA PARAMETERSメニューが表示されます
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3. VCA PARAMETERSメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチを使用します。
4.選択したパラメータは、 -  / NOまたは+ / YESスイッチ、ロータリノブ、またはDATA ENTRYフェーダを使用して調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
VCAの[パラメータ]メニューでは、次のオプションを使用できます。
•ENVELOPE-DEPTH  - このオプションを使用すると、VCA ENVELOPEを使用して音声ごとのVCAをモジュレートする量を制御できます。
これは音の形を彫刻する主な方法です。詳しくは、VCAエンベロープのセクションを参照してください。
ENVELOPE-DEPTHの範囲は0〜255で、デフォルト設定は255です。
•VELOCITY-SENS  - このオプションを使用すると、鍵盤を弾く速度がボイスごとのVCAにどの程度影響するかを制御できます。キーを強く叩くほどサウンドが大きくなり、キーを強く叩くほどサウンドが静かになります。
VELOCITY-SENSの範囲は0〜255、デフォルト設定は128です。
•PAN-SPREAD  - このオプションを使用すると、個々の音声をステレオイメージ全体にどの程度広げるかを制御できます。 

PAN-SPREADの範囲は-128から+127で、デフォルト設定は0です。
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• VCA-MODE - This option allows you to switch between the VCA mode "BALLSY," and the "TRANSPARENT" mode with reduced VCA Level.

•VCAモード - このオプションでVCAモードを "BALLSY／勇敢な"と "VCA レベル"を抑えた "TRANSPARENT／率直な、気取らない" を切り替えることができます。
8.7 プログラミング／ハイパスフィルター　　HPF
HIGH PASS FILTER（HPF）がVCAの出力に適用されます。VCAはすべての声を合計するので、HPFはすべての声に同時に作用します。
8.7.1 HPFフリークフェーダー
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•HPF FREQフェーダーは、HPFのカットオフ周波数をコントロールします。HPFはカットオフ周波数より上の周波数のカットを開始し、オクターブあたり-6 dBの固定レートでカットし続けます。
必要ならば、HPFフィルターはあなたのサウンドからサブソニック周波数を取り除くのに役立ちます。このフィルターを使ってプログラムの音の特徴を彫刻することも、フェーダーを動的に調整してフィルターのスイープを作成して独特の動きを作り出すこともできます。
HPF周波数はモジュレーションマトリックスの出力先として使用でき、モジュレーションマトリックスのどのソースからでもモジュレートできます。
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HPF FREQの範囲は20.0 Hz〜2000.0 Hzで、デフォルト設定は20.0 Hz（全開）です。
HPF FREQフェーダーのフェーダー位置、現在の値、および保存されている値がPROG画面に表示されます。以下に示すように、フィルタ曲線の視覚化もあります
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8.7.2 ブーストスイッチ
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•このスイッチは、DeepMind 12のBOOSTステージを制御します。 

ブースト機能により、シェルビングイコライゼーションおよびDCブロッキング機能を使用して100 Hzの低周波数をブーストするように設計されたアナログ回路が可能になります。
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BOOST機能を使用すると、プログラムに低周波応答を強化して、奥行きと体の深さを増すことができます。
BOOST機能はオン/オフにすることができ、デフォルトのプログラム設定はオフです。
下図のようにPROG画面にBOOSTフィルターカーブの視覚化もあります。
注意：HPFフェーダーが最後に動かされた場合は、BOOSTビジュアライゼーションのみが表示されます。
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8.8　プログラミング／エンベロープ
DeepMind 12には3つのエンベロープジェネレータがあります。これらはそれぞれ4段階（アタック、ディケイ、サスティーン、リリース）のコントロール信号を生成します。
•VCAエンベロープは、時間の経過とともに再生されるノートのレベルを調整するために使用されます。
•VCFエンベロープは、時間ごとに演奏される各ノートのフィルターのカットオフ周波数を調整するために使用されます。
•MODエンベロープを使用して、時間の経過とともに演奏されている各ノートのMOD MATRIXデスティネーションをモジュレートすることができます。
エンベロープは通常キーの演奏によってトリガーされますが、異なるトリガーモード（LFO、Looping、およびSequencer）もあります。
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ATTACK、DECAY、およびRELEASEステージは時間単位で測定され、SUSTAINステージはレベル単位で測定されることに注意することが重要です。
ENVELOPEのステージは以下の通りです。
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注意：どのループモードでも、サスティンステージは考慮されません。エンベロープがサステイン段階に達するとすぐにそれはすぐに解放段階を開始します。
8.8.1 VCAエンベロープスイッチ
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1. VCAエンベロープページにアクセスするには、VCAエンベロープスイッチを押します。 

2. VCAエンベロープスイッチがオンになり、VCAエンベロープメニューが表示されます。
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3. VCAエンベロープメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチと -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用します。
4.選択したパラメーターは、ロータリーノブ、DATA ENTRYフェーダー、または専用のA、D、S、Rフェーダーを使って調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することを可能にします。
VCAエンベロープメニューでは、次のオプションを使用できます。
•VCA-ENV-TRIG  - このオプションを使用すると、VCA ENVELOPEのトリガーモードを次の中から選択できます。
•キー - このオプションは、キーが押されるたびにエンベロープがトリガーされるようにします。
•LFO-1  - このオプションはLFO 1が新しいサイクルを開始するたびにエンベロープがトリガーされるようにします。 

•LFO-2  - このオプションはLFO 2が新しいサイクルを開始するたびにエンベロープがトリガーされるようにします。 

•Loop  - このオプションは、リリースステージの終わりに達するたびにエンベロープが再トリガーされることを強制します。
•Seq  - このオプションはCONTROL SEQUENCERの各ステップでエンベロープを強制的に再トリガーします。
•ADSR ATK：VCAエンベロープのアタックタイムをコントロールします。これは、音がゼロから最大レベルまで変化するのにかかる時間です。値が大きいほどアタックタイムが遅くなり、音が最大レベルに達するまでの時間が長くなります。
•ADSR DCY：VCAエンベロープのディケイタイムをコントロールします。音が最大レベルに達すると、ディケイタイムはレベルがサステインレベルに移行する速度を制御します。値が大きいほど、ディケイタイムは長くなります。
•ADSR SUS：VCAエンベロープのサステインステージのレベルをコントロールします。鍵盤を押さえている間、音はこのレベルにとどまります。
•ADSR REL：このオプションはVCAエンベロープのリリースタイムをコントロールします。キーを離したときにサステインレベルからゼロまで減衰する速度を制御します。
8.8.2 VCFエンベロープスイッチ
1. VCF ENVELOPEページにアクセスするには、VCF ENVELOPEスイッチを押します。
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2. VCF ENVELOPEスイッチがオンになり、図のようにVCF ENVELOPEメニューが表示されます。
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3. VCFエンベロープメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチと -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用します。
4.選択したパラメーターは、ロータリーノブ、DATA ENTRYフェーダー、または専用のA、D、S、Rフェーダーを使って調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することを可能にします。
VCF ENVELOPEメニューには、次のオプションがあります。
•VCF-ENV-TRIG  - このオプションでは、VCF ENVELOPEのトリガーモードを次の中から選択できます。
•キー - このオプションは、キーが押されるたびにエンベロープがトリガーされるようにします。
•LFO-1  - このオプションはLFO 1が新しいサイクルを開始するたびにエンベロープがトリガーされるようにします。 

•LFO-2  - このオプションはLFO 2が新しいサイクルを開始するたびにエンベロープがトリガーされるようにします。 

•Loop  - このオプションは、リリースステージの終わりに達するたびにエンベロープが再トリガーされることを強制します。
•Seq  - このオプションはCONTROL SEQUENCERの各ステップでエンベロープを強制的に再トリガーします。
•ADSR ATK：これはVCFエンベロープのアタックタイムをコントロールします。これは、フィルターがVCF FREQフェーダー設定からVCF ENVフェーダーで設定されたレベルまで開くのにかかる時間です。値が大きくなるほど、アタックタイムは遅くなり、フィルターが開くまでの時間が長くなります。
•ADSR DCY：VCFエンベロープのディケイタイムを設定します。アタックステージで設定された周波数にサウンドが到達した後、ディケイはフィルターがサステインノブで設定された周波数にどのくらい速く移行するかをコントロールします。
•ADSR SUS：音の持続部分のフィルターカットオフ周波数を設定します。音がキーボードで押されている限り、音はこのフィルター周波数にとどまります。
•ADSR REL：エンベロープのリリースタイムを設定します。これは、キーが離されたときにフィルタが閉じる速度を制御します。
8.8.3 MODエンベロープスイッチ
1. MOD ENVELOPEページにアクセスするには、MOD ENVELOPEスイッチを押します。
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2. MOD ENVELOPEスイッチがオンになり、MOD ENVELOPEメニューが図のように表示されます。
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3. MOD ENVELOPEメニューのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチと -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用します。
4.選択したパラメーターは、ロータリーノブ、DATA ENTRYフェーダー、または専用のA、D、S、Rフェーダーを使って調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することを可能にします。
MOD ENVELOPEメニューでは、以下のオプションを使用できます。
•MOD-ENV-TRIG  - このオプションでは、MOD ENVELOPEのトリガモードを以下から選択できます。
•キー - このオプションは、キーが押されるたびにエンベロープがトリガーされるようにします。
•LFO-1  - このオプションはLFO 1が新しいサイクルを開始するたびにエンベロープがトリガーされるようにします。 

•LFO-2  - このオプションはLFO 2が新しいサイクルを開始するたびにエンベロープがトリガーされるようにします。 

•Loop  - このオプションは、リリースステージの終わりに達するたびにエンベロープが再トリガーされることを強制します。
•Seq  - このオプションはCONTROL SEQUENCERの各ステップでエンベロープを強制的に再トリガーします。
•ADSR ATK：MODエンベロープのアタックタイムをコントロールします。これはエンベロープがピーク設定に達するのにかかる時間です。値が大きいほどアタックタイムは遅くなり、エンベロープが最大値に達するまでの時間が長くなります。
•ADSR DCY：MODエンベロープのディケイタイムをコントロールします。エンベロープが最大値に達すると、ディケイタイムはエンベロープがサステインレベルに移行する速度を制御します。値が大きいほど、ディケイタイムは長くなります。
•ADSR SUS：MODエンベロープのサステインステージの値をコントロールします。鍵盤を押さえている間、音はこのレベルにとどまります。
•ADSR REL：このオプションはMODエンベロープのリリースタイムをコントロールします。これは、キーが離されたときにエンベロープがサスティン値からゼロまで減衰するのにかかる時間を制御します。
8.8.4　カーブスイッチ
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このスイッチは、ADSRフェーダーの動作をADSRステージの調整から各ステージのカーブの調整に変更します。
1. VCA、VCF、またはMODスイッチを押して、カーブを変更したいエンベロープを選択します。
2.次にCURVESスイッチを押して、CURVESモードを起動します。スイッチが点灯し、A、D、S、Rフェーダーが各ステージのカーブをコントロールします。
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•CURV ATK：アタックステージのカーブ形状をコントロールします。
•CURV DCY：ディケイステージのカーブ形状をコントロールします。
•CURV SUS：サステインステージのカーブ形状（またはスロープ）を制御します。
•CURV REL：リリースステージのカーブシェイプをコントロールします。
波形の曲線機能を使用すると、エンベロープのいずれかを高度に彫刻することができます。例を以下に示します。
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参考：PROG画面を見ながらエンベロープフェーダーを調整すると、エンベロープが視覚的に表示されます。ビジュアライゼーションの下には、以下に示すように標準パラメータ値または曲線パラメータ値が表示されます。
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3. ADSRステージの通常の動作に戻るには、再度CURVESスイッチを押します。CURVESスイッチは消え、VCF、VCF、またはMODのいずれかのエンベロープスイッチが現在オンになっているADSRステージをフェーダーがコントロールします。
注：曲線値とそれぞれの応答曲線は、参考のために以下に示しています。
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8.9 プログラミング／モジュレーション・マトリックス
MODULATION MATRIX（MOD MATRIX）は、DeepMind 12シンセサイザーの最も強力な側面の1つです。変調マトリクスがどのようにそしてなぜそれほど重要であるかを理解するために、変調の概念を議論する必要があります。変調とは、他の信号（ソース）を使用して信号の1つ以上のプロパティ（宛先）を制御するプロセスです。
簡単な例は、正弦波LFO信号によるVCFカットオフ周波数の制御です。LFOは自動的にフィルターを開閉します。これはカットオフ周波数フェーダーを手動で動かすことで可能です。ただし、変調信号を使用することで、手と心を解放するだけでなく、次のような追加オプションも開きます。
他のパラメータやアクションとの同期
•手で達成できるものをはるかに超える変調速度
変調信号の正確さ、またはプログラムされた不正確さ
・同じ送信元からの複数の宛先の変調
複数のソースを使用して同じ宛先を変調する
•ソースを使用してLFOレートなどのパラメータをモジュレートします。これは、ベロシティ - アタックタイムなどの他のモジュレーションに間接的に影響します。
•ソースを使って別のモジュレーションの深さをモジュレート 

コンセプトをさらに進めると、DeepMind 12は膨大な量のソースと宛先を提供します。完全なリストについては、このセクションの終わりにある表を参照してください。
DeepMind 12 MOD MATRIXでは、8つの「バス」を作成できます。各バスには、送信元、宛先変調、およびルーティング深度があります。
1. MOD MATRIXページにアクセスするには、DATA ENTRYフェーダーの下にあるMODスイッチを押します。 
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2. MODスイッチが点滅し始め、MOD MATRIXページが表示されます。 
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3. MOD MATRIXページのオプション間を移動するには、BANK / UPまたはBANK / DOWNスイッチと -  / NOまたは+ / YESスイッチを使用します。
4.選択したパラメーターは、ロータリーノブまたはDATA ENTRYフェーダーを使って調整します。回転ノブは非常に正確なコントロールを可能にするクリックを持っています。フェーダーはフルレンジで素早く調整することができます。
•MODULATION SOURCE  - モジュレーションソースを追加するには、使用するSOURCEコラムとバスに移動し、ロータリーノブまたはDATA ENTRYフェーダーを使用して必要なソースを選択します。
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•MODULATION ROUTING DEPTH  - バスルーティングの深さを変更するには、使用するDEPTH列とバスに移動し、ロータリーノブまたはDATA ENTRYフェーダーを使用して必要な深さを選択します。
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•MODULATION DESTINATION  - モジュレーションデスティネーションを追加するには、使用するバスのDESTINATIONコラムに移動し、ロータリーノブまたはDATA ENTRYフェーダーを使用して必要なデスティネーションを選択します。
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注意：可能なモジュレーションの組み合わせは、8バス×24ソース×132デスティネーションで、25,000以上の組み合わせが可能です。
注意：さまざまなFXのパラメータをモジュレーションデスティネーションとして使用することもできます。セクション9.3のFXとそのパラメーターのリストには、モジュレーションデスティネーションとして使用できるパラメーターが記載されています。
8.9.1モジュレーションソース
以下のモジュレーションソースが利用可能です。
	No
	Name
	Description

	1
	Pitch Bend
	ピッチベンドホイールPitch Bend Wheel

	2
	Mod Wheel
	モジュレーションホイールModulation Wheel

	3
	Foot Ctrl
	フットコントローラーFoot Controller

	4
	BreathCtrl
	ブレスコントローラーBreath Controller

	5
	Pressure
	アフタータッチ圧力Aftertouch Pressure

	6
	Expression
	エクスプレッションペダルExpression Pedal

	7
	LFO1
	LFO 1

	8
	LFO2
	LFO 2

	9
	Env 1
	VCA エンベロープVCA Envelope

	10
	Env 2
	VCF エンベロープVCF Envelope

	11
	Env 3
	Mod エンベロープMod Envelope

	12
	Note Num
	ノート番号Note Number

	13
	Note Vel
	ノートベロシティーNote Velocity

	14
	Note Off Vel
	ノートオフベロシティー(キーを離す速度)Note Off Velocity

	15
	Ctrl Seq
	コントロールシーケンサーControl Sequencer

	16
	LFO1 (Uni)
	LFO1 (ユニポーラ)LFO1 (Unipolar)

	17
	LFO2 (Uni)
	LFO2 (ユニポーラ)LFO 2 (Unipolar)

	18
	LFO1 (Fade)
	LFO 1 (フェードエンベロープ)LFO 1 (Fade Envelope)

	19
	LFO2 (Fade)
	LFO 2 (フェードエンベロープ)LFO 2 (Fade Envelope)

	20
	Voice Num
	ボイスナンバーVoice Number

	21
	Uni Voice
	ユニボイスナンバーUni Voice Number

	22
	CC X (115)
	連続コントローラX軸（115）Continuous Controller X-Axis (115)

	23
	CC Y (116)
	連続コントローラY軸（116）Continuous Controller Y-Axis (116)

	24
	CC Z (117)
	連続コントローラZ軸（117）Continuous Controller Z-Axis (117)


8.9.2　変調先　　ディストネーション
次の変調先があります。
	No
	Name
	Description

	1
	LFO1 Rate
	LFO 1 Rate

	2
	LFO1 Delay
	LFO 1 Delay Time

	3
	LFO1 Slew
	LFO 1 Slew Rate

	4
	LFO1 Shape
	LFO 1 Shape

	5
	LFO2 Rate
	LFO 2 Rate

	6
	LFO2 Delay
	LFO 2 Delay Time

	7
	LFO2 Slew
	LFO 2 Slew Rate

	8
	LFO2 Shape
	LFO 2 Shape

	9
	OSC1+2 Pit
	OSC 1 + 2 Pitch

	10
	OSC1+2 Fine
	OSC 1 + 2 Pitch Fine

	11
	OSC1 Pitch
	OSC 1 Pitch

	12
	OSC1 Fine
	OSC 1 Pitch Fine

	13
	OSC2 Pitch
	OSC 2 Pitch

	14
	OSC2 Fine
	OSC 2 Pitch Fine

	15
	OSC1 PM Dep
	OSC 1 Pitch Modulation Depth

	16
	PWM Depth
	OSC 1 Pulse Width Modulation Depth

	17
	TMod Depth
	OSC 2 Tone Modulation Depth

	18
	OSC2 PM Dep
	OSC 2 Pitch Modulation Depth

	19
	Porta Time
	Portamento Time

	20
	VCF Freq
	VCF Cut-off Frequency

	21
	VCF Res
	VCF Resonance

	22
	VCF Env
	VCF Envelope

	23
	VCF LFO
	VCF LFO

	24
	Env Rates
	All Envelope Rates

	25
	All Attack
	All Attack Times

	26
	All Decay
	All Decay Times

	27
	All Sus
	All Sustain Levels

	28
	All Rel
	All Release Times

	29
	Env1 Rates
	All Envelope 1 Rates

	30
	Env2 Rates
	All Envelope 2 Rates

	31
	Env3 Rates
	All Envelope 3 Rates

	32
	Env1Curves
	All Envelope 1 Curves

	33
	Env2Curves
	All Envelope 2 Curves

	34
	Env3Curves
	All Envelope 3 Curves

	35
	Env1 Attack
	Envelope 1 Attack Time

	36
	Env1 Decay
	Envelope 1 Decay Time

	37
	Env1 Sus
	Envelope 1 Sustain Level

	38
	Env1 Rel
	Envelope 1 Release Time

	39
	Env1 AtCur
	Envelope 1 Attack Time Curve


	No 
	Name 
	Description 

	40 
	Env1 DcyCur 
	Envelope 1 Decay Time Curve 

	41 
	Env1 SuSCur 
	Envelope 1 Sustain Level Curve 

	42 
	Env1 RelCur 
	Envelope 1 Release Time Curve 

	43 
	Env2 Attack 
	Envelope 2 Attack Time 

	44 
	Env2 Decay 
	Envelope 2 Decay Time 

	45 
	Env2 Sus 
	Envelope 2 Sustain Level 

	46 
	Env2 Rel 
	Envelope 2 Release Time 

	47 
	Env2 AtCur 
	Envelope 2 Attack Time Curve 

	48 
	Env2 DcyCur 
	Envelope 2 Decay Time Curve 

	49 
	Env2 SuSCur 
	Envelope 2 Sustain Level Curve 

	50 
	Env2 RelCur 
	Envelope 2 Release Time Curve 

	51 
	Env3 Attack 
	Envelope 3 Attack Time 

	52 
	Env3 Decay 
	Envelope 3 Decay Time 

	53 
	Env3 Sus 
	Envelope 3 Sustain Level 

	54 
	Env3 Rel 
	Envelope 3 Release Time 

	55 
	Env3 AtCur 
	Envelope 3 Attack Time Curve 

	56 
	Env3 DcyCur 
	Envelope 3 Decay Time Curve 

	57 
	Env3 SuSCur 
	Envelope 3 Sustain Level Curve 

	58 
	Env3 RelCur 
	Envelope 3 Release Time Curve 

	59 
	VCA All** 
	VCA Gain for All Voices 

	60 
	VCA Active** 
	VCA Gain for Active Voices 

	61 
	VCA EnvDep 
	VCA Envelope Depth 

	62 
	Pan Spread 
	Pan Spread 

	63 
	VCA Pan 
	VCA Pan 

	64* 
	OSC2 Lvl 
	OSC 2 Level 

	65* 
	Noise Lvl 
	Noise Level 

	66* 
	HP Freq 
	HPF Cut-off Frequency 

	67* 
	Uni Detune 
	Unison Detune 

	68* 
	OSC Drift 
	OSC Drift 

	69* 
	Param Drift 
	Parameter Drift 

	70* 
	Drift Rate 
	Drift Rate 

	71* 
	Arp Gate 
	Arpeggiator Gate 

	72* 
	Seq Slew 
	Control Sequencer Slew 

	73 
	Mod 1 Dep 
	Mod Matrix Routing 1 Depth 

	74 
	Mod 2 Dep 
	Mod Matrix Routing 2 Depth 

	75 
	Mod 3 Dep 
	Mod Matrix Routing 3 Depth 

	76 
	Mod 4 Dep 
	Mod Matrix Routing 4 Depth 

	77 
	Mod 5 Dep 
	Mod Matrix Routing 5 Depth 

	78 
	Mod 6 Dep 
	Mod Matrix Routing 6 Depth 

	79 
	Mod 7 Dep 
	Mod Matrix Routing 7 Depth 

	80 
	Mod 8 Dep 
	Mod Matrix Routing 8 Depth 


	No 
	Name 
	Description 

	81-92 
	Fx 1 Params 
	Effects Slot 1 Parameters 

	93-104 
	Fx 2 Params 
	Effects Slot 2 Parameters 

	105-116 
	Fx 3 Params 
	Effects Slot 3 Parameters 

	117-128 
	Fx 4 Params 
	Effects Slot 4 Parameters 

	129 
	Fx 1 Level 
	Effects Slot 1 Level 

	130 
	Fx 2 Level 
	Effects Slot 2 Level 

	131 
	Fx 3 Level 
	Effects Slot 3 Level 

	132 
	Fx 4 Level 
	Effects Slot 4 Level 


注：「*」が付いている目的地はすべてのボイスに共通です。 

** VCAアクティブ - このデスティネーションはすべてのアクティブボイスのVCAゲインに影響します。 

*** VCA All  - このデスティネーションは、アクティブであるかどうかにかかわらず、すべてのボイスのVCAゲインに影響します。
#　9.エフェクト　FX 
9.　FXリファレンスガイド
9.1効果表
	No
	Name
	Description
	Device Inspiration
	Type

	1
	TC-DeepVRB
	TC Deep Reverb
	TC Hall of Fame*
	Reverb

	2
	AmbVerb
	Ambient Reverb
	Lexicon 480L
	Reverb

	3
	RoomRev
	Room Reverb
	Lexicon 480L
	Reverb

	4
	VintageRev
	Vintage Room Reverb
	EMT250
	Reverb

	5
	HallRev
	Hall Reverb
	Lexicon 480L
	Reverb

	6
	ChamberRev
	Chamber Reverb
	Lexicon 480L
	Reverb

	7
	PlateRev
	Plate Reverb
	Lexicon PCM-70
	Reverb

	8
	RichPltRev
	Rich Plate Reverb
	Lexicon 480L
	Reverb

	9
	GatedRev
	Gated Reverb
	Lexicon 300/480L
	Reverb

	10
	Reverse
	Reverse Reverb
	Lexicon 300/480L
	Reverb

	11
	ChorusVerb
	Chorus & Reverb
	Lexicon PCM-70
	Reverb

	12
	DelayVerb
	Delay & Reverb
	Lexicon PCM-70
	Reverb

	13
	FlangVerb
	Flange & Reverb
	Lexicon PCM-70
	Reverb

	14
	MidasEQ
	Midas Equaliser
	Midas ProX*
	Processing

	15
	Enhancer
	Enhancer
	SPL Vitalizer
	Processing

	16
	FairComp
	Fair Compressor
	Fairchild 670
	Processing

	17
	MulBndDist
	Multi-Band Distortion
	Midas ProX*
	Processing

	18
	RackAmp
	Rack Amplifier 
	Tech 21 SansAmp
	Processing

	19
	EdisonEX1
	Stereo Imaging
	Edison EX-1 
	Processing

	20
	Auto Pan
	Auto-Panning
	Behringer X32*
	Processing

	21
	NoiseGate
	Noise Gate
	Midas ProX*
	Processing

	22
	Delay
	Delay 
	Behringer X32*
	Delay

	23
	3TapDelay
	3-Tap Delay
	Behringer X32*
	Delay

	24
	4TapDelay
	4-Tap Delay
	Behringer X32*
	Delay

	25
	T-RayDelay
	Tel-Ray Delay
	Tel-Ray Delay
	Delay

	26
	DecimDelay
	Decimator Delay
	Decimator Delay
	Delay

	27
	ModDlyRev
	Mod, Delay & Reverb
	Lexicon PCM-70
	Delay

	28
	Chorus
	Chorus 
	Behringer X32*
	Creative

	29
	Chorus-D
	Chorus D
	Roland Dimension D
	Creative

	30
	Flanger
	Flanger
	Behringer X32*
	Creative

	31
	Phaser
	Phase
	Behringer X32*
	Creative

	32
	MoodFilter
	Mood Filter
	Moog Type Filter
	Creative

	33
	DualPitch
	Dual Pitch Shifter
	Eventide
	Creative

	34
	Vintage Pitch
	Dual Pitch Shifter
	Eventide
	Creative

	35
	RotarySpkr
	Rotary Speaker
	Leslie
	Creative


*  - 音楽グループ会社が設計したハードウェアデバイスからの直接アルゴリズム>

9.2 Effects Descriptions

9.2 エフェクトの説明
以下はDeepMind 12シンセサイザーで利用可能なエフェクトのリストと簡単な説明です。

9.3エフェクトパラメータ
注意：モジュレーションデスティネーションとして表示されるエフェクトパラメータには「*」が付いています。
TC-DeepVRB (TC DEEP REVERB)/TCディープリバーブ 
TC Electronicは、最高のサウンドのリバーブと同義です。あなたが知っていて、単にめちゃくちゃ良いように聞こえるこの効果に愛している9つの象徴的なリバーブモードがあります - あなたはそれを試す必要があります。4つのコントロール（Mod、Decay、Tone、PreDelay）だけで、明るくて弾力があり、暖かくて弾力があり、巨大で暗い反射があります。
PRE DELAYノブは、ソース信号に続いてリバーブが聞こえるまでの時間を制御します。TONEは、ポジティブ設定では高周波数を強調し、ネガティブ設定では低周波数を強調します。DECAYはリバーブが消えるまでの時間をコントロールします。注意：ディケイレンジはどのモードが選択されているかによって変わります。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PST
	Preset
	—
	—
	—
	オプション：アンビエンス、教会、ゲート、ホール、ローファイ、モジュレート、プレート、ルーム、スプリング、タイル、デフォルトOptions: Ambience, Church, Gate, Hall, Lo Fi, Modulated, Plate, Room, Spring, Tile, Default.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.1 s
	6.0 s
	リバーブが消えるまでの時間を設定します（範囲はプリセットによって異なる）Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate (range is preset dependant).

	3*
	TON
	Tone
	%
	-50.0%
	50.0%
	それぞれ高域/低域をプラス/マイナスに調整Enhances high frequencies/low frequencies for positive/negative settings respectivly.

	4
	PDY
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	ソース信号に続いてリバーブが聞こえるまでの時間を制御Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	5*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	信号とドライ（未処理）信号のミックス（または比率）を制御Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


AmbVerb (AMBIENT REVERB)/5つのリバーブエミュレーション
これら5つのリバーブエミュレーションは、Lexicon 480Lにインスパイアされています。Hallは、中規模から大規模のコンサートホールでサウンドが録音されたときに発生する残響をシミュレートします。Ambienceはカスタマイズ可能なバーチャルアコースティック空間を作り出し、ダイレクトサウンドを彩ることなく暖かさと奥行きを追加します。
PRE DELAYフェーダーは、ソース信号に続いてリバーブが聞こえるまでの時間を制御します。DECAYはリバーブが消えるまでの時間をコントロールします。SIZEはリバーブによって作成されているスペースの知覚サイズを制御します。DAMPフェーダーはリバーブテール内の高周波数の減衰を調整します。DIFF（usion）は初期反射濃度をコントロールし、MIXはエフェクト出力をコントロールします。
LOとHI CUTはリバーブの影響を受ける周波数を狭くします。BASSMULT（iplier）は低周波の蓄積をコントロールします。SPREADはリバーブのステレオ効果を強調します。SHAPEはリバーブエンベロープの輪郭を調整します。MOD SPEED（AmbVerb）はリバーブテールのモジュレーションレートをコントロールし、TAIL GAIN（AmbVerb）はリバーブテールの音量を調整します。Rich PlateとRoomのリバーブでは、ステレオECHO DELAYとディレイFEEDBACKをそれぞれの側で独立して調整できます。チェンバーリバーブではステレオのREFL（ection）DELAYとGAINを独立して調整できます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PD
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	ソース信号に続いてリバーブが聞こえるまでの時間を制御Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.2 s
	7.3s
	リバーブが消えるまでの時間を設定Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3
	SIZ
	Size 
	—
	2.0
	100.0
	リバーブスペースの広さを制御Controls the perceived size of the space being created by the reverb.

	4*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	リバーブの高周波数の減衰量を調整Adjusts the decay of the high frequencies within the reverb tail.

	5
	DIF
	Diffusion
	—
	1.0
	30.0
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	信号のミックス（または比率）を制御Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9
	MOD
	Mod
	%
	0.0%
	100%
	モジュレーションの深さを調節Controls the reverb tail modulation depth.

	10*
	TGN
	TailGain
	%
	0.0%
	100%
	リバーブの音量を調整Adjusts the volume of the reverb tail.

	*これらのパラメーターはモジュレーションマトリックスのモジュレーションデスティネーションとして利用可能です
* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


RoomRev (ROOM REVERB)
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PRE
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	ソース信号の後にリバーブが聞こえるまでの時間を制御Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.3 s
	28.9 s
	リバーブが消えるまでの時間を設定Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3
	SIZ
	Size 
	m
	4.0 m
	76.0 m
	リバーブサイズを制御Controls the perceived size of the space being created by the reverb.

	4*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	高周波数の減衰量を調整Adjusts the decay of the high frequencies within the reverb tail.

	5
	DIF
	Diffusion
	%
	0.0%
	100%
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	ミックスバランスを制御Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9*
	LFX
	BassMult
	--
	0.2
	4.0
	低周波の立ち上がりを調節Controls the low frequency build-up. 

	10
	SPR
	Spread
	--
	0.0
	50.0
	リバーブのステレオ効果を強調Emphasizes the stereo effect of the reverb. 

	11*
	SHP
	Shape
	--
	0.0
	250.0
	残響エンベロープの輪郭を調整Adjusts the contour of the reverberation envelope. 

	12
	SPI
	Spin
	%
	0.0%
	100%
	リバーブのランダム化/モジュレーション効果を制御Controls randomization / modulation effects within the reverb.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


VintageRev (VINTAGE ROOM REVERB)/ビンテージルームリバーブ
Vintage Roomは、小さな部屋で音が録音されたときに発生する残響をシミュレートします。あなたが少し暖かさとほんの少しのリバーブを加えたいと思うとき、ビンテージルームはクローズドマイクのギターとドラムトラックに命を吹き込みます。（Quantec QRSに触発された）
左右のチャンネルの初期反射時間をER DELAY LとER DELAY Rで設定します。ER LEVELは、初期反射レベルの音量を設定します。REV DELAYはソース信号に続いて残響が聞こえるまでの時間を制御します。HI / LOW MULTIPLYは、高音域と低音域の減衰時間を調整します。ROOM SIZEは、小さいものから大きいものへと段階的に作成される部屋効果のサイズを調整します。HIGH CUTはソース信号がリバーブを通過しない周波数を設定します。密度は、シミュレートされた部屋の反射密度を操作します。（これによりリバーブのディケイタイムが少し変わります）。LOW CUTはソース信号がリバーブを通過しない周波数を設定します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PRE
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	バーブが消えるまでの時間を制御Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2
	SIZ
	Size 
	%
	1.0%
	100%
	スペースサイズを制御Controls the perceived size of the space being created by the reverb. Affects DECAY range.

	3*
	DCY
	Decay
	s
	0.1 s
	20.7 s
	リバーブが消えるまでの時間を制御Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate. Range dependant on SIZE.

	4*
	LFX
	Lo Mult
	--
	0.1
	10.0
	低周波ビルドアップを制御Controls the low frequency build-up. 

	5*
	HFX
	Hi Mult
	--
	0.1
	10.0
	高周波の立ち上がりをコントロールControls the high frequency build-up. 

	6*
	DEN
	Density
	%
	0.0%
	100%
	反射密度を操作Manipulates the reflection density in the simulated room.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9*
	ERL
	ER Level
	%
	0.0%
	100%
	早期反射時間を設定Set the early reflection times.

	10
	ERD
	ER Delay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	早期反射レベルの大きさを設定Sets the loudness of the early reflection level.

	11*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	ミックスバランス制御Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	12*
	FRZ
	Freeze
	--
	OFF
	ON
	フリーズモードを適用し、信号を連続的な応答にブレンドApplies freeze mode and blends signals into a continuous response.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


HallRev (HALL REVERB)
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PD
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	ソース信号に続いてリバーブが聞こえるまでの時間Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.2 s
	4.9 s
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3
	SIZ
	Size 
	--
	2.0
	200.0
	リバーブサイズControls the perceived size of the space being created by the reverb.

	4*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	高周波数の減衰量Adjusts the decay of the high frequencies within the reverb tail.

	5
	DIF
	Diffusion
	--
	1.0
	30.0
	初期反射濃度Controls the initial reflection density.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	ミックスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9*
	LFX
	BassMult
	--
	0.5
	2.0
	低周波の立ち上がりを調節Controls the low frequency build-up.

	10
	SPR
	Spread
	--
	0.0
	50.0
	リバーブのステレオ効果を強調Emphasizes the stereo effect of the reverb.

	11*
	SHP
	Shape
	--
	0.0
	250.0
	残響エンベロープの輪郭を調整Adjusts the contour of the reverberation envelope.

	12
	MOD
	ModSpeed
	--
	0.0
	100.0
	モジュレーションスピードControls the re 


ChamberRev (CHAMBER REVERB)
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PRE
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	ソース信号の後にリバーブが聞こえるまでの時間Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.3 s
	28.9 s
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3
	SIZ
	Size 
	m
	4.0 m
	76.0 m
	リバーブサイズControls the perceived size of the space being created by the reverb.

	4*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	高周波数の減衰量Adjusts the decay of the high frequencies within the reverb tail.

	5
	DIF
	Diffusion
	%
	0.0%
	100%
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	ミックスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9*
	LFX
	BassMult
	--
	0.2
	4.0
	低周波の立ち上がりを調節Controls the low frequency build-up.

	10
	SPR
	Spread
	--
	0.0
	50.0
	リバーブのステレオ効果を強調Emphasizes the stereo effect of the reverb.

	11*
	SHP
	Shape
	--
	0.0
	250.0
	残響エンベロープの輪郭を調整Adjusts the contour of the reverberation envelope.

	12
	SPI
	Spin
	%
	0.0%
	100%
	モジュレーション効果を制御Controls randomization / modulation effects within the reverb.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


PlateRev (PLATE REVERB)/プレート・リバーブ
プレートリバーブは、元々トランスデューサーを介して信号を送信して板金のプレートに振動を発生させることによって作成されました。私たちのアルゴリズムは高い初期拡散と明るい色の音でその音をシミュレートします。Plate Reverbは1950年代後半以降、数え切れないほどのヒットレコードで聞こえるサウンドをあなたのトラックに与えます。（Lexicon PCM-70に触発されています。）
PRE DELAYは、ソース信号に続いて残響音が聞こえるまでの時間を制御します。DECAYはリバーブが消えるまでの時間をコントロールします。SIZEはリバーブ効果によって作り出されるバーチャルルームのサイズを調整します。DAMPノブはリバーブテール内の高域の減衰を調整します。DIFF（USION）は初期反射濃度を制御します。LO CUTノブでソース信号がリバーブを通過しない周波数を設定します。HI CUTノブは、ソース信号がリバーブを通過しない周波数を設定します。BASS MULT（IPLIER）ノブはベース周波数の減衰時間を調整します。XOVERはベースのクロスオーバーポイントをコントロールします。MOD DEPTHとSPEEDはリバーブテールモジュレーションの強さとスピードをコントロールします。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PD
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	ソース信号に続いてリバーブが聞こえるまでの時間Controls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.5 s
	10.0 s
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3
	SIZ
	Size 
	—
	2.0
	200.0
	リバーブサイズControls the perceived size of the space being created by the reverb.

	4*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	高周波数の減衰量Adjusts the decay of the high frequencies within the reverb tail.

	5
	DIF
	Diffusion
	—
	1.0
	30.0
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	ミックスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9*
	LFX
	BassMult
	—
	0.5
	2.0
	低周波の立ち上がりを調節Controls the low frequency build-up.

	10*
	XOV
	Xover
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	ベースマルチプライヤーのクロスオーバーポイントをコントロールControls the crossover point for bass multiplier.

	11
	MOD
	ModDepth
	—
	1.0
	50.0
	モジュレーションの深さを調節Controls the reverb tail modulation depth.

	12
	MDS
	ModSpeed
	—
	0.0
	100.0
	モジュレーションレートをコントロールControls the reverb tail modulation rate.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


RichPltRev (RICH PLATE REVERB)
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PD
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	プリディレイタイムControls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2*
	DCY
	Decay
	s
	0.3 s
	28.9 s
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3
	SIZ
	Size 
	m
	4.0 m
	39.0 m
	リバーブサイズControls the perceived size of the space being created by the reverb.

	4*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	高周波数の減衰量Adjusts the decay of the high frequencies within the reverb tail.

	5
	DIF
	Diffusion
	%
	0.0%
	100%
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を減らすAllows the high frequencies affected by the reverb to be reduced.

	9*
	LFX
	BassMult
	—
	0.2
	4.0
	低周波の立ち上がりを調節Controls the low frequency build-up.

	10
	SPR
	Spread
	—
	0.0
	50.0
	リバーブのステレオ効果を強調Emphasizes the stereo effect of the reverb.

	11*
	ATK
	Attack
	—
	0.0
	100.0
	残響エンベロープの輪郭を調整Adjusts the contour of the reverberation envelope.

	12*
	SPN
	Spin
	%
	0.0%
	100%
	ランダム化/モジュレーション効果を制御Controls randomization / modulation effects within the reverb.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


GatedRev (GATED REVERB)/ゲートリバーブ
この効果は、もともとリバーブとノイズゲートを組み合わせることによって達成されました。私たちのゲートリバーブはリバーブテールの特別な形状によって同じ印象を作り出します。
Gated Reverbは、1980年代風のスネアサウンドの作成やキックドラムの存在感を高めるのに特に効果的です。（Lexicon 300 / 480Lに触発されています。）
PRE DELAYは、ソース信号に続いて残響音が聞こえるまでの時間を制御します。DECAYはリバーブが消えるまでの時間をコントロールします。ATTACKは、反射濃度がどれだけ速くなるかを制御します。DENSITYはリバーブディケイテールを形作ります。密度が高いほど、音の反射回数が多くなります。SPREADは、反射がリバーブのエンベロープを通してどのように分配されるかをコントロールします。LO CUTノブでソース信号がリバーブを通過しない周波数を設定します。HiSvFr / HiSvGnノブは、リバーブエフェクトの入力でハイシェルビングフィルターを調整します。DIFF（USION）は初期反射濃度を制御します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PD
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	プリディレイタイムControls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2
	DCY
	Decay
	ms
	140.0 ms
	1000.0 ms
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3*
	ATK
	Attack
	—
	0.0
	30.0
	残響エンベロープの輪郭を調整Adjusts the contour of the reverberation envelope.

	4*
	DEN
	Density
	—
	1.0
	50.0
	反射濃度を操作Manipulates the reflection density in the simulated room.

	5
	SPR
	Spread
	—
	0.0
	100.0
	リバーブのステレオ効果を強調Emphasizes the stereo effect of the reverb.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HIF
	HiSvFreq
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	リバーブ入力にあるハイシェルビングフィルターの周波数を調整Adjusts the frequency of a Hi-Shelving filter at the input of the reverb effect.

	9*
	HIG
	HiSvGain
	dB
	-30.0 dB
	0.0 dB
	ハイシェルビングフィルターのゲインを調整Adjusts the gain of a Hi-Shelving filter at the input of the reverb effect.

	10
	DIF
	Diffusion
	%
	0.0%
	100%
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Reverse (REVERSE REVERB)/リバースリバーブ
Reverse Reverbはリバーブの軌跡を取り、それを向きを変えて音源の前に置きます。ボーカルやスネアのトラックに優雅な品質を追加するためにリバースリバーブの膨らんだクレッシェンドを使用してください。（Lexicon 300 / 480Lに触発されています。）
PRE DELAYノブを調整すると、リバーブがソース信号に追従するまでに最大200ミリ秒の時間がかかります。DECAYノブはリバーブが完全に消えるまでの時間を調整します。RISEは効果がどれだけ速く発生するかをコントロールします。DIFF（USION）は初期反射濃度を制御します。SPREADは、反射がリバーブのエンベロープを通してどのように分配されるかをコントロールします。LO CUTノブは、ソース信号がリバーブを通過しないように低い周波数を設定します。HiSvFr / HiSvGnノブは、リバーブエフェクトの入力でハイシェルビングフィルターを調整します。
[image: image400.png]



	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	PD
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	プリディレイタイムControls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	2
	DCY
	Decay
	ms
	140.0 ms
	1000.0 ms
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	3*
	RIS
	Rise
	—
	0.0
	50.0
	効果の立ち上がり具合を調整Controls how quickly the effect builds up.

	4
	DIF
	Diffusion
	—
	1.0
	30.0
	初期反射濃度を制御Controls the initial reflection density.

	5
	SPR
	Spread
	—
	0.0
	100.0
	リバーブのエンベロープを通して反射がどのように分配されるかをコントロールControls how the reflection is distributed through the envelope of the reverb.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックスバランスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域を減らすAllows the low frequencies affected by the reverb to be reduced.

	8*
	HIF
	HiSvFreq
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	ハイシェルビングフィルターの周波数を調整Adjusts the frequency of a Hi-Shelving filter at the input of the reverb effect.

	9*
	HIG
	HiSvGain
	dB
	-30.0 dB
	0.0 dB
	ハイシェルビングフィルターのゲインを調整Adjusts the gain of a Hi-Shelving filter at the input of the reverb effect.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


ChorusVerb (CHORUS & REVERB)/コーラス＋チェンバーリバーブ
FXスロットを1つだけ使用するChorus + Chamberエフェクトは、スタジオグレードのChorusのきらめきと倍増の特徴を、伝統的なChamberリバーブの甘いサウンドと組み合わせたものです。（リバーブはLexicon PCM 70に触発されています。）
BALANCEノブはコーラスとリバーブのバランスを調整します。LO CUTノブで低周波数を除外することができ、MIXノブは信号に追加されるエフェクトの量を調整します。SPEED、DELAY、DEPTHは、コーラスのレート、ディレイ、モジュレーションの深さを調整します。左右のチャンネル間のLFO PHASEは最大180度オフセットでき、WAVEはLFO波形を正弦波から三角波に調整します。PREDELAYノブはリバーブが信号に影響を与える前の躊躇を決定します。DECAYノブはリバーブのフェードの速さを調整します。SIZEは、シミュレートされた空間の大きさ（部屋、大聖堂など）を制御します。DAMPINGノブはリバーブテール内の高周波数の減衰を決定します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SPD
	Speed
	Hz 
	0.0 Hz
	4.0 Hz
	コーラスの速さを調節Adjusts the rate of the chorus. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2*
	DEP
	Depth
	%
	0.0%
	100%
	コーラスの揺れの深さを調節Adjusts the modulation depth of the chorus.

	3
	DLY
	Delay
	ms
	0.5 ms
	50.0 ms
	コーラスのディレイを調節Adjusts the delay of the chorus.

	4*
	PHS
	Phase
	—
	0.0
	180.0
	左右のチャンネル間の位相をオフセットOffsets the phase between the left and right channels.

	5
	WAV
	Wave
	%
	0.0%
	100%
	LFOを正弦波から三角波に調整Adjusts the LFO waveform from a sine wave to triangular wave.

	6*
	BAL
	Balance
	—
	-100.0
	100.0
	コーラスとリバーブのバランスAdjusts the balance between chorus and reverb.

	7
	PRE
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	リバーブのプリディレイタイムControls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	8*
	DCY
	Decay
	s
	0.1 s
	5.0 s
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	9
	SIZ
	Size 
	—
	2.0
	200.0
	スペースの大きさControls how large or small the simulated space is.

	10*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	高周波数の減衰量Determines the decay of high frequencies within the reverb tail.

	11*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低い周波数をカットExcludes low frequencies below the value.

	12*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックスバランスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


DelayVerb (DELAY & REVERB)/ディレイ+リバーブ
ここではディレイとチェンバーリバーブを組み合わせたので、1台のデバイスでさまざまなディレイ設定を提供し、選択した信号に適切なタイプと量のリバーブを追加することができます。この機器はFXスロットを1つだけ使用します。（Lexicon PCM 70に触発されています。）
BALANCEノブを使ってディレイとリバーブの比率を調整します。LO CUTノブで低周波数を除外することができ、MIXは信号に追加されるエフェクトの量を調整します。TIMEノブで左チャンネルのディレイのディレイタイムを調整し、PATTERNで右チャンネルのディレイのディレイ比を設定します。FEEDBACKを調整し、FEED HC（ハイカット）ノブでいくつかの高周波をトリミングします。XFEEDノブを使用すると、ディレイ音をリバーブエフェクトに送ることができます。したがって、リバーブは選択された程度でエコーに影響します。PREDELAYノブはリバーブが信号に影響を与える前の躊躇を決定します。DECAYノブはリバーブのフェードの速さを調整します。SIZEは、シミュレートされた空間の大きさ（部屋、大聖堂など）を制御します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	TIM
	Time
	ms
	1.0ms
	1500.0ms
	ディレイタイムAdjusts the delay time for the left channel delay. Time sync options from 4 to 1/64 bars.

	2
	PAT
	Pattern
	— 
	1/4
	1X
	右ディレイのディレイ率を設定Sets the delay ratio for the right channel delay.

	3*
	FHC
	FeedHC
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	フィードバックから高周波をトリミングTrims high frequencies from the feedback. 

	4*
	FBK
	Feedback
	%
	0.0%
	100%
	フィードバックの割合Controls the percentage of feedback.

	5*
	XFD
	X-Feed
	%
	0.0%
	100%
	リバーブに送るディレイの量Control the amount of delay sound sent to the reverb effect.

	6*
	BAL
	Balance
	—
	-100.0
	100.0
	ディレイとリバーブの比率Adjusts the ratio between delay and reverb.

	7
	PRE
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	リバーブのプリディレイタイムControls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	8*
	DCY
	Decay
	s
	0.1 s
	5.0 s
	リバーブの長さControls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	9
	SIZ
	Size 
	—
	2.0
	200.0
	空間サイズControls how large or small the simulated space is.

	10*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	リバーブの高周波数の減衰量Determines the decay of high frequencies within the reverb tail.

	11*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低い周波数をカットExcludes low frequencies below the value.

	12*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックスバランスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


FlangeVerb (FLANGER & REVERB)/フランジャー+リバーブ
最先端のFlangerの心を曲げ、フィルターを掃除する効果を伝統的なChamberリバーブの優雅なスウィートニングに加えます - すべて1つのFXスロットで。（Lexicon PCM 70に触発されています。）
BALANCEノブはフランジャーとリバーブの比率を調整します。LO CUTノブで低周波数を除外することができ、MIXノブは信号に追加されるエフェクトの量を調整します。SPEED、DELAY、DEPTHはフランジャーのレート、ディレイ、モジュレーションの深さを調整します。フィードバックは正と負の量で調整できます。PHASEは180度までオフセットできます。PREDELAYノブはリバーブが信号に影響を与える前の躊躇を決定します。DECAYノブはリバーブのフェードの速さを調整します。SIZEは、シミュレートされた空間の大きさ（部屋、大聖堂など）を制御します。DAMPINGノブはリバーブテール内の高周波数の減衰を決定します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	4.0 Hz
	ランジャーの速度Adjusts the rate of the flanger. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2*
	DEP
	Depth
	%
	0.0%
	100%
	フランジャーの揺れの深さAdjusts the modulation depth of the flanger.

	3
	DLY
	Delay
	ms
	0.5 ms
	20.0 ms
	フランジャーの遅れAdjusts the delay of the flanger.

	4*
	PHS
	Phase
	—
	0.0
	180.0
	左右のチャンネル間の位相をオフセットOffsets the phase between the left and right channels.

	5*
	FBK
	Feed
	%
	-90.0%
	90.0%
	正または負のフィードバックの割合Controls the percentage of positive or negative feedback.

	6*
	BAL
	Balance
	—
	-100.0
	100.0
	フランジャーとリバーブのバランスAdjusts the balance between flanger and reverb.

	7
	PRE
	PreDelay
	ms
	0.0
	200.0 ms
	リバーブのプリディレイタイムControls the amount of time before the reverb is heard following the source signal.

	8*
	DCY
	Decay
	s
	0.1 s
	5.0 s
	リバーブの長さControls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	9
	SIZ
	Size 
	—
	2.0
	200.0
	空間サイズControls how large or small the simulated space is.

	10*
	DMP
	Damping
	Hz
	1000 Hz
	20000 Hz
	リバーブの高周波数の減衰量Determines the decay of high frequencies within the reverb tail.

	11*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低い周波数をカットExcludes low frequencies below the value.

	12*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックスバランスControls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


MidasEQ (MIDAS EQUALIZER)/MIDASイコライザー
Midas EQは、Midas Pro Xコンソールの4バンドスイープパラメトリックイコライザーで、パラメトリックEQセクションを介して入力信号をトーンコントロールすることができます。ミッドバンドには、EQカーブの形状を調整するためのQファクタ調整もあります。4つのバンドは、低、中低、高中、高です。4つの帯域の任意の組み合わせを使用して信号を制御できます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	LSG
	LoShelfGain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	低域のゲインを調整Adjusts the gain of the low band.

	2*
	LSF
	LoShelfFreq
	Hz
	30.0 Hz
	20000.0 Hz
	低域の周波数を調整Adjusts the frequency of the low band.

	3*
	LMG
	LoMidGain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	低中域のゲインを調整Adjusts the gain of the low-mid band.

	4*
	LMF
	LoMidFreq
	Hz
	30.0 Hz
	20000.0 Hz
	低中域の周波数を調節Adjusts the frequency of the low-mid band.

	5*
	LMQ
	LoMidQ
	—
	0.3
	5.0
	低中域のQ値(バンド幅)を調整Adjusts the Q-factor of the low-mid band.

	6*
	HMG
	HiMidGain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	高中域のゲインを調整Adjusts the gain of the high-mid band.

	7*
	HMF
	HiMidFreq
	Hz
	30.0 Hz
	20000.0 Hz
	高中域の周波数を調節Adjusts the frequency of the high-mid band.

	8*
	HMQ
	HiMidQ
	—
	0.3
	5.0
	高中域のQ値(バンド幅)を調整Adjusts the Q-factor of the high-mid band.

	9*
	HSG
	HiShelfGain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	高域のゲインを調整Adjusts the gain of the high band.

	10*
	HSF
	HiShelfFreq
	Hz
	30.0 Hz
	20000.0 Hz
	高域の周波数を調節Adjusts the frequency of the high band.

	11*
	EQ
	EQ
	—
	IN
	OUT
	EQのon/offAdjusts the frequency of the high band.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Enhancer (ENHANCING EQ)/エンハンサー
これらのエンハンサーはいわゆる「Psycho EQ」です。低音域、中音域、高音域で信号スペクトラムを強調できますが、従来のイコライザーとは異なります。あなたが全体のボリュームを上げることなく、最大のパンチ、明快さと詳細を生み出す必要があるとき、私たちのエンハンサーは解決策です。（SPL Vitalizerに触発されています。）
BASS、MID、HI GAINノブを調整して、それらのスペクトルの内容を追加または削減します。BASSとHIの周波数は特に選択できますが、MID Q（帯域幅）は代わりに調整できます。OUT GAINノブはエフェクトによるレベルの変化を補正し、SPREADノブ（ステレオバージョンのみ）はより広いミックスのステレオコンテンツを強調します。SOLO MODEをオンにすると、エフェクトに起因するオーディオだけが分離され、ミックスに追加した内容が正確に聞こえます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	OGN
	OutGain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	エフェクトによるレベル変化を補正Compensates for changes in level resulting from the effect.

	2*
	SPR
	Spread
	%
	0.0%
	100%
	ステレオの広がりを強調Emphasizes the stereo content for a wider mix.

	3*
	BGN 
	BassGain
	%
	0.0%
	100%
	ベースバンドのゲインを調整Adjusts the gain of the bass band.

	4*
	BFR
	BassFreq
	—
	1.0
	50.0
	ベースバンドの周波数を調整Adjusts the frequency of the bass band.

	5*
	MGN
	MidGain
	%
	0.0%
	100%
	ミッドバンドのゲインを調整Adjusts the gain of the mid band.

	6*
	MIQ
	MidQ
	—
	1.0
	50.0
	ミッドバンドのQ値を調整Adjusts the Q-factor of the mid band.

	7*
	HIG
	HiGain
	%
	0.0%
	100%
	ハイバンドのゲインを調整Adjusts the gain of the high band.

	8*
	HIF
	HiFreq
	—
	1.0
	50.0
	ハイバンドの周波数を調整Adjusts the frequency of the high band.

	9
	SOL
	FactorC
	—
	OFF
	ON
	ソロモード - エフェクトの結果生じるオーディオのみを分離するために使用Solo mode - used to isolate only the audio resulting from the effect.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


FairComp (COMPRESSOR)/フェアコンプレッサー
Fairchild 670のこのモデルは、コンプレッサー史上最高のカラーリングをいくつか提供します。2つのパスL / MとR / Sはどちらも同じ機能を持っています。コントロールには、入力GAIN、THRESHOLD、TIME、DC BIAS（コンプレッションカーブの比率とニーをコントロールします。アタックを強調するのに役立つBIAS BALANCEもあります。デュアル、ステレオリンク、ミッド/ MODコントロールによるサイド操作。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	MOD
	Mode
	—
	                   —
	ステレオ、デュアル、（ミッド/サイド）モード切替Mode of operation: Off, Stereo, Dual, M/S (Mid/Side).

	2*
	INL
	InGain L/M
	—
	-20.0
	0.0
	Left / Mid信号の入力ゲインをコントロールControls the input gain for the Left/Mid signal.

	3*
	THL
	ThreshL/M
	—
	0.0
	10.0
	Left / Mid信号のしきい値を制御Controls the threshold for the Left/Mid signal.

	4
	TML
	TImeL/M
	—
	1.0
	6.0
	ミッドシグナルのアタックタイムとリリースタイムをコントロールControls the attack and release time for the Left/Mid signal.

	5*
	DCL
	DCBiasL/M
	%
	0.0%
	100%
	Left / Mid信号のコンプレッションカーブの比率とニーを調整Adjust the ratio and knee of the compression curve for the Left/Mid signal.

	6*
	OGL
	OutGainL/M
	dB
	-18.0 dB
	6.0 dB
	レフト/ミッド信号の出力ゲインをコントロールControls the output gain for the Left/Mid signal.　

	7*
	BAL
	Bias Bal
	%
	-100.0%
	100%
	バイアス電流を調整して、攻撃を際立たせる
Adjust the bias current, creating accentuation of attacks 

	8*
	INR
	InGain R/S
	—
	-20.0
	0.0
	ライト/サイド信号の入力ゲインをコントロールControls the input gain for the Right/Side signal.

	9*
	THR
	ThreshR/S
	—
	0.0
	10.0
	ライト/サイド信号のしきい値を制御Controls the threshold for the Right/Side signal.

	10
	TMR
	TImeR/S
	—
	1.0
	6.0
	ライト/サイド信号のアタックタイムとリリースタイムをコントロールControls the attack and release time for the Right/Side signal.

	11*
	DCR
	DCBiasR/S
	%
	0.0%
	100%
	ライト/サイド信号のコンプレッションカーブの比率とニーを調整Adjust the ratio and knee of the compression curve for the Right/Side signal.

	12*
	OGR
	OutGainR/S
	dB
	-18.0 dB
	6.0 dB
	ライト/サイド信号の出力ゲインを制御Controls the output gain for the Right/Side signal.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


MulBndDist (MULTIBAND DISTORTION)／マルチバンドディストーション
マルチバンドディストーションユニットは、サウンドを粗くしたり、彩度によって暖かさを増したり、特定の周波数領域を強調したりするのに便利です。3つのバンドがあり、1オクターブあたり24 dBのクロスオーバーフィルターで調整可能です。
ソフトサチュレーションからよりアグレッシブなディストーション、そしてポストフィルタのバリエーションまで、6つのディストーションタイプがあります。'Drive'パラメーターはサウンドに導入されるディストーションの量をコントロールします。このパラメーターは、適切なディストーションタイプと一緒に使用すると、サウンドにやや柔らかい彩度を与えることができます。
このエフェクトには、出力に適用されるキャビネットユニットも含まれています。これにより、11種類のキャビネットタイプの特徴的な音色を追加できます。
最後に、音のレベルは入力と出力のゲインパラメータで制御できます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	IPG
	InputGain
	dB
	-24.0 dB
	24.0 dB
	入力ゲインの量Controls the amount of input gain applied to the signal.

	2
	DST
	Dist Types
	—
	—
	—
	ディストーションタイプDistortion Type: VAL(Valve), SAT(Saturation), TUB (Tube), & Post Filter variants (PFV/PFS/PFT).

	3*
	LBL
	Low Level
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	XoverFreq 1より下の周波数のレベルを制御Controls the level of the frequencies below XoverFreq 1.

	4*
	LDR
	Low Drive
	%
	0.0%
	100%
	XoverFreq 1の下に導入される歪みの割合を制御Controls the percentage of distortion introduced below XoverFreq 1.

	5*
	XV1
	Xover Freq 1
	Hz
	30.0 Hz
	9000.0 Hz
	低いクロスオーバー周波数を設定Sets the lower cross over frequency.

	6*
	MBL
	Mid Level
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	Xover1 FreqとXover2 Freqの間の周波数のレベルを制御Controls the level of the frequencies between Xover1 Freq and Xover2 Freq.

	7*
	MDR
	Mid Drive
	%
	0.0%
	100%
	Xover1 FreqとXover2 Freqの間に生じる歪みの割合Controls the percentage of distortion introduced between Xover1 Freq and Xover2 Freq.

	8*
	XV2
	Xover Freq 2
	Hz
	30.0 Hz
	9000.0 Hz
	上限クロスオーバー周波数を設定Sets the upper cross over frequency.

	9*
	HBL
	High Level
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	XoverFreq 2以下の周波数のレベルをコントロールControls the level of the frequencies below XoverFreq 2.

	10*
	HDR
	High Drive
	%
	0.0%
	100%
	XoverFreq 2より上に導入された歪みの割合を制御Controls the percentage of distortion introduced above XoverFreq 2.

	11
	CAB
	Cabinet
	—
	—
	—
	キャビネットタイプCabinet Type: OFF, VTw, VBs, A10, Mid, BFC, B60, V30, S78, Oax, A12, Rck. (See Table Above).

	12*
	OPG
	OutputGain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	出力ゲインの量Controls the amount of output gain applied to the signal.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


RackAmp (RACK AMPLIFIER)/ラックアンプ
Tech 21 SansAmpをモデルにしたStereo / Dual Guitar Ampは、本物のギターアンプに接続したようなサウンドをシミュレートします。きらめくクレンジングから飽和クランチまで、Stereo / Dual Guitar Ampは、ステージ上でアンプを使用せずにエレキギター奏者に素晴らしいサウンドを提供します。PREAMPノブはバンド特有の歪み調整の前に入力ゲインの量を調整します。BUZZはローエンドのブレイクアップを調整し、PUNCHはミッドレンジの歪みを調整し、CRUNCHはスムーズまたはカットノートのために高周波成分と歪みを調整します。DRIVEノブは、真空管アンプからのパワーアンプの歪み量をシミュレートします。LOWおよびHIGHノブは歪みの内容とは無関係にEQ調整を可能にし、全体的な出力はLEVELノブによって制御されます。CABパラメーターを使用して選択できる11のCABINETエミュレーションがあります。[image: image408.png]13
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	PRE
	PreAmp
	—
	0.0
	10.0
	入力ゲインの量を調整Adjusts the amount of input gain prior to the band-specific distortion adjustment.

	2*
	BUZ
	Buzz
	—
	0.0
	10.0
	ローエンドの分割量を調整Adjusts the amount of low-end breakup.

	3*
	PNC
	Punch
	—
	0.0
	10.0
	ミッドレンジ歪みの量を調整Adjusts the amount of midrange distortion.

	4*
	CRN
	Crunch
	—
	0.0
	10.0
	スムーズなノートやカッティングノートのための高周波成分と歪みを調整Tailors the high-frequency content and distortion for smooth or cutting notes.

	5*
	DRV
	Drive
	—
	0.0
	10.0
	チューブアンプからのパワーアンプの歪み量をエミュレートEmulates the amount of power amp distortion from a tube amp.

	6*
	LVL
	Level
	—
	0.0
	10.0
	全体的な出力レベルをコントロールControls the overall output level.

	7*
	LOW
	Low
	—
	0.0
	10.0
	低域のEQ調整、歪みの内容とは無関係EQ adjustment of the low frequencies, independent of distortion content.

	8*
	HI
	High
	—
	0.0
	10.0
	EQによる高域の調整、歪みの内容とは無関係EQ adjustment of the high frequencies, independent of distortion content.

	9
	CAB
	Cabinet
	—
	OFF
	ON
	キャビネットシミュレーションをオンまたはオフにTurns the cabinet simulation on or off.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


EdisonEX1 (STEREO IMAGING)/エジソンEX1
EDISON EX1 +はステレオフィールドの操作を可能にする非常に効果的なツールです。効果はステレオとミッド/サイドの入力と出力および位相相関メーターを提供します。ST SPREADノブでステレオフィールドを強調し、BALANCEノブでステレオとモノラルの比率を調整します。CENTER DISTノブでモノラルコンテンツをパンすることができます。OUTPUT GAINノブでレベルの変化を補正します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	ON
	On
	—
	OFF
	ON
	エフェクトのオン/オフAllows the effect to be turned On or Off. 

	2
	IMD
	InMode
	—
	ST
	M/S
	入力モード（ステレオまたはミッド/サイド）を制御Controls the input mode (Stereo or Mid/Side).

	3
	OMD
	OutMode
	—
	ST
	M/S
	出力モード（ステレオまたはミッド/サイド）を制御Controls the output mode (Stereo or Mid/Side).

	4*
	STS
	StSpread
	—
	-50.0
	50.0
	ステレオフィールドの広がりをコントロールControls the spread of the stereo field.

	5*
	LMF
	LMFSpread
	—
	-50.0
	50.0
	低域/中域のみステレオフィールドの広がりをコントロールControls the spread of the stereo field for low/mid frequencies only.

	6*
	BAL
	Balance
	—
	-50.0
	50.0
	ステレオコンテンツに対するモノラルの比率を調整Adjusts the ratio of mono to stereo content.

	7*
	CNT
	CntrDist
	—
	-50.0
	50.0
	モノラルコンテンツをパンAllows the mono content to be panned.

	8*
	GN
	Gain
	dB
	-12.0 dB
	12.0 dB
	出力ゲインの量Controls the amount of output gain applied to the signal.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Auto Pan (AUTO PANNING)/Tremolo/オートパン
オートパンは、昨年のギターアンプのように、一定のテンポで上下に音量を変化させます。自動パンを使用して、ユニークな「サーフミュージック」テクスチャを追加します。
SPEEDはLFOレートを調整し、DEPTHはモジュレーションの量を設定します。PHASEを使用して、左右チャンネル間のLFO位相差を設定できます。これはパン効果に使用できます。WAVEノブはLFOの波形を三角と四角形の間でブレンドします。ATTACK、HOLD、RELEASEで整形されたシグナルエンベロープは、LFOスピード（ENV SPEED）とLFOモジュレーションデプス（ENV DEPTH）をモジュレートするために使用できます。
[image: image410.png]



	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	5.0 Hz
	LFOのレートを調整Adjusts the LFO rate. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars. 

	2*
	PHS
	Phase
	—
	0.0
	180.0
	左右のチャンネル間のLFO位相差を制御Controls the LFO phase difference between the left and right channels.

	3*
	WAV
	Wave
	—
	-50.0
	50.0
	LFO波形を三角と四角形の間でブレンドBlends the LFO waveform between triangular and square shape.

	4*
	DEP
	Depth 
	%
	0.0%
	100%
	モジュレーションの深さControls the depth (amount) of modulation.

	5*
	ESP
	EnvSpd
	%
	0.0%
	100%
	スピードをエンベロープでモジュレートする量Adjusts how much the LFO speed is modulated by the envelope.

	6*
	EDP
	EnvDepth
	%
	0.0%
	100%
	エンベロープモジュレーションの深さを調整Adjusts the depth of the envelope modulation.

	7*
	ATK
	Attack
	ms
	10.0 ms
	1000.0 ms
	エンベロープアタックタイムControls the envelope attack stage time.

	8*
	HLD
	Hold
	ms
	1.0 ms
	2000.0 ms
	エンベロープホールドタイムControls the envelope hold stage time.

	9*
	REL
	Release
	ms
	10.0 ms
	1000.0 ms
	エンベロープリリースタイムControls the envelope release stage time.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


NoiseGate (NOISE GATE)/ノイズゲート
Noise Gateは、従来のバージョンの役割を処理するだけでなく、ゲート信号に対して強化された「過渡アクセント」特性も提供します。単にゲートを開くだけでなくアタックエンベロープを強化し、パーカッシブなプログラムに最大12 dBの追加の過渡エネルギーを提供します。多くの場合、トランジェントに対するDN265の制御はEQの実行可能な代替手段であると証明されるかもしれません。
アタックは指数関数的であるため、音の開始時の信号損失を減らすために非常に速く設定できますが、クリック音は発生しません。
ゲートリリースは逆指数関数なので比較的速く設定でき、素材の自然な減衰とシームレスに溶け込みます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	THR
	Threshold
	dB
	-50.0
	0.0
	ゲートが開く信号レベルを設定Sets signal level at which gate opens.

	2*
	RNG
	Range
	dB
	-100.0
	0.0
	しきい値を下回る信号に適用されるゲインリダクションの量を調整Control adjusts the amount of gain reduction applied to the signal below threshold.

	3*
	ATT
	Attack
	ms
	0.0
	20.0
	しきい値超過信号の後にゲートが開くのにかかる時間を調整Adjusts time taken for gate to open after an over-threshold signal.

	4*
	REL
	Release
	ms
	2.0
	1999.9
	しきい値を下回ってからゲートが閉じるまでの時間を調整Adjusts time taken for gate to close after programme material falls back below threshold. 

	5*
	HLD
	Hold
	ms
	2.0
	1999.9
	ゲートが閉じ始める前の待機期間を定義This defines a waiting period before the gate starts to close. 

	6*
	PUN
	Punch
	—
	-6.0
	6.0
	トーンシェイピングを上げたり、ゲーテッドブリージング/ディレイ/レゾナントハウリングを減らすUsed to increase tonal shaping or reduce gated breathing/delay/resonant howl-round.

	7
	MOD
	Mode
	—
	—
	—
	モード　GAT (Gate), TRN (Transient Gate), DUC (Ducker).

	8
	PWR
	Power
	—
	ON
	OFF
	電源 ON/OFFEnables gate in the signal path. When switched off, gate is bypassed.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Delay (STEREO DELAY)/ディレイ
Stereo Delayは、左右のディレイ（エコー）時間を独立して制御し、ハイパスフィルターとローパスフィルターを使用して遅延信号のトーンシェーピングを強化します。ステレオディレイを使用して、モノラル信号をステレオフィールドで広く表現しましょう。
MIXコントロールでは、ソース信号とディレイ信号をブレンドすることができます。TIMEはマスターディレイタイムを最大3秒に調整します。LO CUTは低域カットを調整し、低域はディレイの影響を受けないようにします。HI CUTは高域カットを調整し、高域がディレイの影響を受けないようにします。FACTOR Lは、左チャンネルのディレイをマスターディレイタイムの周期的な割合に設定します。FACTOR Rは、右チャンネルのディレイをマスターディレイタイムのリズミカルな割合に設定します。OFFSET LRは、左右の遅延信号間に遅延差を追加します。FEED LO CUT / HI CUTはフィードバックパスのフィルターを調整します。FEED LとFEED Rは左右のチャンネルのフィードバック量をコントロールします。MODEはフィードバックモードを設定します。モードSTは両方のチャンネルの通常のフィードバックを設定します。Xは左右のチャンネル間でフィードバックを交差させます。Mはフィードバックチェーン内にモノラルミックスを作成します。PPはピンポン遅延を設定します。（注：このモードではFEED Rコントロールは無効になっています。）
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	2
	TIM
	Time
	ms
	1.0 ms
	1500.0 ms
	マスターディレイタイムを調整Adjusts the master delay time. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars. 

	3
	MOD
	Mode
	—
	—
	—
	モード　ST- Stereo feedback, X - crosses feedback between channels, M - Mono mix in feedback chain. P-P - Ping Pong (Note that Feedback-R (FBR) is disabled in this mode.

	4
	FCL
	FactorL
	—
	—
	—
	マスターディレイのリズミカルな分数Sets left delay to rhythmic fractions of the master delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	5
	FCR
	FactorR
	—
	—
	—
	右ディレイを設定Sets right delay to rhythmic fractions of the master delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	6
	OFS
	Offset
	ms
	-100.0 ms
	100.0 ms
	左右の遅延信号に遅延差をつけるAdds a delay difference between the left and right delayed signals.

	7*
	LC
	LC
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低域カットオフを調整Adjusts the low frequency cut, allowing lower frequencies to remain unaffected by the delay.

	8*
	HC
	HC
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高域カットを調整Adjusts the high frequency cut, allowing higher frequencies to remain unaffected by the delay.

	9*
	FLC
	FeedLC
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	フィードバックパスのローカットフィルター周波数を調整Adjusts the low cut filter frequency in the feedback paths.

	10*
	FBL
	FeedL 
	%
	0.0%
	100%
	左チャンネルのフィードバック量Control the amount of feedback for the left channel.

	11*
	FBR
	FeedR 
	%
	0.0%
	100%
	右チャンネルへのフィードバック量Control the amount of feedback for the right channel.

	12*
	FHC
	FeedHC
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	フィードバックパスのハイカットフィルター周波数を調整Adjusts the high cut filter frequency in the feedback paths.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


3TapDelay (3-TAP DELAY)/3タップディレイ
3タップディレイとも呼ばれるトリプルディレイは、独立した周波数、ゲイン、パンのコントロールを持つ3つのディレイステージを提供します。トリプルディレイを使って時間ベースのエコー効果を作成し、ステレオの分離感を高めます。
TIMEはマスターディレイタイムを設定します。これは最初のステージのディレイタイムでもあります。GAIN Tはディレイの最初のステージのゲインレベルを設定します。BASE Tはステレオフィールドの最初のディレイステージの位置を設定します。X-FEEDは、ディレイのステレオクロスフィードバックがアクティブであることを示します。FEEDBACKはフィードバックの量を調整します。FACTOR Aは、ディレイの第2段階におけるディレイタイムの量を制御します。ゲインAは、2番目の遅延段のゲインレベルを制御します。PAN Aはステレオフィールドの2番目のディレイステージの位置を設定します。FACTOR Bは、ディレイの第3段階におけるディレイタイムの量を制御します。ゲインBは、3番目の遅延段のゲインレベルを制御します。PAN Bはステレオフィールドの3番目のゲインステージの位置を設定します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	TIM
	Time
	ms
	1.0 ms
	1500.0 ms
	マスターディレイタイムを設定Sets the master delay time, and the first stage. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars. 

	2*
	GNT
	GainT
	%
	0.0%
	100%
	マスターゲインレベルSets the gain level of the first stage of the delay.

	3*
	PNT
	PanT
	%
	-100%
	100%
	マスターディレイの定位Sets the position of the first delay stage in the stereo field.

	4*
	FBK
	Feedback
	%
	0.0%
	100%
	フィードバック量Adjusts the amount of feedback.

	5
	FCA
	FactorA
	—
	—
	—
	2段目のディレイタイムControls the delay time in the second stage of the delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	6*
	GNA
	GainA
	%
	0.0%
	100%
	2番目のディレイのゲインレベルControls the gain level of the second delay stage.

	7*
	PNA
	PanA
	%
	-100%
	100%
	2段目のディレイの定位Sets the position of the second delay stage in the stereo field.

	8
	FCB
	FactorB
	—
	—
	—
	3段目のディレイタイムControls the delay time in the third stage of the delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	9*
	GNB
	GainB
	%
	0.0%
	100%
	3段目のゲインレベルControls the gain level of the third delay stage.

	10*
	PNB
	PanB
	%
	-100%
	100%
	3段目のディレイの定位Sets the position of the third gain stage in the stereo field.

	11
	XFD
	X-Feed
	—
	OFF
	ON
	ステレオクロスフィードバックをオンまたはオフTurns the stereo cross-feedback of the delays On or Off.

	12*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


4TapDelay (4-TAP DELAY)/4タップディレイ
4タップディレイは、独立して調整可能なゲインとレートで4段階のディレイを提供します。これにより、レイヤードリピートで独自の同期を作成することができます。
TIMEはマスターディレイタイムを設定します。これは最初のステージのディレイタイムでもあります。GAINは最初のステージのゲインを設定します。SPREADはステレオフィールドの最初のディレイステージを配置します。グローバルフィードバック調整も可能です。FACTOR A、B、Cは、それぞれ2、3、4段目のグローバルTIME設定に対するディレイレートを調整します。各ステージには独自のGAIN調整もあります。X-FEEDは、ディレイのステレオクロスフィードバックがアクティブであることを示します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	TIM
	Time
	ms
	1.0 ms
	1500.0 ms
	マスターディレイタイムSets the master delay time, and the first stage. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars. 

	2*
	GN
	Gain
	%
	0.0%
	100%
	マスターディレイのゲインレベルSets the gain level of the first stage of the delay.

	3*
	FBK
	Feedback
	%
	0.0%
	100%
	フィードバック量Adjusts the amount of feedback.

	4
	SPR
	Spread
	—
	0.0
	6.0
	ステレオフィールドの最初のディレイステージを配置Positions the first delay stage in the stereo field.

	5
	FCA
	FactorA
	—
	—
	—
	2段目のディレイタイムControls the delay time in the second stage of the delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	6*
	GNA
	GainA
	%
	0.0%
	100%
	2番目のディレイのゲインレベルControls the gain level of the second delay stage.

	7
	FCB
	FactorB
	—
	—
	—
	3段目のディレイタイムControls the delay time in the third stage of the delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	8*
	GNB
	GainB
	%
	0.0%
	100%
	3番目のディレイのゲインレベルControls the gain level of the third delay stage.

	9
	FCC
	FactorC
	—
	—
	—
	4段目のディレイタイムControls the delay time in the fourth stage of the delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	10*
	GNC
	GainC
	%
	0.0%
	100%
	4番目のディレイのゲインレベルControls the gain level of the fourth delay stage.

	11
	XFD
	X-Feed
	—
	0.0
	1.0
	ディレイのステレオクロスフィードバックをオンまたはオフTurns the stereo cross-feedback of the delays On or Off.

	12*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


T-RayDelay (TEL-RAY DELAY)/Tel-Ray ディレイ
マグロ缶、いくつかの油とモーターを使用して1960年代から元のTel-Rayハードウェアに触発されました。それは非常に単純なコントロールのセットを持っていますが、あなたはディレイ、エコー、コーラス、ビブラートとリバーブタイプのエフェクトを作成することができます。青々としたユニークなキャラクターを持つ、信じられないほど用途の広いクリエイティブな効果。
DELAYはディレイタイムをコントロールします。SUSTAINは、遅延が続く期間を制御します。WOBは、元のハードウェアの素材の古さと品質によって引き起こされるゆらぎの量を制御します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	2*
	DLY
	Delay
	%
	0.0%
	100%
	マスターディレイタイムAdjusts the master delay time. 

	3*
	SUS
	Sustain
	%
	0.0%
	100%
	サスティーンレベルを維持する時間Controls how long the delay is sustained for. Warning at 100% build up will occur.

	4*
	WOB
	Wobble
	%
	0.0%
	100%
	ゆらぎの量Adjusts the amount of wobble caused by age and quality of build/materials.

	5*
	TON
	Tone
	%
	0.0%
	100%
	ディレイのトーンを調整Controls the tone of the delays.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


DecimDelay (Decimator Delay)/デシメータディレイ　間引き遅延
これはチェーンにデシメータユニットを含む遅延効果です。サンプリング周波数とビット深度を下げることでサウンドをデシメートします。Decimator Delayは、古いサンプラーに見られるエイリアシングノイズをエミュレートすることから、複雑でローファイでラフなディレイラインを生成することまで、さまざまな方法で使用できるクリエイティブなツールです。
DOWNSAMPLEとBIT-REDUCEを調整してサウンドをデシメートします。フィルターセクションでは、好みの周波数を操作してサウンドの粗さを滑らかにしたり保持したりできます。TIME、FACTOR、およびFEEDBACKパラメータは遅延動作を処理します。DECIMATE（PRE-POST）パラメーターは、入力ソースまたはそれに応じて唯一の遅延線に影響を与えるように間引きを設定します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETERS
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	MIX
	Mix
	%
	0.00%
	100.00%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	2
	TIM
	Time
	Ms
	1.0 ms
	1500.0 ms
	マスターディレイタイムAdjusts the master delay time. Time synchronized options from 4 to 1/64 bars.

	3*
	DSM
	Downsample
	%
	0.00%
	100.00%
	サンプリング周波数を下げて信号を間引きするDecimates the signal by reducing the sampling frequency.

	4
	FCL
	FactorL
	—
	—
	—
	マスターディレイのリズミカルな分数に設定Sets left delay to rhythmic fractions of the master delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	5
	FCR
	FactorR
	—
	—
	—
	右ディレイを設定Sets right delay to rhythmic fractions of the master delay (1/4, 3/8, 1/2, 2/3, 1, 4/3, 3/2, 2, 3).

	6
	BRC
	Bit-Reduce
	—
	24
	1
	ビット深度を小さくして信号を間引くDecimates the signal by reducing the bit-depth.

	7*
	FC
	Cutoff
	Hz
	30.0 Hz
	20000.0 Hz
	フィルターのカットオフ周波数を調整Adjust the cutoff frequency of the filter, allowing specific frequencies to be affected by the delay. 

	8*
	RES
	Resonance
	%
	0.00%
	100.00%
	フィルターのレゾナンスAdjusts the resonance of the filter.

	9
	FLT
	Type
	—
	—
	—
	フィルターの種類（ローパス、ハイパス、バンドパス、ノッチ）を設定It sets the filter type (Lowpass, Highpass, Bandpass, Notch).

	10*
	FBL
	FeedL
	%
	0.00%
	100.00%
	左のフィードバック量Controls the amount of feedback for the left channel.

	11*
	FBR
	FeedR
	%
	0.00%
	100.00%
	右のフィードバック量Controls the amount of feedback for the right channel.

	12
	DMT
	Decimate
	—
	—
	—
	入力信号（PRE）またはディレイのみ（POST）の間引きを設定It sets the decimation on the input signal (PRE) or only on the delay (POST).

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


ModDlyRev (MODULATION/DELAY/REVERB)/モジュレーションディレイ＋リバーブ
Modulation Delayは、最もよく使用されている3つのタイムモジュレーションエフェクトを操作しやすい1つのユニットにまとめたものです。真のステレオディレイと緑のコーラス、そして3つのリバーブモデルから選択できます。
BALANCEノブはリバーブに対するディレイの比率を調整します。プロセッサチェーンは、あるエフェクトが次のエフェクトに流れる場合はシリアルとして、または各エフェクトがソース信号に個別に適用される場合はパラレルとして動作します。TIME、FEED（back）、LOW、HI CUTはすべてディレイに影響します。モジュレーションの深さとスピードは調整可能です。アンビエンス、クラブ、ホールの3種類のリバーブがあり、DECAYとHI DAMPを調整できます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	TIM
	Time
	ms
	1.0 ms
	1500.0 ms
	マスターディレイタイムSets the master delay time. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2
	FAC
	Factor
	—
	—
	—
	ディレイをリズミカルフラクションに設定Sets the delay to rhythmic fractions (1, 1/2, 2/3, 3/2).

	3*
	FBK
	Feedback
	%
	0.0%
	100%
	フィードバックControls the percentage of positive feedback.

	4*
	FHC
	FeedHC
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	フィードバックのハイカットフィルター周波数Adjusts the high cut filter frequency in the feedback path.

	5*
	DEP
	Depth
	%
	0.0%
	100%
	モジュレーションの深さControls the depth (amount) of modulation.

	6*
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	10.0 Hz
	モジュレーションのレートAdjusts the rate of the modulation. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	7
	MOD
	Mode
	—
	PAR
	SER
	プロセッサチェーンのルーティングを制御（シリアル/パラレル）Controls the processor chain routing (Serial/Parallel)

	8
	RTY
	Rtype
	—
	—
	—
	リバーブタイプをAmbience、CLUB、またはHALLに設定Reverb Type can be set to AMB (Ambience), CLUB, or HALL.

	9*
	DCY
	Decay
	—
	1.0
	10.0
	リバーブが消えるまでの時間Controls the amount of time it takes for the reverb to dissipate.

	10*
	DMP
	Damping
	—
	1000 Hz
	20000 Hz
	リバーブの高周波数の減衰量Determines the decay of high frequencies within the reverb tail.

	11*
	BAL
	Balance
	—
	-100.0
	100.0
	リバーブ量に対するディレイの比率Adjusts ratio of the delay signal to the reverb signal.

	12*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Chorus (STEREO CHORUS)/コーラス
コーラスは入力をサンプリングし、それをわずかにデチューニングし、それを元の信号とミックスして、やや厚い、きらめくサウンドを作り出します。背景のボーカルを厚くしたり、金管楽器や木管楽器の音を2倍にしたりするのに使います。
DELAY L / Rが左右のチャンネルの総遅延量を設定するのに対し、WIDTHは変調された遅延量を決定します。SPEEDはモジュレーションスピードを設定します。MIXは、ドライ信号とウェット信号のバランスを調整します。LOとHI CUTノブを使って、影響を受けた信号からローエンドとハイエンドの一部をトリミングすることで、サウンドをさらに彫刻することができます。さらに、PHASEノブは左右のチャンネル間のLFOの位相オフセットを微調整することができ、SPREADノブは左右のチャンネルのどれだけ右側にミックスされるかを調整します。最後に、WAVEノブは、「デンマークスタイル」のデジタル三角コーラスサウンドと古典的なアナログ正弦波をブレンドします。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	5Hz
	変調スピードを設定Sets the modulation speed. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2*
	WDL
	WidthL
	%
	0.0%
	100%
	左チャンネルの変調されたディレイの量Determines the amount of modulated delay in the left channel.

	3*
	WDR
	WidthR
	%
	0.0%
	100%
	右チャンネルの変調されたディレイの量Determines the amount of modulated delay in the right channel.

	4
	DLL
	DelayL
	ms
	0.5 ms
	50.0 ms
	左チャンネルの総ディレイ量Sets the total amount of delay for the left channel.

	5
	DLR
	DelayR
	ms
	0.5 ms
	50.0 ms
	右チャンネルの総ディレイ量Sets the total amount of delay for the right channel.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低周波を低減Allows the low frequencies in the signal to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波を低減Allows the high frequencies in the signal to be reduced.

	9
	PHS
	Phase
	—
	0.0
	100.0
	左右のLFOの位相を調整Adjusts the phase offset of the LFO between left and right channel.

	10
	WAV
	Wave
	%
	0.0%
	100%
	デジタル三角コーラスサウンドと古典的なアナログ正弦波をブレンドBlends between the digital triangular chorus sound and the classic analog sine wave.

	11*
	SPR
	Spread
	%
	0.0%
	100%
	右チャンネルに対する左チャンネルのミックスバランスAdjusts how much of the left channel is mixed into the right and vice versa.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Chorus-D (DIMENSIONAL CHORUS)/ディメンジョンコーラス
Dimensional Chorusは、最もユーザーフレンドリーでクラシックなサウンドを提供します。これは「スペース」と「ディメンション」として表現されています。4つのMODEスイッチは、軽いコーラスまたは非常に厚い、誇張されたモジュレーションのために個別にまたは同時に作動させることができます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	ON
	On
	—
	OFF
	ON
	エフェクトのオン/オフAllows the effect to be turned On or Off. 

	2
	MOD
	Mode
	—
	M
	ST
	モノモードとステレオモードを切り替えSwitches the operation between Mono and Stereo modes.

	3*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	4
	SW1
	Sw1
	—
	OFF
	ON
	レベル1の強調Engages level one intensity (minimum).

	5
	SW2
	Sw2
	—
	OFF
	ON
	レベル2の強調Engages level two intensity.

	6
	SW3
	Sw3
	—
	OFF
	ON
	レベル3の強調Engages level three intensity.

	7
	SW4
	Sw4
	—
	OFF
	ON
	レベル4の強調Engages level four intensity (maximum).

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Flanger (STEREO FLANGER) /フランジャー
Flangerは、テープレコーダーでリールのフランジに圧力を加えることによって元々作成された位相シフトサウンド（コームフィルタリング）をエミュレートします。このエフェクトは、ボーカルや楽器に使用すると非常に劇的な、独特の「ゆらぎ」サウンドを作り出します。
この効果のコントロールはコーラス効果ブロックとほぼ同じです。さらに、FEEDBACKは正と負の量で調整でき、またFEED HC（ハイカット）とFEED LC（ローカット）ノブで帯域制限することができます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	5 Hz
	モジュレーションスピードを設定Sets the modulation speed. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2*
	WDL
	WidthL
	%
	0.0%
	100%
	左チャンネルの変調されたディレイの量Determines the amount of modulated delay in the left channel.

	3*
	WDR
	WidthR
	%
	0.0%
	100%
	右チャンネルの変調されたディレイの量Determines the amount of modulated delay in the right channel.

	4
	DLL
	DelayL
	ms
	0.5 ms
	20.0 ms
	左チャンネルの総ディレイ量Sets the total amount of delay for the left channel.

	5
	DLR
	DelayR
	ms
	0.5 ms
	20.0 ms
	右チャンネルの総遅延量Sets the total amount of delay for the right channel.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	LC
	LoCut
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	低周波を低減Allows the low frequencies in the signal to be reduced.

	8*
	HC
	Hi Cut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波を低減Allows the high frequencies in the signal to be reduced.

	9
	PHS
	Phase
	—
	0.0
	180.0
	左右チャンネル間のLFOの位相オフセットを調整Adjusts the phase offset of the LFO between left and right channel.

	10*
	FLC
	FeedLC
	Hz
	10.0 Hz
	500.0 Hz
	フィードバックのローカットフィルター周波数を調整Adjusts the low cut filter frequency in the feedback path.

	11*
	FHC
	FeedHC
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	フィードバックのハイカットフィルター周波数を調整Adjusts the high cut filter frequency in the feedback path.

	12*
	FD
	Feed
	%
	-90.0%
	90.0%
	正または負のフィードバックの割合を制御Controls the percentage of positive or negative feedback.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Phaser (STEREO PHASER)/フェイザー
Stereo Phaserまたは位相シフターは、周波数応答に「ノッチ」を作成するために入力信号に複数の変調フィルターのSTAGESを適用し、次に「渦巻き」効果のためにオリジナルとミックスを適用します。ステレオフェイザーを使用して、ボーカルトラックまたはインストゥルメントトラックに「間隔の空いた」サウンドを追加します。
SPEEDはLFOレートを調整し、DEPTHはLFOモジュレーションの深さを設定します。BASEノブはモジュレートされたフィルターの周波数範囲を調整します。レゾナンスはRESノブで調整します。WAVEノブはLFO波形の対称性を整形し、PHASEダイヤルは左右のチャンネル間のLFO位相差に合わせてダイアルします。モジュレーションソースは、母音のような開閉トーンを生成する信号エンベロープにすることもできます。ENVノブでこの効果の量を調整し（プラスとマイナスのモジュレーションが可能）、ATTACK、HOLD、RELEASEノブはすべてこの機能の反応を調整します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	5 Hz
	モジュレーションスピードを設定Sets the modulation speed. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2*
	DEP
	Depth
	%
	0.0%
	100%
	モジュレーションの深さControls the depth (amount) of modulation.

	3*
	RES
	Reso
	%
	0.0%
	100%
	マルチフィルターのレゾナンスを調整Adjusts the resonance of the multiple filter stages.

	4*
	BAS
	Base Freq
	Hz
	20 Hz
	15000 Hz
	フィルターの周波数範囲を調整Adjusts the frequency range of the modulated filters.

	5
	STG
	Stages
	—
	2.0
	12.0
	使用するフィルターステージ数をコントロールControls how many filter stages are used.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7
	WAV
	Wave
	—
	-50.0
	+50.0
	LFO波形の対称性Shapes the symmetry of the LFO waveform.

	8
	PHS
	Phase
	deg
	0.0
	180.0
	左右のチャンネルのLFO位相差を調整Adjusts the LFO phase difference between the left and right channel

	9*
	ENV
	EnvMod
	ms
	-100.0%
	100%
	エンベロープモジュレーションのレベルAdjusts the level of positive or negative envelope modulation.

	10*
	ATK
	Attack
	ms
	10.0 ms
	1000.0 ms
	エンベロープアタックタイムControls the envelope attack stage time.

	11*
	HLD
	Hold
	ms
	1.0 ms
	2000.0 ms
	エンベロープホールドタイムControls the envelope hold stage time.

	12*
	REL
	Release
	ms
	10.0 ms
	1000.0 ms
	エンベロープリリースタイムControls the envelope release stage time.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


MoodFilter (MOOG TYPE FILTER)/Moogフィルター
ムードフィルタは、LFOジェネレータとオートエンベロープジェネレータを使用して、VCF（電圧制御フィルタ）を制御します。また、チャネルBの信号がチャネルAのエンベロープを制御するサイドチェーン機能も使用します。
このフィルターは、ENV MOD（正と負の量）、ATTACKとRELEASEノブを使って信号のエンベロープでモジュレートすることができます。あるいはLFOはフィルターをモジュレートすることができます。WAVEノブは三角波、正弦波、のこぎり波、のこぎり波、ランプ、スクエア、そしてランダムの7種類の波形から選択します。PHASEは180度までオフセットできます。SPEEDノブはLFOのレートを調整し、DEPTHはLFOモジュレーションの量を調整します。RESO（ナンス）つまみで自励発振までフィルターのレゾナンスを調整します。BASEはフィルターの範囲を20 Hzから15 kHzの範囲で調整します。MODEスイッチは、ローパス（LP）、ハイパス（HP）、バンドパス（BP）、ノッチのいずれかを選択します。MIXノブを使って、エフェクト音とドライ音をブレンドします。4極スイッチをオンにすると、OFF（2極）の設定よりも急勾配になります。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1
	SPD
	Speed
	Hz
	0.0 Hz
	20.0 Hz
	変調速度を設定Sets the modulation speed. Time synchronised options from 4 to 1/64 bars.

	2*
	DEP
	Depth
	%
	0.0%
	100%
	モジュレーションの深さControls the depth (amount) of modulation.

	3*
	RES
	Resonance
	%
	0.0%
	100%
	フィルターのレゾナンス調整Adjusts the resonance of the filter.

	4*
	FRQ
	Base Freq
	Hz
	20 Hz
	15000 Hz
	エンベロープのレベルAdjusts the level of positive or negative envelope modulation.

	5
	TYP
	Type LP
	—
	—
	—
	フィルタータイプ　ローパス（LP）、ハイパス（HP）、バンドパス（BP）、ノッチ（NOT）Selects between low pass (LP), high-pass (HP), band-pass (BP) and Notch (NOT).

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7
	WAV
	Wave
	—
	—
	—
	変調用LFO波形選択Selects modulation waveform Triangular, Sine, Saw Up, Saw Down, Ramp, Square or Random.

	8*
	ENV
	EnvMod
	%
	-100.0%
	100%
	エンベロープのレベルAdjusts the level of positive or negative envelope modulation.

	9*
	ATK
	Attack
	ms
	10.0 ms
	249.9 ms
	アタックタイム調整Controls the filter attack time.

	10*
	REL
	Release
	ms
	10.0 ms
	500.0 ms
	リリースタイム調整Controls the filter release time.

	11*
	DRV
	Drive
	%
	0.0%
	100%
	レベルを調整。強く押すとオーバードライブ効果ももたらすAdjusts the level, also introduces an overdrive effect if pushed hard.

	12
	4P
	4-Pole
	—
	2P 4P
	100.0
	フィルタ、2ポール/4ポールAdjusts the slope of the filter from 2-pole to 4-pole (steeper).

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Dual Pitch (DUAL PITCH SHIFTER)／ステレオ デュアルピッチ
ピッチシフトは、しばしば2つの異なる方法で使用されます。1つはMixノブをより低く設定し、Centノブだけを使用してウェットトーンとドライトーンの間のピッチを少しずらすことです。これにより、全体的なサウンドがより微妙に太くなる「ボイスダブリング」効果が得られます。このエフェクトの極端な使い方は、ミックスノブを時計方向いっぱいに回して、シグナル全体を調整することです。このようにして、信号をオリジナルの上下のオクターブまで他のキーにシフトすることができます。音声で使用すると、「シマリス」なサウンドまたは低いダースベイダー効果が得られます。
SEMIノブとCENTノブが12:00に設定されていると、ピッチは変更されません。半音単位で調整すると非常に効果的になりますが、CENTノブを変更しても微妙な効果があります。DELAYノブは、ウェットサウンドとドライサウンドの間に時間差を作ります。LOとHI CUTノブは、影響を受ける信号を帯域制限することを可能にします。デュアルピッチエフェクトでは、左右のチャンネルを独立して調整でき、2つのチャンネルのゲイン補正とパンニングができます。
注意：低レベルの信号を使用しているときに「グリッチ」が発生する可能性がある場合は、以下に示すVintage Pitch FXを使用することをお勧めします。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SM1
	Semi1
	—
	-12.0
	12.0
	1チャンネルのピッチを半音単位で調整Adjusts the pitch of the first channel in semi-tones.

	2*
	CN1
	Cent1
	—
	-50.0
	50.0
	1チャンネルのピッチをセント単位で調整Adjusts the pitch of the first channel in cents.

	3
	DL1
	Delay1
	ms
	1.0 ms
	500.0 ms
	1チャンネルの原音との時間差Adjusts the time difference between the wet and dry signals. Sync options from 4 to 1/64 bars.

	4*
	GN1
	Gain1
	%
	0.0%
	100%
	1チャンネルのゲイン補正Allows gain compensation to be applied to the first channel.

	5*
	PN1
	Pan1
	%
	-100.0%
	100%
	1チャンネルのパンAllows panning of the first channel.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	SM2
	Semi2
	—
	-12.0
	12.0
	2チャンネルのピッチを半音単位で調整Adjusts the pitch of the second channel in semi-tones.

	8*
	CN2
	Cent2
	—
	-50.0
	50.0
	2チャンネルのピッチをセント単位で調整Adjusts the pitch of the second channel in cents.

	9
	DL2
	Delay2
	ms
	1.0 ms
	500.0 ms
	2チャンネルの原音との時間差Adjusts the time difference between the wet and dry signals. Sync options from 4 to 1/64 bars.

	10*
	GN2
	Gain2
	%
	0.0%
	100%
	2チャンネルのゲイン補正Allows gain compensation to be applied to the second channel.

	11*
	PN2
	Pan2
	%
	-100.0%
	100%
	2チャンネルのパンAllows panning of the second channel.

	12*
	HIC
	HiCut
	Hz
	200.0 Hz
	20000.0 Hz
	高周波数を低減Allows the high frequencies affected by the pitch shifting to be reduced.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


Vintage Pitch (DUAL PITCH SHIFTER)/ビンテージピッチ
ピッチシフトは、しばしば2つの異なる方法で使用されます。1つはMixノブをより低く設定し、Centノブだけを使用してウェットトーンとドライトーンの間のピッチを少しずらすことです。これにより、全体的なサウンドがより微妙に太くなる「ボイスダブリング」効果が得られます。このエフェクトの極端な使い方は、ミックスノブを時計方向いっぱいに回して、シグナル全体を調整することです。このようにして、信号をオリジナルの上下のオクターブまで他のキーにシフトすることができます。音声で使用すると、「シマリス」なサウンドまたは低いダースベイダー効果が得られます。
SEMIノブとCENTノブが12:00に設定されていると、ピッチは変更されません。半音単位で調整すると非常に効果的になりますが、CENTノブを変更しても微妙な効果があります。DELAYノブは、ウェットサウンドとドライサウンドの間に時間差を作ります。LOとHI CUTノブは、影響を受ける信号を帯域制限することを可能にします。デュアルピッチエフェクトでは、左右のチャンネルを独立して調整したり、2つのチャンネルをフィードバックしたりパンしたりできます。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	SM1
	Semi1
	—
	-12.0
	12.0
	1チャンネルのピッチを半音単位で調整Adjusts the pitch of the first channel in semi-tones.

	2*
	CN1
	Cent1
	—
	-50.0
	50.0
	1チャンネルのピッチをセント単位で調整Adjusts the pitch of the first channel in cents.

	3
	DL1
	Delay1
	ms
	1.0 ms
	500.0 ms
	1チャンネルの原音との時間差Adjusts the time difference between the wet and dry signals. Sync options from 4 to 1/64 bars.

	4*
	FB1
	Feedback1
	%
	0.0%
	100%
	1チャンネルのフィードバック量Allows feedback to be applied to the first channel.

	5*
	PN1
	Pan1
	%
	-100.0%
	100%
	1チャンネルのパンAllows panning of the first channel.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	SM2
	Semi2
	—
	-12.0
	12.0
	2チャンネルのピッチを半音単位で調整Adjusts the pitch of the second channel in semi-tones.

	8*
	CN2
	Cent2
	—
	-50.0
	50.0
	2チャンネルのピッチをセント単位で調整Adjusts the pitch of the second channel in cents.

	9
	DL2
	Delay2
	ms
	1.0 ms
	500.0 ms
	2チャンネルの原音との時間差Adjusts the time difference between the wet and dry signals. Sync options from 4 to 1/64 bars.

	10*
	FB2
	Feedback2
	%
	0.0%
	100%
	2チャンネルのフィードバック量Allows feedback to be applied to the second channel.

	11*
	PN2
	Pan2
	%
	-100.0%
	100%
	2チャンネルのパンAllows panning of the second channel.

	12*
	HIC
	HiCut
	Hz
	2000Hz
	20000 kHz
	高周波数を低減Allows the high frequencies affected by the pitch shifting to be reduced.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


RotarySpkr (ROTARY SPEAKER)/ロータリースピーカー
Rotary Speakerは、レスリーの回転スピーカーの音をエミュレートします。ロータリースピーカーは、電気機械式の同等品よりも柔軟性があり、さまざまな楽器、さらにはボーカルと一緒に使用して、旋律的でサイケデリックな効果を生み出すことができます。
LO SPEEDノブとHI SPEEDノブはSLOWとFAST Speed選択の回転速度を調整し、FASTスイッチで切り替えることができます。ACCEL（回転）ノブは、SlowモードからFastモードへのスピードの増減速度を調整します。回転効果は、スピーカーの動きを止めるSTOPスイッチでも解除できます。DISTANCEはロータリースピーカーとバーチャルマイクの間の距離を調整します。
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	No
	DM12 REF
	PARAMETER
	UNITS
	MIN
	MAX
	DESCRIPTION

	1*
	LOS
	LoSpeed
	Hz
	0.1 Hz
	4.0 Hz
	低速動作時の回転速度Adjusts the rotational speed when the Low Speed operation is selected.

	2*
	HIS
	HiSpeed
	Hz
	2.0 Hz
	9.9 Hz
	高速動作時の回転速度Adjusts the rotational speed when the High Speed operation is selected.

	3*
	ACC
	Accel
	%
	0.0%
	100%
	SlowモードからFastモードへの速度の増減速度を調整Adjusts how quickly the speed increases and decreases from the Slow mode to the Fast mode.

	4*
	DIS
	Distance
	%
	0.0%
	100%
	ロータリースピーカーとバーチャルマイクの間の距離を調整Adjusts the distance between the Rotary speakers and the virtual microphone.

	5*
	BAL
	Balance
	—
	-100.0
	100.0
	バーチャルホーンとバーチャルドラムのバランスを調整Adjusts the balance between the virtual horn and virtual drum controlling the signal tone.

	6*
	MIX
	Mix
	%
	0.0%
	100%
	原音とのミックス量Controls the mix (or ratio) of wet (processed) and dry (unprocessed) signals.

	7*
	MOT
	Motor
	—
	RUN
	STOP
	モーターの回転効果を解除Allows The rotation effect of the motor to be disengaged (STOP).

	8*
	SPD
	Speed
	—
	SLOW
	FAST
	回転速度を低速または高速にSelects either the slow or fast speeds for rotation.

	* These parameters are available as modulation destinations in the Modulation Matrix


#　10.ショートカット
プログラミング作業をスピードアップするために、以下に示すようにDeepMind 12にはいくつかのショートカットが実装されています。
注：いずれかのショートカットスイッチを押している間、メニューは一時的に関連するメニューに切り替わります。ショートカットスイッチを離すとPROG画面に戻ります。
10.1メニューパラメータのリセット
メニューパラメータを一時的にデフォルト設定にリセットするには、 -  / NOスイッチと+ / YESスイッチを同時に押します。
10.2ポリコードバンク
ポリコードバンクをいつでもすばやく変更するには、POLY CHORDスイッチを押したまま、到達したいバンクの下のソフトスイッチを押します。バンクのレターはディスプレイの右上で変わります。目的のバンクに到達したら、POLY CHORDスイッチを放します。
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10.3 LFO 1　シェイプ
LFO 1の波形を変更するには、LFO 1 EDITスイッチを押し続けます。スイッチを押したままLFO 1 RATEフェーダーを使ってLFO 1の波形を設定することができます。LFO 1 EDITスイッチを押したままにしておくと、次のようなメッセージが表示されます。
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10.4 LFO 2　シェイプ
LFO 2の波形を変更するには、LFO 2 EDITスイッチを押し続けます。スイッチを押したままLFO 2 RATEフェーダーを使ってLFO 2の波形を設定することができます。LFO 2 EDITスイッチを押したままにしておくと、次のようなメッセージが表示されます。
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10.5 OSC　モジュレーションソース
OSCモジュレーションソースを変更するには、OSC EDITスイッチを押し続けます。スイッチを押しながら、以下のフェーダーを使ってそれぞれのパラメーターのソースを設定できます。
• OSC 1 PITCH MOD
• OSC 1 PWM
• OSC 2 PITCH MOD
• OSC 2 TONE MOD
OSCのEDITスイッチを押している間、ガイダンスを提供するために次のメッセージが表示されます。
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10.6 VCF LFOソース
VCF LFOソースを変更するには、VCF EDITスイッチを押し続けます。スイッチを押したままVCF LFOフェーダーを使ってソースLFOを選択できます。VCF EDITスイッチを押したままにしておくと、次のメッセージが表示されます。
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10.7 MOD MATRIX Bus 構成
各MOD MATRIXバスは、ソースとデスティネーションの大きなリストをスクロールしなくても構成できます。これを行うには、次の手順に従ってください。
1.ナビゲーションスイッチを使用して、設定したいバス上のパラメータを選択します。
2. MODスイッチを長押しします。
3.モジュレーションソースを選択するには、いずれかのEDITスイッチを押すか（さらに押すとスイッチに関連するオプションが順に切り替わります）、キーボードのキーを押すとノートに関連するソースが順に切り替わります。
4.モジュレーション先を選ぶには、必要なパラメーターのフェーダーを動かします。
5.モジュレーションデプスを設定するには、DATA ENTRYフェーダーを調整します。
必要に応じてバスを設定したら、MOD MATRIXスイッチを放すことができます。
注意：モジュレーションバスでプログラムの変更を聞くことができるように、すべての変更はすぐに有効になります。
10.8  ポリフォニー
ポリフォニーを変更するには、UNISON DETUNE EDITスイッチを押したままにします。スイッチを押しながら、UNISON DETUNEフェーダーを調整して使用可能なオプションからPOLYPHONYを選択できます。UNISON DETUNE EDITスイッチを押したままにしている間、次のメッセージが表示されます。
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10.9プログラムヘルプ
プログラムブラウザにアクセスするには、PROGスイッチを押し続けます。
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PROGスイッチを押している間PROG HELDヘルプが表示され、追加のガイダンスとコマンドが表示されます。これらのプログラムショートカットの詳細についてはセクション4をご覧ください。
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これがオプションの概要です。
•使用可能なプログラムを閲覧するには：PROGスイッチを押したまま、GLOBALスイッチを押すか、ロータリーコントロールを回してプログラムのリストを閲覧します。もう一度PROGを押すと、現在ハイライト表示されているプログラムが現在のプログラムになります。
•お気に入りのリストを表示するには：PROGスイッチを押したままFXスイッチを押して、ロータリーコントロールを回します。
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•現在の番組をお気に入りリストに追加するには：PROGスイッチを押したままFXスイッチを押し、+ / YESスイッチを押します。そのプログラムのディスプレイの右上に小さな幸せそうな顔が現れます。お気に入りからプログラムを削除するには、 -  / NOを押します。
•お気に入りをすべて削除するには：PROGスイッチを押したままFXスイッチを押し、WRITEスイッチを押します。+ / YESを使用した確認とお気に入りリストは空になります。（プログラムは失われません）
•現在のプログラムを同じカテゴリーの他のプログラムに変更するには：PROGスイッチを押したまま、 -  / NO / + / YESスイッチを押して現在のプログラムと同じカテゴリーのPREVIOUS / NEXTプログラムを選択します。
•他のカテゴリーに変更するには：PROGスイッチを押したまま、BANK / UP、BANK / DOWNスイッチを押してPREVIOUS / NEXTカテゴリーを選択します。 

•プログラムをロードすると、DeepMind 12のすべての物理的制御がメモリに保存されている位置と一致しない場合があります。すべての物理位置をプログラムに送信するには（保存された値に達するまでそれぞれを個別に動かすのではなく）、次の手順に従ってください。PROGスイッチを押したままWRITEスイッチを押します。現在のプログラムは、DeepMind 12の物理コントロールの位置で更新されます。
•プログラムを作成するときに固定点に戻るには、モジュレーションやエフェクトなしで設定され、各セクションで基本設定を使用しているデフォルトプログラムを呼び出すことができます。デフォルトプログラムをロードするには：PROGスイッチを押したまま、COMPAREスイッチを押します。デフォルトプログラムがロードされ、プログラム名が変わります。
10.10 ポリコード
ポリコードウィザードにすばやくアクセスするには、POLY CHORDスイッチを押してからキーボードのノートを押し続け、ロータリーコントロールを使って使用可能なコードを順に切り替えます。他のMODオプションを選択するには、BANK / DOWNおよびBANK / UPスイッチを使用します。詳しくはセクション8をご覧ください。
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FXモード時に[FX]+[UP]または[DOWN]･･･FXスロットの順番の入れ替え
FXモード時にFX画面の一番右で[FX]+[GLOBAL]･･･FXのコピー
FXモード時にFX画面の一番右で[FX]+[WRITE]･･･FXのペースト
[VCA-ENV]、[VCF-ENV]、[MOD-ENV]スイッチの同時押し･･･複数のENVを一括設定
#　11.接続例
11.アプリケーション
次のページでは、DeepMind 12アナログポリフォニックシンセサイザーの最も有用なアプリケーションをいくつかの実例を使って紹介します。
11.1スタジオ構成例
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11.2 Live Configuration ExampleOUTPUT2CVNORMOUTPUT1MIN 

11.2ライブ構成例 OUTPUT2CVNORMOUTPUT1MIN 
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11.3バンド/練習の設定例
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11.4モジュラーシンセサイザーとのインターフェースの例
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11.5他のハードウェアとのインターフェースの例
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11.6ポリチェーンの例
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#　12. DAW MIDI設定
12. DAWのMIDI設定
MIDIでコントロールできるすべてのパラメーターは、DAWまたはMIDIをサポートするアプリケーション内でオートメーションデータとして記録および再生できます。
DeepMind 12は、MIDI経由で通信する3つの方法を提供します。
・物理MIDIポート - 物理MIDIポートを使用するときは、MIDI情報をホストコンピュータ/タブレット/電話に渡すことができるMIDIインターフェースまたはその他のデバイスにこれらを接続する必要があります。
・USB-MIDI  -  DeepMind 12はクラス準拠のUSBデバイスであり、ほとんどのアプリケーションで入力と出力の両方として表示されるため、追加のドライバは必要ありません。
・WiFi-MIDI  -  DeepMind 12はRTP-MIDIをサポートしており、ほとんどのアプリケーションで入力と出力の両方として表示されるため、追加のドライバは必要ありません。
DeepMind 12アナログポリフォニックシンセサイザーをデジタルオーディオワークステーション（DAW）またはその他のオーディオ/ MIDIアプリケーションと組み合わせて使用​​するには、次の手順に従ってください。
GLOBAL-CONNECTIVITYメニューで、関連するインターフェース（MIDI / USB / Wi-Fi）が正しく設定されていることを確認してください。
DAW /アプリケーションMIDI設定でDeepMind 12がアクティブな入出力になっていることを確認してください。
DAWがDeepMind 12の送信チャンネルと同じチャンネルでMIDIを受信するように設定されていることを確認してください。
ノートナンバー、ベロシティ、ノートレングスなどのノートデータの記録、編集、再生はほとんどのアプリケーションで可能です。
アフタータッチ、ピッチベンド、モジュレーションホイール、その他のフェーダーなどのMIDI CCデータの録音、編集、再生はほとんどのアプリケーションで可能です。
MIDI NRPNデータの記録と再生は、特定のアプリケーションでのみ可能です。NRPNサポートの詳細については、製造元のデータを参照してください。
注：接続されている外部デバイスまたはアプリケーションを使用してパラメータを調整すると、DeepMind 12はその変更を他のインタフェースに転送します。たとえば、Wi-Fi経由で受信した変更は、DeepMind 12によってUSBポートとMIDIソケットの両方に再送信されます。データフォーマットは各インターフェースのモード設定に依存します
警告：DeepMind 12に同じ情報をフィードバックすると、動作が不安定になるため、どのような種類のMIDIループも作成しないように注意してください。
#　13. システムブロック図
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 MIDI Implementation Chart v. 2.0 Control Number Information Page 3 of 3
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 Manufacturer: Behringer
Model: DeepMind 12D
Version:1.0
Date: 01 September 2016

	Control #
	Function
	Transmitted (Y/N)
	Recognized (Y/N)
	Remarks

	101
	Registered Parameter Number(MSB)
	Yes
	Yes
	—

	102
	Effects Slot 3 Parameter 10
	Yes
	Yes
	—

	103
	Effects Slot 3 Parameter 11
	Yes
	Yes
	—

	104
	Effects Slot 3 Parameter 12
	Yes
	Yes
	—

	105
	Effects Slot 1 Type
	Yes
	Yes
	—

	106
	Effects Slot 2 Type
	Yes
	Yes
	—

	107
	Effects Slot 3 Type
	Yes
	Yes
	—

	108
	Effects Slot 4 Type
	Yes
	Yes
	—

	109
	Effects Slot 1 Gain
	Yes
	Yes
	—

	110
	Effects Slot 2 Gain
	Yes
	Yes
	—

	111
	Effects Slot 3 Gain
	Yes
	Yes
	—

	112
	Effects Slot 4 Gain
	Yes
	Yes
	—

	113
	Analog Thru
	Yes
	Yes
	—

	114
	Effects Mode
	Yes
	Yes
	—

	115
	3D Controller X-Axis
	Yes
	Yes
	—

	116
	3D Controller Y-Axis
	Yes
	Yes
	—

	117
	3D Controller Z-Axis
	Yes
	Yes
	—

	118
	—
	—
	—
	—

	119
	—
	—
	—
	—

	120
	All Sound Off
	Yes
	Yes
	—

	121
	Reset All Controllers
	Yes
	Yes
	—

	122
	Local Control On/Off
	Yes
	Yes
	—

	123
	All Notes Off
	Yes
	Yes
	—

	124
	Omni Mode Off
	Yes
	Yes
	—

	125
	Omni Mode On
	Yes
	Yes
	—

	126
	Poly Mode Off
	Yes
	Yes
	—

	127
	Poly Mode On
	Yes
	Yes
	—


14. MIDI NRPN Commands
NRPN (Non-Registered Parameter Numbers) are a special type of MIDI communication that allows control of parameters that are not defined in the basic MIDI standard. NRPNs work by using groups of defined controller messages to expand the number of available parameter numbers and also to extend the maximum resolution. For more information on NRPNs and their implementation please consult the MIDI Manufacturers Association at www.midi.org. For specific information regarding the support of NRPN data within any Audio/MIDI application please consult the manufacturer.
An NRPN message consists the following byte sequence
The Data Entry (MSB) message is optional and can be ignored for switch parameters or any parameters which have a range of 0-127 or less.
Note : When Running Status is taken into account, this bytes sequence is reduced to.. B0, 63, aa, 62, bb, 06, cc, 26, dd.
Note : Once the NRPN parameter ID has been selected with the first two messages if the previously selected parameter is changed again (i.e. user is moving a single control) then the first two messages can be omitted leaving just the Data Entry LSB & MSB messages.
Note : The DeepMind 12D treats NPRNs from USB, Wi-Fi & the physical MIDI ports separately i.e. it has a 'selected NPRN parameter' for each interface. The NRPN implementation of the DeepMind 12D is listed in the table below:
	
	
	
	
	
	

	0
	0
	00
	LFO 1 Rate
	0-255
	—

	0
	1
	01
	LFO 1 Delay / Fade
	0-255
	—

	0
	2
	02
	LFO 1 Shape
	0-6
	Sine (0), Triangle (1), Square (2), Ramp Up (3), Ramp Down (4), Sample & Hold (5), Sample & Glide (6)

	0
	3
	03
	LFO 1 Key Sync
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	4
	04
	LFO 1 Arp Sync
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	5
	05
	LFO 1 Mono Mode
	0-1
	Poly (0) Mono (1) or SPREAD-1(2) to SPREAD-254(255)

	0
	6
	06
	LFO 1 Slew Rate
	0-255
	—

	0
	7
	07
	LFO 2 Rate
	0-255
	—

	0
	8
	08
	LFO 2 Delay / Fade
	0-255
	—

	0
	9
	09
	LFO 2 Shape
	0-6
	Sine (0), Triangle (1), Square (2), Ramp Up (3), Ramp Down (4), Sample & Hold (5), Sample & Glide (6)

	0
	10
	10
	LFO 2 Key Sync
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	11
	11
	LFO 2 Arp Sync
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	12
	12
	LFO 2 Mono Mode
	0-255
	Poly (0) Mono (1) or SPREAD-1(2) to SPREAD-254(255)

	0
	13
	13
	LFO 2 Slew Rate
	0-255
	—

	0
	14
	14
	OSC 1 Range
	0-2
	16' (0), 8' (1), 4' (2)

	0
	15
	15
	OSC 2 Range
	0-2
	16' (0), 8' (1), 4' (2)

	0
	16
	16
	OSC 1 PWM Source
	0-5
	Manual (0), LFO 1 (1), LFO 2 (2), VCA Env (3), VCF Env (4), Mod Env (5)

	0
	17
	17
	OSC 2 Tone Mod Source
	0-5
	Manual (0), LFO 1 (1), LFO 2 (2), VCA Env (3), VCF Env (4), Mod Env (5)

	0
	18
	18
	OSC 1 Pulse Enable
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	19
	19
	OSC 1 Saw Enable
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	20
	20
	OSC Sync Enable
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	21
	21
	OSC 1 Pitch Mod Depth
	0-255
	—

	0
	22
	22
	OSC 1 Pitch Mod Select
	0-6
	LFO 1 (0), LFO 2 (1), VCA Env (2), VCF Env (3), Mod Env (4), LFO 1 Unipolar (5), LFO 2 Unipolar (6)

	0
	23
	23
	OSC 1 Aftertouch > Pitch Mod Depth
	0-255
	—

	0
	24
	24
	OSC 1 Mod Wheel > Pitch Mod Depth
	0-255
	—

	0
	25
	25
	OSC 1 PWM Depth
	0-255
	—

	0
	26
	26
	OSC 2 Level
	0-255
	—

	0
	27
	27
	OSC 2 Pitch
	0-255
	—

	0
	28
	28
	OSC 2 Tone Mod Depth
	0-255
	—

	0
	29
	29
	OSC 2 Pitch Mod Depth
	0-255
	—

	0
	30
	30
	OSC 2 Aftertouch > Pitch Mod Depth
	0-255
	—

	0
	31
	31
	OSC 2 Mod Wheel > Pitch Mod Depth
	0-255
	—

	0
	32
	32
	OSC 2 Pitch Mod Select
	0-6
	LFO 1 (0), LFO 2 (1), VCA Env (2), VCF Env (3), Mod Env (4), LFO 1 Unipolar (5), LFO 2 Unipolar (6)

	0
	33
	33
	Noise Level
	0-255
	—

	0
	34
	34
	Portamento time
	0-255
	—

	0
	35
	35
	Portamento mode
	0-13
	Normal (0), Fingered (1), Fixed Rate (2), Fixed Rate Fingered (3), Exponential (4), Exponential Fingered (5), Fixed
+2 (6), Fixed -2 (7), Fixed +5 (8), Fixed -5 (9), Fixed +12 (10), Fixed -12 (11), Fixed +24 (12), Fixed -24 (13)

	0
	36
	36
	Pitch bend Up depth
	0-24
	In steps of 1 semitone

	0
	37
	37
	Pitch bend Down depth
	0-24
	In steps of 1 semitone

	0
	38
	38
	OSC 1 Pitch Mod Mode
	0-1
	0 ( OSC1+2), 1 (OSC 1 Only)

	0
	39
	39
	VCF Frequency
	0-255
	—

	0
	40
	40
	VCF HighPass Frequency
	0-255
	—

	0
	41
	41
	VCF Resonance
	0-255
	—

	0
	42
	42
	VCF Envelope Depth
	0-255
	—

	0
	43
	43
	VCF Envelope Velocity Sensitivity
	0-255
	—

	0
	44
	44
	VCF Pitch Bend to Freq Depth
	0-255
	—



	
	
	
	
	
	

	0
	45
	45
	VCF LFO Depth
	0-255
	

	0
	46
	46
	VCF LFO Select
	0-1
	LFO 1 (0), LFO 2 (1)

	0
	47
	47
	VCF Aftertouch > LFO Depth
	0-255
	

	0
	48
	48
	VCF Mod Wheel > LFO Depth
	0-255
	

	0
	49
	49
	VCF Keyboard Tracking
	0-255
	

	0
	50
	50
	VCF Envelope Polarity
	0-1
	Negative (0), Positive (1)

	0
	51
	51
	VCF 2 Pole Mode
	0-1
	4 Pole (0), 2 Pole (1)

	0
	52
	52
	VCF Bass Boost
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	53
	53
	VCA Envelope Attack Time
	0-255
	

	0
	54
	54
	VCA Envelope Decay Time
	0-255
	

	0
	55
	55
	VCA Envelope Sustain Level
	0-255
	

	0
	56
	56
	VCA Envelope Release Time
	0-255
	

	0
	57
	57
	VCA Envelope Trigger Mode
	0-4
	Key (0), LFO 1 (1), LFO 2 (2), Loop (3), Control Sequencer Step (4)

	0
	58
	58
	VCA Envelope Attack Curve
	0-255
	

	0
	59
	59
	VCA Envelope Decay Curve
	0-255
	

	0
	60
	60
	VCA Envelope Sustain Curve
	0-255
	

	0
	61
	61
	VCA Envelope Attack Curve
	0-255
	

	0
	62
	62
	VCF Envelope Attack Time
	0-255
	

	0
	63
	63
	VCF Envelope Decay Time
	0-255
	

	0
	64
	64
	VCF Envelope Sustain Level
	0-255
	

	0
	65
	65
	VCF Envelope Release Time
	0-255
	

	0
	66
	66
	VCF Envelope Trigger Mode
	0-4
	Key (0), LFO 1 (1), LFO 2 (2), Loop (3), Control Sequencer Step (4)

	0
	67
	67
	VCF Envelope Attack Curve
	0-255
	

	0
	68
	68
	VCF Envelope Decay Curve
	0-255
	

	0
	69
	69
	VCF Envelope Sustain Curve
	0-255
	

	0
	70
	70
	VCF Envelope Attack Curve
	0-255
	

	0
	71
	71
	Mod Envelope Attack Time
	0-255
	

	0
	72
	72
	Mod Envelope Decay Time
	0-255
	

	0
	73
	73
	Mod Envelope Sustain Level
	0-255
	

	0
	74
	74
	Mod Envelope Release Time
	0-255
	

	0
	75
	75
	Mod Envelope Trigger Mode
	0-4
	Key (0), LFO 1 (1), LFO 2 (2), Loop (3), Control Sequencer Step (4)

	0
	76
	76
	Mod Envelope Attack Curve
	0-255
	

	0
	77
	77
	Mod Envelope Decay Curve
	0-255
	

	0
	78
	78
	Mod Envelope Sustain Curve
	0-255
	

	0
	79
	79
	Mod Envelope Attack Curve
	0-255
	

	0
	80
	80
	VCA Level
	0-255
	

	0
	81
	81
	VCA Envelope Depth
	0-255
	

	0
	82
	82
	VCA Envelope Velocity Sensitivity
	0-255
	

	0
	83
	83
	VCA Pan Spread
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	84
	84
	Voice Priority Mode
	0-2
	Lowest (0), Highest (1), Last (2)

	0
	85
	85
	Polyphony Mode
	0-12
	Poly (0), Unison 2 (1), Unison 3 (2), Unison 4 (3), Unison 6 (4), Unison 12 (5), Mono (6), Mono 2 (7), Mono 3 (8).
Mono 4 (9), Mono 6 (10), Poly 6 (11), Poly 8 (12)

	0
	86
	86
	Envelope Trigger Mode
	0-3
	Mono (0), Re-Trigger (1), Legato (2), One-Shot (3)

	0
	87
	87
	Unison Detune
	0-255
	Sets the amount phatness!

	0
	88
	88
	Voice Drift
	0-255
	

	0
	89
	89
	Parameter Drift
	0-255
	



	
	
	
	
	
	

	0
	90
	90
	Drift Rate
	0-255
	

	0
	91
	91
	OSC Portamento Balance
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	92
	92
	OSC Key Down Reset
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	93
	93
	Mod 1 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	94
	94
	Mod 1 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	95
	95
	Mod 1 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	96
	96
	Mod 2 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	97
	97
	Mod 2 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	98
	98
	Mod 2 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	99
	99
	Mod 3 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	100
	100
	Mod 3 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	101
	101
	Mod 3 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	102
	102
	Mod 4 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	103
	103
	Mod 4 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	104
	104
	Mod 4 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	105
	105
	Mod 5 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	106
	106
	Mod 5 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	107
	107
	Mod 5 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	108
	108
	Mod 6 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	109
	109
	Mod 6 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	110
	110
	Mod 6 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	111
	111
	Mod 7 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	112
	112
	Mod 7 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	113
	113
	Mod 7 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	114
	114
	Mod 8 Source
	0-22
	See Modulation Matrix Source List

	0
	115
	115
	Mod 8 Destination
	0-129
	See Modulation Matrix Destination List

	0
	116
	116
	Mod 8 Depth
	0-255
	-128 (0) to +127 (255)

	0
	117
	117
	Ctrl Sequencer Enable
	0-1
	Off (0), On (1)

	0
	118
	118
	Ctrl Sequencer Clock Divider
	0-15
	See Control Sequencer divider table

	0
	119
	119
	Sequence Length
	0-31
	1 (0) to 32 (31) steps

	0
	120
	120
	Sequencer Swing Timing
	0-25
	50% (0) to 75% (25)

	0
	121
	121
	Key Sync & Loop
	0-2
	Loop On (0), Key Sync On (1), Loop & Key Sync On (2)

	0
	122
	122
	Slew Rate
	0-255
	

	0
	123
	123
	Seq Step Value 1
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	0
	124
	124
	Seq Step Value 2
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	0
	125
	125
	Seq Step Value 3
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	0
	126
	126
	Seq Step Value 4
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	0
	127
	127
	Seq Step Value 5
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	0
	128
	Seq Step Value 6
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	1
	129
	Seq Step Value 7
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	2
	130
	Seq Step Value 8
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	3
	131
	Seq Step Value 9
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	4
	132
	Seq Step Value 10
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	5
	133
	Seq Step Value 11
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	6
	134
	Seq Step Value 12
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	7
	135
	Seq Step Value 13
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	8
	136
	Seq Step Value 14
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	9
	137
	Seq Step Value 15
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	10
	138
	Seq Step Value 16
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	11
	139
	Seq Step Value 17
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	12
	140
	Seq Step Value 18
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	13
	141
	Seq Step Value 19
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	14
	142
	Seq Step Value 20
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	15
	143
	Seq Step Value 21
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	16
	144
	Seq Step Value 22
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	17
	145
	Seq Step Value 23
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	18
	146
	Seq Step Value 24
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	19
	147
	Seq Step Value 25
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	20
	148
	Seq Step Value 26
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	21
	149
	Seq Step Value 27
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	22
	150
	Seq Step Value 28
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	23
	151
	Seq Step Value 29
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".



	
	
	
	
	
	

	1
	24
	152
	Seq Step Value 30
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	25
	153
	Seq Step Value 31
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	26
	154
	Seq Step Value 32
	0-255
	Bipolar step value -127 (1) to +127 (255). A value of 0 is "skip step".

	1
	27
	155
	Arp On/Off
	0-1
	Off (0), On (1)

	1
	28
	156
	Arp Mode
	0-10
	Up (0), Down (1), Up&Down (2), Up Inv (3), Down Inv (4), Up&Down Inv (5), Up Alt (6), Down Alt (7), Random (8),
As Played (9), Chord (10)

	1
	29
	157
	Arp Rate (tempo)
	0-255
	20 bpm (0) to 275 bpm (255)

	1
	30
	158
	Arp Clock
	0-12
	See Arpeggiator clock divider table

	1
	31
	159
	Arp Key Sync
	0-1
	Off (0), On (1)

	1
	32
	160
	Arp Gate Time
	0-255
	

	1
	33
	161
	Arp Hold
	0-1
	Off (0), On (1)

	1
	34
	162
	Arp Pattern
	0-64
	None (0), Preset-1 (1) ... User-1 (33) ... User-32 (64 )

	1
	35
	163
	Arp Swing
	0-25
	50% (0) to 75% (25)

	1
	36
	164
	Arp Octaves
	0-5
	1 to 6 Octaves

	1
	37
	165
	FX Routing
	0-9
	See FX Connection Modes

	1
	38
	166
	FX 1 Type
	0-33
	See FX Type list

	1
	39 - 50
	167 - 178
	FX 1 Params
	0-255
	FX Slot 1 Parameters

	1
	51
	179
	FX 2 Type
	0-33
	See FX Type list

	1
	52 - 63
	180 - 191
	FX 2 Params
	0-255
	FX Slot 2 Parameters

	1
	64
	192
	FX 3 Type
	0-33
	See FX Type list

	1
	65 - 76
	193 - 204
	FX 3 Params
	0-255
	FX Slot 3 Parameters

	1
	77
	205
	FX 4 Type
	0-33
	See FX Type list

	1
	78 - 89
	206 - 217
	FX 4 Params
	0-255
	FX Slot 4 Parameters

	1
	90
	218
	FX 1 Output Gain
	0-150
	—

	1
	91
	219
	FX 2 Output Gain
	—
	—

	1
	92
	220
	FX 3 Output Gain
	—
	—

	1
	93
	221
	FX 4 Output Gain
	0-150
	Output gain for FX slots 1-4

	1
	94
	222
	FX Mode
	0-2
	Insert (0), Send (1), Bypass (2)

	1
	95 - 111
	223 - 239
	Program Name
	0-127
	Null terminated Program name. 16(+1) char ASCII string.

	1
	112
	240
	Program Category
	0-16
	See program category table

	1
	113
	241
	Program Transpose
	80 - 176
	-48 (80) ... 0 ( 128) ... 176 (+48 )


14. Global Commands
	
	
	

	MIDI Channel
	0-16
	Sets MIDI Rx / Tx channel. 0 = All, 1 = Ch1 ... 16 = Ch16

	Fader Local
	0-1
	Sets the fader local mode, i.e whether the faders control the synth (1) or just send MIDI (0)

	Global Tune
	0-255
	0=-128 cents, 128=0 cents 255 = +127 cents

	MIDI Clock Source
	0-2
	Sets the source for the Arp clock. MenuItemMidiClock_e (Internal, MIDI, USB )

	MIDI Program Change Mode
	0-2
	Sets whether the synth receives or sends Program changes or both. MenuItemProgramChangeMode_e (Rx, Tx, Both)

	USB Control mode
	0-2
	Sets whether the synth sends CC (eg for controlling a soft synth) or NRPN messages to USB (for our iOS App) - this is set automatically when an
app notify message is received.

	MIDI Control mode
	0-2
	Sets whether the synth sends CC (eg for controlling another synth) or NRPN messages to MIDI (for our VST App) - this is set automatically when
an app notify message is received.

	MIDI Soft Thru
	0-1
	Sets whether the synth forwards messages received on MIDI In to MIDI Out (Off, On ).

	USB to MIDI
	0-1
	Sets whether the synth forwards messages received on USB to MIDI Out (Off, On )

	MIDI to USB
	0-1
	Sets whether the synth forwards messages received on MIDI In to USB (Off, On )

	Pedal CC
	0-3
	Sets the MIDI Controller sent by the foot controller pedal input ( Foot Control (CC4), Breath (CC3), Volume (CC7), Expression (CC11)

	Sustain CC
	0-3
	Sets the polarity and function of the sustain pedal switch (Normal+, Normal-, Arp(+), Arp(-))

	Fader Pick Up Mode
	0-2
	Set the Fader pick-up mode (Relative, Pass-thru, Jump )

	LCD Brightness
	0-9
	Sets the LCD brightness in 10% steps (10% to 100%)

	LCD Contrast
	0-9
	Sets the LCD contrast in 10% steps (10% to 100%)

	Arp Send to MIDI
	0-1
	Enables transmission of arpeggiator output to MIDI out (both USB and physical MIDI)

	Send NRPN on load
	0-2
	(may be removed for release version) - Dumps NRPN values when a new program is loaded (mainly for ctrlr) MenuItemSendNrpnOnLoad_e (Off,
MIDI, USB)


[image: image445.png]<«

19, MIDI SysEx Commands« 1922 App Notify Messages<:
SysEx (System Exclusive) are  special type of DI communication that allows “This message i transmited to the synth to identify that there i a control app
control of parameters and settings on a device/manufacturer specffic bass. connected on a particular MIDI nterface. The synth, on receiving this message

For more nformation on ysEx and it implementation lease consult the MDI<*  will ensure that NPRN and SysEx messages are enabled on this iterface and
Manfacturer Asociaton a wi.mid.or. For speciic imformation regaringthe then will rply ith device D, i/t chamelsand teface 1D of the nterfce
support of SysEx data within any third party Audio/ DI applications please whichthe appnotify mesage was received on. When an app s connected onan

consult the manufacture. < ineface,the unitsencs out adtoal $sbx mesages sicha key down & vice
The SysEx inplementation of the DeepMind 120 i descrbed n the allocation update messagese
following sections:<* APP NOTIFY REQUEST<*
; ) e Desrpton .
o e miversal System Exclusive Message o Spen e Syt ©
evice Inq o0, 20,3,€ Behringer Manufacturers ID< €
This mesagecan b et detect thepresnceofte ythandt gt the 0 D T o 153 c
current global WD channel setting (also used as a SysEx Device ID when e Derce D05 4;
addressingthesynth) < ol o e
DEVICE ENQUIRY SysEx REQUEST< reserved €
-

i l}yles Description

Systen Excusie Stats Bytec

7:-1 Non Rl Time essge Codee i e e
mortee Derice 10 015 or T for boadcaste” systen Exclse Stats ytee”

0% Generalnformation essage Code<” 02,25 Behringe Nanufactrers D

01e dentty Request Hessage Code” e Deeplind 120 Hodel D=

Fe Exd o st Ecisiee e Devce D015

100 Contol 4pp Noty Responsee
DEVICE ENQUIRY SysEx RESPONSE< o i 0T,

T N [T TV
i F0e Sytem Excusve Staus Bytec ' e Interface ID 0-H1DI 1=US8 2-Wif)<
TS Hon Real Time Hessage Codec ®e Curently selected banl (1)
ol o[ty b e 6
e Wit s e
el e e
0,0, Sehringer Nanufacturers D Vaice Softvare Najor Verson Number [0-127]
200 Deephind2 Product Family 1D Code [LSByte}e” Voice Softvare Ninor Version Number (0-127)2
o it e s s
i s e s i e
007 Deephlind2 Family Hember ID Code (HSByte]©

MainSftvare Version Revison Iformatio | = minor revisione

e 07)n=majo revson 0-15]

0= Resenvede

i Voce Sofvare o Verson Number (127
e Voce Sofvare inr Versio Number (127

e E0d of ystem Bxclsivee





  [image: image446.png]1923 Bulk Dump Packed Data Format:*

The bulk dumps listed below all use Packed HS it format data packing soa
aw data set of 7 bytesx 8 bits aretransmitted as 8 byt o 7-bis (NSB s 0 for
SysEx message data) with the MSBs of th origina bytes packed into the frst
byt ofthe byt ransmited sequence.«*

DATA( fset= 8bitxTbyte )<

I o e et

Tt

.

< I
Tz

MIDI DATA  1set = 7bit x 8byte

Tn+0e )

EDIT BUFFER DUMP REQUI

1924 Dump Messages<

These messages can be usec

dtorequesta data dump, andare shown with their

vesponss, Exch arameter is stored in it own yte and the data fornat s

documented in the NRPN tabl

F0e

le.<

PROGRAM DUMP REQUEST<

Systen Excuse Starte

02,26

ehrnger Namfacturrs 1D

02

Deeplindi2 lodel D=

0de

Devce D (0151

[

Program Dump Requeste

e

Bk Number (07}

ppe

Progan Nurber (0127

e

F0e

E0d of ysten Bxclsivee

PROGRAM DUMP RESPONSE <

System Excuse Starte

02,26

ehrnger Namfacturrs 1D

02

Deeplindi2 lodel D=

0de

Devce D (0151

[

Program Dump Resporse<

[

Comms Protocol Version

e

Bk umber (0]

[

Progam Nurber (0127

—a

242 bytes ofProgam Data packed o 278 7+t message by =

EST<

s

02,26

ehrnger Namfacturrs 1D

02

Deeplindi2 lodel D=

0de

Devce D (0151

[

it auffer Dunp fequete”

e

Endof Sysen Bxclsvec




 [image: image447.png]EDIT BUFFER DUMP RESPONSE<*

F0e

system Excuse Starte:

02,26

ehrnger Namfacturrs 1D

02

Deeplindi2 lodel D=

0de

Devce D (0151

[

it BfferDunp Resporsee>

[

Comms Protocol Version

—a

242 bytes ofProgam Data acked to 278 7-t message bytes

(GLOBAL PARAMETER DUMP REQUEST<

F0e

systen Excuse Starte:

02,26

ehrnger Namfacturrs 1D

02

Deeplindi2 lodel D=

0de

Devce D (0151

052

Glbal Peraneter Dunp Requeste

e

Endof Systen Bxclsvec

E Y




[image: image448.png](GLOBAL PARAMETER DUMP RESPONSE<

F0e

System Excuse Starte:

PROGRAM BANK DUMP REQUEST (Response s individual program dump
responses in a sequence)<"

L M N Y

SINGLE USER PATTERN DUMP RESPONSE<

F0e System Excuse Starte

0,20 [tehinger Nanactures 0 foe ysen bicusvesane
e Depndiz ode D= 0,20 [tehinger Nanactures 0
i DevicelD (03] 0 Deephind12 Hodel D=
06 Global Parameter Dunp Resporse i DevicelD (03]
[ Conns PrtacolVerion we BankDump Requess
—a 35 8yes of Global 0ta packed o 55 701 messae bytes.c. bbe Gank Number (07)
fio First Program (0-127)
SINGLE USER PATTERN DUMP REQUEST< = Lt progan (0127)
Foe System Exclusive Starte PROGRAM BANK NAMES DUMP REQUEST <
0,20,32¢ Behringer Nanufacturers 1D g
e Depndiz ode D= Roe ysen Bicsvesan:
i DevicelD (03] 0,20, Sehringer Nanufacturers D
e SgeUser oo Dup et e Depndiz ode D=
e Patter Nuber 0.31) i DevicelD (03]
e End o Sstem Exclsivec [ Bank Program Names Dump Request=
[ Barkunberc

e

PROGRAM BANK NAMES

Endof Syt Bxcisvec

DUMP RESPONSE<*

AR A

SN N e Y

W ae ehrnger Namfacturrs 1D
200 Deeplind2 odel D Fo sysen Exclshe State: :
6o Devce D (0151 02,25 ehrnger Namfacturrs 1D
[ Singe Use Patten Dup Resporse e Deeplind2 odel D
0% CommsProtacl Vesone 00 Devce D (0151
e Fattern Number 031 08 Tk Program Names Dunp Resporse=”

65yt Usr Pt packed it 80 7t message byes, e we CommsProtacl Veson
patten dta i 1 byte length olowed by 32 ytes forstepvelay Bbe ank Number
and 32 bytes for tep gate< e Program name chars unpacked length = 128 Programs * 16 bytese-

EDIT BUFFER PATTERN DUMP REQUEST<*

- 2048 Bytes, Packed datalength - 2344





[image: image449.png]SINGLE PROGRAM NAME DUMP REQUEST

foe St Exclste St e
20,55 ehriger Nanfctures D foe St Exclse St <
202 Deplind ot D= 20,55 ehriger Nanfctures D e
i Device D [0-15)2 0 Deephlind2 Hodel D e
[ it Buffer Patten Dump Reguest® 0de Device D [0-15)2 le
iz e o en bt oce Sl Progam ame Dump Reqest= e
bbe BankNumber -

EDIT BUFFER PATTERN DUMP RESPONSE<* i Mber <
e Progan Hurber «

<

s

02,26

ehrnger Namfacturrs 1D

02

Deeplindi2 lodel D=

0de

Devce D (0151

SINGLE PROGRAM NAME

[

DUMP RESPONSE<

Systen Excuse Starte

[ it Bt Patten ump Resporse W ae ehrnger Namfacturrs 1D
0% CommsProtacl Vesone 200 Deeplind2 odel D
— 65 byte Use Pattn packed o 30 741 mesage Byes.= 6o Devce D (0151
End o sten Ecisiee 0 Tk Program Names Dunp Resporse=”
06 CommsProtacl Veson
[T nk Number
— 16byte Program e packed o 24 Byt





[image: image450.png]CALIBRATION DATA DUMP REQUEST<* 20. Firmware Updatee‘

The DeepMtind 120 can receive operating system updates which may add

my;gjz — ;’:;:’:;’:::j::,::s:ﬂ o < ewfetures o eslve e, These aperatig st dates come i te
T € formof fimware'
e SoeD [T = o perfor a irmvare pdte, follow thee steps:
e Gt b e -

1. Check update avalablityat wiw. behringer.com/Deephind 120«

CALIBRATION DATA DUMP RESPONSE* L. Download updatec
: 3 Unip/Epand fles o a flde on your oal hard dive. -
Foe System Exclusive Starte? i« 4. Inside the folder start the ‘DeepMind Updater” application<*
0,577 [wmgerhanactues 07 c ) ) ;
23 e 5. Followth ntrcions i the eadne e nclded with the dovnca.«
e Devce D (0151 6. Once complete, enjoy new features/performance. -
e Clrstonha Do -
06¢ | Comms Protocol Version< i«
. Voie and Contoller calbration dat packed o 88 T4t

message btese

CHORD MEMORY DUMP REQUEST<*

Systen Excuse Starte

ehrnger Namfacturrs 1D

Deeplindi2 lodel D=

Devce D (0151

Chord Hemory Durp et

End of Systen Exclsvec




[image: image451.png]CHORD MEMORY DUMP RESPONSE <

O P

) systen Bxciuse tate”
02,25 Behringe Nanufactrers D

200 Deeplindi2 lodel D=

6o DevielD 0151

ice oly Chord femory Dump Response<”

06 Comms ProtoclVersion

. 26 bytes Chrd memoy packed nto 32 7t messagebytes,Note<|

unused lcations set to BxFFe

POLY CHORD MEMORY DUMP REQUEST<

Foe syten Exciuse tate”
02,25 Behringe Nanufactrers D
200 Deeplindi2 lodel D=
6o DevielD 0151
e oly Chord femory D Request
e End of Systen Bxclsvec

POLY CHORD MEMORY DUMP RESPONSE<*

O P

) systen Bxciuse tate”
02,25 Behringe Nanufactrers D

200 Deeplindi2 lodel D=

6o DevielD 0151

Ee oly Chord femory Dump Response<”

0% Comms ProtoclVersion

. 512bytes Poly Chord memory packed nto 572 7-bit messagee

e, Note wused ocatons st to 0F5





21. トラブルシューティング

DeepMind 12D の電源を入れる前に、次のことを確認してください。 スピーカーまたはヘッドフォンが正しく接続されている。

外部デバイスの電源がオフになっています。

表面の VOLUME ノブを 0 の位置まで回します。リアパネルにある POWER スイッチをオンにします。

DeepMind 12D オペレーティング システムが起動し、ディスプレイに Behringer のロゴが表示されます。

PROG メニューが表示されたら、接続されているデバイスの電源をオンにして、音量を適切なレベルまで上げることができます。

DeepMind 12D の電源をオフにする前に、次のことを確認してください。 接続されているすべてのオーディオ デバイスの出力レベルを下げてください。

接続しているすべてのオーディオ機器の電源を切る

21.1 シンセサイザーから音が出ない

オーディオ接続が確立されていることを確認します。ボリューム コントロールが下がっていないことを確認します。

外部キーボード コントローラーの物理的な接続と MIDI 設定を確認します。

デフォルトのプログラムを呼び出します (PROG+WRITE を押します)。デフォルトのプログラムがサウンドを生成する場合は、使用しようとしているプログラムを詳細に調べて、プログラムがオーディオを生成するのを妨げている可能性のあるパラメーター設定を見つける必要があります。

21.2 キーまたはコントロールを使用してもシンセサイザーが反応しない

外部キーボード コントローラーの物理的な接続と MIDI 設定を確認します。

CHAIN PARAMETERS メニューで、キーボード スプリットが正しく使用されていることを確認します。CHAIN PARAMETERS メニューに直接アクセスするには、POLY セクションの EDIT スイッチを 3 回押してから、KEY RANGE の設定を確認します。

21.3 プログラムのサウンドがどこか違う

比較機能を使用して、すべてのフェーダーを保存された位置に戻します。

外部キーボードのモジュレーション ホイールがプログラムのデフォルトの位置に設定されていることを確認します。

21.4 シンセサイザーから MIDI 信号が来ない

MIDI 接続が確立されていることを確認します。

接続 (物理/USB/Wi-Fi) の MIDI 設定を確認します。

21.5 アルペジエーターまたはコントロールシーケンサーが実行されていません

アルペジエーターのクロックソースを確認してください。

21.6 オーディオ出力でブーンという音やハミング音が聞こえる

異なる電源/ソケットを使用するデバイス間で USB やオーディオ接続を行うと、グランド ループが発生することがあります。コンピュータと DeepMind 12D の間の接地の問題を解決するには、適切な接地方法に従い、すべてのデバイスが同じ接地基準を使用していることを確認してください。

その他の可能な解決策には、トランスがオーディオ接続を分離する DI ボックスの使用、または光学的に分離された物理 MIDI ソケットの使用が含まれます。

21.7 シンセサイザーの動作がおかしくなる

接続されているデバイス/アプリケーションが、MIDI データをフィードバックする MIDI ループを作成していないことを確認します。

21.8 シンセサイザーの音がずれている
POLY EDIT メニューの PITCH PARAMETERS ページを確認し、TRANSPOSE と GLOBAL-TUNE の設定を確認します。

GLOBAL-SYSTEM SETTINGS-CALIBRATE メニューにあるボイス キャリブレーション ルーチンを実行します。

21.9 VCF レゾナンスが期待どおりにノートをトラッキングしない

GLOBAL-SYSTEM SETTINGS-CALIBRATE メニューにあるボイス キャリブレーション ルーチンを実行します。

22. ブートローダー メニュー

注意: このメニューは、工場またはサービス専用です。不適切な使用は、DeepMind 12D に損傷を与える可能性があります。

注: ブートローダー機能を使用する前に、プログラム/パターンを必ずバックアップしてください。

ブートローダー メニューを表示するには、次の手順に従います。

1. DeepMind 12D がオフになっていることを確認します。

2. PROG と WRITE スイッチを押し続けます。

3. DeepMind 12D の電源を入れます。

4. PROG および WRITE スイッチを放します。

ブートローダー メニューが表示されます。オプションについては、このセクションで説明します。

オプションを選択するには、適切な CALIBRATE 行の「<」記号が BANK/UP および BANK/DOWN スイッチを使用して強調表示されていることを確認してから、+/YES スイッチを押します。

22.1 1- WiFi フラッシュのフォーマット

工場使用のみ。

22.2 2- MIDI アップデート

工場使用のみ。

22.3 3- 校正データのリセット

このオプションは、キャリブレーション データをリセットします。

22.4 4- コードのリセット

このオプションはコードメモリーをリセットします。

22.5 5- ポリコードのリセット

このオプションは、ポリコード メモリをリセットします。

22.6 6- グローバルのリセット

このオプションは、グローバル設定をリセットします。

22.7 7- すべてリセット

このオプションは、オプション 1 ～ 5 の設定で説明されているすべてのフォーマットのリセットを実行します。

22.8 8- 終了

このオプションは、ブートローダー メニューを終了し、DeepMind 12D を通常の動作に戻します。

23. 用語の定義

この用語集では、このマニュアルで使用されている記号、用語、および略語について説明しています。

16'/8'/4': オシレータの範囲を表すために使用されます。この用語はパイプ オルガンに由来します。パイプの長さは、生成されるピッチに反比例します。たとえば、4 フィートのパイプは 8 フィートのパイプよりも 1 オクターブ高くなります。

ADC または A/D: アナログからデジタルへのコンバーター。信号変換のプロセスを説明するために使用されます。

AC: 交流

ADSR: Attack、Decay、Sustain、Releaseの4段階のエンベロープ。

アフタータッチ：キーを押した後にキーにかかる圧力。この圧力は MIDI 信号に変換され、圧力の量で別のパラメーターを変調できるようになります。

アルゴリズム: 操作を完了するために使用されるプロセスまたは一連のルール。

アンプ：信号のレベルを上げる回路。

振幅変調 (AM): 別の信号源による音の振幅 (またはレベル) の変調。AM は、低周波変調ソースを使用してトレモロを生成するために使用されます。

アナログ：何か他のものに比例または類似しているもの。シンセサイザーの場合、オーディオ電子回路は空気圧力波の別の形態です。アナログ信号には、コンポーネント、トポロジー、回路、および設計による歪みが含まれており、デジタルで生成されたものよりも温かみがあり、より自然であると認識されることがよくあります。

アルペジエーター: 「アルペジオ」は、同時にではなく順番に演奏される複数の音符です。アルペジエーターは、一連のノートを演奏することによって保持されているいくつかのキーに応答します。ノートとそのシーケンスは、プリセットの操作モードを使用して構成できます。

アタックタイム: ADSR エンベロープの最初の段階で、サウンドの最初の部分を制御するために使用されます。キープレスまたはゲート信号によってエンベロープがトリガーされた後、エンベロープが最大レベルに達するまでの時間として指定されます。

減衰: 信号のレベルを下げること。

Automation: 制御信号の記録と再生。

自動パンニング: ステレオ フィールド内のオーディオ信号の位置を周期的に調整する効果。

バランス オーディオ: ケーブル内の 3 本のワイヤをフェーズ キャンセリング アレンジメントの一部として使用して、信号をブーストし、ノイズを低減するタイプのオーディオ接続。

帯域: 周波数の範囲。

帯域幅: フィルターの上限周波数と下限周波数の差。

バンク: プログラムのグループ

低音: 60 Hz から 250 Hz の範囲の信号の低域周波数 (およそ B1 から B3)。

ビート周波数: 異なる周波数の 2 つの波形が混合されると、結果として得られる波形には、建設的および破壊的な干渉のポイントが含まれます。ビート周波数は周波数の差に等しく、「ビート」または振幅変調として聞こえます。

Beats Per Minute (BPM): 毎分発生するビート数を指定することで、楽曲のテンポを表すために使用されます。

Cent: ピッチ チューニングの測定単位。半音は 100 セントです。

Chorus: 一緒に再生された信号の複数のコピーを使用し、わずかに時間をずらしてきらめく効果を作成する効果。時々言及される

「アンサンブル」として。

クロック: 通常は方形のデジタル波形で、システム内の他のコンポーネントのタイミング ソースとして使用されます。

Comb Filtering: 多数の規則的な間隔の周波数を持つフィルター形状を使用した信号成分の除去。

Compressor: 指定されたスレッショルド ボリュームを超える信号のレベルを下げるダイナミクス プロセッサ。

コンティニュアス コントローラー: 特定のパラメーターに割り当てられた MIDI メッセージの一種。パラメーターが調整されると、継続的なコントローラー メッセージが送信されます。割り当てられたコンティニュアス コントローラーが受信されると、パラメーターは

調整されます。

Control Voltage (CV): 任意のパラメーターを制御するために使用される電圧信号。MIDI 以前のシンセサイザーでは一般的でしたが、現在は主にモジュラー シンセサイザーで使用されています。

Cross-Modulation (X-Mod): 2 つのオシレーターが同時に変調します。出力は、オシレータの和と差の混合です。この用語は、シンセサイザーのパラメーターが他のパラメーターを変調できることを表すためにも使用されます。

カットオフ周波数: フィルターが設定されている周波数。この周波数 (最も一般的なローパス フィルター) を超えると、サウンドはフィルター応答曲線の勾配によって設定されたレートでカットオフ (減衰) されます。

サイクル: 音波では、サイクルは波形の 1 回の繰り返しを指します。たとえば、方形波では、正のエッジから次の正のエッジまでの時間です。

DAC または D/A: デジタルからアナログへのコンバーター。信号変換のプロセスを説明するために使用されます。

データ: デジタルに保存された情報

dB: 「デシベル」の記号。音の大きさを表す単位。dBu を参照してください。

dBu: 業務用オーディオで使用される音の測定単位。「u」が無負荷を表すデシベルから派生したこの単位は、0.775 VRMS に基づく電圧の RMS 測定値です。これは、600 オームの抵抗で 1 mV の電力が得られる電圧です。これは、ほとんどのプロ用オーディオ回路の標準インピーダンスでした。

DC オフセット: A/D コンバーターで発生することがあるアンバランス。存在するのは一定の電圧であり、ヘッドルームを使い果たし、編集中にクリックやポップを引き起こす可能性があります.

減衰時間: ADSR エンベロープの第 2 段階。アタック段階でエンベロープが最大レベルに達した後、サステイン レベルに達するまでの時間として指定されます。

デフォルト: パラメータの初期値、つまり、変更が行われる前の値。

遅延: 信号の再生が元の信号よりも遅れて再生される効果。主にエコーに使用されますが、フェージング、フランジング、コーラス、および基本的なリバーブ タイプのエフェクトの基礎にもなります。

Detuning: オシレータのピッチを基準点または別のオシレータから調整するアクション。オシレータがわずかにデチューンされると、出力サウンドが「より太く」または「より広く」なります。オシレーターが音程を大きくデチューンすると、ハーモニーを作成できます。

Digital Audio Workstation (DAW): コンピュータベースのレコーディングシステム。より一般的には、録音、処理、およびミキシングに使用されるソフトウェア パッケージを表すために使用されます。

Digitally Controlled Oscillator (デジタル制御発振器): デジタル プロセッサによって制御および監視されるアナログ発振器回路。VCO よりも優れている点は、チューニングのドリフトがはるかに少ない安定性の向上です。

デジタル信号処理 (DSP): 通常、連続アナログ信号の測定、フィルタリング、変更、影響、生成、または圧縮を目的とした、信号の数値操作。

歪み: 特定のテクノロジーまたは実装が達成できる限界を押し広げることに基づく効果。テクノロジーが過負荷、オーバードライブ、クリップ、飽和、または一般的に誤動作し始めるポイントで、歪みが現れ始めます。例としては、テープ、バルブ、トランジスタ、およびデジタル アルゴリズムとプロセスが含まれます。

ダイナミック: オーディオ信号のレベルの範囲。最も小さいものから最も大きいものまで。

Dynamic Processor: 信号のダイナミクスを制御および/または変更するために使用されるデバイス。

ダイナミック レンジ: オーディオ システムが生成できる最低レベルと最高レベルの差。

編集 / 編集: 出発点またはプログラムからプログラムを作成する方法を組み合わせたもの。

エディット バッファ: プログラムの一時的な保存メモリ。

効果: リバーブ、フランジング、フェージング、ディレイなど、信号を変更するために信号に適用できる多くのオーディオ プロセスの 1 つ。

エフェクト センド: エフェクト プロセッサに送信されて返されるチャンネル信号のコピー。

エフェクト リターン: 元のチャネル信号とミックスするために返される、影響を受けたオーディオ信号。

エンベロープ ジェネレーター (EG): 時間の経過に伴うサウンドの動作を制御するために、特定の形状に調整できるエンベロープ信号。

イコライゼーション (EQ): クリエイティブまたは修正目的で、さまざまな周波数範囲の音量を調整するために使用されるプロセッサ。

指数: 独立変数が指数である、成長または減衰の数学関数。これにより、「ホッケースティック」型の曲線が得られます。

エクスプレッション ペダル: エクスプレッション入力に接続し、ペダルの位置に応じて制御信号を送信するために使用できるペダル。その後、コントロール信号を使用して、他のパラメーターを変調したり、表現を追加したりできます。

フェーダー: スライダーまたはスライド ポテンショメーターとも呼ばれる物理的なリニア コントロールで、パラメーターの調整に使用できます。

フィードバック: オーディオ回路、システム、または処理ブロックのオーディオ入力とオーディオ出力の間に作成されるループ。

フィルタ: 特定の周波数を減衰させ、他の周波数を通過させるデバイス。フィルタを使用して高調波を減らすと、音色や音色が変わります。

フランジャー: わずかに遅れた信号のコピーを元の信号と混合し、線形ハーモニック コム フィルター応答を生成するエフェクト。コピーのディレイ タイムは LFO によって変調され、スイープに適したジェットのようなサウンドになり、サウンドに金属的な共鳴を追加するためにも使用できます。

周波数変調 (FM): ある周波数を使用して別の周波数のピッチを変調すること。モジュレーションソースが可聴帯域にある場合、音の音色や色の変化として知覚できます。FM は、幅広い豊かで複雑なサウンドを作成するために使用でき、クリアで独特の音色を持つとよく言われます。

周波数: 音波が 1 秒間に繰り返される回数。

基本周波数: 周期的な波形の最低周波数。

ゲイン: 増幅段によって提供される信号レベルの増加量。

Gate (シンセサイザー): ノートやエンベロープなどのイベントをトリガーするために使用される信号。

ゲート (ダイナミクス): 信号が特定のしきい値を下回ったときに信号のレベルを遮断するために使用されるデバイス。バックグラウンド ノイズをカットしたり、リバーブ テールをコントロールしたり、創造的にチョッピング タイプのエフェクトを生成したりするために使用できます。

グライド: ポルタメントを参照してください。

Globals: シンセサイザーの一般的な操作を管理する設定とパラメーターで、音声エンジンには直接関連付けられていません。

ハーモニクス: さまざまなレベルで異なる音色を作成する一連の整数関連の正弦波。波形 (純粋な正弦波以外) は、サウンドの特徴を定義するのに役立つさまざまなハーモニクスを生成します。

ヘルツ (Hz): 1 秒あたりの波の 1 サイクルに等しい周波数の単位。

ハイパスフィルター (HPF): 信号から低周波を減衰させ、高周波には影響を与えないフィルター。

ハム: 接地の問題、または電源や電源ケーブルの近くにあるために、信号に存在する望ましくない低周波トーン (通常は 50 または 60 Hz)。

インピーダンス (Z): 回路内の交流電流に対する抵抗で、オームで測定されます。

挿入: デバイスを挿入できる処理チェーン内のポイント。

キーボード: シンセサイザーを手で演奏できるように、ピッチの昇順で並べられたキーの範囲。

キーボード トラッキング: 演奏されたキーからの制御信号が別のパラメーターを調整できるようにします。より高いノートが演奏されるとフィルターが開き、ハーモニクスが強調されます。

キロヘルツ (kHz): 1 秒あたりの波の 1,000 サイクルに等しい周波数の単位。

レイテンシー: 処理によって生じる遅延。リクエストが行われてからシグナルを生成するのにかかる時間によって測定されます。シンセサイザーで、鍵盤を弾いてから音が鳴るまでの時間。オーディオ インターフェイスでは、入力信号がプロセッサに到達するまでの時間、またはプロセッサからの信号が出力に到達するまでの時間を測定するために使用されます。

レベル: 音の大きさを表すために使用されます。多くの場合、任意の基準に対して相対的です。

リミッター: 入力レベルに関係なく、レベルをある範囲の値に制限するために使用されるデバイス。

線形: 独立変数に正比例する変化をもたらす、回路またはプロセスの直線応答を表すために音声で使用されます。

ライン レベル: オーディオ機器で使用される公称動作レベル。通常、プロのライン レベルは +4 dBu で、コンシューマーのライン レベルは -10 dBv です。

ループ: 一定期間または定義されたサイクルの終了時に関数を自動的に再起動して、継続的なループを作成します。

Low Frequency Oscillator (LFO): 一般に非常に低速で動作し、別のパラメーターを変調するために使用されるオシレーター。

Low Pass Filter (LPF): 信号から高い周波数を減衰させ、低い周波数は影響を受けないようにするフィルター。

Mark to Space Ratio: 矩形波形またはパルス波の正と負の部分の比率。

メモリ: 情報/データのデジタル ストレージ。

メーター: 信号のレベルを示す視覚的なデバイス。

MIDI (Musical Instrument Digital Interface): プロトコル、デジタル インターフェイス、およびコネクタを記述し、さまざまな電子楽器、コンピューター、およびその他の関連するハードウェア/ソフトウェア デバイスを接続および通信できるようにする技術規格。

MIDI クロック: デバイスが確実に同期されるように MIDI 経由でブロードキャストされるクロック信号。MIDI ビート クロックまたは MIDI タイミング クロックとも呼ばれます。

MIDI メッセージ: ある MIDI デバイスから別の MIDI デバイスに送信されるデータまたは情報。各 MIDI メッセージには、少なくとも 2 つの数値が含まれています。1 つは送信されるメッセージのタイプを識別し、もう 1 つは選択されたメッセージのタイプの値を表します。

ミッドレンジ: 250 Hz から 5 kHz までの範囲の信号の周波数 (B3 から D#8 程度)。

ミックス: 1 つの信号と別の信号間のレベルのバランス。

ミキサー: 入力信号をコンポジット信号にブレンドして出力するデバイス。

Modular Synthesis: さまざまな方法で接続できる多数のモジュールで構成される合成システム。モジュールは、オシレーターやフィルターなどの単一の機能を実行することも、複数の機能を実行することもできます。

変調: 別の信号 (ソース) を使用して、信号の 1 つまたは複数のプロパティ (宛先) を制御するプロセス。

Modulation Matrix: 複数のソースから宛先への変調を作成できるマトリックスで、それぞれの操作レベルを調整できます。

モジュレーション ホイール (Mod Wheel): キーボードの左側にあるホイールで、指定したパラメーターをリアルタイムで変更できます。

モニター: オーディオ信号を正確に表現するスタジオ品質のラウドスピーカー。

Mono: 単一の信号。

モノフォニック: ボイスが 1 つしかないため、一度に 1 つのノートしか再生できません。

ミュート：信号を無音にする機能。

N/A: 「該当なし」または「利用不可」の略。

Noise Generator: ランダムな (または非周期的な) 信号を生成する回路またはプロセス。周波数特性は、ノイズの種類によって異なります。

Note-Priority: 使用可能なボイスの数よりも多くのノートが同時に保持されている場合に再生されるノートを決定します (多くの場合: 低/高/最後)。

Non-Registered Parameter Number (NRPN): 最大 14 ビットの分解能でパラメーター変更を送信するために使用される一連のコントローラー変更メッセージ。

Octave または Oct: ピッチの測定単位。波形の周波数が 2 倍になるたびに、ピッチは 1 オクターブ上がります。

Ohm (Ω): 電気抵抗の単位。

Oscillator: シンセサイザー プログラムの基礎を形成するために使用される周期信号を生成する電子デバイス。

ワン ショット: 必要なたびにトリガーする必要がある単一のイベント。

出力: デバイスまたはプロセスによって送信される信号。また、信号がデバイスから出る物理ソケットを表すためにも使用されます。

倍音: 波形の基本周波数よりも高い、波形に存在する任意の周波数。

Pad: 通常、アタックとリリースの時間が遅いプログラムです。

パン / パン: ステレオ イメージ内の信号の配置。

パラメータ: 値を変更できる設定。
パラメトリック EQ: 中心周波数、ゲインのブースト/カット、帯域幅など、イコライゼーションのすべてのパラメーターを変更できるタイプの EQ。

部分的: 複雑なトーンの一部を形成する任意の正弦波。

パッチ: モジュラー シンセサイザー (またはモジュラー互換性のあるシンセサイザー) でデバイスを接続するために使用されるケーブル。パッチケーブルは、オーディオ、ゲート、または制御電圧信号を運ぶことができます。

期間: 波が完全なサイクルを完了するのにかかる時間。周期は、1 を周波数で割ることによって計算されます。

位相: 2 つの波形の間、または単一の波形と基準点の間の時間差の測定値 (度単位)。

フェイザー: 一連のノッチ オールパス フィルター (ステージとも呼ばれる) を使用して、ノッチ間に常に高調波関係があるとは限らないコム フィルター応答を作成するエフェクト。その結果、フランジャーに似たスイープ エフェクトが得られますが、よりスムーズで、多くの場合、より自然なサウンドになります。

ピンク ノイズ: 各帯域で等しいパワーを持つ信号の一種。人間の聴覚はおおよそ対数的であるため、各オクターブは可聴スペクトル全体で等しい量のパワーを持っていると識別されます。

ピッチ：音が高いか低いかを判断できる音質。

ピッチ ベンド / ピッチ ベンド ホイール: 演奏後のノートのピッチをコントロールします。

ピッチシフト: ピッチまたは周波数の変更、ただしテンポの調整はありません。

ポール: フィルター ステージのセクション。フィルターの極数が多いほど、減衰スロープが急になり、フィルターの精度が高くなります。

ポリフォニック: 一度に複数の音を演奏できます。

ポリフォニー: ポリフォニック シンセサイザーが同時に再生できるノートの数。

ポルタメント: ピッチを 1 つのノートから次のノートにグライドまたはベンドする調整可能なパフォーマンス エフェクト。

ポスト: 特定のコンポーネントまたはステージを離れた直後のオーディオにアクセスするためのポイント。たとえば、ポスト フェーダー オーディオはフェーダーの影響を受けます。

Pre: 特定のコンポーネントまたはステージに到達する直前のオーディオにアクセスするためのポイント。たとえば、Pre-Fader オーディオはフェーダーの影響を受けません。

プリセット: シンセサイザー パッチに組み込まれているプログラムまたはプログラムの一部で、固定されている場合と編集可能な場合があります。

プログラム: シンセサイザーが特定のサウンドを作成するために使用するパラメーターと設定の完全なセット。

電源ユニット (PSU): 電源の供給と管理を担当するシステム内のコンポーネント。

心理音響学: 音の知覚、つまり、私たちがどのように聞くか、心理的反応、および人間の神経系に対する生理学的影響に関する研究。

パルス波: 方形波に似ていますが、対称性はありません。「矩形波」とも呼ばれます。

パルス幅変調 (PWM): パルス幅の変調 (パーセンテージで測定されるパルス波のデューティ サイクル)。50% のパルス幅は正と負のセクションが等しく、方形波と見なされます。

Q ファクター: イコライザーの特定の帯域の帯域幅 (または選択性)。Q ファクターが高いほど、帯域幅が広くなります。

速度: 特定のデバイスが動作している速度。

リリース タイム: ADSR エンベロープの 4 番目と最後の段階。演奏されたキーが離された後、エンベロープがゼロになるまでの時間として指定されます。

レゾナンス：減衰が始まる直前のカットオフポイント付近の周波数の強調/ブースト。レゾナンスが増加すると、フィルターが自励発振を開始するポイントに到達し、入力がない場合でも信号が生成されます。

リバーブ：物理空間の雰囲気をシミュレートするエフェクト。

s: 時間の単位である「秒」の記号。

サンプルレート: アナログ波形を表すために毎秒使用されるデジタルサンプルの数。

サンプル解像度 (ビット深度): アナログ信号の振幅を定義するために使用されるデジタル ビットの数。解像度が高いほど、ダイナミック レンジが大きくなります。

のこぎり波: 瞬間的な上昇または下降と、その後の緩やかな線形の傾斜または下降を組み合わせた波形。波形がのこぎりの歯に似ていることからこの名前が付けられました。

Semitone:半音半音。1 オクターブには 12 個の半音があります。

シーケンサー: タイミングイベントを音楽パターンや曲にアレンジ/シーケンスするために使用されるプログラム可能なデバイスまたはモジュール。

自己発振: フィルタのレゾナンスが、任意の入力とは無関係に正弦波を生成し始めるポイントまで増加すると発生します。

信号の流れ: あるモジュール (またはシステムのコンポーネント) から別のモジュールへの信号の経路。

正弦波 / 正弦波: 基本周波数のみを含み、追加の高調波を含まない滑らかな波形の数学的記述。「S」を90度回転させたようなフォルム。

スルーレート: 電圧または制御信号の変化率。

スペクトル: 可視光の全範囲の色を表すために最初に使用されたこの用語は、音声スペクトルの全範囲の周波数を表すためにも使用されます。

方形波: 瞬間的な上昇または下降と、それに続く正または負の定常状態を組み合わせた対称波形。この名前は、波形が正方形に似ていることに由来します。

ステップ: ステップはシーケンスの 1 つの段階であり、制御信号、単音、和音、休符のいずれかになります。

ステレオ / ステレオフォニック: 印象を与えるために左右のチャンネルを別々に使用する最も一般的なサウンド再生方法

方向の。

Stereo-Field / Stereo Image: ステレオ スピーカー/モニターによって作成される仮想空間。

サブベース: 10 Hz から 60 Hz (C0 よりも低く、B1 程度まで) の範囲の信号の周波数。

Subtractive Synthesis: 倍音成分の多い波形をフィルタリングして音を作る技法。

サステインレベル: ADSR エンベロープの第 3 ステージ。「ディケイ段階後にエンベロープが戻るレベル」として指定されます。エンベロープは、演奏されたキーが保持されるまでサステイン レベルのままになります。

サステインペダル: サステイン入力に接続できるスイッチを含むペダルで、スイッチの状態 (オン/オフ) に応じて制御信号を送信するために使用されます。その後、コントロール信号を使用して、他のパラメーターを変調したり、表現を追加したりできます。

同期 (Sync): デバイス間のタイミングの調整。

Sync (Tempo): LFO などの周期的なイベントをテンポ値に同期させる機能。

Sync (Oscillator): 1 つのオシレーターが別のオシレーターに同期する機能。スレーブ オシレータの波形は、マスタ オシレータの波形が再起動するたびにリセットされます。

Sync (Arp/Seq): アルペジエーターまたはシーケンサーをテンポ値に同期させる機能。

Sync (Key): イベントがキーの押下に同期する機能。

システム エクスクルーシブ (SysEx) メッセージ: 要求 - 応答の形式で完全なプログラムまたはグローバルを転送するために使用されるマルチバイト メッセージ。

Threshold: ダイナミクス処理が動作し始めるレベル。

テンポ: 楽曲を再生する速度で、通常は 1 分あたりの拍数 (BPM) で表されます。

しきい値: ダイナミック エフェクトでは、これは処理が開始される前に通過する必要があるレベルです。

音色: 音の音色、特徴、または美的性質。

Transposition / Transpose：鍵盤全体の音程を上下にずらす機能。

トレブル: 5 kHz から 20 kHz までの範囲の信号の周波数 (およそ D#8 から C10 以上)。

Tremolo: 振幅の周期的な変化。

トリガー: ノート、エンベロープ、または LFO の開始などの機能のアクティブ化。

Tune / Tuning: 楽器のルートピッチを特定の基準周波数に調整するプロセス。

アンバランス オーディオ: 1 本のケーブルで 2 本のワイヤを使用するオーディオ接続の一種であり、バランス システムのノイズ除去品質は提供されません。

ユニゾン: 2 つ以上の声がほぼ同じピッチで一緒に演奏されること。

ユニバーサル シリアル バス (USB): コンピュータと周辺機器間の高速接続を提供する「プラグ アンド プレイ」インターフェイス。

ボルト (V): 電位差または起電力の単位。回路内の 2 点間の電荷の差。この違いを充電率 (電流) と組み合わせると、サウンドを「合成」する多くのアナログ回路の制御が可能になります。

Voltage Controlled Amplifier (VCA): 結果として得られる大きさが電圧によって制御される増幅器。

Voltage Controlled Filter (VCF): カットオフ周波数を電圧で制御できるフィルター。

電圧制御発振器 (VCO): 電圧によってカットオフ周波数を制御できる発振器。通常、シンセサイザーで使用すると、チューニング ドリフトが発生する可能性があります。

速度: キーを押す速度。ベロシティは MIDI 信号に変換され、プレッシャーの量で別のパラメーターを変調できるようになります。

Velocity Sensitivity: モジュレーションに使用する前に、MIDI ベロシティ メッセージを変更してキーの押下をスケーリングするキーボードの機能。

ビブラート: ピッチの周期的な変化。

ボイス: OSC、エンベロープ、LFO、VCF の完全なセットを物理的に具現化したもので、単一のノートを再生できます。複数のボイスを重ねてユニゾン モードで同じ音符を演奏したり、ポリフォニック モードで異なる音符に割り当てたりすることができます。

波形: 通常、オシレーターによって作成される繰り返し信号。ノイズの場合、波形がランダムになることもあります

。

波長: 同相の波の連続する 2 点間の最短距離。オーディオまたは音響で使用される場合、物理的な波長は、空気中の音速 (約 340 m/s) を波形周波数で割ることによって計算されます。

24. ラックマウントブラケットの取り付け

DeepMind 12D には、2 つのラック マウント ブラケットと 10 個のネジが付属しており、ユニットを標準の 19 インチ幅ラックの 5 つのラック スペースに取り付けることができます。

木製のエンド ピースとそのネジを取り外し、付属のラック マウント ブラケットと短いネジを取り付けます。

必要なツール

中型プラスドライバー。

手順

1. 警告: 電源がオフになっていること、および電源コードと他のすべてのケーブルがユニットから取り外されていることを確認してください。

2. DeepMind 12D の両側にある 5 本のネジを緩め、木製のエンド ピースを取り外します。木製のエンド ピースとネジは、将来の使用に備えて安全な場所に保管してください。

　[image: image452.png]



3. 注意: 取り外したネジは長すぎるため、ラック マウント ブラケットには使用しないでください。DeepMind 12D の内部に損傷を与える可能性があります。

4. 付属の M4 x 8 mm 

　[image: image453.png]



5. DeepMind 12D は標準の 19 インチ幅のラックに収まり、5 ラック分のスペースを占有します。ラックのネジは付属していませんが、ブラケットの表面的な損傷を防ぐために、適切なラックのネジとワッシャーを使用することをお勧めします。

 [image: image454.png]



6. DeepMind 12D の上部に十分なスペースを確保して、ユニットとの接続を確立します。

7. パワーアンプなど、高温になる可能性のある他の機器の上にユニットを置かないでください。換気スロットとファンの開口部が覆われていないことを確認してください。

8. 警告: 安全のため、電源コードと電源スイッチはすぐに手の届くところに置いてください。

25. 付録 1 - ARP/SEQ/LFO 同期タイミング
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26. 付録 2 - ポリコード

次の表は、Poly Chord WIZARD によって自動的に作成された Poly Chord の一部を示しています。このモードには、MAJOR、MINOR、DOM、および DIM の 4 つのカテゴリ (CAT) があります。各カテゴリーには、さまざまな TYPE と、BASS、SPREAD、SPREAD2 の 3 つのモディファイアー (MOD) があります。

Poly Chord モードでは、WIZARD を使用してルート ノートを押したままにしてから、-/NO/、+/YES、BANK/UP、BANK/DOWN、ロータリー エンコーダー、DATA ENTRY フェーダーを使用して、すべてのコードをすばやく切り替えることができます。あなたが聞くようにオプション。

メジャーマコード

これらの典型的な表示画面は、パラメータが次の場合のコードを示しています。

• CAT: MAJOR、TYPE: Ma、MOD: NONE、オクターブ 2 の 12 のトリガー ノートの場合:
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#　付録 - デフォルトプログラム
27.付録4  - デフォルトプログラム
次のスクリーンショットは、自分のお気に入りのプログラムを作成するための出発点として使用できる「デフォルトプログラム」に使用される設定を示しています。
以下の手順は、デフォルトのプログラムを呼び出す方法を示しています（このマニュアルで前述したとおり）。
1. PROGスイッチを長押しするとヘルプメニューが表示されます
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2. PROGを押しながらCOMPAREスイッチを押すとデフォルトプログラムがロードされます。
[image: image471.png]



3. WRITEスイッチを押してこのプログラムを保存します。既存のプログラム（上記のB-16など）を上書き保存するか、別の場所を選択することができます。
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4.デフォルトプログラムがアスタリスク*なしで表示され、保存されたことを示します。
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5.このデフォルトプログラムがロードされたので、あなた自身のプログラムを作成するためのベースとしてそれを使用することができます。モジュレーション・マトリックス、FX、アルペジエーター、パターン、コントロール・シーケンサーのどれもなく、簡単な設定ができます。サウンドを作り上げるときにこれらを追加することができます。
デフォルトのプログラム設定
COMPAREスイッチでフェーダーの設定を見ることができます。フェーダーの下の数字の下の行（白いテキストの黒い背景）は、デフォルトプログラム用に保存されているフェーダー値です。黒いテキストの値はフェーダーの現在の位置です。
COMPARE PAGE 1
COMPAREページ1
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COMPAREページ2
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COMPAREページ3
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COMPAREページ4
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注意：メニューやメニュー項目によっては、個々のプログラムパラメータではなくグローバルパラメータに影響するものがあります。これらの項目を調整すると、プログラム名にアスタリスク*は表示されません。
ARPEGGIATOR MENU（ARP / SEQ EDITスイッチ、1ページ
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CONTROL SEQUENCER MENU (ARP/SEQ EDIT Switch, page 2)
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LFO-1 MENU (LFO1 EDIT switch)
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LFO-2 MENU (LFO2 EDIT Switch)
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OSC 1 MENU (OSC1 EDIT Switch)
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OSC 2 MENU (OSC2 EDIT Switch)
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FX OVERVIEW (FX Switch)
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MODULATION MATRIX (MOD Switch below Data Entry Fader)
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VOICE MENU (POLY EDIT Switch, page 1)
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PITCH MENU (POLY EDIT Switch, page 2)
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VCF MENU (VCF EDIT Switch)
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VCA MENU (VCA EDIT Switch)
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VCA ENVELOPE MENU (ENVELOPES VCA Switch)
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VCF ENVELOPE MENU (ENVELOPES VCF Switch)
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MOD ENVELOPE MENU (ENVELOPES MOD Switch)
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#　付録 - パネルの設定をそのまま音に
28.付録5  - パネルの設定をそのまま音に反映
プログラムをロードすると、DeepMind 12のすべての物理コントロールがメモリに保存されている位置と一致しない場合があります。（保存された値に達するまで各フェーダーを個別に動かすのではなく）すべての物理的位置をプログラムに送信したい場合は、次の手順に従ってください。
注意：これを行うと、複数のパラメーターが更新されるにつれてプログラムのサウンド/キャラクターが急激に変化することがよくあります。
1.パネル操作に戻るには、PROGスイッチを押したままWRITEスイッチを押します。
[image: image493.png]



注：PROGスイッチを押している間、PROG HELDヘルプメニューが表示され、追加のガイダンスとコマンドが表示されます。
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2.このプログラムのメモリ内のすべてのフェーダー値が、現在の物理フェーダーの現在の値と一致します。
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注：プログラム名の横にある「*」は、現在のプログラムで何かが変わったことを思い出させるものです。
3.この変更を保存したい場合は、WRITEスイッチを押します。元のファイルを上書きするのではなく、この時点でプログラムの名前を変更して別の場所に保存することもできます。
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4.以下の例は、「パネルに戻す」機能を使用する前後のプログラムのフェーダー値を示しています。これはすべてのフェーダーに影響します。
「パネルに戻す」の前に
[image: image497.png]61 1z0 144 ZEE 180
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•1行目の数値は現在のフェーダー位置です。
•2行目の値は、プログラムが作成されたとき、または最後に保存されたときに使用された、保存されているプログラムフェーダー位置です。• The arrows 
•フェーダーの矢印は、保存されている値と一致させるためにフェーダーを動かす必要がある方向を示しています。細い縦のバーは、必要な移動量の概数を示しています。 

「パネルに戻す」の後（そして書き込みが完了した後）
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•1行目の数値は現在のフェーダー位置です。
•2行目の値は、保存されているプログラムフェーダー位置で、現在のフェーダー位置と同じになります。
•フェーダーが黒く、矢印がないので、現在のフェーダー位置と保存されているフェーダー位置が同じであることを示しています。
　　•この例では、パネル設定に戻った後のプログラムは、元のプログラムとはまったく異なるサウンドになります。
連邦通信委員会コンプライアンス情報
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ディープマインド12

次の段落で説明されているように、FCC 規則に準拠しています。

この機器は、FCC 規則のパート 15 に従ってテストされ、クラス B デジタル デバイスの制限に準拠していることが確認されています。これらの制限は設計されています

住宅への設置における有害な干渉に対して合理的な保護を提供します。この機器は、無線周波数エネルギーを生成、使用、および放射する可能性があり、指示に従って設置および使用しないと、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性があります。ただし、特定の設置で干渉が発生しないという保証はありません。この機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こすかどうかを判断することができます

機器の電源を入れたり切ったりすることによって、ユーザーは次の手段の 1 つまたは複数によって干渉を修正することをお勧めします。

• 受信アンテナの向きまたは位置を変更します。

• 機器と受信機の間を離してください。

• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続します。

• 販売店または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に相談してください。

このデバイスは、FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作は、次の 2 つの条件に従います。

(1) このデバイスが有害な干渉を引き起こす可能性がないこと、および

(2) このデバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信した干渉を受け入れる必要があります。

重要な情報:

MUSIC Group によって明示的に承認されていない機器の変更または修正は、機器を使用するユーザーの権限を無効にする可能性があります。

FCC RF 放射線被ばくに関する声明:

1. この送信機は、他のアンテナや送信機と同じ場所に設置したり、一緒に操作したりしてはなりません。

2. この装置は、制御されていない環境に対して定められた FCC RF 放射線被ばく制限に準拠しています。この装置は、ラジエーターと身体との間を 50 mm 以上離して設置および操作する必要があります。

We Hear You
私たちはあなたを聞きます

おまけ／ファクトリープログラム

Bank A



A001  Blue Dolphin BC
A002  Chord Play RD
A003  Heaven Pad KA
A004  Rich Rises DK
A005  Hammer Bass KA
A006  JunoProximityMS
A007  Sweep & Fold RD
A008  Robbie2 RB
A009  Outer Rim JD
A010  In My Spot BC
A011  TensionBass RD
A012  Bullish DG
A013  Symphonia KA
A014  Mono Cloud DK
A015  Technodisco JD
A016  AfterGlow RD
A017  Brassy KA
A018  2Wheel Drive RB
A019  EventHorizen RD
A020  1973 RD
A021  MouseChord DK
A022  Phat Morph KA
A023  BlissPad RD
A024  Up In Clouds RD
A025  Dark Apostle JD
A026  Gianni'Arp SG
A027  Slasher DK
A028  ass Punch DK
A029  TineEP1 DG
A030  Massive KA
A031  BOC Pad RD
A032  Juppy Synth KA
A033  Helix Repeat RB
A034  HammondCrunchDG
A035  Nightdrive BC
A036  Brass Pad BC
A037  Influx Pad KA
A038  Tundra RD
A039  CS Strings KA
A040  Nice Pad KAD
A041  Echo Base JD
A042  Arptastic2 RBP
A043  Movement ST
A044  Poly Dream RD
A045  Funkin'FilthyBC
A046  Battleground BC
A047  SynthBass 3 KA
A048  Ethereal Pad RD
A049  Flutter Seq DK
A050  In The Air 1 KA
A051  ModDecimator JD
A052  Rich Chords RD
A053  DeepEP4 BC
A054  Human Pad KA
A055  Chord Pulse RD
A056  Wide StringsST
A057  ReedEP1 DG
A058  Abyss JD
A059  Pwm Pad RB
A060  Slow Glide RD
A061  Movement BC
A062  Punch Bass KA
A063  DreamSeq RD
A064  Soft Mono DK
A065  ElecKoto DG 
A066  Zero Bass JD
A067  Flead RB
A068  Planet Zion RD
A069  Arp+Seq BCP
A070  Rock On KA
A071  Fairy Tales RD
A072  Lost Verb DK
A073  Bilitis 1 KA
A074  Groovy! ST
A075  GlassPoly RD
A076  Top Bass BC
A077  Funky Lead KA
A078  Sweet Pulse RD
A079  Soft Fifth DK
A080  Spaceman KA
A081  Chiffy Arp ST
A082  Alien Shift RD
A083  Mean Lead BC
A084  Rhythm Steps KA
A085  ReedEP3 DG
A086  PhaseClav DG
A087  Dream Pad KA
A088  Coil Soup ST
A089  2PSweepPad DG
A090  DeepCheez BC
A091  Cl&OpHats DG
A092  Warm BD DG
A093  Sub Monster ST
A094  Sync Lead RD
A095  Squarp BC
096  Sawyer Lead KA
A097  Rez BD DG
A098  Berlin KA

A099  Latey Bass ST
A100  Rotary RhodesDG
A101  HerbieComp DG
A102  Iridescent BC
A103  Field Space RD
A104  Snr1 DG
A105  Flange Lead KA
A106  Six Oh OnesiDK
A107  MainBrass DG
A108  Magic Key RD
A109  DeEP2 BC
A110  Soft Swells DK 
A111  KApro Pad KA
A112  Dream Arp JD 
A113  Old School RD
A114  String Pad KA
A115  Polygroove BC
A116  TineEP2 DG
A117  ChordCrunch DK
A118  Miami Bass KA
A119  Jumpy! ST
A120  Juice3DG
A121  Moving Along RD
A122  Woody Bass DG
A123  Morpholog KAD
A124  Cyber Pad KA
A125  EtheriArp BC
A126  CloudCastle RDP
A127  Sparkle Lead RD
A128  RubberEP


Bank B
B001  PluckPad BC
B002  2P Strings BC
B003  Britelead BC
B004  PhaseVox BC
B005  Hollow Arp BC
B006  Flunk BC
B007  Mean Lead BC
B008  Enigmatiq BC
B009  Brass BC = 
B010  Keytar BC
B011  EtheriArp BC
B012  Big Muff BC
B013  Clatter BC
B014  Mindful BC
B015  Flead BC
B016  Pure Lead BC
B017  Funkin'FilthyBC
B018  Heimlich BC
B019  Pushover BC
B020  BackdrpStr BC
B021  Hourglass BC
B022  Brass Pad BC
B023  JarpanBC
B024  Kinda Creepy BC
B025  Poppin' BC
B026  SoftVox BC
B027  DeepLeadBC
B028  OD Bass BC
B029  DeEP BC
B030  DeEP2 BC
B031  Top Bass BC
B032  TouchXstlBC
B033  In My Spot BC
B034  DeepCheez BC
B035  Bowed Pad BC
B036  Europa BC  

B037  Snare BC
B038  Zap Kick BC
B039  MW Hats BC
B040  Punchin'BC
B041  Arp+Seq BC
B042  RotarOrgMW BC
B043  Cheap Lead BC
B044  Aeriel BC
B045  Wet Poly BC
B046  Simple PWM BC
B047  Big Sync BC
B048  Polygroove BC
B049  Claps BC
B050  Touch Acid BC
B051  Backflip BC
B052  Fraptur BC
B053  FuturHats BC
B054  ModWmeGently BC
B055  HolloVox BC
B056  Torn BC
B057  Sync2bar BC
B058  Rezome BC
B059  Harpeen BC
B060  Trickldown BC
B061  Unsubtle BC
B062  Smoothie BC
B063  Glass Keys BC
B064  BigmeARP BC
B065  Plucksync BC
B066  Tambourine BC
B067  TwonK BC
B068  Big Toms BC
B069  DigitARP BC
B070  ClassicFunk BC
B071  SyncSeq BC
B072  Blue Dolphin BC
B073  CottonBuds BC
B074  Reversi BC
B075  Chiffle BC
B076  Tresco BC
B077  Electrodidge BC
B078  Epicentre BC
B079  Nightdrive BC
B080  Fragile Arp BC
B081  Pitchy Poly BC

B082  Iridescent BC
B083  DeepJam BC
B084  Gant Bay BC
B085  TriassicDawn BC
B086  AngelArp BC
B087  BubbleKeys BC
B088  Untuned BC
B089  Phalangi BC
B090  Echology BC
B091  Keytar2 BC
B092  SpitnPolish BC
B093  Formula12 BC
B094  Data Soup BC
B095  Squarp BC
B096  Marcato BC
B097  Movement BC
B098  Movement2BC
B099  Bubble Saw BC
B100  Arp City BC
B101  Kardashia BC
B102  Bow Bottles BC
B103  Warm Horns BC
B104  Bright Piano BC
B105  Chorus Piano BC
B106  Trem E.P. BC
B107  DeepEP4 BC
B108  Puffin BC
B109  No Hurry BC
B110  RadioDM1.2am BC
B111  Crztl Rez BC
B112  Cyberverb BC
B113  Robochoir BC
B114  Undersync BC
B115  Synchole BC
B116  Fatboy BC
B117  Egg Cups BC
B118  Too Late BC
B119  Theremind BC
B120  Sync City BC
B121  Snap Bass BC
B122  Warm Bass BC
B123  Undercurrent BC
B124  Risers BC
B125  Ocean Jewel BC
B126  Battleground BC
B127  Attack Pad BC
B128  PluckyBasstd

Bank C
C001  Bass Pong RD
C002  Soft Tines RD 
C003  CloudCastle RD
C004  ClassicBass RD
C005  SwellArp RD
C006  Arp Nebula RD
C007  BubbleSwarm RD
C008  TexturePluck RD
C009  Scrible Pad RD
C010  Glitch Glitter R
C011  Changin ColorRD
C012  AlienSpinnersRD
C013  Sweep & Fold RD
C014  Magestic RD
C015  Ocean Dream RD
C016  Pulse Bass RD
C017  Drift & Fall RD
C018  Animater Pad RD
C019  Weaver Pad RD
C020  Spike Bass RD
C021  Spin Space RD
C022  Riser Bass RD
C023  Rise Up RD
C024  Emeralds RD
C025  Arp In SpringRD
C026  Blaze Acid RD
C027  Star Lights RD
C028  Murk Bass RD
C029  Evergreen RD
C030  Plink Pluck RD
C031  Soft Tones RD
C032  Glitchnoria RD
C033  BreezePad RD
C034  WeaverBass RD 
C035  Neptune Pad RD
 
C036  Double Bass RD
C037  Poly Arp RD 
C038  Moss Pad RD
C039  5th Pad RD 

C040  Moogy Lead RD
C041  Shooting StarRD
C042  Reverse Pad RD
C043  King Arp RD
C044  Wah Wah Pad RD
 
C045  Warm Swarm RD
C046  Classic Bass RD
C047  Random Seq RD 
C048  Cloud Pad RD
C049  Mad Lab RD
C050  Wreak & Hold RD 
C051  Anthem Arp RD
C052  Electro Lead RD
C053  Rotor Bass RD
C054  Sparkle Bass RD
C055  Fairy Tales RD
C056  BOC Pad RD
C057  Tom Drums RD
C058  Chord Morph RD
C059  BirchWood RD
C060  EDM SirenLeadRD 
C061  Ice Cave RD
C062  Ocean ExploreRD
C063  BlueArp RD
C064  Atari Lead RD
C065  Sci-Fi AtmosRD
C066  Nature Pad RD
C067  Motor Bass RD 
C068  Fly Away RD 
C069  Chord Pulse RD

C070  Evolution PadRD
C071  Movie Pad RD
C072  CrystalWatersRD
C073  Sparkle Lead RD
C074  Glass Bass RD
C075  Busy Streets RD
C076  Chord Play RD 
C077  Passing Time RD 
C078  Moody Piano RD
C079  Tiny Science RD
C080  Slow Space RD
C081  Stack Bass RD
C082  Signal Pad RD
C083  Ethereal Pad RD
C084  Mary Time RD
C085  Dive Abyss RD
C086  Sputter Pad RD
C087  Smooth Bass RD
C088  Waddle Pad RD 
C089  Treasure RD
C090  Cluster Pad RD

C091  Sweet Pulse RD
C092  Spin Space RD
C093  Super Nova RD
C094  Ozz Land RD
C095  Blotter Pad RD
 
C096  Air Pad RD
C097  Burrow Bass RD
C098  Softly FallinRD
C099  Contemplate RD
C100  TransmissionsRD
C101  Bowl Bass RD 
C102  Hold & Swirl RD
C103  Night PassageRD
C104  Stacked RD
C105  Tundra RD
C106  Mountain LeadRD
C107  BlissPad RD
C108  New Life RD
C109  Dot Pulse RD
C110  Mysteriou RD
C111  Poly Dreams RD
C112  Big Lead RD 
C113  Years After RD
C114  TensionBass RD
C115  Vice Bass RD = 
C116  Voodoo Lead RD
C117  Memoir RD
C118  Dance In TimeRD
C119  Nature Pad RD
C120  Simple Bass RD
C121  Estate Ping RD
C122  Field Space RD
C123  In the Val1eyRD
C124  PolyTime RD 
C125  Spectrum Pad RD
C126  Bloom Lead RD 
C127  Downwards RD
C128  DreamSeq RD 


Bank D
D001  JP-Synth KA
D002  Modular KA
D003  Rhythm Pad KA
D004  Ambisphere KA
D005  LFO Pad KA
D006  Ghost Pad KA
D007  Touch Me KA
D008  Dream Pad KA
D009  Pulsar KA
D010  Synbell KA
D011  Fat Bass KA
D012  Phat Poly KA
D013  Space Talk KA
D014  Pure Phat KA
D015  Bass Drone KA
D016  The Pig KA
D017  Pulse Pad KA
D018  Crunch KA
D019  Berlin KA
D020  Wavetables KA
D021  Free Run KA
D022  Mod Me KA
D023  Warm Pad KA
D024  Brass Pad KA
D025  KApro Pad KA
D026  Phatty KA
D027  Low Boost KA
D028  Use M-Wheel KA
D029  Old Days KA
D030  Run Blade RunKA
D031  VCF Sweep KA
D032  Poly Sync KA
D033  Modular DroneKA
D034  Just Filter KA
D035  So Lucky KA
D036  Slow Pad KA 
D037  Analogon KA
D038  Flange Lead KA
D039  Mod XY Lead KA
D040  My Phat Pad KA
D041  Air Pad KA
D042  Space Tone KA
D043  LFO FX KA
D044  Robot Dreams KA
D045  Bilitis 1 KA
D046  Bilitis 2 KA
D047  Tangerine KA
D048  Sweeper KA
D049  Dream Pad 1 KA
D050  Dream Pad 2 KA
 
D051  Heaven Pad KA
D052  Heartbeat KA 
D053  Vectoria KA
D054  Dub Bass KA 
D055  S&H FX KA
D056  Juppy Synth KA
D057  1984 Pad KA
D058  Deep Pad KA = 
D059  Ambie Pad KA
D060  Dark Low KA
D061  Morph Pad KA 
D062  Apollon KA
D063  Drone KA
D064  Daspeco KA
D065  Elec Perc KA 
D066  Lush Pad KA
D067  Lacy Pad KA
D068  String Pad KA
D069  Pop Synth KA
D070  Poly Synth KA
D071  Choir Pad KA 
D072  Brass KA
D073  Sympholog KA
D074  Spaceman KA
D075  Unison Bass KA
D076  Hammer Bass KA
D077  Distorbia KA
D078  Atmos Pad KA
D079  Modular Fun KA
D080  KARMA Pad KA
D081  Wavestepper KA
D082  Wallop KA
D083  Symphonia KA
D084  Echo Pad KA 
D085  Move On KA
D086  Dark Pad KA
D087  Toy Synth KA 
D088  Wires LFO KA
D089  Morpholog KA
D090  Dark PercularKA
D091  Spheres KA
D092  Move Wheel KA
D093  Retro Pad KA
D094  Shorty KA
D095  Miami Bass KA 
D096  Cheesy Organ KA
D097  Electro CelloKA 
D098  Echo Keys KA
D099  Double Lead KA
 
D100  Perc FX KA
D101  Bass Drum KA
D102  Aggro Lead KA 
D103  Sweep Pad KA 
D104  Pluck On KA
D105  Analog Organ KA
D106  Church Organ KA
D107  JP Lead KA 

D108  JD Lead KA
D109  Mind Control KA 
D110  A-Piano KA
D111  Try Wheel KA 
D112  Synergy KA
D113  Percular KA
D114  Sleak Pad KA
D115  Noise Wheel KA
D116  Real Analog KA 
D117  Fluty Lead KA
D118  Echolator KA
D119  Nice Pad KA
D120  Kitara Pad KA
D121  Vibro Pad KA 
D122  Odykey KA
D123  In The Air 1 KA
D124  In The Air 2 KA
D125  MOD Dreams KA
D126  Serial Synth KA 
D127  Resonator KA
D128  Numan Pad KA


Bank E
E001  Mogae Bass ST
E002  With Pulse ST
E003  Latey Bass ST
E004  The Scream ST
E005  Sync Bass ST
E006  Sub Monster ST
E007  Acid Arap ST
E008  SuperSawSwelST
E009  Rippin ST
E010  Jumpy! ST
E011  Arpista ST
E012  Harpeggio ST
E013  EdgeinSpaceST
E014  Starpy ST
E015  Coil Soup ST
E016  Chiffy Arp ST
E017  ClassicRand ST
E018  Groovy! ST
E019  Vibra-Arp ST
E020  Chord Arp ST
E021  Wide StringsST
E022  Warm StringsST
E023  Softness ST
E024  Movement ST
E025  Soundtrack16ST
E026  Sharmonia ST
E027  Stringbow ST
E028  D`accord ST
E029  Safe Haven ST
E030  EbowverdriveST
E031  Brasss ST

E032  ObligiclavST
E033  CeePee ST 
E034  How Hi?ST
E035  M Box ST 
E036  Sinty ST
E037  12 Sirens ST
E038  MOD WHEEL! ST
E039  Nailon ST
E040  Rotary RhodesDG
E041  KnobconPad STG 
E042  Gianni'Arp SG
E043  PitchModSeqehMS
E044  JunoGravimityMS
E045  Tundra MS
E046  JunoProximityMS
E047  PhaseClav DG
E048  MartinsStr1 MS
E049  Warm Pad DG
E050  Janes1str JC
E051  Drops Patch MS 
E052  MartinsSatellMS
E053  MSfault MS
E054  St Paul's DK
E055  Pertwee DK 
E056  Hartnell DK
E057  Baker DK
E058  THX-12 RB
E059  BadAssKick RB 
E060  Arptastic2 RB
E061  Pwm Pad RB
E062  Juice DG
E063  2Wheel Drive RB
E064  ThereShimmer RB
E065  ThereminShimRB
E066  Flead RB = 
E067  New Dawn RB
E068  Square Bass RB
 
E069  Morph Bass RB
E070  PressPad RB
E071  Hammer Bass2 PS
E072  Danger Will PS
E073  Skyscraper RBr
E074  Robbie1 RBr
E075  GatedPad RB 
E076  Spacelay RB
E077  Hall Pad RB
E078  Robbie2 RBr
E079  CalumsMachineRB
E080  1540FW PS
E081  PhantasmFM RB 
E082  Punch N Judy RB
E083  LushPad RB
E084  DarkPad PS
E085  Shining RB
E086  MusicBox PS
E087  Ice Age RB
E088  GardenParty RB
E089  Helix Repeat RB
E090  Echo Base JD
E091  HamlAnno JD
E092  Sloppy Mod CD
E093  Zero Bass JD = 
E094  Fore Bode JD
E095  Dark Grace JD
E096  Spaced Organ JD 
E097  Mod Beats JD
E098  New Day JD
E099  Outer Rim JD
E100  Dream Arp JD
E101  Slow Roller JD
E102  Dark Rise JD
E103  Deephaus JD
E104  Deephouse JD
E105  Endless Sea JD
E106  Eastish JD
E107  Hill Silent JD
E108  Arp Roll JD
E109  Neuro Pad JD 
E110  Scratci JD
E111  Teleport JD
E112  ModDecimator JD
E113  Blood Glitch JD
E114  Dirge JD
E115  Bubbler! JD
E116  Bass Arp JD
E117  Excited RobotJD
E118  ConstellationJD
E119  Dark Apostle JD
E120  Bombobass JD
E121  Abyss JD
E122  Teletran JD
E123  Slow Pass JD
E124  Technodisco JD
E125  DataJungle JD
E126  MachinelbowJD
E127  Darkreece JD
E128  Boxer JD


Bank F
F001  Old School RD
F002  Busy HighwaysRD
F003  Sync Lead RD
F004  Blast Off RD
F005  Glass Pad RD
F006  Litter Bass RD
F007  Reflector RD
F008  R2D2 Talk RD
F009  StoryTime RD
F010  AlterArp RD
F011  Drum Seq RD
F012  Polynomial RD
F013  Click Bass RD
F014  Math Pad RD
F015  Evolving Pad RD
F016  Drag & Roll RD
F017  Wiggle Worm RD
F018  DelicateDanceRD
F019  Sync Scatter RD
F020  Texture Poly RD
F021  1973 RD
F022  Droplet Pad RD
F023  MartianLandinRD
F024  Geomtry Pad RD
F025  Ripple Decay RD
F026  Helicopters RD
F027  BeatEnvelopesRD
F028  Particle Pad RD
F029  Tom Drums RD
F030  Magic Key RD
F031  SuperSync RD
F032  Up In Clouds RD
F033  Soft Ghosts RD
F034  StairWays RD
F035  Trap Lead RD
F036  CrissCross RD
F037  Micro Macro RD
F038  Chord Play RD
F039  GlassPoly RD
F040  Glider RD
F041  Smoke Trails RD
F042  Modular Pod RD
F043  Mellow MeadowRD
F044  Rich Chords RD
F045  Smooth Pad RD
F046  Arpy Lead RD
F047  Night Skys RD
F048  Compute This RD
F049  Dark Blood RD
F050  At Dark RD
F051  Tight StringsRD
F052  Enchanted RD
F053  Mesh Bass RD
F054  SFX-Rise RD
F055  808 State RD
F056  HeavyHitter RD
F057  Evening LightRD
F058  Spears RD
F059  Sparce Lead RD 
F060  Moving Along RD
F061  Bow Glass RD
F062  Time & Place RD
F063  Sync N Sync RD
F064  Weeby Pads RD
F065  Winter Pad RD
F066  Piano Amber RD
F067  Boxed Arp RD
F068  Bleepy Lead RD
F069  Mods Bass RD
F070  Lead Spacer RD
F071  Deep Drone RD
F072  Brick Bass RD
F073  Metal Mod RD
F074  Sky Fly RD
F075  Slow Glide RD
F076  Chord Heaven RD
F077  Royal Arp RD
F078  Pearl Drops RD
F079  SpinningPulseRD
F080  ShootingStar RD
F081  Swamp Pad RD
F082  AfterGlow RD
F083  EventHorizen RD
F084  Old Film RD
F085  Hexagon Sun RD
F086  HarmonySwarm RD
F087  Dub Techno RD
F088  Fushia RD
F089  Sputter Pad RD
F090  Hold & Pulse RD
F091  Aurora RD
F092  Ratchet Beat RD
F093  Ring Arp RD
F094  Epic Bass RD
F095  5ths Seqence RD
F096  Spin Cycles RD
F097  Spike Bass RD
F098  Enchant RD
F099  Spash Effect RD
F100  Pine Lead RD
F101  Fabrics RD
F102  Cross Mods RD
F103  Scrabble RD
F104  Mod-Matrix RD
F105  Mod Drums RD
F106  Techre Splat RD
F107  Abstracts RD
F108  Modular Lava RD
F109  Planet Zion RD
F110  Alien Shift RD
F111  Spreader RD
F112  Morning Sun RD
F113  Whale Pad RD
F114  Noodle Space RD
F115  In The Clear RD
F116  Analog Perc RD
F117  Nasal Bass RD
F118  Mecury Piano RD
F119  Poly Dream RD
F120  Aerial RD
F121  Crystalline RD
F122  Elektra Pad RD
F123  H20 Pad RD
F124  Saw Cutter RD
F125  River Run RD
F126  Thinking RD
F127  Creep Up BassRD
F128  Sine Piano RD

Bank G
G001  Storm Pad KA
G002  CS Strings KA
G003  Warm Pad KA
G004  Analog Bell KA
G005  Morph Lead KA
G006  Reverse Pad KA
G007  SkyFy Pad KA
G008  Cloud Pad KA
G009  Phat Morph KA
G010  Delay Lead KA
G011  Spinners KA
G012  Bagpipe KA = 
G013  SynthBass 1 KA
G014  SynthBass 2 KA
G015  SynthBass 3 KA
G016  SynthBass 4 KA
G017  Analog Sweep KA
G018  Karplus KA
G019  KApro Pad KA
G020  Human Pad KA
G021  Motion Pad KA
G022  Hold On KA
G023  Ambi Growl KA
G024  Passport KA
G025  Brassy KA
G026  Warm Obey KA 
G027  Sawyer Lead KA
G028  Let's Go KA
G029  Sweet Dreams KA
G030  Fat Bass KA
G031  Sad Slow KA
G032  Wobbles KA
G033  Funky Lead KA
G034  Modular FX KA
G035  Slow Drone KA
G036  Big Pad KA 
G037  Calming KA
G038  Scan Pad KA
G039  KA Phase Pad KA
G040  Warm SAW KA
G041  Toy Room KA
G042  Dancing ARP KA
G043  Noise Bliss KA
G044  Retrigger KA
G045  Chaossss KA
G046  The Sign KA
G047  Rock On KA
G048  Locked Out 1 KA
G049  Locked Out 2 KA
G050  Slow Pad 1 KA
G051  Slow Pad 2 KA
G052  Punch Bass KA
G053  Shimmer KA
G054  Digilog KA
G055  Waverider KA
G056  Cathedral KA
G057  Humble Keys KA
G058  Soft Pad KA
G059  Ambiedream KA
G060  Distortian KA 
G061  Polysynth 1 KA
G062  Polysynth 2 KA
G063  Aeronautics KA
G064  Mellow Pad KA 
G065  Acid Bass KA
G066  Rhythm Steps KA
G067  LFO Pad KA
G068  Influx Pad KA
G069  Metal Pad KA
G070  Funk Synth KA
G071  Alien Pad 1 KA
G072  Alien Pad 2 KA
G073  Bell Pad KA
G074  Lift Up KA
G075  Myssa Drone KA
G076  Oxyda Pad KA
G077  Early Keys KA
G078  Wide Shut KA
G079  Chill Out KA
G080  Sigma Lead KA
G081  Telma ARP KA
G082  Multi Synth KA
G083  Portation KA
G084  Syncussion KA 
G085  Westlead Pad KA 
G086  Moving Mine KA 
G087  New Age Pad KA
G088  Free Jazz KA
G089  Ominous MorphKA
G090  Wavetrance KA
G091  Key Off KA
G092  Organilog KA
G093  VCF Sweep KA 
G094  FM Bells KA
G095  Powerful KA
G096  Angel Pad KA
G097  Fairy Steps KA
G098  FRANKnSTEIN KA
G099  Experience KA
G100  Nightmare KA
G101  VCF Zapp KA
G102  Epic Pad KA
G103  Mine Bells KA
G104  Tension SynthKA
G105  Got Rezzz KA
G106  Tomeso KA
G107  Evolving KA 
G108  Interstellar KA
G109  Cinematic KA 
G110  Klangzauber! KA
G111  Cyber Pad KA
G112  Main Synth KA
G113  Harpsichord KA
G114  Smooth Pad KA 
G115  Bowed Wheel KA 
G116  Harsh Bass KA
G117  Bubbles KA
G118  Relax & DreamKA
G119  Older Days KA
G120  Experimental KA
G121  Prismatic KA
G122  Massive KA
G123  War Games KA
G124  Bad Dreams KA
G125  LFO Planet KA
G126  Healing Pad KA
G127  Accordion KA
G128  Strings KA

Bank H
H001  Rich Rises DK
H002  Bass Punch DK
H003  Warm PadFX DK
H004  MouseChord DK
H005  FilterWhip DK
H006  Pure Space DK
H007  OctaveSwel DK
H008  Random Arp DK
H009  Boards VHS DK
H010  Noise Perc DK
H011  Ouzo Bass DK
H012  Square Lead DK
H013  Retro Swell DK
H014  Flutter Seq DK
H015  Acid Fiend DK
H016  Neuro Fun DK
H017  Velo Funk DK
H018  House Chord DK
H019  Guitar Dirt DK
H020  Talking Res DK
H021  Silly Riser DK
H022  Arp Pluck DK
H023  ChordCrunch DK
H024  Super Saws DK
H025  FM Wonk DK
H026  Wobble Bass DK
H027  Percussion DK
H028  Vintage Pad DK
H029  Mono Sync DK
H030  S&H ToneMod DK
H031  Pluk ModWet DK
H032  PWM Swell DK
H033  ShimmerSwel DK
H034  Noiz Hit FX DK
H035  Chord Arp DK
H036  FM F-Yeah DK
H037  Vibro Funk DK
H038  Filter FM DK
H039  Alien Love DK
H040  Dry Strings DK
H041  Keys DK
H042  Organ WanaB DK
H043  Teacake Arp DK
H044  Mario Love DK
H045  -2 Saw Sub DK
H046  Major 10 DK
H047  Pad Chopper DK 
H048  Tone Shift DK
H049  Arcade 8ve DK
H050  Poly Ramps DK
H051  ModWheelArp DK
H052  Drifter DK
H053  Unison Wash DK9
H054  Alien Lands DK
H055  Noise Punch DK
H056  Click Delay DK
H057  Vintage LFO DK
H058  Wonky Toy DK
H059  Soft Fifth DK
H060  Clicky Bass DK
H061  Fidget Arp DK
H062  Soft Swells DK
H063  Lost Verb DK
H064  Env3 Overto DK
H065  Slasher DK
H066  Movie Pad DK
H067  S&H Filter DK
H068  Falling LFO DK
H069  FX Wobbles DK
H070  Bass Arp DK
H071  DCO Harmony DK
H072  Broken Atom DK
H073  Verb Excite DK
H074  3 Way Mod DK
H075  FadeIn RNDM DK
H076  Breaking FM DK
H077  Warped Perc DK
H078  Rez BandPas DK
H079  Saw Shimmer DK
H080  Soft Mono DK
H081  Square Fun DK
H082  Clean Keys DK
H083  4Pole Pluck DK
H084  Synth Waves DK
H085  SyncToneMod DK
H086  Warm Arp DK
H087  Bass Stomp DK
H088  Filter Rise DK
H089  RND Swinger DK
H090  ModWheel FRZDK
H091  Mono Filth DK
H092  Reso Rise DK
H093  Simple Uni DK
H094  Verb Trick DK
H095  Bass Swells DK
H096  Over Reso DK
H097  BigChord minDK
H098  Mellow DK
H099  Bulbous Arp DK
H100  KeyPressRND DK
H101  Space Cave DK
H102  NonStopLoop DK
H103  Fadin Dison DK
H104  Ice Drift DK
H105  LFO SequenceDK
H106  Six Oh OnesiDK
H107  Clap DK
H108  Floating ArpDK
H109  Odd EGs DK
H110  ModW FX RiseDK
H111  Sync Mod PadDK
H112  OctaveBubbleDK
H113  Smooth NoiseDK
H114  Swellverb DK
H115  Bass Throb DK
H116  Space Lead DK 
H117  VintageDriftDK
H118  NuclearNoiseDK
H119  Mono Cloud DK
H120  Serene Keys DK
H121  Thin2FullArpDK
H122  Mega Mod DK
H123  ModulatedModDK
H124  Ramp Mods DK
H125  Deep Space DK
H126  Quirk Arp DK
H127  Play Wheels DK
H128  Theme Pad DK
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